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はあとふるふくしま
東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故による

被災・避難者支援の記録

社会福祉法人福島県社会福祉協議会
避難者生活支援・相談センター



　東日本大震災の発災と東京電力福島第一原発の事故から2022年３月11日で

11年が経過しました。

　本県は東日本大震災において、自然災害と原子力事故により、被災者は県

内外におよぶ広域的且つ長期的な避難生活を強いられている唯一の自治体で

あり、未だふるさとの地に戻ることのできない地域があるなど復興の途中で

あります。

　この間、被災者・避難者に対する寄り添った様々なご支援や暮らしの再建

に力をお貸しいただいた県内外のボランティア、関係機関・団体の皆さまに

厚くお礼申し上げます。

　発災以降、本会月間広報誌「はあとふるふくしま」において、災害ボラン

ティアセンター活動から仮設住宅入居に伴う生活支援相談員による支援活動や

関係団体等の支援活動の様子など、フェイズごとの取組みや課題等について

特集として誌面とし、「被災者・避難者支援のいまの福島」を発信してきま

した。

　ここに、「はあとふるふくしま」2011年４．５月号から2022年３月号までの

11年間において、特集31回130ページを超える内容を一冊にまとめ、その時

その場面における「福島県の東日本大震災と東京電力福島第一原発事故に

関係する福祉的支援活動の11年のあゆみ」といたします。

　現在も復興の途中であるなか、本会は「共につながり支えあう　ふくしま

の地域共生社会づくり」の理念のもと、過去の活動から学んだ多くの教訓を

もとに未来に向けた歩みを進めてまいります。

� 社会福祉法人福島県社会福祉協議会
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　3
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
、さ
ら
に
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
の
た
め
、県
内
外
へ
の
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
皆
様
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　こ
の
た
び
の
大
震
災
で
は
、甚
大
な
被
害
を
受
け

た
ば
か
り
で
な
く
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
存
続
を
も
困

難
に
さ
せ
る
未
曾
有
の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
地
域
の
中
で
活
動
を
展
開
し
て
き
た
社
会
福

祉
施
設
や
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
中
に
は
、そ
の
組

織
機
能
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
さ
え
あ

り
ま
す
。

　私
ど
も
県
社
協
は
、〝
だ
れ
も
が
そ
の
人
ら
し

く
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
〞を
目
指
し

日
々
の
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
し
た
が
、そ
れ
を

根
底
か
ら
揺
る
が
す
こ
の
状
況
は
、痛
恨
の
極
み
で

あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、こ
の
よ
う
な
事
態
に
こ
そ
私
た
ち
県
社

協
の
真
価
が
問
わ
れ
る
も
の
と
、震
災
直
後
よ
り
関

係
機
関
・
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
や
被

災
者
への
緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
、社
会
福
祉
施
設

への
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
改
め

て
ご
協
力
、ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
大
震
災
は
、福
島
県
民
の
皆
様
は
も
と
よ

り
、日
本
全
体
が〝
絆
〞や〝
支
え
合
い
〞と
い
う〝
人

と
人
と
の
関
わ
り
〞に
つ
い
て
、身
を
も
っ
て
考
え
、

行
動
に
移
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。復
興
ま
で
の
道

の
り
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
絆

や
支
え
合
い
を
地
域
の
力
を
高
め
る
糧
に
、本
会
も

被
災
地
支
援
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　福
島
県
の
福
祉
社
会
の
再
生
と
更
な
る
推
進
を

目
指
し
、本
会
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人 

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

　瀬谷 
俊
雄

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
様
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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今
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
長
く

激
し
い
揺
れ
は
、〝
日
常
〞を〝
非
日
常
〞へ

と
一
気
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
事
態

の
深
刻
さ
は
明
ら
か
―
―
県
社
協
で
は
、

県
内
の
被
害
状
況
や
市
町
村
社
協
、
社
会

福
祉
施
設
の
状
況
把
握
に
取
り
掛
か
る
と

と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
い
た
と
お

り『
県
社
協
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本

部（
以
下「
県
社
協
災
害
V
本
部
」と
い

う
）』を
立
ち
上
げ
、
非
常
事
態
体
制
を
組

み
ま
し
た
。

　
翌
12
日
に
は
特
に
被
害
が
甚
大
だ
っ
た

浜
通
り
や
県
中
、
県
南
地
方
の
被
害
状
況

や
市
町
村
社
協
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

9
名
の
職
員
を
先
遣
隊
と
し
て
派
遣
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
情
報
や
ニ
ー
ズ

を
も
と
に
、
県
社
協
災
害
V
本
部
で
は
山

形
県
社
協
や
N
P
O
法
人
に
い
が
た
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
を

得
な
が
ら
初
動
態
勢
を
進
め
ま
し
た
。

　事態
が
進
む
に
つ
れ
、
県
社
協
災
害
V

本
部
も
状
況
に
応
じ
た
再
編
を
重
ね
、【
図

1
】の
よ
う
な
体
制
で
、対
応
し
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
と
き
重
視
し
た
こ
と
は
、
機
動

性
の
高
い
組
織
で
あ
る
こ
と
。
通
常
の
県

社
協
の
組
織
は
課
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

状
況
に
応
じ
た
班
体
制
を
組
織
の
基
盤
に

据
え
、職
員
の
配
置
も
柔
軟
に
す
る
こ
と

で
、活
動
を
展
開
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ふ
ま
え
、
5

そ
の
時
、県
社
協
は

ど
う
動
い
た
か
│

　3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
。本
県
を
含
む
東
北
・
関
東
地
方
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9
・
0
の
大
地
震
が
襲
い
ま
し
た
。県
内
で
は
、特
に
沿
岸
部
が
甚
大
な
津
波
被
害
を

受
け
、さ
ら
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故（
以
下「
福
島
原
発
事
故
」と
い
う
）に

よ
り
、多
く
の
県
民
が
県
内
外
に
今
な
お
避
難
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、震
災
直
後
か
ら
こ
れ
ま
で
の
県
社
協
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

　
被
災
地
へ
の
救
援
活
動

〜
震
災
か
ら
こ
れ
ま
で
の
県
社
協
の
取
り
組
み
〜

月
5
日
に
辻
元
清
美
内
閣
総
理
大
臣
補
佐

官
、
11
日
に
斎
藤
十
朗
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
に
対
し
て
、
今
後
被
災
者
支
援

に
お
い
て
必
要
に
な
っ
て
く
る
仮
設
住
宅

の
生
活
環
境
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
等
を

確
保
す
る
た
め
の
補
助
制
度
の
創
設
を
要

望
し
ま
し
た
。

被
災
者
支
援
の
た
め

国・全
社
協
へ
要
望

【図1】災害救援ボランティア本部 組織図

ボランティア
活動支援班総務班 生活福祉資金班 施設支援班

本部長（会長　瀬谷俊雄）

副本部長（常勤副会長　岩下哲雄）

統括責任者（事務局長　大川原公年）
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［生活福祉資金］

特 集

贈られた物資を県内の福祉施設へ届け
ます。

総
務
班

　総務班は、県社協災害V本部の立ち上げとともに、職員の勤務体制の調整からはじまりました。さらに、県
社協災害V本部や県災害ボランティアセンターを運営するための予算を管理し、共同募金会との調整により
助成金の申請を行うなどの活動資金の調達や手配、さらに被災した社協が早く社協機能を復活させるため、
事務機器等の整備を行ってきました。

 ❶ボランティア活動資金の調達
　県災害V連協での協議により提案された「福島県災害ボランティア活動支援募金」を立ち上げ、全国に広く呼びかけまし
た。結果、多くの皆さんから募金が寄せられ、その浄財は県災害ボランティアセンターが取り組むボランティアバスの運行
やボランティア活動のための物資の調達に使われています。また、ボランティアセンターの運営資金を確保するため、共同
募金配分金申請等を行い、ボランティアが安心して活動できるようにしてきました。

 ❷被災した社協への支援
　福島原発事故により県内外に避難した双葉管内8つの町村社協が、社協機能を復活させ、効率的な社協活動を展開で
きるよう事務機器等の配備を支援しました。
　また、被災した浜通り管内の社協のための情報交換会を開催し、情報の共有を図るとともに、理事会等の開催が困難
な社協に対し、法人運営手法等について情報提供してきました。

施
設
支
援
班

 ❶福祉施設の状況把握
　震災後、県内施設の被害状況を把握するため、3月13日より福祉施設状況緊急調
査を実施しました。特に被害が大きかった浜通りの施設については、関係機関と連携
し随時情報収集に努めています。また、震災から1ヵ月を経過した時点（4月11日）で
あらためて被害状況や課題を確認するため、再度施設の状況調査を行いました。

 ❷救援物資の受入れと配布
　震災直後は、施設においても水や食料、介護用品の不足が生じたため、本会ホームページを通じて施設の現状を広く
県民に伝え、物資の提供を呼びかけました。また、関係する全国組織、各種団体からの救援物資を受入れ、県内各地の
施設に届けました。

 ❸福祉施設関係者会議の開催
　全国経営者協議会と県内役員との意見交換会（4月23日）を開催し、施設の現状を訴えました。また、原発事故
による避難施設の関係者と県行政担当者等との意見交換会（5月12日）を実施し、各施設が抱える課題や今後の支
援策について話し合いました。

　施設支援班では、県内の福祉施設、特に避難を余儀なくされた原発周辺の施設に対し、県担当課や関係団
体と連携し、次のような支援を行いました。今後は、避難が長期化することが見込まれるため、避難施設や避
難した利用者を受け入れている施設に対し、引き続き状況の変化に応じた対策を進めてまいります。

　今回の貸付では、関東Aブロック、九州ブロック及び山形県の各社協職員のべ151名に窓口での相談
受付業務を中心に支援、協力をいただきました。改めて厚く御礼申しあげます。

貸付件数…約2万5千件
貸付金額…約35億円

貸付
実績
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■ 県社協災害ボランティア本部　各班の取り組み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
班

▲福島県災害ボランティアセンターのホームページ。
　ぜひ検索してみてください。

県災害ボランティアセンター

　県内で広く展開されるボランティア活動を支援するため、県内の関係団体で構成する「福島県災害ボラン
ティア連絡協議会（以下「県災害V連協」という）」を開催し、災害ボランティア受入指針に基づいて「福島県災
害ボランティアセンター（以下「県災害ボランティアセンター」という）」を県社協内に設置してからは、『ボラ
ンティア支援班』はこのセンターで活動を展開してきました。活動内容は大きく以下の4つです。

 ❶市町村災害ボランティアセンターの立ち上げ、運営支援
　県内32カ所の市町村災害ボランティアセンターが立ち上げられ（5月15日
現在）、センターの円滑な運営を目指し、支援スタッフを派遣し支援しました。

 ❷市町村災害ボランティアセンターコーディネーターの派遣
　「福島県・市町村社会福祉協議会における災害時相互支援に関する協定」
に基づいて、県内の社協職員のべ42名（5月15日現在）を派遣しました。

 ❸市町村災害ボランティアセンターの広報
　災害ボランティアに関する最新情報をホームページをとおして提供する
ほか、被災者やボランティア等へ向けた“はあとふる・ふくしま（別冊）福島県
災害ボランティアセンター通信”を週1回発行しています。

 ❹市町村災害ボランティアセンターへの資機材等の手配・配布
　災害ボランティアセンター運営に必要な携帯電話、パソコン、自転
車、FAX、コピー機、土のう袋などを手配、配布しました。

　県社協が把握している県内でのボランティア活動者はのべ
54,426名（5月15日現在）に上ります。活動も地域の被害状
況によって異なりますが、炊き出し、支援物資の仕分け、避難
所支援、瓦礫の撤去や泥だし、思い出の写真等の洗浄等に多
くのボランティアが活躍しています。
　県災害ボランティアセンターの運営には、県災害V連協を構
成する県社協等の他に、山形県社協、関東Aブロック社協、九州
ブロック社協、災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（注1）
から職員、スタッフのべ421名（3月12日～5月15日）の力強い支援を得て運営してきました。
　今後、仮設住宅や公営住宅等での生活の長期化が予想されることから、ボランティア活動も“災害ボラン
ティア活動”から“生活支援のボランティア活動”へと移行し、長期的に活動が展開されることが期待されま
す。災害ボランティアセンターの運営もそれにあわせて変化させていくことが必要です。
（注1） 企業､NPO、社協､共同募金会等が協働し､被災地及び被災者主体のボランティア活動を支援する組織で、中央共同募金会が事務局をしています。

生
活
福
祉
資
金
班

　被災した世帯に対し、緊急かつ一時的な生活費として生活福祉資金の緊急小口資金の貸付を実施し
ました。貸付内容は、一世帯あたり原則10万円（世帯状況によっては20万円）を基本とし、無利子の
貸付です。3月28日より準備の整った市町村から順次受付を開始し、4月4日からは県内全域の市町村
社協と避難所の一部で受付を開始しました。この貸付は4月28日に終了しましたが、一部の市町村社
協や避難所では5月13日まで受付を行いました。

福島県災害ボランティアセンター
http://www.pref-f-svc.org/

検 索
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東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
多
大
な
人
的・

物
的
被
害
に
よ
り
、住
民
生
活
に
甚
大
な
支

障
が
生
じ
た
場
合
、各
都
道
府
県
社
協
は
被

災
地
の
支
援
を
進
め
る
た
め
に
関
係
機
関

や
N
P
O
な
ど
の
団
体
と
協
働
し
て
、都
道

府
県
災
害
V
C
を
開
設
し
ま
す
。都
道
府
県

災
害
V
C
の
活
動
は
主
に
、市
町
村
社
協
の

情
報
を
収
集
し
て
関
係
団
体
な
ど
へ
協
力
を

要
請
し
、市
町
村
社
協
な
ど
が
設
置
す
る
市

町
村
災
害
V
C
の
立
ち
上
げ
と
運
営
を
支

援
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、全
国
に

向
け
て
の
情
報
発
信
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
展
開
を
広
域
的
に
支
え
る
役
割
を

担
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
震
災
に
あ
た
り
、福
島
県
社
協

を
は
じ
め
と
す
る
県
内
の
関
係
団
体
で
構

成
す
る
福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
は
、県
内
各
地
で
展
開
さ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、同
協
議
会

が
作
成
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
指
針

に
基
づ
き
、「
福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」を
3
月
14
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、次
の
4
つ
の
活
動
理
念

の
も
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
内
の
市
町
村
災
害
V
C
を

支
援
す
る
福
島
県
災
害
V
C

　未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
3
カ
月
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
対
す
る
不
安
は
払
拭
さ
れ
ま
せ
ん
が
、福
島
は
少
し

ず
つ
、そ
し
て
確
実
に
復
興
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
に
よ
る

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
必
要
で
す
。
そ
の
受
け
入

れ
・
調
整
・
支
援
を
担
う
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以
下
、災
害
V
C
）が
県
内
各

地
に
設
置
さ
れ
、活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、災
害
V
C
の
活
動
は
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
福
島
県
災

害
V
C
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、今
後
必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
考
え
ま
す
。

「
協
働
」の
も
と
行
わ
れ
た
被
災
地
支
援

〜
福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
〜

　
❶ 

被
災
者
本
位

　
❷ 

関
係
機
関
と
の
協
働

　
❸ 

安
全
と
健
康

　
❹ 

風
評
被
害
の
払
拭

　
そ
し
て
、震
災
直
後
か
ら
県
内
各
地
の
市

町
村
災
害
V
C
の
立
ち
上
げ
や
運
営
支
援

の
ほ
か
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
、物
資
や

機
材
の
手
配
・
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
島
県
内
の
市
町
村
災
害
V
C（
生
活
支

援
V
C
）は
、6
月
13
日
現
在
、33
カ
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
該
市
町
村
社
協
職

員
の
ほ
か
、全
国
各
地
か
ら
派
遣
さ
れ
た
社

協
職
員
、
N
P
O
職
員
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

関
係
団
体
と
の
協
働
の
も
と
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、津
波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た

新
地
町
、相
馬
市
、南
相
馬
市
、い
わ
き
市

で
は
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、福
島
県
災
害
V
C
と
市
町

村
災
害
V
C
は
密
接
に
連
携
・
協
働
し
合

い
な
が
ら
、被
災
者
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー

ズ
」と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
支
援
活
動
」

の
調
整
役
と
な
り
、被
災
者
の
立
場
に
立
っ

た
支
援
が
迅
速
か
つ
円
滑
・
活
発
に
行
わ

れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
災
害
Ｖ
Ｃ
の

活
動
理
念

川俣町
飯舘村

本宮市

鏡石町

矢吹町
中
島
村

天栄村

西郷村

…災害ボランティアセンター

…生活支援ボランティアセンター

泉
崎
村

三春町

小野町

平田村

古殿町

石川町

浅川町

棚倉町

塙町

矢祭町

鮫川村

玉川村

川内村

広野町

楢葉町

富岡町

大熊町

葛尾村 浪江町

新地町

双葉町

大玉村
猪苗代町

市町村災害
ボランティアセンター
（生活支援ボランティアセンター）
MAP
（6月13日現在　33カ所）

磐梯町

南会津町

下郷町

会津美里町

柳
津
町

三
島
町

金山町

昭和村

檜枝岐村

只見町

会津坂下町

西
会
津
町

北塩原村

湯川村

桑折町
国見町

福 島 市

福島県
災害VC

伊 達 市

二本松市

郡 山 市

会
津
若
松
市

喜多方市

須賀川市

田 村 市

白 河 市 い わ き 市

南相馬市

相馬市
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「
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い

た
い
」と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
希
望
者
の

声
を
受
け
、福
島
県
災
害
V
C
で
は
、旅
行
会

社
の
協
力
の
も
と
現
地
ま
で
送
迎
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
連
休
を
活
用
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
期
待
さ
れ
る
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当

初
の
運
行
ル
ー
ト
は
、
福
島
駅
か
ら
新
地

町
、
郡
山
駅
か
ら
い
わ
き
市
へ
向
か
う
2

ル
ー
ト
。
参
加
者
は
全
国
か
ら
集
ま
り
、
な

か
に
は
遠
く
鹿
児
島
や
沖
縄
か
ら
参
加
さ
れ

た
方
も
い
ま
し
た
。
参
加
理
由
は
、「
親
が

福
島
県
出
身
だ
か
ら
」「
自
分
の
家
も
海
の

近
く
に
あ
っ
て
、他
人
ご
と
と
は
思
え
な
い

か
ら
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
同
行
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
仕

方
や
心
構
え
な
ど
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
、
初
心
者
の
方
に
も
安
心
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
地
で
の
主
な
活
動
は
、
側
溝
に
た
ま

っ
た
泥
の
か
き
出
し
や
、
歩
道
に
寄
せ
ら

れ
た
土
砂
や
漂
流
物
の
撤
去
作
業
、
集
積

所
に
集
め
ら
れ
た
瓦
礫
の
分
別
作
業
な
ど
。

そ
れ
ら
を
1
日
か
け
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
活
動
後
に
は
、「
地
元
の
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
て
良
か
っ
た
」「
被
災
地
の
た
め
に

何
か
し
た
い
、
と
い
う
同
じ
想
い
を
も
っ
た

参
加
者
と
一
緒
に
活
動
で
き
て
良
か
っ
た
」

な
ど
、
笑
顔
と
と
も
に
嬉
し
い
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
後
、新
た
に
南
相
馬
市
を
加
え
、
週
末

に
運
行
し
ま
し
た
。
継
続
し
て
参
加
さ
れ
る

方
も
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
に
よ
っ
て
で

き
た
支
援
の
輪
は
今
も
広
が
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
、

情
報
紙
に
よ
る
広
報

　
福
島
県
災
害
V
C
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
報
告
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
案

内
、市
町
村
災
害
V
C
の
連
絡
先
の
ほ
か
、

避
難
先
で
も
で
き
る
簡
単
な
運
動
、心
の
ケ

ア
に
つ
な
が
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ブ
ロ
グ「
ス
タ
ッ
フ
の
つ
ぶ
や
き
」

は
福
島
県
災
害
V
C
の
ス
タ
ッ
フ
が
毎
日
更

新
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
島
県
社
協
情
報
誌「
は
あ
と
ふ

る
・
ふ
く
し
ま
」の
別
冊
と
し
て「
福
島
県
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
通
信
」を
週
に

一
度
発
行
し
、県
内
外
の
避
難
所
や
市
町
村

災
害
V
C
に
配
布
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
被
災
者
の
方
々
に
役
立
つ
情
報
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

活動紹介

2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
希
望
者
を
被
災
地
に

送
迎
す
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」運
行

活動紹介

1

福島県災害ボランティア▶
センター通信　

「ボランティアバス」に参加した方は約2カ月間で延べ
905人にのぼりました。

ホームページ

3/11　県社協災害VC設置
3/14　県災害VC設置（県災害ボランティア連絡協議会）
3/12～　市町村災害VC立ち上げ支援（6/13現在33カ所で設置）

3/12～　山形県社協1名、北海道内社協7名、
関東Aブロック内社協267名、
九州ブロック内社協214名、
災害ボランティア支援プロジェクト会議等126名（6/10現在延べ615名）

●県災害VC設置
●市町村災害VC
　立ち上げ支援

●市町村災害VC運営
への人的支援

●市町村災害VCへの
資機材調達支援

●ボランティアバス
　運行
●学習会、
　計画的支援

避難所等での生活支援VC立ち上げ支援

4/13～　県内市町村社協（6/10現在延べ43名）
4/28～　県社協（6/10現在延べ20名）

ゴールデンウイーク中
（新地町、いわき市へ）

6月の土日（新地町、いわき
市、南相馬市鹿島区へ）

福島県災害ボランティアセンターの動き
3　月実施項目 4　月 5　月 6　月

3月下旬～　スコップ、自転車、土嚢袋、コピー・FAX機、パソコン、携帯電話等をニーズにより調達

福島県災害ボランティアセンター
http://www.pref-f-svc.org/

検 索

が
れ
き

県災害VC短期重点計画（4/29～5/12） 県災害VC活動計画中期ビジョン①（5/14～6/30）

5/23　仮設住宅入居者支援に関する学習会
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【図】福島県災害ボランティアセンターの連携・協働と活動内容

災害ボランティア支援
プロジェクト会議
（事務局：中央共同募金会）

企業、NPO、社協、共募等が協働し、被災地
及び被災者主体のボランティア活動の支援
を目的とした組織。多くの災害VC運営支
援者がエントリーしています。

●運営支援者の派遣
による県災害VC
や市町村災害VC
運営の支援
●資機材の手配　等

福島県災害ボランティアセンター
（運営母体：福島県災害ボランティア連絡協議会）

以下7つの組織・団体で構成

うつくしまNPO
ネットワーク
●スタッフの派遣に
よる県災害VC運
営の支援 県内の市町村災害

ボランティアセンター

●運営支援者の派遣による市
町村災害VCの立ち上げや
運営のサポート
●関東Aブロック社協、九州ブ
ロック社協、県内市町村社協
の派遣調整

●資機材の手配
●ボランティアバスの運行
●ボランティア保険の加入  等

全国の社協ネットワーク
●ボランティアコーディネーター
の派遣による県災害VCや市
町村災害VC運営の支援
●資機材の手配　等

※１　関東Aブロック社協…さいたま市社協、群馬県社協、千葉市社協、埼玉県社協、栃木県社協、千葉県社協、東京都社協（幹事）、茨城県社協で構成
※２　九州ブロック社協…福岡市社協、福岡県社協（幹事）、佐賀県社協、長崎県社協、熊本県社協、大分県社協、宮崎県社協、鹿児島県社協で構成

NPO
ハートネット
ふくしま

日赤
県支部県福島

県社協
（事務局）

青年
会議所

県
アマチュア
無線連盟

全社協
関東

Aブロック
社協※1

北海道社協
山形県社協

県内
市町村
社協

県共募

九州
ブロック
社協※2

県内の社協
ネットワーク
県内の社協
ネットワーク
災害時相互
支援協定

北海道・東北ブロック
災害時相互
支援協定

サポ
ート

　
福
島
県
災
害
V
C
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
な
ど
過
去
の
大
き
な
災
害
を
参
考
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
連
絡
調
整
・
整
備

を
図
る
た
め
平
成
9
年
に
設
置
さ
れ
た

「
福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
」
が
運
営
母
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同

協
議
会
は
、
事
務
局
の
福
島
県
社
協
を
は

じ
め
、
福
島
県
、
福
島
県
共
同
募
金
会
、

日
本
青
年
会
議
所
東
北
地
区
福
島
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
、
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支

部
、
N
P
O
法
人
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
、
福
島
県
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
震
災
に
際
し
て
、福
島
県
災
害

V
C
へ
は
、全
国
の
社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
、
山
形
県
社
協
、
関
東
A
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
社
協
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
社
協
か
ら
職
員
を
派
遣
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
に
参
画
し
て
い
る
社
協
や

N
P
O
法
人
な
ど
か
ら
も
運
営
支

援
者
を
派
遣
い
た
だ
く
な
ど
、
福

島
県
災
害
V
C
の
運
営
に
は
県
外

の
多
く
の
団
体
・
人
々
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
県
内
に
お
い
て
は
、
N
P
O
法

人
う
つ
く
し
ま
N
P
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
の
長
期
的
な
職
員
派
遣
の

ほ
か
、
N
P
O
法
人
う
つ
く
し
ま

ブ
ラ
ン
チ
に
は
情
報
誌
や
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
の
編
集
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

「
協
働
」
が
福
島
県
災
害
V
C
の

運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。

「
協
働
」の
絆
で
結
ば
れ
た

福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
構
成

福島県災害ボランティアセンターの活動について活発な情報交換を行う福島県
災害ボランティア連絡協議会の会議。
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私
が
所
属
す
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

は
、
新
潟
中
越
地
震
で

の
災
害
V
C
が
経
験
し

た
こ
と
の
継
承
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
構
築
を
目
指

し
、
2
0
0
5
年
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
平
常

時
に
は
、
災
害
支
援
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
の
ほ
か
、
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
の
も
と
、
災
害
V
C
運
営
支
援
者
研
修
を
開
催
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
行
い
方
、
受
け
入
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
指
南
し
、

災
害
V
C
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
る
人
材
の
育
成
と
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
多
様
な
関
係
団
体
が
協
働
し
合
っ
て
被
災
者

支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
4
月
中
旬
か
ら
福
島
に
入
り
、す
で
に
立
ち
上
が
っ
て
い
た
福
島
県

災
害
V
C
の
環
境
整
備
、情
報
収
集
、ス
タ
ッ
フ
の
管
理
な
ど
、県
全
体
の

災
害
V
C
が
機
能
的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、過
去
の
経
験
を
活
か
し
て
コ
ー

ディ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
方
が
安
全
か

つ
安
心
し
て
現
場
で
動
く
た
め
の
、ガ
イ
ド
役
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
す
る
と
、
誰
か
の
力
を
借
り
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
そ
れ
を
上
手
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
力
で
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。
ま
た
、
慣
れ
な

い
土
地
に
移
動
し
て
き
た
避
難
者
を
地
域
の
人
々
が
支
え
、力
を
合
わ

せ
て
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

故
郷
・
福
島
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～緊急支援から自立支援へ～
　福島県災害VCはこの3カ月半の間、市町村災害VCの立ち上げ・運営支援、関係団体との連携
による被災地支援、活動資機材の確保など「緊急救援期」の活動を行ってきました。今後は、
「福島県災害ボランティアセンター活動計画中期ビジョン①」に基づき、市町村災害VCや社協と

の連携強化、情報発信の強化、仮設住宅入居者への支援などに重点を置いて、「生活復興期」の活動に取り組ん
でいかなければいけません。被災者一人ひとりの経済的・精神的に自立した生活へ向け、ニーズに耳を傾けなが
ら、被災者に寄り添う姿勢で長い目での支援に取り組んでいきます。

今後の
取り組み

■
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

■
社
会
福
祉
法
人 

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

長
谷
部

　
治
さ
ん

被災者の力を引き出しながら自立を支えたい
は

　せ

　べ

お
さ
む

　青
年
会
議
所
（
以

下
、J
C
）は「
修
練
・奉

仕
・
友
情
」の
信
条
の

も
と
、ま
ち
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
運
動
に
取
り

組
み
、「
明
る
い
豊
か
な

社
会
」の
実
現
を
目
指

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
行
政
改
革
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
大
震
災
発
生
当
初
は
、
福
島
県
災
害
V
C
の
一
員
と
し

て
、
福
祉
の
枠
を
越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ

た
全
国
の
J
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、水
や
食
料
な
ど

の
物
資
を
福
祉
施
設
な
ど
に
届
け
る
「
命
を
つ
な
ぐ
支
援
」
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
市
町
村
社
協
に
コ
ピ
ー
機
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
を
配
送
し
、

災
害
V
C
の
立
ち
上
げ
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
の
J
C
も

被
災
し
て
い
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
結
び
つ
き
が
、
機
動

力
の
良
さ
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
震
災
発
生
か
ら
3
カ
月
が
経
過
し
、
今
後
は
被
災
者
の
方
が
ど
の
よ

う
な
支
援
を
求
め
て
い
る
か
探
り
な
が
ら
、「
福
島
を
元
気
に
す
る
」よ

う
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
私
た
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
誰
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
原
発
問
題
へ
の
不
安
を

払
拭
す
る
講
演
を
開
く
な
ど
、「
心
の
ケ
ア
」
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
そ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
福
島
に
は
素
晴
ら
し
い
ス

ポ
ッ
ト
や
お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
全
国
に
発
信
す

る
こ
と
も
、
そ
の
一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
復
興
に
向
け
た
道
の
り

は
長
い
で
す
が
、
福
島
県
災
害
V
C
の「
協
働
」の
強
さ
を
活
か
し
て
、

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

■
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

　東北
地
区
福
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

　
会
長

坂
田

　
敦
志
さ
ん

「命をつなぐ支援」から「福島を元気にする支援」へ
さ
か

　
た

あ
つ

　
し

ふ
る
さ
と

新潟中越地震や阪神淡路大震災での
経験を活かし助言する長谷部さん。

「被災者の方の自立支援活動にも取
り組んでいきたい」と話す酒田さん。

「協働」のもと行われた被災地支援特 集
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特 

集

ZOOM
U P

　３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、社
会
福
祉
施
設
等
で
生
活
し
て
い
た

多
く
の
高
齢
者
や
障
が
い
児
者
も
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

 

地
震
や
津
波
以
上
の
困
難
と
な
っ
た
の
が
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

で
す
。次
々
と
避
難
地
域
が
拡
大
し
、３
月
12

日
に
は
、半
径
20
㎞
に
避
難
指
示
が
出
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、多
く
の
施
設
が
緊
急
的
な

避
難
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　避
難
区
域
の
拡
大
と
と
も
に
避
難
先
を

転
々
と
し
た
り
、向
か
っ
た
避
難
所
が
い
っ

ぱ
い
で
入
れ
ず
別
な
避
難
所
へ
移
動
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
り
と
、ケ
ア
を
必
要
と
す
る

利
用
者
を
守
り
な
が
ら
の
避
難
に
は
大
変

な
困
難
を
伴
い
ま
し
た
。

　何
と
か
避
難
し
た
も
の
の
、底
冷
え
の
す

る
寒
さ
の
中
、
一
般
の
人
と
同
じ
体
育
館

な
ど
の
避
難
所
で
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
施

設
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　さ
ら
に
、３
月
15
日
に
原
発
か
ら
半
径
20

〜
30
㎞
圏
内
に
屋
内
退
避
が
呼
び
か
け
ら

れ
た
こ
と
で
物
流
が
止
ま
っ
て
食
糧
が
十
分

に
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
り
、ガ
ソ
リ
ン
不

足
に
よ
り
職
員
が
通
勤
で
き
な
く
な
る
な

ど
、避
難
せ
ず
に
す
ん
だ
施
設
に
お
い
て
も

利
用
者
の
ケ
ア
が
継
続
で
き
な
い
事
態
に

陥
り
ま
し
た
。

　通
常
、入
所
施
設
で
は
数
日
分
の
食
糧
の

利
用
者
と
と
も
に
避
難
所
を
転
々
と
…

物
資
が
足
り
な
い
、届
か
な
い
…

　あ
ら
ゆ
る
面
で「
想
定
外
」と
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
で
、支
援
が
必
要
な
社
会
福
祉

施
設
入
所
者
の
避
難
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。震
災
か
ら
４
カ
月
、当
時
の
状
況
を
振
り

返
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
社
会
福
祉
施
設
の
避
難
は
、

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か

〜
マ
ニ
ュ
ア
ル
よ
り
も
役
立
っ
た〝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〞の
力
〜

福島第一原発事故に伴い避難した
30㎞圏内の社会福祉施設

 ●大熊町
18特別養護老人ホーム　サンライトおおくま （80人）

 ●双葉町
19特別養護老人ホーム　せんだん （70人）

 ●川内村
20障害者支援施設　あぶくま更生園 （46人）

 ●浪江町
21特別養護老人ホーム　オンフール双葉 （140人）
22救護施設　浪江ひまわり荘 （100人）

 ●いわき市
23特別養護老人ホーム　翠祥園 （85人）

飯舘村

川内村

広野町

楢葉町

富岡町

大熊町

葛尾村
浪江町

双葉町
福島
第一原発

20㎞

30㎞

田 村 市

いわき市

南相馬市

❶

❷❻❸

❼ ❺

10

11

1713
12
141516

18

19

22

23

21

20

❹
❾❽

（図１）

 ●田村市　
❶特別養護老人ホーム　都路まどか荘（50人）

 ●南相馬市
❷養護老人ホーム　南相馬市高松ホーム （100人）
❸特別養護老人ホーム　長寿荘 （70人）
❹特別養護老人ホーム　福寿園 （80人）
❺特別養護老人ホーム　梅の香 （50人）
❻特別養護老人ホーム　竹水園 （60人）
❼知的障害時施設　原町学園 （30人）
❽知的障害者授産施設　原町共生授産園 （50人）
❾知的障害者通勤寮　原町学園アフターケアセンター（23人）

 ●広野町
10特別養護老人ホーム　花ぶさ苑 （36人）

 ●楢葉町
11特別養護老人ホーム　リリー園 （80人））

 ●富岡町
12養護老人ホーム　東風荘 （75人）
13特別養護老人ホーム　舘山荘 （80人）
14知的障害児施設　東洋学園児童部 （80人）
15障害者支援施設　東洋学園成人部 （49人）
16知的障害者支援施設　東洋育成園 （50人）
17障害者支援施設　光洋愛成園 （40人）

※入所施設のみ　※（　）内は施設の定員
※30㎞圏外でもライフライン等の被害により避難した施設あり。

22011.7
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備
蓄
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ほ
ど
の
事

態
は
各
施
設
が
整
備
し
て
い
た
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
も
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、ま
さ
に
未

曾
有
の
出
来
事
で
す
。最
終
的
に
は
、30
㎞

圏
内
の
入
所
施
設
は
す
べ
て
避
難
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　他
に
も
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
や
物
流

の
影
響
を
受
け
、サ
ー
ビ
ス
提
供
が
困
難
と

な
っ
た
施
設
は
県
内
に
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　施
設
の
入
所
者
の
多
く
は
、自
力
で
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　下
の
表
は
、浪
江
町
に
あ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
オ
ン
フ
ー
ル
双
葉
の
実
際
の

避
難
の
状
況
で
す
。今
回
の
震
災
は
規
模
が

大
き
く
、緊
急
的
に
避
難
が
必
要
と
な
っ
て

も
、大
人
数
が
す
ぐ
に
移
動
で
き
る
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　ま
た
、避
難
の
た
め
に
バ
ス
等
の
移
動
手

段
の
確
保
が
で
き
て
も
、寝
た
き
り
状
態
の

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、移
動
す
る
だ
け
で
身

体
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　さ
ら
に
十
分
な
設
備
や
資
材
の
無
い
避
難

所
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
、身
体

状
態
の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
高
齢
者

の
場
合
、避
難
所
で
出
さ
れ
る
食
事
を
そ
の

ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
も
い
ま
す
。

　障
が
い
者
の
場
合
、慣
れ
な
い
環
境
で
状

態
が
不
安
定
に
な
り
、ま
た
一
般
の
方
の
障

が
い
に
対
す
る
理
解
不
足
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　障
が
い
児
者
施
設
の
中
に
は
、避
難
所
へ

入
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、県
外
施
設
へ
集

団
で「
避
難
」し
た
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　入
所
施
設
で
は
、通
常
、職
員
は
交
代
制

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、避
難
時
に
勤
務
を
外
れ
て
い
た

職
員
が
避
難
所
に
合
流
す
る
こ
と
は
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、避
難
時
に
勤
務
し

て
い
た
職
員
が
交
代
職
員
不
在
の
ま
ま
、ほ

ぼ
24
時
間
体
制
で
利
用
者
へ
の
ケ
ア
を
続

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
、職
員
自
身
も
被
災
者
で
す
。

自
分
の
家
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、家
族
と
連

絡
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、別
々
の
場
所
に
避

難
し
た
り
と
、不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、「
利

用
者
の
た
め
に
」、そ
の
一
念
で
多
く
の
職

員
が
勤
務
を
続
け
ま
し
た
。

　し
か
し
、一
般
の
避
難
所
で
ケ
ア
を
続
け

る
に
は
職
員
、利
用
者
と
も
に
限
界
が
あ
り

ま
す
。
行
政
を
始
め
、関
係
者
が
右
往
左
往

す
る
中
で
、い
ち
早
く
そ
の
よ
う
な
避
難
施

設
へ
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
た
、福
島
県
老

人
福
祉
施
設
協
議
会（
以
下「
県
老
施
協
」

と
い
う
）会
津
支
部
の
活
動
を
次
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

避
難
す
る
こ
と
自
体
が
難
し
い

被
災
し
な
が
ら

勤
務
を
続
け
る
職
員

東日本大震災で社会福祉施設の避難は、どのように行われたのか特 集

福島第一原子力発電所から11㎞にある
特別養護老人ホームオンフール双葉のケース

  ３月11日 (金)
14：46　大震災発生。様子を見るため、職員を交代で自宅に帰す

  ３月12日 (土)
  ９：00　浪江町役場から、介護老人保健施設（以下「老健」）の入所者と

２つの病院の入院患者、計200人の受け入れ要請がある
18：25　20㎞圏内の避難指示。職員体制42人
22：00　老健の避難者を二次避難先に翌日2：00までかけてワゴ

ン車でピストン輸送する
23：00　病院の避難者67人のうち30人を町バスが迎えにくる

  ３月13日 (日)
  ８：30　浪江町役場の指示で避難準備
13：00　約束の時間にバスが到着せず。病院からの30人は人工

透析のため一旦病院に戻る
15：00　公衆電話を探しに職員が町に出る。途中、パトカーを止

め、警察官に事情を説明
17：00　自衛隊を呼び止め食事がないことを伝える
18：30　自衛隊からご飯が届くが不足

  ３月14日 (月)
 ４：30　搬送先不明のまま自衛隊による搬送が決定
10：00　職員が町長に会い、自衛隊の搬送が来ない状況を伝える

食糧（パン）を確保して施設に戻る途中、「３号機爆発で町
内へ入れない」と足止め。県警に交渉しパトカー先導で
施設へ

21：00　県警のバス到着。全員搬送完了は深夜１：30。病院の患者
はいわきへ。残りの患者と施設入所者は相双保健福祉事
務所（南相馬市原町区）へ

  ３月15日 (火)
２：30　相双保健福祉事務所で放射線のスクリーニング後、広島

県警のバスに乗り換えて西郷村へ
  ９：00　西郷村の那須甲子青少年自然の家到着　

  ３月16日 (水)　
下着・スエットなどの衣類、オムツなどの物資不足が深刻に

 ３月17日 (木)　
老施協会津支部の小林会長に連絡し助けを求める

※この夜は、施設内でオンフール双葉入所者、
　２病院の患者、職員など計275人が過ごす

（※この夜は、施設内で244人が過ごす）

（ ）

※現地に入所者114人　職員34人　
　一般7名　計155人（ ）

3.11から
1週間の動き
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じ
ょ
く
そ
う

小
林

　
会
津
は
地
震
に
よ
る
被
害
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
週
明
け
の

14
日
㈪
に
は
食
糧
が
入
っ
て
こ
な
い
し
、

燃
料
が
手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
、
職
員

の
通
勤
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

さ
て
、
ど
う
す
る
か
な
…
と
自
分
た
ち
の

対
策
を
考
え
始
め
た
頃
に
、
県
社
協
か
ら

「
こ
の
ま
ま
で
は
命
に
か
か
わ
る
！
」

「
こ
の
ま
ま
で
は
命
に
か
か
わ
る
！
」

　

浜
通
り
の
施
設
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　ま
ず
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
サ
ン

ラ
イ
ト
お
お
く
ま
の
施
設
長
に
、
な
ん
と

か
携
帯
で
連
絡
を
取
っ
て
み
た
ら
、
声
が

も
う
悲
鳴
に
近
い
ん
で
す
。
田
村
市
に
あ

る
船
引
工
業
団
地
に
、
一
般
の
人
た
ち
と

一
緒
に
避
難
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

　３
月
16
日
㈬
に
は
、
す
ぐ
に
で
も
必
要

と
聞
い
た
褥
瘡
防
止
用
の
エ
ア
マ
ッ
ト
や

清
拭
用
品
、
経
管
栄
養
用
の
と
ろ
み
剤
な

ど
を
、
私
の
法
人
職
員
３
人
が
届
け
に
行

き
ま
し
た
。

渡
部

　県
老
施
協
会
津
支
部
と
し
て
、
今

回
の
震
災
で
被
災
さ
れ
た
会
員
の
施
設
に
、

「
な
に
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
」

と
県
社
協
に
連
絡
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
す
で
に
小
林
さ
ん
と
や
り
と
り
を
は
じ

め
て
い
る
と
聞
い
て
、
小
林
さ
ん
と
連
絡

を
と
り
、
第
１
回
目
の
打
合
せ
を
17
日
㈭

に
し
ま
し
た
。

小
林

　
活
動
の
拠
点
は
う
ち
の
法
人
で
あ

る
み
ど
り
ホ
ー
ム
に
置
く
こ
と
に
し
て
、

ま
ず
は
支
援
物
資
集
め
を
始
め
ま
し
た
。

各
施
設
か
ら
少
し
ず
つ
物
資
を
持
ち
寄
っ

て
も
ら
お
う
と
呼
び
か
け
て
随
分
集
め
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
足
り
ま

せ
ん
。
県
老
施
協
か
ら
活
動
の
た
め
の
資

金
を
提
供
さ
れ
た
の
で
、
渡
部
さ
ん
は
、

自
分
の
車
を
つ
か
っ
て
い
ろ
ん
な
物
資
を

山
形
に
買
い
に
い
っ
た
ん
で
す
。

渡
部

　避
難
さ
れ
た
施
設
に
連
絡
を
取
っ

た
と
こ
ろ
、
オ
ム
ツ
や
下
衣
の
替
え
が
ほ

と
ん
ど
な
い
。
と
に
か
く
、
オ
ム
ツ
や
ジ

ャ
ー
ジ
の
よ
う
な
ズ
ボ
ン
が
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
会
津
若
松
市
内
に
は
こ
れ

ら
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
が
、
米
沢
に
は

あ
る
と
聞
き
割
高
で
も
買
っ
た
方
が
い
い

と
判
断
し
ま
し
た
。
大
災
害
で
は「
い
か

に
早
く
、
必
要
な
物
を
届
け
る
か
」が
大

事
で
、
時
期
を
過
ぎ
る
と
、
物
資
は
ム
ダ

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
18
日
㈮
に

は
、
ま
ず
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家
に

避
難
し
て
い
た
オ
ン
フ
ー
ル
双
葉
に
物
資

を
届
け
に
い
き
ま
し
た
。

小
林

　
支
援
物
資
を
届
け
る
の
が
第
一
歩

で
、
そ
れ
か
ら
入
所
者
が
安
全
で
安
心
で

き
る
受
入
先
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
物
資
を
避
難
所
に
届
け
る
の
と
平

行
し
て
、
会
津
支
部
の
施
設
す
べ
て
に

「
ど
う
に
か
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
連

絡
を
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
施
設
で
の
受

け
入
れ
は
、
部
分
的
に
17
日
㈭
か
ら
。
当

然
、
会
津
の
施
設
で
も
余
裕
は
な
い
け
れ

ど
も
、
あ
の
ま
ま
避
難
所
に
い
た
ら
入
所

者
の
命
に
か
か
わ
り
ま
し
た
か
ら
、
こ
ち

　震
災
時
、い
ち
早
く
行
動
に
移
し
、避
難
し
た
施
設
入
所
者
の
た
め
に
支
援
物
資

を
届
け
、受
入
先
の
確
保
に
奔
走
し
た
の
が
、県
老
施
協
の
会
津
支
部
で
し
た
。
比

較
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
と
は
い
え
、物
資
不
足
な
ど
の
問
題
に
は
直
面
し
た
会
津

地
方
。
そ
ん
な
中
で
も
自
ら
の
施
設
の
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
、老
施
協
会
津
支
部

の
役
員
と
し
て
浜
通
り
の
施
設
支
援
に
尽
力
し
た
二
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

県老施協会津支部　元 施設部会長
（社福）博愛会常務理事
老人福祉施設統括・在宅事業所長　

小林 欽吉さん
今回の震災では、「必然的に動かなくてはい
けない」と行動したという小林さん。「重度の
人から引き受けます」、「もっと引き受けられ
ます」と言ってくれた会津方部の施設長の申
し出がうれしかったと話します。

必
要
な
物
資
を
一
日
で
も

一
時
間
で
も
早
く

「
迎
え
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
」

こばやし　きんきち

浜
通
り
の
高
齢
者
施
設
を
支
援
し
た

県
老
施
協
会
津
支
部
の
決
断

※
県
老
施
協
と
は
…
県
内
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
高
齢
者

施
設（
3
0
9
施
設
）で
構
成
さ

れ
て
い
る
県
社
協
の
内
部
組
織

で
す
。

42011.7
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東日本大震災で社会福祉施設の避難は、どのように行われたのか特 集

ら
も
必
死
で
す
。
各
施
設
の
食
堂
や
リ
ビ

ン
グ
も
全
部
つ
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
、
受
け
入
れ
を
進
め
ま
し
た
。

渡
部

　
当
初
、
あ
る
程
度
中
通
り
の
施
設

で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
思
い
の
外
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被

害
が
大
き
く
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
会
津
で

受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
避
難
先
の
現
状
を
目
の

当
た
り
に
し
た
ら
、「
出
来
る
人
が
何
か

を
や
ら
な
い
と
」
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て

く
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

小
林

　雪
ま
じ
り
の
寒
風
の
中
、
避
難
所

ま
で
迎
え
に
行
っ
て「
最
初
は
正
直
言
っ
て

負
担
に
感
じ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
行
っ
て

よ
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
た
施
設
長
が

い
ま
し
た
。「
あ
の
ま
ま
入
所
者
を
置
い
て

お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
」と
い
う
状
況
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
今
回
は
老
施
協

の
つ
な
が
り
が
、
大
き
な
力
に
な
り
ま
し

た
。
高
齢
者
の
命
を
守
っ
て
い
る
施
設
同

士
、
顔
見
知
り
の
施
設
長
だ
か
ら「
な
ん

と
か
助
け
た
い
」と
い
う
気
持
ち
も
強
く

な
る
わ
け
で
す
。

　日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
と
も
か
く
逃
げ

な
く
て
は
い
け
な
い
時
期
を
過
ぎ
、
避
難

の
長
期
化
が
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。

み
ん
な
使
命
感
で
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る

け
れ
ど
も
、こ
れ
か
ら
先
は
職
員
の
過
重
労

働
な
ど
、ま
た
別
の
課
題
が
出
て
き
ま
す
。

渡
部

　私
の
施
設
で
は
、
大
熊
町
か
ら
の

避
難
者
を
一
人
採
用
し
ま
し
た
。

小
林

　
私
共
の
施
設
で
も
４
月
か
ら
二
人
、

大
熊
町
の
人
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
介
護

職
員
が
足
り
な
い
の
で
避
難
し
た
施
設
職

員
を
ぜ
ひ
雇
い
た
い
と
い
う
声
が
あ
る
の

で
す
が
、な
か
な
か
連
絡
が
と
れ
な
い
状
態

だ
そ
う
で
す
。
ど
こ
か
の
機
関
で
上
手
く
マ

ッ
チ
ン
グ
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

渡
部

　
こ
れ
か
ら
先
、
在
宅
で
冬
を
迎
え

る
と
、
浜
通
り
の
方
に
と
っ
て
雪
も
負
担

に
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
仮
設
住
宅
で
の

孤
独
死
と
い
っ
た
問
題
も
出
て
き
ま
す
。

小
林

　
例
え
ば
大
熊
町
に
１
２
０
人
い
た

特
養
の
入
所
待
機
者
も
、
避
難
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
潜
在
的
に
い
る
要
援
護
高
齢

者
を
ど
う
支
援
し
て
い
け
ば
い
い
か
と
い

う
こ
と
も
あ
る
し
、
避
難
所
な
ど
で
動
か

な
い
で
い
る
と
廃
用
症
候
群
や
認
知
症
が

進
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
避
難

生
活
が
長
期
化
す
る
こ
と
で
深
刻
な
事
態

に
な
ら
な
い
か
心
配
で
す
。

渡
部

　
な
に
し
ろ
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
災

害
は
は
じ
め
て
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
っ

て
も
機
能
し
な
い
。
そ
の
場
に
応
じ
た
動

き
を
す
る
し
か
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
リ
ー

ダ
ー
が
ど
う
考
え
対
応
す
る
の
か
を
職
員

に
も
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

今
回
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
し
な
い
と

「
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
」と
い
う

不
安
が
職
員
に
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

小
林

　
私
の
施
設
で
は
毎
日
各
部
署
の
責

任
者
を
集
め
て
災
害
対
策
会
議
を
行
い
ま

し
た
。
最
初
は
み
ん
な
自
分
の
持
ち
場
の

心
配
を
す
る
の
で
す
が
、
県
内
で
起
き
て

い
る
問
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
だ
ん
だ

ん
全
体
的
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
視
点
に
職

員
自
身
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。
人
ご
と

で
は
な
く
、
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

い
う
思
い
が
広
が
り
ま
し
た
。
私
に
は
、

先
の
大
戦
で
辛
苦
し
て
き
た
高
齢
者
の

方
々
に
再
び
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
た
く
は

な
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　会
津
地
域
の
施
設
長
さ
ん
た
ち
は
、一
丸

と
な
っ
て
受
け
入
れ
に
応
じ
、
高
齢
者
を

守
ろ
う
と
一
緒
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
意
欲
と
信
念
は
本
当
に
誇
り
に
思
い

ま
す
。　社

会
福
祉
施
設
は
無
く
て
は
な
ら

な
い
社
会
資
源
で
あ
り
、
避
難
地
域

が
復
興
す
る
際
に
は
社
会
福
祉
施
設

の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
、
避
難
し
た
施
設
が
存
続
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

 

県
社
協
で
は
、６
月
１
日
か
ら
、専
門
の

相
談
員
を
配
置
し
、
避
難
し
た
施
設
を

定
期
的
に
訪
問
し
て
経
営
や
職
員
の
雇

用
問
題
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
今
後
も
変
化
す
る
課
題
に
対

応
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

竹田ほほえみデイサービスセンター所長
県老施協会津支部在宅部会長　

渡部 悌一さん
阪神淡路大震災、新潟県中越沖地震でボラン
ティア活動をした渡部さん。「災害があった
時、支援につながる流れはある程度決まって
いても、その中身はそれぞれに違ってきま
す。その場に応じたその時のリーダーの行動
力や決断が必要です」

避
難
し
て
い
る

介
護
職
員
の
雇
用

自
分
の
組
織
に
も

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

わたなべ　ていいち

5 2011.7
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　現
在
、県
内
で
は
約
１
万
４
５
０
０
人
の

方
々
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。数
字
で

み
る
と「
県
民
の
１
３
０
人
に
１
人
は
避
難
者
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、今
回
の
震
災
被
害
が
い

か
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。こ
の
中
に
は
、民
生
委
員・児
童
委
員
の

方
々
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す（
下
表
参
照
）。

　こ
う
し
た
な
か
、全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
が
推
奨
し
て
き
た「
災
害
時
一
人

も
見
逃
さ
な
い
運
動
」を
も
と
に
、要
援
護

者
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
な
ど
を
行
っ

た
民
生
児
童
委
員
協
議
会
も
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　一
方
、県
内
に
は
一
次
避
難
所
42
か
所
に

２
１
９
９
人
、二
次
避
難
所
５
１
５
か
所
に

１
万
１
３
２
９
人（
７
月
20
日
現
在
）が
避
難

し
て
い
ま
す
が
、県
で
は
応
急
仮
設
住
宅
の

確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、８
月
末
で
避
難

所
の
運
営
は
事
実
上
終
了
、す
べ
て
の
避
難

所
の
閉
鎖
を
10
月
末
と
し
て
い
ま
す
。

　避
難
所
生
活
か
ら
新
し
い
生
活
に
移
行
す

る
に
あ
た
っ
て
、避
難
者
は「
土
地
勘
の
な
い

場
所
で
暮
ら
す
孤
独
感
」「
避
難
所
と
は
異
な

り
、行
政
の
情
報
が
入
り
に
く
く
な
る
の
で

は
な
い
か
」「
生
活
は
補
償
し
て
も
ら
え
る
の

か
」と
い
っ
た
多
く
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
、民
生
委
員・児
童
委
員
は
避
難
者
の
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
、そ
の
情
報
を
関
係
機
関
に
つ

な
い
で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
民
生
委
員・

児
童
委
員
も
避
難
者
に

　３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
約
５
か
月
。
今
回
の
特
集
で
は
、東
日
本

大
震
災
直
後
の
民
生
委
員・児
童
委
員
の
要
援
護
者
の
安
否
確
認
、避
難
誘
導
な
ど
の
取

り
組
み
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
仮
設
住
居
や
借
上
げ
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
過
ご
す
被
災
者
へ
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

震
災
直
後
の
民
生
委
員
活
動
と

こ
れ
か
ら
の
避
難
者
支
援
方
策

※被害のない市町村については省略しました。 （平成23年6月30日現在）

福島市 0 0 0 0 調査中 調査中 調査中 調査中

伊達市 0 0 0 0 調査中 調査中 0 0

本宮市 0 0 0 0 0 1 0 0

桑折町 0 0 1 0 0 0 0 0

国見町 0 0 0 0 2 6 0 0

川俣町 0 0 0 0 0 0 6 0

郡山市 0 0 0 0 調査中 調査中 調査中 調査中

須賀川市 0 0 0 0 8 23 0 0

田村市 0 0 2 0 0 0 12 0

鏡石町 0 0 0 0 1 2 0 0

白河市 0 0 0 0 4 5 0 0

西郷村 0 0 0 0 1 4 0 0

中島村 0 0 0 0 3 3 0 0

矢吹町 0 0 0 0 5 12 0 0

市町村名 死亡者 行方
不明者 負傷者 疾病者 全壊

大規模半壊 半壊 県内 県外

建物被害 避難者

●民生委員・児童委員被害状況等一覧（福島県民生児童委員協議会まとめ）

市町村名

相馬市 0 0 1 1 6 0 1 0

南相馬市 3 0 不明 不明 23 15 38 22

広野町 0 0 0 0 0 0 12 3

楢葉町 0 0 0 0 2 0 16 5

富岡町 0 0 0 0 1 0 16 17

川内村 0 0 0 0 0 0 8 5

大熊町 0 0 0 0 1 0 23 4

双葉町 0 0 0 0 不明 不明 9 11

浪江町 1 0 0 不明 不明 不明 31 25

葛尾村 0 0 0 0 0 0 9 1

新地町 1 0 0 0 5 0 0 0

飯舘村 0 0 0 0 0 0 27 2

いわき市 2 0 0 0 32 18 6 5

　　計  7 0 4 1 94 89 213 100

死亡者 行方
不明者 負傷者 疾病者 全壊

大規模半壊 半壊 県内 県外

建物被害 避難者
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安
否
確
認
の
活
動
を
と
お
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
絆
が

さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

副
会
長

　小
椋 

孝
行
さ
ん

　矢
吹
町
で
は
、以
前
か
ら
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
小
学
校
体

育
館
も
半
壊
で
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、必
要
に
応
じ

て
集
会
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
高
齢
者
を
避
難
誘
導
し
ま
し
た
。

　震
災
直
後
は
姉
妹
都
市
の
三
鷹
市
を
は
じ
め
、宮
崎
県
川
南
町
な
ど

か
ら
も
支
援
物
資
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
民
生
委
員・児
童
委
員
全
員

で
支
援
物
資
の
仕
分
け
を
行
っ
た
の
で
す
が
、ど
の
お
宅
に
ど
ん
な
支

援
物
資
を
ど
れ
く
ら
い
持
っ
て
行
け
ば
よ
い
の
か
当
初
は
悩
み
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
３
月
14
日
に
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
に
ペッ
ト
ボ
ト

ル
５
０
０ｍ
ℓ
４
本
、19
日
に
は
方
部
ご
と
に
カ
ッ
プ
麺
や
果
物
な
ど
を

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
回
の
反
省
を
活
か
し
て
、私
た

ち
は
電
話
に
頼
ら
ず
に
歩
い
て
次

の
委
員
を
訪
ね
る
リ
レ
ー
式
の
連

絡
網
を
新
た
に
作
成
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
今
後
は
災
害
福
祉
マ
ッ

プ
に
障
が
い
者
の
方
を
加
え
る
な

ど
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
予

定
で
す
。今
後
も
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

を
と
ら
え
る
と
と
も
に
、民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
災
害
時
で
も
連

絡
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

震
災
直
後
の

民
生
委
員
の

活
動
に
つ
い
て

震
災
直
後
の

民
生
委
員
の

活
動
に
つ
い
て

取
材
協
力

　
矢
吹
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会 矢吹町の被災状況

支援物資の仕分けの様子。役場事務局と民生委員・
児童委員が密に連携しました。

こ
く
ぶ
ん

み
つ
な
が

お 

ぐ
ら

た
か
ゆ
き

く
ま 

だ

ま

　ゆ

　み

震災直後の民生委員活動とこれからの避難者支援方策特 集

同
心
円
状
に
歩
い
て

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

会
長

　國
分 

光
長
さ
ん

　東
日
本
大
震
災
で
は
矢
吹
町
は
震
度
６
弱
。
当
日
は
屋
根
瓦
が
落

ち
る
音
が
滝
の
よ
う
に
聞
こ
え
、立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど

で
し
た
。
７
月
11
日
ま
で
の
罹
災
状
況
は
、全
壊
４
３
８
件
、大
半
壊
１

３
３
３
件
で
、特
に
東
北
本
線
沿
い
の
地
区
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　私
た
ち
は
以
前
か
ら
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
２
３
３
人
の
住
居
を
記

し
た
災
害
福
祉
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、見
守
り
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
し

た
が
、予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
規
模
の
震
災
で
し
た
の
で
、各
担
当

地
区
の
民
生
委
員
と
の
電
話
連
絡
が
全
く
つ
か
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。ま
ず
は
自
ら
担
当
地
区
を
歩
き
な
が
ら
同
心
円
状
に
１

軒
ず
つ
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
隣
近
所
に
一
時
的
に

避
難
さ
れ
た
方
な
ど
も
あ
り
、当
日
に
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
お
宅
も

あ
り
ま
し
た
。
矢
吹
町
35
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
同
じ
よ
う

に
災
害
福
祉
マ
ッ
プ
に
掲
載
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
を

行
い
、す
べ
て
の
方
の
確
認
を
終
え
た
の
は
翌
日
12
日
の
朝
で
し
た
。

　矢
吹
町
の
民
生
委
員・児
童
委
員
は
、約
半
数
が
昨
年
12
月
に
任
命

さ
れ
た
ば
か
り
の
新
任
の
皆
さ
ん
で
、地
域
と
の
絆
を
深
め
る
の
も
こ

れ
か
ら
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。個
人
的
に
は
、民
生
委
員
活
動
は
裏

方
で
支
援
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、今
回
の
震

災
で
は
私
た
ち
の
存
在
を
も
っ
と
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
く
べ
き
と
感

じ
ま
し
た
。

民
生
委
員・児
童
委
員
の

皆
さ
ん
と
の
連
携
で
つ
く
る
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
。

熊
田 

真
由
美
さ
ん

（
矢
吹
町
役
場
保
健
福
祉
課 

福
祉
係

　主
任
主
査
兼
係
長
）

　今
回
の
被
災
者
支
援
で
は
、民
生
委
員・児
童
委
員
35
名
の
皆
さ
ん
に

柔
軟
に
動
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
矢
吹
町
で
は
町
内
15
カ

所
で
の
避
難
所
で
炊
き
出
し
や
支
援
物
資
の
在
庫
の
調
整
な
ど
を
行
い

ま
し
た
が
、地
域
か
ら
の
切
実
な
声
を
委
員
の
皆
さ
ん
を
通
し
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、適
切
に
対
応
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。と
は
い
え
、委
員
の
皆
さ
ん
の
な
か
に
も
ご
自
宅
が
全
壊
、半
壊
さ

れ
た
方
も
い
て
、委
員
も
ま
た
被
災
者
で
あ
る
と
い
う
厳
し
い
現
実
も

あ
り
ま
す
。明
る
く
元
気
に
被
災
者
を
励
ま
す
委
員
の
皆
さ
ん
の
活
動

を
見
て
、私
た
ち
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　地
域
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
な
か
に
は
、個
人
情
報
の
問
題
な
ど
か

ら
災
害
福
祉
マ
ッ
プ
へ
の
掲
載
を
敬
遠
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

し
か
し
、今
回
の
被
災
者
支
援
で
委
員
の
存
在
を
頼
も
し
く
感
じ
、認
識

を
あ
ら
た
め
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も「
支
援
を

必
要
と
す
る
方
が
女
性
の
場
合
は
、委
員
も
女
性
の
方
が
お
話
を
う
か

が
い
や
す
い（
男
性
の
場
合
も
同
様
）。
担
当
地
区
を
越
え
た
新
し
い
見

守
り
体
制
が
今
後
必
要
な
の
で
は
」と
い
う
意
見
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

　矢
吹
町
に
は
い
ま
、仮
設
住
宅
85
戸
、民
間
借
り
上
げ
住
宅
と
公
営

借
り
上
げ
住
宅
が
併
せ
て
20
戸
あ
り
、３
分
の
２
は
矢
吹
町
民
、３
分
の

１
を
浜
通
り
か
ら
避
難
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

そ
れ
ら
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
視
野
に
入
れ
た
見
守
り
活
動
を
、委
員

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 ３月11日
●一人暮らし高齢者の安否
　確認（夕方）

 ３月12日
●安否確認完了（炊き出しのおに
ぎりを配りながら安否確認した
委員もいた）

 ３月13日
●炊き出しの手伝いができるか委
員に連絡

 ３月14日
●炊き出しの手伝い、水の配布

 ３月19日
●支援物資（カップ麺、果物、水な
ど）を配布（１回目）

 ３月26日
●支援物資（カップ麺、果物、水な
ど）を配布（２回目）

矢吹町民生委員
児童委員協議会
の動き
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　「震
災
当
日
に
は
防
災
無
線
が
流
れ
た
の
で
す

が
、実
際
に
自
分
の
担
当
地
区
を
重
点
的
に
見
て
回

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
夕
方
か
ら
で
し
た
。携
帯
電

話
が
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
で
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

に
判
断
し
て
動
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
」と
話
し
て

く
れ
た
の
は
、会
長
の
秋
本
正
夫
さ
ん
。
大
熊
町
に

は
21
行
政
区
に
27
名
の
民
生
委
員・児
童
委
員
が

い
ま
す
が
、当
日
は
津
波
の
被
害
が
ひ
ど
く
、停
電

も
起
き
た
た
め
に
周
り
か
ら
の
情
報
が
一
切
入
っ
て

こ
な
い
状
況
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　「震
災
の
日
は
中
学
校
の
卒
業
式
を
午
前
中
に
終

え
た
ば
か
り
。
浜
辺
に
近
い
住
宅
に
は
玄
関
先
ま

で
津
波
が
押
し
寄
せ
、中
に
は
避
難
所
ま
で
裸
足
で

逃
げ
て
き
た
方
も
い
ま
し
た
」と
秋
本
会
長
は
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
、町
か
ら
避
難
指
示
が
出
さ
れ
３
月
11
日
の
夜
９

時
に
は
体
育
館
や
公
民
館
に
町
民
が
避
難
。町
全

体
が
あ
わ
た
だ
し
く
避
難
す
る
中
で
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
避
難
誘
導
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
、以

前
に
作
成
し
て
い
た
防
災
マ
ッ
プ
を
役
場
担
当
者
に

手
渡
し
ま
し
た
。

震
災
当
日
の
安
否
確
認

避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
、

借
り
上
げ
住
宅
へ

震
災
翌
日
に
か
け
て
の

避
難
誘
導

　震
災
翌
日
12
日
の
朝
６
時
に
は
、非
常
電
源
を
使

っ
て
防
災
無
線
が
流
れ
ま
し
た
。「
バ
ス
に
乗
っ
て
避

難
所
へ
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
で

し
た
が
、実
際
に
は
バ
ス
に
乗
れ
な
か
っ
た
方
や
自

家
用
車
で
避
難
す
る
方
も
い
て
連
絡
が
錯
綜
し
ま

し
た
。担
当
地
区
に
暮
ら
す
み
ん
な
の
顔
が
と
っ
さ

に
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、

副
会
長
の
八
巻
良
子
さ
ん
。

　田
村
市
、郡
山
市
、本
宮
市
の
避
難
所
へ
の
移
動

が
進
む
な
か
、八
巻
さ
ん
ら
民
生
委
員・児
童
委
員

は
消
防
団
か
ら
の
要
請
を
受
け
、大
熊
町
内
に
残
っ

て
い
た
高
齢
者
の
避
難
誘
導
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。「
中
に
は
耳
が
不
自
由
で
防
災
無
線
が
流
れ
た

の
も
分
か
ら
な
か
っ
た
高
齢
者
も
い
ま
し
た
」と
八

巻
副
会
長
。

　避
難
所
は
地
区
単
位
に
分
か
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、家
族
と
の
連
絡
が
つ
か
な
い
方
も
大
勢
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
避
難
先
の
田
村
市
の一部
が
放
射

能
の
避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、避
難
所
か
ら

避
難
所
へ
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、見
守
り
体
制
も

さ
ら
に
困
難
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　７
月
末
現
在
、大
熊
町
の
住
民
の
大
半
は
会
津
若

松
市
に
避
難
し
て
い
ま
す
。
監
事
の
根
本
友
子
さ

ん
は
自
身
が
仮
設
住
宅
に
移
り
、避
難
先
で
の
見
守

り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
大
熊
町
の
住
民
は

み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。会
津

若
松
市
の
仮
設
住
宅
も
地
区
に
よ
っ
て
10
数
戸
か

ら
２
０
０
戸
と
そ
の
規
模
も
異
な
り
ま
す
。
寂
し

く
て
も
い
い
か
ら
病
院
に
近
い
仮
設
住
宅
が
い

い
。
多
少
利
便
性
が
悪
く
て
も
周
り
に
知
り
合
い

が
い
た
方
が
安
心
な
ど
、ど
の
仮
設
住
宅
を
希
望
す

る
か
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
」と
、仮
設
住
宅

に
移
り
住
む
こ
と
の
深
刻
な
悩
み
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　こ
う
し
た
な
か
、大
熊
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

で
は
６
月
か
ら
定
例
会
を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、仮
設

住
宅
へ
の
見
守
り
体
制
を
模
索
し
始
め
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、借
り
上
げ

住
宅
へ
移
っ
た
方
も
視
野
に
入
れ
て
見
守
り
活
動
を

強
化
し
た
い
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆

　
　
　
　
　
　
　◆

●
仮
設
住
宅
で
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

　よる
見
守
り
活
動

　大
熊
町
は
全
住
民
の
う
ち
約
３
割
強
が
会
津
若

松
市
の
仮
設
住
宅
に
移
っ
て
い
ま
す
。民
生
児
童
委

員
協
議
会
で
は
、会
津
若
松
市
９
箇
所
の
仮
設
住
宅

の
状
況
を
確
認
し
、委
員
の
い
な
い
仮
設
住
宅
に
お

い
て
も
週
１
回
は
大
熊
町
の
民
生
委
員
が
見
守
り

活
動
を
行
う
な
ど
の
体
制
を
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

あ
き
も
と
ま
さ  

お

や  

ま
き
よ
し  

こ

　大熊
町
は
現
在
、
会
津
若
松
市
に
役
場
機
能
を
移
転
し
、
町
民
の
大
半

が
一
次
避
難
所
、
二
次
避
難
所
か
ら
会
津
若
松
市
内
の
仮
設
住
宅
、
民
間

借
り
上
げ
住
宅
な
ど
に
入
居
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
避
難
先
で
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
つ
い
て
大
熊
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の

皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

避
難
先
で
の
民
生
委
員
の
活
動

避
難
先
で
の
民
生
委
員
の
活
動

取
材
協
力

　
大
熊
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

 ３月11日

●一人暮らし高齢者の安否確認（夕方）

●原発事故により３キロ圏内に避難指示が
出され、一人暮らし高齢者らを中学校や
公民館などへ避難誘導（夜９時頃）

 ３月12日

●バスに乗って田村市（都路・常葉・船引）、
三春町および本宮市の避難所に避難。
避難先で担当エリアの住民の安否を確認

●同日に原発30キロ圏内に都路が入り、避
難所から避難所へ移動する方も

 ３月26日

●大熊町役場が会津若松市に役場機能移
転を決定

 ４月22日

●大熊町全域が警戒区域に設定

 ５月17日～

●仮設住宅への入居者募集開始

 ６月

●大熊町民生児童委員協議会定例会が再
スタート

大熊町民生委員
児童委員協議会
の動き

写真左より、大熊町民生児童委員協議会会
長・秋本正夫さん、副会長・八巻良子さ
ん、監事・根本友子さん。

写真は委員の仮設住宅訪問
の様子。顔なじみの民生委
員の訪問に大熊町の避難住
民の表情も自然とやわらい
でいました。

42011.8

16―　　―



C町

Ｃ市

A市

S町住民が入居

S町民生委員

A市
担当民生委員

「A市S町仮設住宅地区
民協」として活動

生活支援相談員（※）

担当民生委員

生活支援相談員

地区民生委員

地区民生委員

相談 支援

Ｓ町住民が入居

C-3地区 C-1地区

C-2地区

C市民児協

情報支援
相談相談

相
談

担当民生委員

生活支援相談員

地区民生委員

地区民生委員

支援

Ｓ町住民が入居

C-3地区 C-1地区

C-2地区

C町民児協

情報

協
働・連
携

協
働・連

携

協
働・連
携

震災直後の民生委員活動とこれからの避難者支援方策特 集

仮
設
住
居
に
避
難
元
の

民
生
委
員
が
入
居
し
て
い
る
場
合

ケース❶

❶
民
間
借
り
上
げ
住
宅
に
転
居
さ
れ
た
住
民
へ
は
、そ
の

地
区
を
担
当
す
る
民
生
委
員
が
、転
居
者
の
情
報
を

も
と
に
民
生
委
員
活
動
を
行
い
ま
す
。

❷
生
活
支
援
相
談
員
は
、地
区
担
当
民
生
委
員
と
協
働・

連
携
し
な
が
ら
民
生
委
員
活
動
を
支
え
ま
す
。

民
間
借
り
上
げ
住
宅
が

少
数
の
場
合

ケース❷

❶
民
間
借
り
上
げ
住
宅
に
転
居
さ
れ
た
住
民
へ
は
、そ
の

地
区
を
担
当
す
る
民
生
委
員
が
、転
居
者
の
情
報
を

も
と
に
民
生
委
員
活
動
を
行
い
ま
す
。

❷
そ
の
地
区
に
隣
接
す
る
地
区
の
民
生
委
員
も
、そ
れ
ぞ

れ
分
担
し
な
が
ら
転
居
者
に
対
す
る
民
生
委
員
活
動

を
行
い
ま
す
。

❸
生
活
支
援
相
談
員
は
、地
区
担
当
民
生
委
員
に
加
え
、

そ
の
地
域
の
民
児
協
と
も
協
働・連
携
し
な
が
ら
民
生

委
員
活
動
を
支
え
ま
す
。

民
間
借
り
上
げ
住
宅
が

多
数
の
場
合

ケース❸

　東
日
本
大
震
災
で
の
避
難
者
支
援
は
い

ま
、
新
た
な
段
階
へ
と
移
行
し
て
い
ま

す
。
一
次
・
二
次
避
難
所
か
ら
仮
設
住

宅
や
借
り
上
げ
住
宅
へ
移
っ
た
方
の
ほ
と

ん
ど
が
土
地
勘
の
な
い
中
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
お
店
や
病
院
、
金
融
機
関

な
ど
の
場
所
も
分
か
ら
な
い
不
便
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
避
難
先
で
の
不
安
を

一
つ
で
も
多
く
解
消
す
る
こ
と
が
今
後
の

課
題
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
を
避
難
先
の
地
域
で
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
べ
き
か
。
具
体
的

に
は
、
避
難
先
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
生
活
支
援
相
談
員
と
の
協
働
・
連

携
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
が
、
上
記

ケ
ー
ス
を
参
考
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

の
活
動
を
作
り
だ
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　ふ
る
さ
と
か
ら
遠
く
離
れ
て
も
、
住
み

よ
い
「
地
域
」
を
み
ん
な
で
目
指
す
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
担
う
「
地
域
力
」
に

い
ま
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
担
う

「
地
域
力
」を
避
難
先
で
の

新
し
い
絆
に
。

※生活支援相談員は、仮設住宅への訪問
　活動などを通して、主に見守り活動、
　話し相手等の支援を行います。

民
間
借
り
上
げ
へ
の
相
談
支
援
活
動
方
策

民
間
借
り
上
げ
へ
の
相
談
支
援
活
動
方
策

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
相
談
支
援
活
動
方
策

ポ
イ
ン
ト

❶
仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
避
難
元
の
民
生
委
員
は
、可

能
な
範
囲
で
、例
え
ば「
Ａ
市
Ｓ
町
仮
設
住
宅
地
区
民

協
」と
し
て
、同
じ
市
町
村
の
住
民
に
対
す
る
民
生
委

員
活
動
を
担
い
ま
す
。

❷
仮
設
住
宅
が
設
置
さ
れ
た
地
区
の
民
生
委
員
は
、こ
れ

ま
で
の
担
当
に
加
え
て
仮
設
住
宅
へ
の
活
動
を
、可
能

な
範
囲
で
、入
居
し
た
民
生
委
員
と
協
働・連
携
し
な

が
ら
行
い
ま
す
。（
例
え
ば
、仮
設
住
宅
内
の
行
事
に
参

加
す
る
な
ど
）

❸
生
活
支
援
相
談
員
は
、仮
設
住
宅
へ
の
訪
問
活
動
な
ど

を
通
し
て
、主
に
見
守
り
活
動
、話
し
相
手
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

東
日
本
大
震
災
の
避
難
者
に
対
す
る
相
談
支
援
活
動
の
展
開
方
策
（
福
島
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
作
成
の
資
料
よ
り
抜
粋
）

　福
島
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
避
難
者
に
対
す
る
相
談
支
援
活
動
の
展
開
方
策
を
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
ご
と
に
分
類
し
、
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
★
文
字
や
イ
ラ
ス
ト
の
大
き
さ
は
実
際
の
関
わ
り
の
大
き
さ
に
比
例
し
ま
す
（
以
下
同
）
。
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相馬市の仮設住宅を訪ねる生活支援相談員

特 

集

ZOOM
U P

　１
９
９
５
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路

大
震
災
で
は
、仮
設
住
宅
で
一
人
暮
ら
し
の

住
人
が
誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
に
亡
く
な
る

「
孤
独
死
」が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
、

２
３
３
人（
兵
庫
県
警
察
本
部
１
９
９
９
年

５
月
５
日
）に
の
ぼ
り
、復
興
住
宅
に
移
っ
た

後
も
２
０
0
2
年
ま
で
に
６
８
１
人
が
孤
独

死
し
て
い
ま
す
。
そ
の
教
訓
を
活
か
し
、２

０
０
７
年
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
は
、被

災
者
に
寄
り
添
い
、日
常
生
活
を
支
え
、相

談
に
の
り
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る

「
生
活
支
援
相
談
員
」が
配
置
さ
れ
、大
き
な

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
生
活
支
援
相
談
員

の
仕
事
は
、大
き
く
以
下
の
二
つ
で
す
。

●
個
別
支
援

　仮
設
住
宅
な
ど
に
居
住
す
る
被
災
者
宅

へ
の
訪
問
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、相

談
相
手
と
な
り
見
守
り
や
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

　ま
た
、ニ
ー
ズ
の
発
見
に
努
め
、サ
ー
ビ
ス

が
必
要
な
場
合
、関
係
機
関
へ
の
情
報
提

供
、連
絡
調
整
等
を
行
う
な
ど
、日
常
生
活

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
支
援

　新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
一
助
と

し
て
、住
民
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場
に

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
開
催
や
住
民

主
体
に
よ
る
見
守
り・支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
等
を
支
援
す
る
こ
と
や
関
係
機
関
等
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　８
月
末
に
は
、県
内
ほ
と
ん
ど
の
避
難
所
が
閉
鎖
し
、東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
多
く

の
人
が
仮
設
住
宅
や
借
り
上
げ
住
宅
で
自
立
に
向
け
た
暮
ら
し
を
は
じ
め
ま
し
た
。避
難

所
を
離
れ
る
こ
と
で
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
、被
災
者
の「
孤
立
」で
す
。そ
こ
で
、県
社
協

と
市
町
村
社
協
が
実
施
主
体
と
な
り
、仮
設
住
宅
を
定
期
的
に
訪
問
し
、安
否
確
認
や
相

談
支
援
を
行
う「
生
活
支
援
相
談
員
」を
配
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
立
に
向
け
歩
み
出
し
た
被
災
者
に
寄
り
添
う

〜
生
活
支
援
相
談
員
の
取
り
組
み
〜

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を

活
か
し
て

日
常
的
な
見
守
り
で

孤
独
死
を
防
ぐ

　す
べ
て
の
被
災
者
が
生
活
支
援
相
談
員

に
よ
る
支
援
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
く
、自

分
か
ら
、既
存
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
保
健・

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
自
立
の
道
を
進

む
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　生
活
支
援
相
談
員
は
、ま
ず
被
災
者
の
中

で
、誰
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
も
っ
て
い
る

の
か
を
把
握
す
る
た
め
に
、訪
問
活
動
を
行

い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人
ば
か
り
で
は
な
く
、被
災
に
よ
っ
て

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、人
間
関
係
の

喪
失
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
生

活
の
困
難
さ
や
不
安
が
生
じ
た
方
た
ち
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

求められる支援の変化

生
活
支
援
相
談
員
の
訪
問

救出・救命・避難

災害発生直後

食糧・水、居所の確保、
泥だし、片付け、
炊き出し、安否確認

避難所生活

引っ越し、環境整備、
孤立防止、
通院等外出支援、
買い物支援、
相談・情報提供

仮設住宅生活

復興住宅生活

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

災
害
復
興（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）セ
ン
タ
ー
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県
社
協
に
配
置
さ
れ
た
統
括
生
活
支
援
相
談
員
の
5
人

福
島
型
の
体
制
づ
く
り
に

向
け
て

自立に向け歩み出した被災者に寄り添う
■生活支援相談員と統括生活支援相談員の関係図■仮設住宅を設置した市町村（9月4日現在）と生活支援相談員の配置（計画）数

■避難した町村と生活支援相談員の配置（計画）数

仮設住宅
設置市町村

仮設住宅
入居市町村

生活支援
相談員数建設戸数

避難町村 仮設住宅
設置市町村

生活支援
相談員数建設戸数

県社協 市町村社協

特 集

　支
援
の
基
本
は
、あ
く
ま
で
も「
自
立
」で

す
。
と
は
い
え
、人
に
よ
っ
て
、時
期
に
よ
っ

て
、家
族・近
隣
等
ま
わ
り
の
環
境
に
よ
っ
て

必
要
な
支
援
が
異
な
る
の
で
、画
一
的
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
生
活
支
援

相
談
員
は
、市
町
村
社
協
の
メ
ン
バ
ー
と
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
、情
報
の
共
有
化
を

図
り
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
最
善

の
対
応
策
を
探
り
ま
す
が
、対
応
が
難
し
い

事
例
な
ど
で
、第
三
者
の
見
解
が
必
要
に
な

っ
た
時
に
は
、県
社
協
の「
統
括
生
活
支
援

相
談
員
」か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　「統
括
生
活
支
援
相
談
員
」は
、県
社
協
に

５
人
配
置
さ
れ
て
お
り
、各
市
町
村
で
の
活

動
を
尊
重
し
な
が
ら
、県
内
各
地
の
生
活
支

援
相
談
員
の
活
動
を
支
え
ま
す
。

　今
回
の
震
災
で
は
、こ
れ
ま
で
生
活
し
て
い

た
地
域
と
は
異
な
る
場
所
に
仮
設
住
宅
が
設

け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
に
、今

後
、仮
設
住
宅
が
設
け
ら
れ
た
市
町
村
社
協

と
、避
難
し
た
市
町
村
社
協
と
の
連
携
が
必

要
に
な
る
な
ど
、「
福
島
な
ら
で
は
」の
多
く
の

課
題
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、統
括
生
活
支
援
相
談
員
は
情
報
の

共
有
化
を
図
り
な
が
ら
、「
福
島
型
」生
活
支

援
相
談
員
の
体
制
を
作
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

事務局長

地域福祉
担当職員
地域福祉
担当職員

チーフ
生活支援相談員

生活支援
相談員
生活支援
相談員

生活支援
相談員
生活支援
相談員

生活支援
相談員
生活支援
相談員

事務局長

統括
生活支援相談員

統括
生活支援相談員

地域福祉課

福島市 浪江町 924 
4人 双葉町 120 

 飯舘村 338 
二本松市 浪江町 1,069 3人
伊達市 飯舘村 126 1人
本宮市 浪江町 475 2人
国見町 国見町 68 １人
 飯舘村 32 
桑折町 桑折町 14 1人
 浪江町 286 
川俣町 川俣町 230 2人
大玉村 富岡町 648 1人
郡山市 富岡町 622 

５人 川内村 401 
 双葉町 250 
須賀川市 須賀川市 194 4人
田村市 田村市 360 ３人
三春町 富岡町 330 2人
 葛尾村 440 
鏡石町 鏡石町 100 ―  
白河市 白河市 140 ２人
 双葉町 120 
矢吹町 矢吹町 85 ―  
西郷村 西郷村 42 １人
会津若松市 大熊町 879 ３人
 双葉町 5
喜多方市 　― ―  １人  
会津美里町 楢葉町 259 ―  
猪苗代町 双葉町 10 ―  
相馬市 相馬市 1,000 

13人
 飯舘村 164 
 南相馬市 243 
 浪江町 93 
南相馬市 南相馬市 2,134 15人
新地町 新地町 573 4人
いわき市 いわき市 189 

15人

 広野町 678 
 楢葉町 975 
 富岡町 282 
 双葉町 259 
 大熊町 240 
 川内村 50 

広野町 いわき市 678 4人
楢葉町 会津美里町 259 10人
 いわき市 975 
富岡町 大玉村 648 

12人
 郡山市 622 
 三春町 330 
 いわき市 282 
川内村 郡山市 401 3人
 いわき市 50 
大熊町 会津若松市 879 ５人
 いわき市 240 
双葉町 福島市 120 

12人
 郡山市 250 
 会津若松市 5 
 いわき市 259 
浪江町 福島市 924 

29人
 二本松市 1,069 
 桑折町 286 
 相馬市 93 
葛尾村 三春町 440 ３人
飯舘村 福島市 338 

6人 伊達市 126 
 相馬市 164 
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センター長

日光❷・支援P
❾10リーダー ❼❽リーダー

関ブロ❶／日光市社協❶

❸❹リーダー

関ブロ※1❶

地域福祉係

❶❷リーダー

チームさざんか チームはまなす
応急仮設住宅（相談員） 応急仮設住宅（相談員）

ユニット

❼大野台第二A地区
❽大野台第二B地区

❾大野台第三～五地区
10刈敷田第一・第二地区

❺大野台第一A地区
❻大野台第一B地区

※1：関東ブロックの社協職員
※2：日光市社協職員
※3：災害ボランティア活動　
　　  支援プロジェクト会議メンバー

ユニット
❸柚木A地区
❹柚木B地区

❶北飯淵・東側地区
❷北飯淵・西側地区

※2 ※3

❺❻リーダー

※2つのチーム名「さざんか」
と「はなます」は、相馬市の
花から名付けました。

※ ※

　４
月
末
に
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
っ

た
相
馬
市
で
は
、５
月
中
旬
に
は
相
馬
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
現
・
生
活
復
興

優
先
的
に
仮
設
に
入
っ
た
人
こ
そ

見
守
り
が
必
要
と
い
う
現
実

民
生
委
員
と
の

役
割
分
担
と
連
携

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）に
職
員
を
２
人
配

置
し
、仮
設
住
宅
の
訪
問
を
始
め
ま
し
た
。

「
仮
設
住
宅
に
は
、優
先
的
に
高
齢
者
や
小

さ
な
子
ど
も
が
い
る
世
帯
が
入
居
し
ま
し

た
の
で
、早
急
に
孤
立
を
防
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
始
め
ま
し
た
」と
話
す
の
は
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
の
今
野
大
さ
ん
で
す
。

　災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
や
他
の
都
道
府
県
社
協
か
ら
の

応
援
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、６
月
１
日
か
ら

１
カ
月
か
け
て
当
時
８
２
３
戸
全
て
の
仮
設

住
宅
の
状
況
を
把
握
し
、７
月
以
降
は
高
齢

者
や
要
援
護
者
を
重
点
的
に
訪
問
し
て
い

き
ま
し
た
。

　現
在
市
内
に
は
１
５
０
０
戸
の
仮
設
住
宅

が
完
成
し
、半
数
以
上
が
入
居
済
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
民
間
の
借
り
上
げ
住
宅
を
利

用
す
る
人
も
多
い
た
め
、そ
ち
ら
は
民
生
委

員
が
、仮
設
住
宅
は
生
活
支
援
相
談
員
が
担

当
す
る
と
い
う
役
割
分
担
を
し
て
い
ま
す

が
、お
互
い
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
臨
機
応

変
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　８
月
１
日
以
降
は
、生
活
支
援
相
談
員
を

10
人
増
員
し
、先
に
活
動
し
て
い
た
職
員
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、二
つ
の
チ
ー
ム
を
組
織
。

２
人
一
組
に
な
っ
て
、可
能
な
限
り
、毎
日
訪

問
を
続
け
て
い
ま
す
。「
支
援
と
い
う
よ
り

も
、最
初
は
住
ん
で
み
て
困
っ
て
い
る
こ
と
の

ご
用
聞
き
で
す
ね
」と
今
野
さ
ん
が
話
す
と

お
り
、今
の
と
こ
ろ
訪
問
先
か
ら
聞
こ
え
て

く
る
の
は
、ほ
と
ん
ど
が「
行
政
へ
の
要
望
」

で
す
。

　生
活
支
援
相
談
員
が
仮
設
住
宅
に
関
す

る
要
望
を
聞
い
た
場
合
に
は
、「
ま
ず
各
仮

設
住
宅
に
い
る
組
長
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

住
民
同
士
が
話
し
合
い
や
意
見
の
取
り
ま

と
め
を
す
る
こ
と
で
地
域
が
ま
と
ま
る
き
っ

か
け
に
で
き
る
か
ら
で
す
。

こ
ん

　の 

ひ
ろ
し ８：30　朝ミーティング

１日のスケジュール・業務確認、
注意事項・指示等

９：00　訪問活動開始

（１時間昼食休憩）

15：00　訪問シート作成
　　　　データ入力

16：00　チームミーティング
訪問活動のまとめ、情報の
共有、気になる（問題）ケース
の対応検討

16：45　夕方ミーティング
１日のまとめ、全体の情報共
有、センター長への報告、翌
日の予定の確認

17：15　退社

生活支援相談員の
業務スケジュール

優
先
的
に
仮
設
に
入
っ
た
人
こ
そ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）に
職
員
を
２
人
配

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長 生活支援相談員の

命
を
つ
な
ぐ
、こ
の
相
馬
で
活
き
る
、

組
織
を
つ
な
ぐ

　他
の
市
町
村
に
先
駆
け
独
自
に
仮
設
住
宅
の
安
否
確
認
に
取
り
組
ん
で
き
た
相
馬
市
社
協
。

手
探
り
で
作
り
上
げ
た
体
制
、ス
タ
ッ
フ
の
思
い
、見
え
て
き
た
課
題
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

相
馬
市
社
協
の
取
り
組
み

■相馬市生活復興ボランティアセンター
　生活支援相談員等の体制

ボランティアセンター長の
今野大さん。「臨機応変に、
その都度最善の方法を考
えていきたい」と話します。
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自立に向け歩み出した被災者に寄り添う特 集

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

情
報
を
共
有
化

こ
れ
か
ら
必
要
な
の
は

「
心
の
ケ
ア
」

あ

べ

　

  

か

　

 

な

　 こ

お
お 

が
け

　

  

ゆ
き

　
お

あ

　だ
ち 

れ
い

　こ

　訪
問
時
に
確
認
し
た
内
容
は
、訪
問
シ
ー

ト
に
書
き
込
み
、そ
の
日
の
う
ち
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
い
き
ま
す
。

　一
人
ひ
と
り
に
Ｉ
Ｄ
番
号
を
設
け
て
い

る
の
で
、必
要
な
時
に
検
索
す
れ
ば
、記
録

が
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
出
せ
る
仕
組
み
で
す
。

「
特
に
見
守
り
が
必
要
」と
判
断
さ
れ
る
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、個
別
に
フ
ァ
イ
ル
を
設
け
て

管
理
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、毎
日
同
じ
時
間
に
チ
ー
ム
ご
と
に

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
、そ
の
後
、セ
ン
タ
ー
全

体
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、な
ん

ら
か
の
対
応
が
必
要
な
場
合
の
解
決
方
法

を
み
き
わ
め
て
い
き
ま
す
。

　こ
れ
は
、他
の
機
関
に
つ
な
ぐ
場
合
に
も

「
必
要
以
上
に
時
間
を
か
け
な
い
」た
め
の
大

切
な
仕
組
み
で
す
。

　今
回
の
震
災
で
、市
内
で
は
約
５
０
０
人

の
死
者・行
方
不
明
者
が
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。「
目
の
前
で
、津
波
に
人
が
さ
ら
わ
れ
て

い
く
壮
絶
な
光
景
を
目
に
し
て
い
る
人
た
ち

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
気
持
ち
が

は
り
つ
め
て
い
て
も
、こ
れ
か
ら
心
の
ケ
ア

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
」と
今
野

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　「家
族
が
亡
く
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
、

慎
重
に
お
話
し
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
言
う
の
は
、６
月
か
ら
訪
問
を
始
め
た
阿

部
佳
奈
子
さ
ん
。「
地
元
の
一
員
と
し
て
、少

し
で
も
自
立
を
陰
か
ら
支
え
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
」と
丁
寧
な
訪
問
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
８
月
か
ら
加
わ
っ
た
安
達
礼
子
さ

ん
は
、「
ま
ず
は
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
い
て
、

心
を
開
い
て
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
」と
そ
の
意
気
込
み
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　「自
分
を
気
に
掛
け
て
く
れ
る
人
が
い

る
」…
そ
の
事
実
が
、被
災
者
の「
孤
立
」、そ

し
て
自
殺
を
防
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。相
馬

市
で
は
、被
災
地
、被
災
者
の
生
活
を「
未

来
に
つ
な
ぐ
」と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
も

と
、「
命
を
つ
な
ぐ
」「
こ
の
相
馬
で
活
き
る
」

「
組
織
を
つ
な
ぐ
」生
活
支
援
相
談
員
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
生
活
再
建
へ
の
意
欲
を

　大
切
な
の
は
、
家
族
や
財
産
、
生
き
る

糧
を
失
っ
た
人
が
、
生
活
再
建
へ
意
欲
を

失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
仮
設

住
宅
に
入
居
し
た
被
災
者
の
生
活
様
式
や

被
災
状
況
等
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
時
期

に
よ
っ
て
、
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
必
要
な

支
援
は
違
い
ま
す
。
画
一
的
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
支
援
が
必
要
で
す
。

　生
活
支
援
相
談
員
は
福
祉
の
専
門
家
で

は
な
く
被
災
者
と
行
政
等
と
の
パ
イ
プ
役

で
す
。
被
災
者
が
現
在
何
を
望
み
、
何
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と

が
肝
要
で
す
。
そ
の
解
決
策
等
を
考
え
て

行
政
等
に
つ
な
げ
、
行
政
は
こ
れ
に
応
え

る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
新
潟
県
で
は
、

被
災
者
支
援
の
た
め
に
緊
急
か
つ
柔
軟
に

対
応
で
き
る
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
の

で
、
生
活
支
援
相
談
員
は
こ
れ
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
随
時
・
適
切
に
周
知
し
て
い

き
ま
し
た
。

　福
島
県
は
、
地
震
と
津
波
、
原
発
の
被

害
が
重
な
り
、
先
が
見
え
な
い
こ
と
が
不

安
材
料
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
「
心

の
ケ
ア
」
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
生

活
支
援
相
談
員
の
皆
さ
ん
は
被
災
者
が

「
希
望
」
を
も
て
る
よ
う
に
、
被
災
者
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
実
現
可
能
な
方
法
を

一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
一
人
の
孤
独
死
も
出
さ
ず
に

　２
０
０
７
年
７
月
、「
新
潟
県
中
越
沖
地

震
」
に
見
舞
わ
れ
た
柏
崎
市
で
は
、
１
カ

月
後
に
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
り
、

ピ
ー
ク
時
に
は
市
内
39
カ
所
に
１
０
０
７

戸
設
け
ら
れ
９
８
１
戸
に
２
４
７
７
人
が

入
居
し
て
い
ま
し
た
。
２
年
後
に
一
人
の

孤
独
死
も
出
す
こ
と
な
く
、
仮
設
住
宅
を

閉
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
生
活
支
援

相
談
員
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
功
を
奏
し
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。　従

来
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
存
続
さ

せ
る
た
め
に
、
各
地
域
に
設
け
ら
れ
た
仮

設
住
宅
は
、
５
戸
か
ら
１
０
０
戸
以
上
と

規
模
が
異
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て

を
20
人
の
生
活
支
援
相
談
員
で
訪
問
し

ま
し
た
。
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
全
戸
訪

問
で
す
。
家
族
構
成
や
被
災
状
況
、
身
体

の
状
態
な
ど
を
把
握
し
、特
に
見
守
り
が
必

要
な
世
帯
を
見
極
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に

応
じ
た
『
生
活
支
援
プ
ラ
ン
』
を
立
て
、見

守
り
の
頻
度
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」で
は…

柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

統
括
生
活
支
援
相
談
員

大
掛 

幸
夫
氏

生活支援相談員の阿部佳奈子さん（左）と安達
礼子さん。二人とも地元相馬市の出身です。
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ZOOM
U P

　東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
県
の
被
害

は
、死
者
１
９
１
３
人（
南
相
馬
市
６
３
４
人
、

相
馬
市
４
５
７
人
、い
わ
き
市
３
１
０
人
、浪

江
町
１
７
７
人
、新
地
町
１
１
０
人
ほ
か
）、

行
方
不
明
者
70
人
、重
軽
傷
者
２
４
１
人
、

住
宅
被
害
は
全
壊
１
万
８
３
７
３
棟
、半
壊

５
万
６
８
６
４
棟
、
一
部
損
壊
13
万
２
２
９

２
棟
と
な
っ
て
い
ま
す（
福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
発
表
11
月
21
日
現
在
）。

　県
で
は「
福
島
県
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」を
定

め
、〝
原
子
力
に
依
存
し
な
い
、安
全・安
心

で
持
続
的
に
発
展
可
能
な
社
会
づ
く
り
〞、

〝
ふ
く
し
ま
を
愛
し
、心
を
寄
せ
る
す
べ
て
の

人
々
の
力
を
結
集
し
た
復
興
〞、〝
誇
り
あ
る

ふ
る
さ
と
再
生
の
実
現
〞を
基
本
理
念
に
復

興
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
、被
災

者
一
人
ひ
と
り
の
生
活
基
盤
の
再
建
支
援
や

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
環
境
の
浄
化
は

緊
急
的
対
応
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
生
活
基
盤
と
は
、人
と
の
絆
、

歴
史
や
文
化
を
包
括
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は「
日
常
」と
も
言

え
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、過
去
に
例
の
な

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
で
の
避
難
は
、地
域

社
会
の
崩
壊
を
招
き
ま
し
た
。
避
難
先
で

は
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
進
ん
で

　東
日
本
大
震
災
か
ら
約
９
カ
月
。福
島
県
は
震
災
被
害
に
加
え
て
放
射
能
被
害
も
重

な
り
、多
く
の
自
治
体
や
機
関
、社
協
、そ
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
の

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
４
つ
の
避
難
社
協（
大
熊
町・浪
江
町・川
内

村・飯
舘
村
）を
訪
問
し
、現
状
と
課
題
、こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

避
難
住
民
の
生
活
を
支
え
る

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
へ

〜
避
難
社
協
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
〜

い
ま
す
が
、母
体
と
な
る
風
土
の
違
い
、暮

ら
す
人
と
の
つ
な
が
り
も
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
の
た
め
、ふ
る
さ
と
に
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
は
ま
た
違
う「
新
し
い
日
常
」が
生

ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
、福
祉
の
分
野
で

は
、高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
福
祉
医

療
サ
ー
ビ
ス
、母
子
家
庭
の
雇
用
の
確

保
、被
災
者
の
心
の
ケ
ア
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
避
難

社
協
で
は
、行
政
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
を
支
援
し
、避
難
住
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集

で
は
、避
難
社
協
の
大
熊
町
・
浪
江
町
・

川
内
村・飯
舘
村
社
協
の
現
在
の
取

り
組
み
と
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
皆

さ
ん
の
声
、そ
し
て
避
難
住
民
を
受
け

入
れ
て
い
る
い
わ
き
市
社
協
の
活
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
再
生・復
興
に
向
け
て

避
難
先
で
の
新
し
い
日
常

年
末
拡
大
特
集

年
末
拡
大
特
集

●避難社協

丘の上の桜
（川内村）

秋の田園風景
（飯舘村）

大熊海岸のサーファー
（大熊町）

にぎわう十日市
（浪江町）

海海岸のサ岸のサ岸のサ岸 サ岸のサ岸のサ フーファー
（大熊町）

ぎわぎわぎわぎわぎわぎわう十う十う十う十う十う十日う十日う十日市
（浪江町）

丘丘丘の上の桜
（川内村）

大熊海海

違
い
、暮

ら
の
ス
タ

コ
ミ
ュ
ニ

常
」が
生

にぎにぎぎ

秋の田秋の田の田園園風園風
（飯舘村

風景
）

会
津
美
里
町

福島市

二本松市

郡山市会津若松市
三春町

い わ き 市

広野町社協
（広野町役場湯本支所内）

楢葉町社協
（高田工業団地
会津美里町
宮里応急仮設住宅内）

富岡町社協
（ビッグパレット
ふくしま内）
川内村社協
（高齢者サポート
センター内）

※双葉町社協：埼玉県加須市（旧騎西高校）

大熊町社協
（大熊町役場

会津若松出張所内） 葛尾村社協
（旧中郷小学校
東団地の西側）

飯舘村社協
（いいの交流館内）

広野町

飯舘村

浪江町
双葉町

葛尾村

富岡町
川内村

大熊町

楢葉町

浪江町社協
（浪江町役場
第二事務所内）

22011.12

22―　　―



被
災
者
で
は
な
く
復
興
者
と
し
て

行
政
や
避
難
社
協
と
連
携
し
た
い

ど
こ
に
行
く
に
し
て
も
大
熊
町
の

皆
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い

避難住民の生活を支える新しいコミュニティーづくりへ年末拡大特集

　大
熊
町
は
、会
津
若
松
市
内
に
12
カ
所
の

仮
設
住
宅（
計
８
７
０
戸
）、い
わ
き
市
内
に

４
カ
所
の
３
１
４
戸
の
仮
設
住
宅
が
あ
り
ま

す
。
借
り
上
げ
住
宅
は
、会
津
若
松
市
に
７

５
７
世
帯
、い
わ
き
市
に
８
７
４
世
帯
、郡
山

市
に
３
９
６
世
帯
な
ど
、２
２
０
０
世
帯
以
上

の
世
帯
が
県
内
に
分
散
し
て
避
難
し
て
い
ま

す（
10
月
末
現
在
）。

　現
在
は
、支
援
物
資
の
支
給
を
一
度
打
ち

　７
月
下
旬
か
ら
借
り
上
げ
マン
ション
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
避
難
先
で
あ

る
田
村
市
の
体
育
館
で
５
日
間
、そ
の
後
は

妹
の
暮
ら
す
新
潟
県
柏
崎
市
の
避
難
所

に
、そ
し
て
会
津
若
松
市
に
移
って
か
ら
は

ホ
テ
ル
生
活
と
落
ち
着
か
な
い
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
マ
ン
シ
ョン
の

す
ぐ
そ
ば
に
大
熊
町
の
仮
設
住
宅
が
あ

り
、姉
夫
婦
は
そ
ち
ら
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
のマ
ン
シ
ョン
に
は
同
じ
大
熊

町
の
方
や
南
相
馬
市
の
方
も
入
って
い
ま

す
の
で
、お
互
い
の
見
守
り
に
つい
て
は
不

安
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
行
政
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
得

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、助
かって
い
ま
す
。

　現
在
は
役
場
か
ら
委
託
で
仕
事
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、来
春
以
降
の
収

入
の
見
込
み
は
立
って
い
ま
せ
ん
。
大
熊

町
で
は
洋
服
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
の

で
、本
当
は
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
商
売
を

し
た
い
の
で
す
が
、東
京
電
力
と
の
補
償

問
題
も
長
引
き
そ
う
な
気
配
で
す
。
も

し
大
熊
町
に
帰
れ
な
い
の
な
ら
、「
大
熊

タ
ウ
ン
」の
よ
う
な
住
宅
街
を
造
って
い
た

だ
い
て
、役
場
や
社
協
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

役
場
や
社
協
と
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
た
い

仮
設
住
宅
の

防
火
・
除
雪
対
策
が
急
務

﹇
避
難
先
﹈
会
津
若
松
市
追
手
町
２
番
41
号

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所
内

会
津
若
松
市
内 

借
り
上
げ
マ
ン
シ
ョ
ン
在
住

　中
里
の
り
子
さ
ん

住　民
インタビュー

「仮設住宅や借り上げ住宅で孤独
死や孤立死が出ないようにした
い。そのためにも住民たちが自
己完結で動けるような組織づく
りを進めることが肝心です」。

会津若松市合同庁
舎内にある大熊町
社協。朝夕にミー
ティングが行われ、
職員間の情報を共
有しています。

移送サービスのひとコマ。仮設
住宅や借り上げ住宅の住民から
要請を受けて活動しています。

大
熊
町
社
協

大
熊
町
社
協

大
熊
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
津
若
松
出
張
所

 

事
務
局
長

　
渡
部

　
正
勝
さ
ん

わ
た 

な
べ

ま
さ 

か
つ

切
っ
て
、被
災
者
で
は
な
く
復
興
者
と
し
て

行
政
と
の
連
携
を
二
人
三
脚
で
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
協
事
業
と
し
て

は
、生
活
支
援
相
談
員
の
配
置
、移
送
及
び

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
受
託
を
サ
ポ
ー
ト
拠
点
事
業
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、社
協
職
員
11
名（
臨
時
職
員
含

む
）と
外
部
支
援
ス
タ
ッ
フ
１
名
、絆
づ
く
り

応
援
事
業（
※
）で
雇
用
し
た
ス
タ
ッ
フ
２
名

で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
の
連
携
が
今
後
の
活
動
の
カ
ギ
と

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。他
に
も
避
難
社
協

や
民
児
協
と
の
情
報
共
有
化
な
ど
、早
急

に
解
決
し
た
い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　震
災
以
降
、日
を
追
う
ご
と
に
時
間
の
な

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
や
は
り

冬
場
の
寒
さ
対
策
で
し
ょ
う
か
。
仮
設
住
宅

の
四
畳
半
の
居
室
に
は
換
気
扇
が
な
い
た
め

ス
ト
ー
ブ
は
置
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、お
風
呂

に
追
焚
き
機
能
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
社
協

と
し
て
は
先
ま
で
見
据
え
た
生
活
課
題
を
行

政
と
調
整
し
な
が
ら
、仮
設
住
宅
や
借
り
上

げ
住
宅
の
皆
さ
ん
と
詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、仮
設
住
宅
の
防

火
・
除
雪
対
策
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と

い
っ
た
、現
実
的
な
問
題
と
向
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　い
ま
社
協
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は「
自
発

的
な
行
動
」で
す
。
社
協
職
員
や
福
祉
関
係

者
、生
活
支
援
相
談
員
を
巻
き
込
ん
で
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
、ど
ん
な
状

況
に
あ
っ
て
も
、ど
こ
に
行
く
に
し
て
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。
絆
の
力
を
高
め
て
気
持
ち
を

一
つ
に
す
る
こ
と
が
一
番
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
か 

ざ
と

こ

※
絆
づ
く
り
応
援
事
業
…
避
難
所
・
仮
設
住
宅
等
の
運
営
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、避
難
者
同
士
や
地
域
住
民
な
ど
と

の
絆
づ
く
り
を
図
る
と
と
も
に
、雇
用
を
通
じ
た
避
難
者・失

業
者
へ
の
経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
福
島
県

主
体
の
事
業
。

3 2011.12
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浪江町社協の事務所は震災後、浪江
町津島、二本松市東和支所、同市男
女共生センター、そして現在の同市
浪江町役場第二事務所へと移転。
生活支援相談員の拠点にもなってい
ます。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
で

つ
な
が
り
を
強
固
に

役
場
と
の
協
働
で
よ
り
よ
い

支
援
を
目
指
す

    

　
浪
江
町
の
被
災
者
が
入
居
す
る
仮
設
住
宅

は
二
本
松
市
、福
島
市
、本
宮
市
、相
馬
市
、桑

折
町
の
5
市
町
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。社
協

と
し
て
は
、仮
設
住
宅
が
分
散
し
て
い
る
こ
と

と
避
難
先
の
土
地
勘
に
明
る
く
な
い
こ
と
か

ら
、入
居
者
全
体
に
目
を
行
き
届
か
せ
る
に
は

な
か
な
か
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、入
居
者
宅
を
訪
問
し
見
守
り
や

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
な
ど
日
常
生

活
の
支
援
を
行
う
生
活
支
援
相
談
員
を
と
お

し
て
、入
居
者
一
人
ひ
と
り
の
顔
が
見
え
る

　二
本
松
市
の
安
達
運
動
場
に
は
2
4
4

戸
の
仮
設
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
で
ど
こ
に
何

人
の
家
族
が
住
ん
で
い
る
の
か
、い
つ
誰
が

入
居・退
去
し
た
の
か
を
把
握
で
き
て
い
な

い
状
況
で
す
。
世
帯
主
の
名
前
と
、学
校

に
通
って
い
る
子
ど
も
の
数
は
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、見
回
り
が
必
要
な
75
歳

以
上
と
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
数
は

確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
緊
急
連
絡
網

も
な
い
た
め
、仮
設
住
宅
地
内
の
診
療
所

を
利
用
で
き
な
い
土
日
や
夜
中
に
体
調
を

崩
し
た
と
き
、住
民
は
誰
に
連
絡
を
す
れ

ば
良
い
の
か
迷
い
ま
す
。

　こ
う
いっ
た
事
態
を
改
善
す
る
た
め
に
、

社
協
や
行
政
と
連
携
し
て
住
民
の
名
簿
と

緊
急
連
絡
網
の
作
成

を
行
い
、自
治
会
と
住

民
と
の
つ
な
ぎ
を
作
る
こ
と
が
早
急
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
民
同
士
の
助
け
合

い
も
大
切
で
す
の
で
、お
互
い
の
顔
を
知
る

機
会
に
な
れ
ば
と
道
路
に
ベン
チ
を
置
い
た

と
こ
ろ
、自
然
と
人
が
集
ま
って
き
て
雑
談

を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。今
後
も
コ
ミュニテ
ィ
ー
づ
く
り
と
し

て
催
し
な
ど
を
活
発
に
開
催
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　先
日
、
二
本
松
市
油
井
地
区
の
婦
人

会
の
方
々
が
、地
区
の
名
所
を
回
る
バ
ス

ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
う
いっ
た
地
元
の
方
と
の
触
れ
合
い
も

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
の
名
簿
と
緊
急
連
絡
網
の
早
急
な
作
成
を

安
達
運
動
場
応
急
仮
設
住
宅
自
治
会
会
長

　
佐
藤 

秀
三
さ
ん

住　民
インタビュー

「現在、浪江町では復興ビジョン計
画を策定するためのアンケートを
行っています。社協や役場という
垣根を越えて連携し、浪江町の皆
さんの意識の把握に努めます」。

も
ん 

ま

し
げ
お

庶
務
係
長
兼
主
任
主
査

　
門
馬

　
成
郎
さ
ん

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、生
活
支
援

相
談
員
が
具
体
的
に
ど
ん
な
役
目
を
持
っ
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
人
々
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
周
知
を
図
っ
た
り
、生
活
支
援
相
談

員
を
よ
り
よ
い
体
制
に
整
え
な
が
ら
入
居
者

に
寄
り
添
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
を
目
指
し
て
、

N
P
O
な
ど
が
避
難
者
同
士
の
交
流
を
図
る

サ
ロ
ン
を
仮
設
集
会
場
な
ど
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
社
協
は
N
P
O
な
ど
と
連
携
を
図

り
、そ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
提
供
す

る
た
め
の
つ
な
ぎ
役
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
相
談
員
に
お

い
て
も
、二
本
松
市
や
福
島
市
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
避
難
先
で
開
催
し
て
い
る
サ
ロ
ン
の
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、定
期
的
に
開
催
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
仮
設
住
宅
の
自
治
会
は
で
き
て
い
ま
す
の

で
、今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
す
る

機
会
を
さ
ら
に
設
け
て
い
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、被
災
者
は
自
主

的
に
催
し
を
開
く
よ
う
に
な
り
、問
題
な
ど

が
発
生
し
た
と
き
も
住
民
同
士
の
協
力
で
解

決
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
に
な
る

は
ず
で
す
。

　
社
協
の
介
護
保
険
事
業
は
継
続
し
て
行
っ

て
お
り
、仮
設
住
宅
の
入
居
者
だ
け
で
は
な

く
借
り
上
げ
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
に
も

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
役
場
と
は
委

託
・
受
託
の
関
係
で
し
た
が
、今
回
の
震
災

後
は
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
展
開
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
そ
の
連
携
を

活
か
し
な
が
ら
、住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
展
開
し
、少
し
ず
つ

業
務
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
者
と
社
協
を
結
ぶ

生
活
支
援
相
談
員

さ  

と
う

　

 

ひ
で  

ぞ
う

分
散
し
た
住
民
を
つ
な
ぐ

生
活
支
援
相
談
員
が
カ
ギ

﹇
避
難
先
﹈
二
本
松
市
郭
内
一
丁
目
81

浪
江
町
役
場
第
二
事
務
所
内

浪
江
町
社
協

浪
江
町
社
協
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仮設住宅地のなかにある「あさかの
杜ゆふね」には川内村社協の事務所
のほか、交流スペース、デイサービ
ススペース、浴室などがあります。社
協は入居者の身近な存在として生活
の支援を行っています。

サ
ロ
ン
の
運
営
主
体
は

社
協
で
は
な
く
入
居
者

仮
設
住
宅
の「
関
係
図
マ
ッ
プ
」を

支
援
に
活
か
す

　
9
月
現
在
、川
内
村
住
民
の
3
0
0
0
人

中
8
0
0
人
が
郡
山
市
と
い
わ
き
市
の
仮
設

住
宅
に
、1
2
0
0
人
が
県
内
の
借
り
上
げ

住
宅
に
、7
0
0
人
が
県
外
に
避
難
し
、

3
0
0
人
が
村
内
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
北
側
の
郡
山

南
一
丁
目
仮
設
住
宅
に
は
川
内
村
と
富
岡

町
の
約
6
5
0
人
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
は
じ
め
、あ

ら
ゆ
る
避
難
者
を
支
援
す
る
高
齢
者
サ
ポ
ー

「
毎
回
参
加
し
て
ま
す
。い
ろ
ん

な
人
と
話
し
が
で
き
て
嬉
し

い
。で
も
1
日
も
早
く
除
染
が

済
ん
だ
川
内
村
に
帰
り
た
い
」

「
サ
ロ
ン
は
仮
設
住
宅
に
こ
も
って
い
る

よ
り
ず
っ
と
良
い
。
自
宅
の
あ
る
地
域

は
避
難
が
解
除
さ
れ
た
か
ら
、た
ま
に

帰
って
る
。
自

宅
に
い
る
と
仕

事
が
あ
る
か
ら

充
実
し
て
い
る

ね
」。

「
足
が
悪
い
か

ら
出
歩
く
の

は
大
変
だ
け

れ
ど
、楽
し
い

か
ら
参
加
し

て
い
る
よ
」。

サロン参加者
からの声

「今は川内村に戻るまでの気持ち
をつなぐコミュニティーが必要だ
と思っています。もとの生活にも
どった際もそのコミュニティーを
継続させることが大切です」。

ふ
る
う
ち

し
ん
い
ち

統
括
福
祉
活
動
専
門
員

　
古
内

　
伸
一
さ
ん

ト
拠
点「
あ
さ
か
の
杜
ゆ
ふ
ね
」が
開
設
さ
れ

て
お
り
、川
内
村
社
協
は
そ
の
運
営
を
担
っ
て

い
ま
す
。
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
方
と
、周
辺

の
借
り
上
げ
住
宅
で
生
活
す
る
方
を
対
象

に
、日
常
生
活
の
総
合
相
談
、高
齢
者
に
対
す

る
見
守
り
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、居
宅
介
護
・

訪
問
介
護
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護

保
険
事
業
、住
民
交
流
の
場
の
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　仮設
住
宅
入
居
者
の
半
数
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
、
一
人
暮
ら
し
の
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。以
前
住
ん
で
い
た
地
域
の
知

り
合
い
と
も
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、

周
り
は
知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
こ

で
、孤
立
や
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
た
め
に
10

月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
の
が「
ふ
れ
あ
い・い

き
い
き
サ
ロ
ン
」で
す
。

　
サ
ロ
ン
は
ま
ず「
人
々
に
集
ま
っ
て
も
ら
う

こ
と
」、そ
し
て「
身
近
に
住
む
人
の
顔
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
」を
目
指
し
ま
し
た
。現
在
は

そ
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る「
ど
ん
な
活
動
を

す
る
か
を
自
分
た
ち
で
決
め
て
実
践
し
て
も

ら
う
こ
と
」を
行
っ
て
い
ま
す
。活
動
は
お
茶

飲
み
で
も
ゲ
ー
ム
で
も
何
で
も
良
く
、必
要

な
物
が
あ
れ
ば
社
協
で
準
備
し
ま
す
。何
が

し
た
い
か
意
見
が
出
な
い
と
き
は
、例
え
ば

こ
う
い
う
活
動
は
ど
う
か
と
提
案
し
ま
す

が
、主
役
は
あ
く
ま
で
住
民
の
皆
さ
ん
。
社

協
は
裏
方
に
徹
し
て
き
っ
か
け
づ
く
り
だ
け

を
行
い
、サ
ロ
ン
の
最
初
の
み
顔
を
出
し
て
あ

と
は
退
席
し
ま
す
。自
主
的
に
行
動
し
て
も

ら
う
こ
と
が
自
立
に
つ
な
が
り
、い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に

な
る
は
ず
で
す
。「
皆
さ
ん
の
、皆
さ
ん
に
よ

る
、皆
さ
ん
の
た
め
の
活
動
」で
す
ね
。

　
今
後
は
自
分
一
人
で
は
や
ら
な
い
運
動
に

仲
間
と
挑
戦
す
る
な
ど
し
て
交
流
を
深
め
、

仮
設
住
宅
を
行
き
来
す
る
間
柄
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
以
外
の
取
り
組
み
と
し
て
、川
内

村
に
住
ん
で
い
た
方
、住
ん
で
い
る
方
全
員

に
対
し
、生
活
上
の
ニ
ー
ズ
や
不
安
に
思
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
伺
い
支
援
に
つ
な
げ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
で
す
。そ
れ
と
あ
わ

せ
て
、仮
設
住
宅
に
お
け
る
隣
近
所
と
の
関

係
図
を
記
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
た
め
の

調
査
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。誰
が
ど
こ
の
住
宅

を
行
き
来
し
て
い
る
か
調
べ
る
こ
と
で
、周
り

と
交
流
の
少
な
い
方
へ
の
支
援
に
結
び
つ
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
協
に
し
か
で
き
な
い
部
分
、そ
れ
は
川

内
村
の
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
い
、丁
寧
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。今

後
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

川
内
村
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
を
強
固
な
も

の
に
し
な
が
ら
、関
係
機
関
と
連
携
し
支
援

を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

避
難
者
を
支
援
す
る

「
あ
さ
か
の
杜
ゆ
ふ
ね
」

水曜・金曜は川内村、木曜は富岡町の人々がサロン
に参加。多いときには20人前後が集まります。

住
民
の
、
住
民
に
よ
る
、

住
民
の
た
め
の
サ
ロ
ン
を
開
催

﹇
避
難
先
﹈
郡
山
市
南
一
丁
目
94

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
拠
点「
あ
さ
か
の
杜
ゆ
ふ
ね
」内

川
内
村
社
協

川
内
村
社
協

避難住民の生活を支える新しいコミュニティーづくりへ年末拡大特集
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災
害
対
策
に
は
災
害
発
生
か
ら
日
常
に
戻

る
ま
で
の
段
階
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。被

災
直
後
の
自
助
や
互
助
に
よ
る
助
け
合
い
が

行
わ
れ
る「
緊
急
救
援
期
」、そ
れ
が
過
ぎ
る

と
公
助
や
共
助
が
加
わ
り
災
害
に
よ
り
落

ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
地
域
の
力
を
元
に
戻
す

「
復
旧
期
」、そ
し
て
多
様
な
生
活
上
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
暮
ら
し
を
立
て
直
し
て
い
く「
生

活
支
援
期
」へ
移
行
し
、最
後
に
災
害
に
よ
る

教
訓
を
活
か
し
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
し

く
み
づ
く
り
に
取
り
か
か
る「
復
興
期
」の
サ

イ
ク
ル
に
分
か
れ
ま
す

　
　
　
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
資
料
よ
り
）。

　
震
災
後
に
各
市
町
村
社
協
に
設
置
さ
れ
た

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
一
部
は
現

　
被
災
地
で
は
今
な
お
復
旧・復
興
に
向
け
た
模
索
が
続
い
て
い
ま
す
が
、震
災
か
ら
一

年
が
経
ち
、よ
り
生
活
に
即
し
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
福
島
県
の
福

祉
の
現
況
と
、こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

〜
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
〜

今
、行
わ
れ
て
い
る
福
祉
と

求
め
ら
れ
る
支
援

　
こ
う
し
た
生
活
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
や
応
急
仮
設
住
宅
地
域
高
齢
者
等
サ

ポ
ー
ト
拠
点
の
取
り
組
み
、避
難
先
で
の
福

祉
施
設
の
再
開
な
ど
か
ら
、福
島
県
の
福
祉

面
に
お
い
て
の
災
害
サ
イ
ク
ル
は「
復
旧
期
」

と「
生
活
支
援
期
」の
中
間
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
浜
通
り
の
一
部
は
原
発

事
故
に
よ
り
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、復

旧
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
あ
る
こ

と
か
ら
、部
分
的
に
は「
復
旧
期
」の
真
っ
只

中
と
言
え
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
原
発
事
故
と
い
う
要
因
に
よ

り
避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
一
歩
を
踏
み
出
し
始
め
た

新
地
町
社
協
、伸
生
双
葉
会
、
N
P
O
法
人

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
、福
島
保
育
所
を
紹
介
し

な
が
ら
、福
祉
の
希
望
を
展
望
し
ま
す
。

福
島
な
ら
で
は
の
支
援
で

本
当
の「
復
興
」へ

年
度
末
拡
大
特
集

災害サイクルと求められる支援図1

図
1

図
2

福島県内でのボランティア活動者数（のべ）図2

0

（人）

35,000

30,000

25,000

20,000

10,000

15,000

在
、「
生
活
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」へ

名
称
を
変
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、瓦
礫
撤
去
や
泥
の
か
き
出
し
な
ど
の
災

害
復
旧
活
動
が
一
段
落
し
、ニ
ー
ズ
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
と
い
っ
た
被
災
者
の

生
活
支
援
に
変
化
し
た
た
め
で
す
。
県
内

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
数
は
減
少

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
年
2
月
末
ま
で
の
活

動
者
数
は
の
べ
14
万
5
千
人
を
数
え
ま
し

た

　
　
　
。

　
ま
た
、被
災
者
が
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅

や
借
り
上
げ
住
宅
に
移
り
半
年
以
上
が
経
過

し
、入
居
者
の
生
活
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、い
つ
ま
で
こ
の
よ
う
な
生

活
が
続
く
の
か
と
い
う
将
来
へ
の
不
安
が
蓄

積
し
て
く
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
福
島
県

か
ら
委
託
さ
れ
た
市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉

法
人
、N
P
O
な
ど
が
運
営
す
る「
応
急
仮
設

住
宅
地
域
高
齢
者
等
サ
ポ
ー
ト
拠
点
」は
、そ

の
よ
う
な
被
災
者
の
相
談
に
応
じ
た
り
、サ

ロ
ン
を
開
催
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
な
ど
避
難
生
活
を
支
え
る
拠
点
と
し

て
、2
月
末
時
点
で
県
内
18
カ
所
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
福
島
原
発
の
事
故
に
よ
り
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
福
祉
施
設
の
な
か
に
は
、避
難
先

で
事
業
を
再
開
し
た
施
設
も
あ
り
、地
域
住

民
と
の
交
流
を
目
指
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
や
学
校
な
ど
で

は
、室
内
で
も
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫

を
す
る
な
ど
、今
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
な

か
で
、そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
日
常
を
定
着
さ

せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

緊急
救援期

復旧期

瓦礫撤去、
泥だしなど

生活
支援期

サロンの開催、
コミュニティーづくり、
心のケアなど

復興期

日常
救命活動、
避難生活支援
など

防災マニュアル
の整備など

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2月1月

20,357

29,036

34,385

22,524

16,752

9,150
3,383 3,996 2,289 1,920 1,178 1,251

災害
発生

2011年 2012年

2011年3月～2012年2月
のべ145,000人
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東日本大震災から一年 ～これまでの歩みと次の一歩を踏み出すために～年度末拡大特集

　
死
者
行
方
不
明
者
1
1
0
名
、津
波
に
よ

る
浸
水
面
積
は
町
の
全
面
積
の
5
分
の
1
と

い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
新
地
町
。「
早
急

な
支
援
を
必
要
と
し
ま
し
た
が
、元
々
の
社

協
職
員
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
担
当
者
の
不
在
、社
協
事
務
所
が
津
波
に

よ
り
浸
水
し
た
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
重
な
り
、す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

中
、県
内
外
各
地
か
ら
多
く
の
社
協
職
員
が

応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
、そ
の
強
力
な
力

添
え
を
得
て
4
月
21
日
に
よ
う
や
く
新
地

町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以
下
、新

地
町
災
害
V
C
）を
立
ち
上
げ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
」と

当
時
を
振
り
返
る
新
地
町
社
協
事
務
局
長
の

宍
戸
富
喜
夫
さ
ん
。
町
内
で
は
今
も
、全
国

各
地
の
社
協
に
よ
る
炊
き
出
し
な
ど
が
継
続

的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て

「
恩
返
し
ま
で
は
及
び
ま
せ
ん
が
、も
し
力
を

必
要
と
し
て
い
る
社
協
が
あ
る
際
に
は
、す

ぐ
に
協
力
で
き
る
組
織
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　
新
地
町
社
協
の
復
興
事
業
の
ひ
と
つ
に
、

仮
設
住
宅
入
居
者
や
地
域
住
民
の
生
活
を

支
援
す
る
応
急
仮
設
住
宅
地
域
高
齢
者
等

サ
ポ
ー
ト
拠
点
の
運
営
が
あ
り
ま
す
。
主
に

高
齢
者
等
に
対
す
る
総
合
相
談
の
受
付
や
配

食
サ
ー
ビ
ス
、交
流
サ
ロ
ン
や
健
康
教
室
の

開
催
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
実
際
の
状
況
に
即
し
た
支
援
が
今

後
も
絶
対
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
被
災
者
か
ら

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
限
り
継
続
し
て
提
供
し
て

い
き
ま
す
」。

　新地
町
災
害
V
C
は
、8
月
10
日
に
し

ん
ち
町
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、し
ん
ち
町
生
活
支
援
V
C
）へ
移
行

し
ま
し
た
。
し
ん
ち
町
生
活
支
援
V
C
の
役

割
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
受
け
入
れ
と
、

ど
こ
の
仮
設
住
宅
地
で
活
動
し
て
も
ら
う

か
と
い
っ
た
調
整
、当
日
の
活
動
の
お
手
伝

い
な
ど
で
す
。

　
「
最
近
は
体
を
癒
し
た
り
趣
味
を
深
め
る

よ
う
な
サ
ロ
ン
の
ほ
か
、入
居
者
が
店
を
出

す
マ
イ
タ
ウ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、多
様
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
多
い
で
す
。
震
災
か
ら
一
年

が
経
っ
た
今
も
、新
地
町
を
応
援
さ
せ
て
ほ

し
い
と
週
末
を
中
心
に
各
地
か
ら
集
ま
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
の
は

し
ん
ち
町
生
活
支
援
V
C
の
小
泉
修
平
さ

ん
。「
参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
で
、生
活
の
張
り
を
取
り
戻
す
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、入

居
者
が
ど
ん
な
活
動
を
望
ん
で
い
る
か
耳
を

傾
け
な
が
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
入
居

者
を
細
く
長
く
支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　
新
地
町
社
協
は
、生
活
支
援
相
談
員
を
3

人
配
置
し
、仮
設
住
宅
へ
の
訪
問
と
入
居
者

の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
町
内
8

実
情
に
密
着
し
た

支
援
の
継
続
を

被
災
者
の
一
番
近
く
で
、

生
活
支
援
を
継
続
さ
せ
て
い
く
。

取
材
協
力
・
新
地
町
社
協（
新
地
町
）

カ
所
の
仮
設
住
宅
地
に
約
1
4
0
0
人
が
入

居
し
て
お
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
を
中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。「
最
近

完
成
し
た
仮
設
住
宅
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
査

定
）で
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
う
つ
病
が
疑

わ
れ
る
方
へ
の
見
守
り
も
注
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
保
健
師
さ
ん

と
情
報
を
共
有
し
、気
が
か
り
な
入
居
者
を

訪
問
し
て
も
ら
う
な
ど
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
」
と
、生
活
支
援
相
談
員
の
齋
藤
ゆ
き
子

さ
ん
。
行
き
届
い
た
目
配
り・気
配
り
に
心

を
注
い
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、体
操
教
室
や
炊
き
出
し
な
ど
も
生

活
支
援
相
談
員
の
活
動
の
ひ
と
つ
。
入
居

者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
が
目
的
で
す
。「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ

れ
る
方
は
良
い
の
で
す
が
、参
加
し
な
い
方

を
把
握
し
て
、参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
す
ね
。
入
居
者
の
身
近
な

相
談
役
と
し
て
常
に
寄
り
添
い
、見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
新
地
町
社
協
は
今
後
も
、被
災
者
の
生
活

再
建
に
重
点
を
置
い
た
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

「仮設住宅入居者の見守り
を継続し一人ひとりに目を
行き届かせて、孤独死が起
きることのないよう取り組ん
でいきたい」と新地町社協事
務局長の宍戸富喜夫さん。

しし ど　と　き　お

「暖かくなれば新地町を訪
れてくれるボランティア団
体はさらに増えると思いま
すので、活発に活動してい
きます」としんち町生活支
援VCの小泉修平さん。

こいずみしゅうへい

「生活支援相談員の黄色い
ジャンパーを着ていると仮
設住宅入居者の方から声
を掛けてもらいやすくなる
みたい」と生活支援相談員
の齋藤ゆき子さん。

さいとう

サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で

生
き
が
い
を
取
り
戻
す

入
居
者
を
一
人
も
見
逃
さ
ず

支
援
し
た
い

し
し

　ど

　
　
と

　

  

き

　

  

お

こ

　
い
ず
み
し
ゅ
う 

へ
い

さ
い  

と
う

ボランティア
活動と

コミュニティー
づくり

3 2012.3
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　伸
生
双
葉
会
は
、昭
和
61
年
に
双
葉
郡
で

初
め
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
舘
山
荘
を

開
所
し
て
以
来
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、町
立
養
護
老

人
ホ
ー
ム
東
風
荘
の
管
理
運
営
な
ど
高
齢

者
に
関
わ
る
多
く
の
事
業
を
運
営
し
て
き

た
社
会
福
祉
法
人
で
す
。

　昨
年
の
震
災
で
は
、３
月
12
日
に
原
発
の

半
径
10
キ
ロ
圏
内
に
避
難
命
令
が
出
さ
れ
、

郡
山
市
へ
避
難
し
ま
し
た
。

 

伸
生
双
葉
会
理
事
の
宇
佐
見
正
幸
さ
ん
に

よ
る
と
、「
警
察・消
防
か
ら
の
連
絡
を
受
け

避
難
を
始
め
た
の
が
12
日
の
午
後
３
時
半

す
ぎ
。
寝
た
き
り
状
態
の
利
用
者
様
を
含

め
、全
員
が
バ
ス
に
乗
車
す
る
の
に
２
時
間

か
か
り
ま
し
た
」。

　避
難
先
は
川
内
村
か
ら
船
引
、三
春
と
手

さ
ぐ
り
状
態
で
移
動
し
て
、よ
う
や
く
郡
山

市
の
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
に
落
ち
着
い
た
時
に

は
、深
夜
12
時
を
回
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

　14
日
午
後
に
は
、太
田
熱
海
病
院
の
院
長

先
生
の
ご
配
慮
に
よ
り
空
き
病
棟
が
県
指

定
の
避
難
所
に
さ
れ
、病
棟
と
同
病
院
系
列

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
た
み
ホ
ー
ム

の
二
カ
所
に
分
か
れ
て
移
動
し
ま
し
た
。
平

行
し
て
病
院
の
協
力
の
も
と
宇
佐
見
さ
ん
ら

は
県
内
の
各
施
設
へ
利
用
者
の
受
入
れ
調
整

を
続
け
、16
施
設
に
分
か
れ
て
受
入
れ
が
完

了
し
た
の
は
３
月
19
日
。「
20
日
に
は
職
員

全
員
を
家
族
の
待
つ
場
所
に
帰
す
こ
と
が
で

き
、病
院
と
受
け
入
れ
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
施
設
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
職
員

は
地
震
の
日
か
ら
着
の
身
着
の
ま
ま
。
家

族
と
も
連
絡
が
と
れ
な
い
状
態
で
、み
ん
な

本
当
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
」と
宇
佐

見
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　現
在
、職
員
は
県
内
外
各
地
で
避
難
生
活

を
し
て
い
ま
す
。
法
人
全
体
で
１
５
０
人
い

た
職
員
の
う
ち
60
人
は
退
職
、そ
の
他
は
休

業
補
償
給
付
金
を
受
給
中
で
す
。
昨
年
、職

員
に
意
向
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ「
戻
る

つ
も
り
は
な
い
」「
し
ば
ら
く
は
仕
事
に
就
か

な
い
」と
い
う
回
答
が
数
多
く
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
宇
佐
見
さ
ん
は「
こ
れ
ま
で
育
て
て

き
た
能
力
あ
る
人
材
を
手
放
す
の
は
法
人

に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
す
。
厳
し
い
結
果

で
す
が
歴
史
あ
る
法
人
の
灯
火
を
消
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
目
の
前
の

で
き
る
こ
と
か
ら
し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
話
し
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
、県
か
ら
事
業
を
委
託
さ
れ
て
い
る

応
急
仮
設
住
宅
地
域
高
齢
者
等
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
運
営
で
す
。

　伸
生
双
葉
会
は
、ま
ず
昨
年
11
月
、富
岡

町
か
ら
の
避
難
者
が
多
い
大
玉
村
で
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は

仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
拠
点

で
あ
る
と
と
も
に
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

も
備
え
た
施
設
で
あ
る
こ
と
が
、よ
う
や
く

地
域
に
周
知
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

年
3
月
に
は
三
春
町
に
も
開
所
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
予
定
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
昨
年

10
月
に
は
双
方
に
行
き
や
す
い
本
宮
市
に

法
人
の
仮
本
部
拠
点
を
お
き
ま
し
た
。
ま

た
、法
人
が
受
託
し
て
い
る
町
立
養
護
老
人

富
岡
町
か
ら
郡
山
へ

困
難
を
極
め
た
避
難

い
つ
か
故
郷
に
帰
れ
る
日
の
た
め
に
、

事
業
を
続
け
、町
民
の
心
の
支
え
に
。

取
材
協
力
・
社
会
福
祉
法
人
伸
生
双
葉
会（
富
岡
町
／
現
本
部
は
本
宮
市
）

ホ
ー
ム
東
風
荘
も
、応
急
仮
設
施
設
が
郡
山

市
内
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
　

　「避
難
先
で
も
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

職
員
の
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、地
元
で
施
設
を
再
開
す
る
時
の
大
き

な
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」と
宇
佐

見
さ
ん
。
ま
た
、サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運

営
し
て
い
る
の
が
町
民
に
と
っ
て
な
じ
み
深

い「
舘
山
荘
」で
あ
る
こ
と
が
、利
用
者
の
安

心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　「い
つ
か
は
町
に
帰
り
た
い
―
―
」、そ
う

話
す
人
の
多
く
が
高
齢
者
。
伸
生
双
葉
会

は
、そ
ん
な
高
齢
者
の
心
を
支
え
る
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
て
も
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

う   さ   み まさゆき

「離れていても町民との接
点を保ち、なんとか地域福
祉を実現したい」と話す伸
生双葉会理事・特別養護老
人ホーム舘山荘施設長の
宇佐見正幸さん。

意
向
調
査
か
ら
見
え
た

新
た
な
ハ
ー
ド
ル

地
域
住
民
と
つ
な
が
る

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

大
玉
村
応
急
仮
設
高
齢
者
等
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

内
部
。
仮
設
と
は
い
え
浴
槽
な
ど
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
備
は
全
て
整
っ
て
い
ま
す
。
所
長
の
佐
々
木

誠
司
さ
ん
は
「
今
後
、
大
玉
村
の
人
た
ち
に
も
協
力

い
た
だ
い
て
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

う

　

  

さ
　

 

み
　

 

ま
さ  

ゆ
き

高齢者の
生活を
支える
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　浪
江
町
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
は
平
成
18

年
か
ら
デ
イ
ケ
ア
施
設
、平
成
20
年
か
ら
は

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
精
神
障

が
い
者
へ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー（
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
で
は
通

所
者
を
メ
ン
バ
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
）が
毎

日
楽
し
く
集
ま
れ
る
よ
う
に
と
、町
内
に
構

え
た
2
つ
の
喫
茶
店
で
の
接
客
業
務
を
中
心

に
、コ
ー
ス
タ
ー
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
制
作
・
販

売
、畑
作
り
な
ど
を
通
し
て
、メ
ン
バ
ー
の
生

活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
震
災
が

起
こ
る
ま
で
は
│
。

　理
事
長
の
橋
本
由
利
子
さ
ん
に
震
災
後

の
動
き
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。「
私
を
は
じ

め
メ
ン
バ
ー
や
職
員
は
各
地
に
避
難
し
、コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
の
継
続
は
難
し
い
状
況
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、再
開
す
る
こ
と
が
復
興
に

つ
な
が
る
と
い
う
励
ま
し
や
、仮
設
住
宅
に

い
る
だ
け
で
は
つ
ら
い
の
で
再
開
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
を
メ
ン
バ
ー
か
ら
い
た
だ
き
、

新
し
い
土
地
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。
南
相
馬
市
で
の
再
開
も
視
野
に

入
れ
ま
し
た
が
、浪
江
町
役
場
の
移
転
先
で

あ
る
二
本
松
市
に
拠
点
を
置
く
こ
と
を
決

め
、昨
年
10
月
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
一

角
で
事
業
を
再
開
し
ま
し
た
」。

　現
在
、15
名
い
た
メ
ン
バ
ー
は
6
名
に
、5

名
い
た
職
員
は
3
名
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
避
難
先
も
散
り
散
り
に
な
り
、二
本
松

市
以
外
に
福
島
市
、本
宮
市
な
ど
か
ら
通
っ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。「
二
本
松
市
で
お
世

話
に
な
る
に
あ
た
り
、地
域
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、し
っ
か
り
と

根
を
張
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
も
、浪
江
町

の
方
だ
け
で
な
く
二
本
松
市
の
方
を
は
じ

め
、通
所
を
希
望
す
る
方
な
ら
ど
ん
ど
ん
受

け
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
」と
橋
本
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　ま
た
、多
く
の
浪
江
町
の
住
民
が
暮
ら
す

二
本
松
市
で
事
業
を
再
開
し
た
こ
と
で
得
た

も
の
が
あ
る
と
続
け
ま
す
。「
私
た
ち
の
こ
と

を
知
っ
た
浪
江
町
の
方
が
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

を
訪
ね
て
く
だ
さ
り
、交
流
す
る
場
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
。
二
本
松
市
の
方
に
も
来
て
い

た
だ
い
て
、二
本
松
市
と
浪
江
町
の
つ
な
が

り
を
深
め
合
う
場
に
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す

ね
。
浪
江
町
か
ら
避
難
し
二
本
松
市
で
事

業
を
再
開
し
た
施
設
は
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
よ
う
な

同
じ
境
遇
の
施
設
と
も
情
報
を
交
換
し
、連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」。

通
所
者
の
想
い
を
受
け
て

二
本
松
市
で
事
業
再
開

二
本
松
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
、

地
域
を
超
え
て
人
々
が
交
流
を
深
め
る
場
へ
。

取
材
協
力
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
浪
江
町
／
避
難
先
は
二
本
松
市
）

　コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
が
事
業
を
再
開
し
、3
月

で
5
カ
月
を
迎
え
ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
、

メ
ン
バ
ー
を
支
援
す
る
立
場
で
あ
り
な
が
ら

メ
ン
バ
ー
に
支
援
さ
れ
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て

こ
れ
た
、と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。「
コ
ー
ヒ
ー

タ
イ
ム
の
再
開
を
一
番
喜
ん
で
く
れ
た
の
は

メ
ン
バ
ー
や
そ
の
家
族
の
方
で
し
た
。
メ
ン

バ
ー
に
は
人
と
の
付
き
合
い
を
苦
手
と
す
る

方
が
多
い
の
で
す
が
、無
理
の
な
い
範
囲
で

一
般
の
方
と
触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
り
、浪

江
町
に
い
た
と
き
の
よ
う
に
接
客
で
き
る

メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
や
、浪
江
町
か

ら
の
避
難
者
で
あ
る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る〝
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
〞に

な
れ
た
ら
。
私
た
ち
が
新
し
い
土
地
で
元
気

に
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
方
々

に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、〝
浪
江
町
〞の
励
ま

し
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

ま
す
」。

　い
つ
か
浪
江
町
に
帰
れ
る
日
が
来
て
も
、

こ
こ
で
の
事
業
を
継
続
し
、
浪
江
町
の
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
は〝
支
店
〞と
し
て
運
営
す
る
つ

も
り
だ
と
い
う
橋
本
さ
ん
。
新
し
い
地
域
で

芽
吹
き
始
め
た
浪
江
町
と
二
本
松
市
の
新
し

い
交
流
の
輪
は
、少
し
ず
つ
大
き
く
広
が
っ
て

い
ま
す
。

はしもと ゆ　り　こ

「神戸市の女性が手作りの
ミトンと応援の手紙を送っ
てくれました。いつか、ミト
ンをはめて手作りピザを
お客様に提供したいです」と
理事長の橋本由利子さん。

大
切
な
の
は

地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

元
気
を
発
信
し
、

〝
浪
江
町
〞を
勇
気
づ
け
た
い

テーブルや椅子は浪江町から持ち出したもの。コーヒー
は、お好みの大堀相馬焼コーヒーカップで飲むことが
できます。

東日本大震災から一年 ～これまでの歩みと次の一歩を踏み出すために～年度末拡大特集

は
し

　も
と

　

 

ゆ

　

  

り
　

  

こ

障がい者と
ともに
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　訪
れ
た
日
は
あ
い
に
く
の
雪
模
様
で
し
た

が
、福
島
保
育
所
の
中
で
は
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。「
震
災
に
よ

る
施
設
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
予
定

さ
れ
て
い
た
入
所
式
は
取
り
や
め
に
。そ
れ

で
も
職
員
の
み
ん
な
が〝
私
た
ち
が
何
と
か

し
ま
す
！
〞と
震
災
翌
日
か
ら
積
極
的
に
出

て
き
て
く
れ
た
の
で
、い
つ
も
の
保
育
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
た
の

は
、所
長
の
永
澤
孝
子
さ
ん
。

　震
災
直
後
は
ト
イ
レ
の
水
不
足
に
悩
み
、

職
員
み
ん
な
で
保
育
所
の
裏
を
流
れ
る
小

川
か
ら
水
を
汲
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
あ
の
時
を
思
い
出
す
と
、別
の
世
界
に
生
き

て
い
る
み
た
い
。
だ
け
ど
、玄
米
サ
プ
リ
メ

ン
ト
、お
む
つ
、ミ
ル
ク
、絵
本
な
ど
の
支
援
物

資
の
他
に
、農
家
の
方
か
ら
は
野
菜
、消
防
団

員
の
方
か
ら
は
優
先
的
に
飲
料
水
を
回
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。今
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
横
浜
市
か
ら

車
で
５
時
間
か
け
て
毎
週
飲
料
水
を
運
ん
で

く
れ
る
方
も
い
ま
す
」。

　現
在
、福
島
保
育
所
で
は
県
と
市
の
指
導

を
受
け
て
、空
間
線
量
と
地
表
線
量
を
毎
日

測
定
し
て
い
ま
す
。「
放
射
線
に
つ
い
て
は
私

た
ち
も
知
識
が
な
い
た
め
、保
護
者
の
方
を

交
え
な
が
ら
何
度
か
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

昨
年
10
月
か
ら
１
週
間
に
２
回
、20
分
だ
け

外
遊
び
を
さ
せ
て
い
ま
す（
３
歳
児
以
上
）。

福
島
市
で
は
ホ
ー
ル

ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー

（
内
部
被
ば
く
検
査
）

が
実
施
さ
れ
ま
す

が
、幼
児
を
優
先
的

に
実
施
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」と
保

育
所
で
は
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
最
優
先

に
考
え
て
い
ま
す
。

　「園
庭
の
線
量
は
除
染
に
よ
り
か
な
り
低
く

な
り
ま
し
た
が
、や
は
り
外
遊
び
に
対
し
て
躊

躇
さ
れ
る
保
護
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
私
た
ち
保
育
士
も
子
ど
も
た
ち
の
体
力

づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
が
、来
年
度
は
少

し
ず
つ
お
日
様
の
光
に
当
て
て
あ
げ
た
い
で

す
ね
」と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、主
任
保
育
士

の
中
村
洋
子
さ
ん
。
昨
年
の
運
動
会
は
体
育

館
で
開
催
、遠
足
は
バ
ス
で
市
外
に
行
く
な
ど

工
夫
を
し
て
い
ま
す
が
、放
射
線
量
へ
の
不
安

は
ま
だ
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　「放
射
線
量
以
外
の
こ
と
で
も
お
母
さ
ん

方
は
た
く
さ
ん
の
不
安
を
抱
え
て

緊
張
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

以
上
に
お
母
さ
ん
方
の
ケ
ア
も
大

切
に
し
た
い
で
す
ね
。
私
た
ち
職

員
一
人
ひ
と
り
が
い
つ
も
通
り
の

笑
顔
を
見
せ
る
こ
と
で
、子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
も
ら
い
た
い
」と
中
村
さ

ん
。み
ん
な
と
一
緒
に
歩
む
保
育

が
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
ま
す
。

み
ん
な
の
チ
カ
ラ
で

「
い
つ
も
の
保
育
」を

ま
ず
は
私
た
ち
が
笑
顔
に
な
っ
て
、

み
ん
な
を
安
心
さ
せ
た
い
。

取
材
協
力
・
社
会
福
祉
法
人  

福
島
福
祉
施
設
協
会 

福
島
保
育
所（
福
島
市
）

　栄
養
士
の
木
幡
美
幸
さ
ん
に
も
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で
は
地
産
地
消
を
中
心

に
栄
養
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、地
元
の

一
部
の
食
材
は
使
え
な
い
状
況
で
す
。
地
物

だ
っ
た
ら
安
く
て
新
鮮
な
の
に
残
念
で
す
。

園
で
栽
培
し
て
い
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、カ
ボ
チ
ャ
、

ト
マ
ト
な
ど
も
収
穫
を
あ
き
ら
め
ま
し
た
」。

そ
れ
で
も
保
育
所
で
は
食
育
に
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、調
理
保
育
と
し
て
イ
チ
ゴ

ジ
ャ
ム
や
ピ
ザ
作
り
な
ど
を
楽
し
く
行
い
ま

し
た
。

　「何
を
つ
く
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
は
無
邪
気

に
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
大
人
顔
負
け
の
順
応

力
が
子
ど
も
た
ち
に
は
あ
る
ん
で
す
ね
。
今

は
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
お
聞
き
し
な

が
ら
最
善
を
尽
く
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、み

ん
な
で
元
気
を
出
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」。

　

　子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
は

何
か
。
職
員
と
保
護
者
が
一
緒
に
考
え
な
が

ら
実
践
す
る「
提
案・行
動
型
の
保
育
」が
こ

こ
に
芽
吹
い
て
い
ま
し
た
。

ながさわたか  こ

「地震や放射能という言葉
に過敏になっていた時期も
ありましたが、私たち保育士
が元気なら、子どもたちも不
安にはなりません」と福島保
育所所長の永澤孝子さん。

お
母
さ
ん
の
心
の
ケ
ア
も

大
切
な
時
期

なかむらよう こ

「保護者の皆さんはいろい
ろと考えた末に福島に留ま
ることを決めた方ばかり。
安心できる保育をみんな
の手でかなえていきたい」
と主任の中村洋子さん。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

私
た
ち
の
宝
物

こ はた  み ゆき

「すぐ隣の団地の皆さんを招
いてのお食事会も定期的に
開き、地域と絆を深めてい
ます。子どもたちの明るい笑
顔が何よりの元気の源」と栄
養士の木幡美幸さん。

福島保育所の子どもたち。定員１２０名（０歳14
名、１歳12名、２歳29名、３歳24名、４歳25名、５
歳27名）。

ち
ゅ
う

こ

　は
た

　み
　ゆ
き

な
か   

む
ら
よ
う

　こ

ち
ょ

な
が 

さ
わ  

た
か   

こ

子どもたちの
安全と安心

62012.3

30―　　―



東日本大震災から一年 ～これまでの歩みと次の一歩を踏み出すために～年度末拡大特集

３.11を乗り越えて、県社協はすべての福祉関係者と協力しながら、
これからも県民の皆さんの生活を支えていきます。

福島県社会福祉協議会がお伝えしたいこと

み
ん
な
の
笑
顔
の
た
め
に
、県
社
協
は

福
島
な
ら
で
は
の
福
祉
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

の多くの施設等で避難された利用者を受け入れてい
ただいたことで、本当に多くの利用者の安全が確保
されました。各施設の特段の配慮と尽力は“ふくし
ま”の一体感を強めました。

　現在、県社協では福祉施設・事業所の東京電力に
対する賠償請求の取りまとめを行いながら、被災・避
難事業所の支援を行っています。また、利用者や職
員が戻らず再開できない施設・事業所も多くありま
すが、事業再開や休業期間中の補償などを含めて、
相談員を配置して個別支援を行っています。さら
に、県社協児童福祉施設部会では『原子力発電所の
事故にかかわる緊急時対応マニュアル』を近くまとめ
ます。この災害における緊急対応を検証し、今後の
非常時対応方策と緊急時の避難指針をつくり、子ど
もたちの安全を守っていきます。

　ふくしまは津波被害だけでなく放射能の影響も大
きく残ります。保育所の子どもたちは思いっきり外
で遊べません。コミュニティーが失われた地域があ
ります。家族形態が分散してきています。将来を担
う子どもたちの育つ基盤が揺らいでいます。
 県社協をはじめ福祉社会を担う私たちは、このよう
な課題を克服しながらこれからの“ふくしま”の福祉
を一歩ずつ前に進めていかなければなりません。福
祉コミュニティーを再生し、高齢者や障がい者の生命
と生活を守り、そして笑顔あふれる子どもたちの育ち
を支えていかなければなりません。
　すべての福祉関係者が協力しあいながら、3.11を
乗り越え、これまで以上にあたたかでつながりがある
“ふくし、ふくしま”をつくっていきましょう。

　東日本大震災から一年、ボランティアなどを通じて
“ふくしま”の復旧活動に多くの方々からお力をいた
だきましたことに、心から「ありがとう」の感謝の気持
ちを伝えます。

　震災後、3カ月の間に県内31市町村社協に32カ所
の災害（生活支援）ボランティアセンターが設置され
てからこれまで、活動者数は延べ146,516人（3月６
日現在）を数えました。大きな余震が続き、放射能へ
の不安が極大化し、季節も春の寒さから夏の酷暑に
移るなか、ボランティア活動者の安全と健康管理が
大変重要な課題でしたが、各ボランティアセンター
の適切なコーディネートにより、懸念された事態もな
く、ボランティア一人ひとりの作業と“ふくしま”への
思いが、災害復旧の大きな力となりました。

　災害から生活復興へと名称と役割が変わった現在
は、多くの避難者生活を支えていくために、170人の
生活支援相談員を配置しています。「身近な見守り・
相談者」として、被災後の不幸をなくし、生活への希
望を持ち続けていただくため、生活支援相談員は相
談援助のスキルを高めながら、長期化が予測される
避難生活を今後も支えて続けていきます。現在、「生
活支援相談員から見る避難住民生活の現状調査」を
実施していますが、近くこの結果を取りまとめ、これ
からの避難住民生活支援に関する提言とするととも
に、生活支援相談員のより良い支援活動につなげて
いきます。

　一方、高齢者施設や障がい者施設などでは、震災
直後から、利用者に提供する食事や医薬品、その他
物資がほとんど届かないという状況下におかれた施
設もありました。県社協としてもすぐに不足物資の
手配や寄せられた物資配布などを行いました。各施
設でのそれぞれの努力や周りからの支援などにより
過酷な急場をしのぎました。また、利用者とともに避
難を強いられた施設・事業所も多く、健康や生命が危
険にさらされてしまいました。そうしたなかで、県内
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す
ず 

き   

ゆ

　み

　こ

い  

と
う

　
　け
ん 

い
ち

た
か  

の  

　
　よ
う 

こ

こ
ん 

の

ひ
ろ
し

く
ろ  

き 

　
　よ
う  

こ

か
ん 

の 

　
　じ
ゅ
ん
こ

さ
い
と
う

　
　た
か 

ゆ
き

い
た
ば
し

　
　せ
い
す
け

ほ
ん 

だ

　た

　か

　こ

　東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
過
ぎ
て
も
、

福
島
県
で
は
16
万
人
が
県
内
外
で
の
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
の

仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
の
は
約
３
万
２

千
人
。さ
ら
に
県
内
の
公
営
住
宅
や
民
間
の

借
り
上
げ
住
宅
に
住
む
人
は
６
万
５
千
人

（
平
成
24
年
3
月
5
日
時
点
）に
上
り
、過
去

に
例
の
な
い
住
民
避
難
で
す
。

　そ
の
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
県
社

協
で
は
孤
立・孤
独
化
防
止
を
大
き
な
ね
ら

い
と
し
て
、県
内
に
１
７
１
人（
平
成
24
年
２

月
１
日
時
点
）の
生
活
支
援
相
談
員
を
配
置

し
、最
も
身
近
な
見
守
り・相
談
者
と
し
て
、

被
災
者・避
難
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら

日
々
訪
問
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

　長期
化
す
る
避
難
生
活
の
継
続
的
な
支
援
に
は
、
い
ま
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
避
難
住
民
の
孤
立
・
孤
独
化
を
防
ぐ
た
め
に
昨
年
か
ら
配
置
さ

れ
た
「
生
活
支
援
相
談
員
」
。
そ
の
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
避
難
住
民
の
現
状
と

支
援
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

く
わ  

は
ら  

ひ
で   

ふ
み

す
。
昨
年
７
月
か
ら
今
年
１
月
末
ま
で
の
間

に
約
20
万
回
近
い
訪
問
活
動
の
ほ
か
、サ
ロ

ン
活
動
な
ど「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
支

援
」を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　県
社
協
で
は
、生
活
支
援
相
談
員
の
活
動

を
通
し
て
、避
難
住
民
の
現
在
の
生
活
不
安

や
課
題
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、今
後
一
年
程

度
を
目
安
に
必
要
と
さ
れ
る
べ
き
支
援
策
な

ど
を
関
係
機
関
な
ど
に
提
案
す
る
こ
と
を
目

的
に
、２
月
に「
※
生
活
支
援
相
談
員
活
動
か

ら
見
る
避
難
住
民
生
活
の
現
状
調
査
」を
実

施
し
ま
し
た
。

　こ
の
調
査
結
果
を
基
に
、３
月
14
日
に
は
、

９
市
町
村
の
チ
ー
フ
生
活
支
援
相
談
員
ら
に

よ
る「
生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
避
難
住
民

生
活
支
援
に
関
す
る
意
見
交
換
・
討
論
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
百
名
近
く
の

福
祉
や
行
政
関
係
者
等
が
集
ま
り
、情
報
交

換
す
る
と
共
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
こ
れ
か

ら
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

※
調
査
対
象
…
県
内
配
置
の
す
べ
て
の
生
活
支
援
相
談
員（
1
7
1
名
）

集
計
方
法
…
回
答
は
す
べ
て
記
述
式
。回
収
内
容
を
分
析
し
、カ

テ
ゴ
リ
ー
別
に
分
類
。

開
催
日

　平
成
24
年
３
月
14
日
㈬

進
行
役

　桑
原
英
文
氏

　過
去
の
震
災
の
教
訓
を
も
と
に「
生
活
支
援
相

談
員
」の
必
要
性
を
と
な
え
、設
置
に
尽
力
。
東

日
本
大
震
災
で
も
宮
城
県
・
福
島
県
で
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
や
復
興
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

意
見
交
換
・
討
論
者

広
野
町
社
協
・
チ
ー
フ
生
活
支
援
相
談
員

鈴
木
裕
美
子
さ
ん 

大
熊
町
社
協
・
チ
ー
フ
生
活
支
援
相
談
員

伊
藤

　健
一
さ
ん 

双
葉
町
社
協
・
主
任
生
活
支
援
相
談
員

高
野
　陽
子
さ
ん 

相
馬
市
社
協
・
次
長
兼

生
活
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長

　今
野

　
　大
さ
ん 

南
相
馬
市
社
協
・
事
務
局
次
長
兼

主
任
生
活
支
援
相
談
員

　
　
　黒
木

　洋
子
さ
ん 

飯
舘
村
社
協
・
チ
ー
フ
生
活
支
援
相
談
員

菅
野
　純
子
さ
ん 

郡
山
市
社
協
・
地
域
福
祉
課
主
査
兼

福
祉
活
動
専
門
員
　
　
　
　
　齋
藤
　貴
之
さ
ん 

会
津
若
松
市
社
協
・
チ
ー
フ
生
活
支
援
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　板
橋
　清
介
さ
ん 

白
河
市
社
協
・
生
活
支
援
相
談
員本田

多
賀
子
さ
ん

現
状
調
査
の
結
果
を
も
と
に

意
見
交
換
・
討
論
会
を
実
施

16
万
人
に
の
ぼ
る
避
難
者

９
万
７
千
人
は
県
内
で
生
活

特　集特　集

 UP
ZOOM

震
災
か
ら
１
年

　今
、必
要
と
さ
れ
る

避
難
住
民
生
活
支
援
と
は 

〜
福
島
県
の
実
情
を
踏
ま
え
て
〜

生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
避
難
住
民
生
活

支
援
に
関
す
る
意
見
交
換
・
討
論
会

一般社団法人　コミュニティ・
４・チルドレン代表理事
ＪＰＣｏｍ（Japan Philippines
Community&communication）
代表
災害ボランティア活動支援プロ
ジェクト会議　幹事（中央共同
募金会）
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コ
ミ
ュ
ニ
ティ
崩
壊
の
影
響
と

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
の
生
活
課
題

特 集 震災から１年　今、必要とされる避難住民生活支援とは

フ
ロ
ア
参
加
者

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
、
県
及

び
市
町
村
行
政
職
員
、
関
係
機
関
・
団
体

所
属
者
な
ど

論
点

❶「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
の
影
響
と
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
生
活
課
題
」、❷「
世
帯
分
離

の
進
行
に
よ
り
懸
念
さ
れ
る
福
祉
課
題
」、

❸「
仮
設
住
宅
と
借
り
上
げ
住
宅
避
難
者
へ

の
支
援
格
差
」

《
調
査
結
果
報
告
》「
避
難
住
民
が
不
安
に
感

じ
て
い
る
内
容
」で
際
だ
っ
て
多
い
内
容
は
、

「
先
の
見
通
し
」が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た

　
　
　
　
　。
そ
の
根
本
に
あ
る
の

が
、原
発
事
故
に
よ
り
避
難
区
域
に
な
っ
て
い

る
故
郷
に
帰
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う「
帰

還
の
可
否
」が
あ
り
ま
す
。

《
進
行
役
・
桑
原
英
文
さ
ん
》
双
葉
町
は
町

そ
の
も
の
の
機
能
が
埼
玉
県
に
あ
り
、連
絡

調
整
が
し
に
く
い
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
双
葉
町
社
協
・
高
野
さ
ん
》

　高
齢
者
の
な
か
に
は「
来
年
は
帰
れ
る
ん
だ

べ
？
」と
い
う
人
も

い
ま
す
が
、
一
時

帰
宅
す
る
度
に
家

が
荒
れ
て
い
く
の

を
目
の
当
た
り
に

し
た
人
は
、「
ふ
る
さ

と
が
な
く
な
っ
て
い
く
、帰
る
場
所
が
な
く
な

っ
て
い
く
」の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県

加
須
市
だ
け
で
は
な
く
町
民
が
県
内
外
に
散

ら
ば
っ
て
い
る
状
況
で
す
。町
と
し
て「
仮
の

町
」構
想
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、こ
れ
か
ら
さ

ら
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。「
帰
り
た
い
け
ど
帰
れ
な
い
」気
持
ち
の

揺
れ
を
相
談
業
務
で
感
じ
ま
す
。
せ
め
て
伝

統
行
事
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
し
よ
う
と
、

取
り
組
ん
で
い
る
方
も
い
ま
す
。
私
た
ち
は
離

れ
て
は
い
て
も
地
域
の
力
を
つ
け
る
き
っ
か
け

づ
く
り
や
、自
立
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

支
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

《
広
野
町
社
協・鈴
木
さ
ん
》　広

野
町
は
去
年

の
９
月
に
緊
急
時

避
難
準
備
区
域
が

解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、町
内
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
除
染
が

終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、町
に
戻
っ
て
い
る
人

は
２
５
０
人
程
度
で
す
。仮
設
住
宅
や
借
り

上
げ
住
宅
を
訪
問
し
て
い
る
と
放
射
能
に
関

す
る
考
え
方
、と
ら
え
方
が
非
常
に
バ
ラ
バ

ラ
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
で
す
。

帰
還
に
向
け
た
支
援
と
し
て
は
、町
民
の
方

た
ち
の
不
安
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
、大

き
な
課
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

《
進
行
役
・
桑
原
さ
ん
》「
ふ
る
さ
と
」と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
が
、避
難
し
た
子
ど

も
た
ち
が「
ふ
る
さ
と
」を
持
た
ず
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
一
方
、避

難
先
と
な
る
市
は
、ど
の
よ
う
な
支
援
を
お

考
え
で
す
か
。

《
郡
山
市
社
協
・
齋
藤
さ
ん
》　郡

山
市
に
は
富

岡
・
双
葉
・
川
内

の
３
カ
所
か
ら
避

難
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
市
社
協
で

は「
避
難
者
」と
色

分
け
せ
ず
に
、お
互
い
様
で
生
活
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
３
町
村
の
方
が
市
内
の
い
き
い
き
サ
ロ

ン
に
参
加
で
き
な
い
か
と
地
元
の
方
に
話
し

て
、参
加
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

お
買
い
得
な
店
、美
容
室
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

な
ど
の
生
活
情
報
を
交
換
す
る
よ
う
な
特

別
で
は
な
い
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

先の見通し

帰還の可否

住宅の再建

孤立感・孤立

先の見通し

居住の継続

グラフ1 震災から１年が経過する現在、避難住民が日々の生活において感じている不安（上位3回答）

グ
ラ
フ
１

「孤独感・孤立」に分類した回答記述の一例
「働かないため、外へ出る機会があまりない。隣
のつきあいもなく、仮設住宅のように情報もない
ため、どんどん周りとの関係もなくなり孤立してい
く。「お金をたくさんもらっている」という周りの目
も気になり、引っ越してきたことを言えない」

「先の見通し」に分類した回答記述の一例
「生活の拠点を今後どこに置いていくのかを悩み
とされている方が多い。生活拠点が決められず、
仕事探しが上手くいかなかったり意欲が低下して
しまっている方もいる」

仮
設
住
宅
の

場
合

借
り
上
げ

住
宅
の
場
合

75

14

14

24

22

8

❶

回答総数
140

回答総数
76

3 2012.4
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《
会
津
若
松
市
社
協
・
板
橋
さ
ん
》

　会
津
若
松
市
の

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

避
難
者
を
快
く
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

私
が
借
り
上
げ
住

宅
を
訪
ね
て
い
く

と
、「
何
を
し
に
来
た
の
？
」と
大
家
さ
ん
に

い
ぶ
か
し
が
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
避
難
者
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
思
い
で
い
た
よ
う
で
す
。

　ま
た
、震
災
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

仏
事
が
行
え
ず
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、あ
る

お
寺
で
供
養
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
長
い
関
わ
り
に
な
り
ま

す
の
で
、個
別
の
課
題
を
調
整
し
解
決
し
て

い
く
の
も
私
た
ち
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

《
進
行
役
・
桑
原
さ
ん
》コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基

礎
は
、家
族
・
世
帯
で
す
。核
家
族
化
が
進

む
な
か
で
も
沿
岸
部
は
比
較
的
三
世
代
で
住

む
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
被

災
で
家
庭
が
切
り
離
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ

れ
ば
お
話
し
く
だ
さ
い
。

《
大
熊
町
社
協
・
伊
藤
さ
ん
》

　会
津
若
松
市
に
避
難
し
て
い
る
大
熊
町
民

の
支
援
相
談
を
担

当
し
て
い
ま
す
。具

体
的
な
見
通
し
が

見
え
な
い
な
か
就

労
や
就
学
の
問
題

が
出
て
き
て
い
ま

す
。２
〜
３
年
で
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
れ
ば
、仕
事
に
就
か
な
く
て
も
い
い
と

い
う
方
も
い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
学

校
は
、少
し
で
も
故
郷
に
近
い
、い
わ
き
市
に

行
き
た
い
。し
か
し
町
の
機
能
が
若
松
に
あ
る

状
況
だ
と
個
人
で
は
決
断
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。以
前
は
あ
っ
た
家
庭
環
境
が
お
子

さ
ん
も
含
め
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

《
南
相
馬
市
社
協
・
黒
木
さ
ん
》

　避
難
さ
れ
る
前

は
、孫
や
ひ
孫
と
一

緒
に
暮
ら
し
て
自

分
の
役
割
が
あ
っ

た
の
に
、そ
れ
が
な

く
な
っ
て
閉
じ
こ
も

っ
て
し
ま
う
ご
高
齢
の
方
が
い
ま
す
。農
作
業

や
草
む
し
り
が
で
き
な
い
の
で
、さ
ら
に
悪
循

環
で
す
。サ
ロ
ン
に
出
て
こ
ら
れ
る
方
は
い
い

の
で
す
が
、な
か
な
か
出
て
こ
な
い
方
を
ど
う

す
る
か
が
課
題
で
す
。

《
進
行
役
・
桑
原
さ
ん
》世
帯
の
分
離
が
い

ち
要
因
と
な
っ
て
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
も

見
ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
飯
舘
村
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

《
飯
舘
村
社
協
・
菅
野
さ
ん
》　借

り
上
げ
住
宅

を
訪
問
す
る
と
、

日
中
独
居
に
な
る

高
齢
者
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
若
い
世

代
は
職
場
に
近
い

こ
と
を
優
先
し
て
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
こ
と

が
多
く
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

話
し
相
手
が
い
な
い
し
、知
ら
な
い
土
地
を

出
歩
く
不
安
か
ら
第
三
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
人

恋
し
く
て
、沈
ん
で
し
ま
っ
た
心
を
お
茶
会
な

ど
を
開
い
て
溶
い
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。今
後
は
、お
茶
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な

い
方
々
を
中
心
と
し
た
個
別
訪
問
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

《
双
葉
町
社
協
・
高
野
さ
ん
》

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
す
る
お
年
寄
り

が
仮
設
住
宅
に
、息
子
夫
婦
が
借
り
上
げ
住

宅
に
分
か
れ
て
住
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

仮
設
住
宅
が
な
く
な
っ
た
時
に
高
齢
者
を
ち

ゃ
ん
と
引
き
取
れ
る
の
か
、今
後
課
題
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

《
調
査
結
果
報
告
》「
避
難
生
活
の
な
か
で
、こ

れ
ま
で
の
間
に
感
じ
た
生
活
上
の
満
足
感
や

感
謝
し
て
い
る
こ
と
　
　
　
　
　」に
つ
い
て

は
、仮
設
住
宅
で
は「
支
援
物
資
等
」が
、借
り

上
げ
住
宅
で
は「
避
難
先
住
民
の
支
え
」が
、

そ
れ
ぞ
れ
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
一
方
で
、

「
い
ま
だ
に
不
足
し
て
い
る
支
援
　
　
　
　
　」

に
つ
い
て
は
、仮
設
住
宅
の
場
合「
住
環
境
の

改
善
等
」が
、借
り
上
げ
住
宅
は「
生
活
情
報

の
提
供
」が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

《
相
馬
市
社
協
・
今
野
さ
ん
》　相

馬
市
に
は
、原

発
事
故
で
他
市
町

村
か
ら
も
多
数
避

難
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
は
、「
先

行
き
が
見
え
な

い
。
私
た
ち
は
、こ
の
仮
設
住
宅
で
死
ぬ
し

か
な
い
」と
言
う
方
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
時

に
は
、「
先
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
な
ら
、何
か

希
望
と
か
未
来
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」と

話
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と「
じ
ゃ
あ
、も
う
少

し
が
ん
ば
る
か
」と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今
は
物
で
は
な
く
心
の
ケ
ア
が
必

要
で
す
。 仮

設
住
宅
と
借
り
上
げ
住
宅

へ
の
支
援
格
差

❸

グ
ラ
フ
２グ

ラ
フ
3

世
帯
分
離
の
進
行
に
よ
り

懸
念
さ
れ
る
福
祉
課
題

❷
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支援物資等

ボランティア等の支援

生活支援相談員訪問活動

避難先住民の支え

生活支援相談員訪問活動

支援物資等

グラフ2 避難生活のなかで、これまでの間に感じた生活上の満足感や感謝していること（上位3回答）

「支援物資等」に分類した回答記述の一例
「さまざまな支援物資等があり、人と人が支え
合っているんだと感じた。毎日訪問していた
だいていることに感謝という声が住民から聞
かれる」

「避難住民の支え」に分類した回答記述の一例
「地元住民の方が大変親切で、いつも気にかけ
てくれる。不安だらけのなかで生活をしてい
るので周りの方のあたたかい気持ちにふれる
たび、ここを選んでよかったと思う」

仮
設
住
宅
の

場
合

借
り
上
げ

住
宅
の
場
合

50

43

36

21

15

7

住環境の改善等

心のケア

自立生活支援

生活情報の提供

生活物資の配布

元の住民同士の交流

「生活情報の提供」に分類した回答記述の一例
「物資配布や地区の集会など必要な情報が入
ってこない。またどこに行ったら必要な情報
が得られるのかもわからない。隣組だった人
がどこに住んでいるかや地元地区の会議が開
かれていることもわからない」

「住環境の改善等」に分類した回答記述の一例
「はき出し窓の部屋が少ないので火災発生時に
は外に逃げる所が玄関しかないので高齢者に
はとても危険」

仮
設
住
宅
の

場
合

借
り
上
げ

住
宅
の
場
合

25

18

10

18

15

9

グラフ3 いまだに不足している支援（上位3回答）

特 集 震災から１年　今、必要とされる避難住民生活支援とは

《
白
河
市
社
協
・
本
田
さ
ん
》　白

河
の
借
り
上

げ
住
宅
を
昨
年
訪

問
し
た
時
は
、仮
設

住
宅
に
ば
か
り
支

援
物
資
が
届
く
こ

と
へ
の
不
満
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　仮
設
住
宅
で
は
配
布
物
が
多
す
ぎ
て
、目

を
通
さ
な
い
ま
ま
で
い
る
人
が
多
い
そ
う
で

す
が
、借
り
上
げ
は
物
資
だ
け
で
な
く
情
報

さ
え
も
こ
な
い
。こ
の
差
を
縮
め
る
の
は
難

し
い
で
す
。仮
設
住
宅
の
場
合
は「
支
援
が
当

た
り
前
」か
ら
、自
分
た
ち
で
自
ら
の
生
活
を

前
に
進
め
て
い
く
支
援
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

《
南
相
馬
市
社
協
・
黒
木
さ
ん
》

　借
り
上
げ
住
宅
で
も
自
分
た
ち
で
サ
ロ
ン

を
や
り
た
い
か
ら
社
協
に「
手
伝
っ
て
」と
声

を
か
け
て
き
た

人
も
い
ま
す
。

そ
う
い
う
方
た

ち
と
う
ま
く
関

係
を
築
い
て
、も

っ
と
も
っ
と「
物
」

で
は
な
く「
情

報
」を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

《
進
行
役
・
桑
原
さ
ん
》物
が
い
ろ
ん
な
も

の
を
崩
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る
し
、物
が
人

を
つ
な
ぐ
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

住
民
の
格
差
を
生
む
原
因
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。ま
た
、避
難
者
自
ら
暮
ら
し
を
再
生

す
る
た
め
に
、必
要
な
と
き
に「
助
け
て
ほ
し

い
」と
い
え
る
社
会
。
そ
し
て
助
け
ら
れ
る

社
会
を
つ
く
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
震

災
か
ら
１
年
、誰
も
が
も
つ「
力
」を
発
揮
す

る
た
め
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

◆

　
　
　
　
◆

　
こ
の
震
災
で
、家
族
を
奪
わ
れ
た
人
が
い
ま

す
。生
活
し
て
き
た
家
や
土
地
か
ら
離
れ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
人
が
い
ま
す
。様
々
な
悲
し

み
や
悔
し
さ
、悩
み
を
多
く
の
住
民
は
抱
え
て

い
ま
す
。非
日
常
生
活
が
日
常
生
活
に
な
り
つ

つ
あ
る
避
難
生
活
で
は
、今
ま
で
と
は
違
う
多

く
の
課
題
や
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま

す
。さ
ま
ざ
ま
な
亀
裂
、分
断
も
起
こ
っ
て
い

ま
す
。時
の
経
過
と
と
も
に
新
た
な
課
題
も

予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
生
活
支
援
相
談
員
活
動
か
ら
見
る
避
難
住

民
生
活
の
現
状
調
査
の
一
環
と
し
て
開
催
し

た
こ
の
意
見
交
換
・
討
論
会
で
は
、被
災
し

避
難
さ
れ
て
い
る
住
民
生
活
へ
の
理
解
を
深

め
、今
日
か
ら
ま
た
一
年
先
の
住
民
生
活
を

支
え
て
い
く
た
め
の
方
策
を
多
く
の
関
係
者

の
方
と
と
も
に
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

回答総数
238

回答総数
85

回答総数
126

回答総数
66

（複数回答）

（複数回答）
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相双の
一部

いわき

県北

県中

県南

県北

県中

県南

会
津・南

会
津

　相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム
が
生
ま
れ
た

き
っ
か
け
は
、県
内
最
大
の
避
難
所
で
あ
っ
た

郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
の

被
災
者
支
援
の
反
省
か
ら
で
し
た
。
当
時

は
、県
内
外
か
ら
支
援
団
体
が
次
々
と
入
る

一
方
、地
元
の
行
政
職
員
や
社
協
職
員
な
ど

も
被
災
者
が
ど
こ
に
ど
ん
な
状
況
で
い
る
の

か
把
握
し
づ
ら
く
、た
と
え
ば
健
康
状
態
が

優
れ
な
い
高
齢
者
が
い
て
も
、病
状
の
確
認

作
業
を
医
療
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ

た
支
援
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
う
た
め
、被

災
者
の
負
担
も
大
き
く
、時
間
の
無
駄
も
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

　各
団
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
支
援
し
て
い
る
こ

の
状
況
を
打
破
し
よ
う
と
、福
島
県
介
護
支

援
専
門
員
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
の
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
に

乗
り
出
し
、県
内
の
専
門
職
や
支
援
団
体
を

つ
な
ぐ
下
地
が
で
き
あ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
、応
急
仮
設
住
宅
で
過
ご
す
被
災
者（
特
に
高
齢

者
・
障
が
い
者
）の
よ
り
細
や
か
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
福
祉
・
介

護
の
専
門
職
か
ら
な
る「
相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム
」の
活
動
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　こ
の
活
動
の
バ
ト
ン
を
受
け
取
る
か
た
ち

で
、県
の
委
託
事
業「
福
島
県
仮
設
住
宅
等
被

災
高
齢
者
等
生
活
支
援
の
た
め
の
相
談
支
援

専
門
職
チ
ー
ム
派
遣
事
業
」が
昨
年
５
月
19

日
か
ら
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、

福
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
を
窓
口
団

体
と
し
、福
島
県
社
会
福
祉
士
会
、福
島
県

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
、福
島
県

精
神
保
健
福
祉
士
会
、福
島
県
理
学
療
法
士

会
、福
島
県
作
業
療
法
士
会
の
６
団
体
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
支
援
活
動
の
場
は
、県

内
６
方
部（
県
北
、県
中
、県
南
、会
津
・南
会

津
、相
双
の
一
部
、い
わ
き
）で
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら「
被
災
者

の
継
続
的
な
支
援
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

県
内
６
団
体
が
つ
な
が
っ
て
、

継
続
的
な
支
援
を
ス
タ
ー
ト

特　集特　集

 UP
ZOOM

福
島
県
に
お
け
る
相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム
の
活
動

〜
被
災
さ
れ
た
高
齢
者
等
の
生
活
を
支
援
し
続
け
る
た
め
に
〜

昨年の相談支援専門職チームの活動の様子。避難所となったビッグパレットふくしまやホテルリステル
猪苗代などでは、相談業務や暫定ケアプランの作成等の支援を行いました。

相談支援専門職チームは県内6方部に
分かれて活動しています。
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インタビュー

特 集 福島県における相談支援専門職チームの活動

　相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム
の
一
番
の
特

徴
は
、柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応
力
と
い
え
ま

す
。
代
表
的
な
例
の
ひ
と
つ
が「
暫
定
ケ
ア

プ
ラ
ン
」で
す
。こ
れ
は
早
急
に
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
必
要
な
場
合
、利
用
者
と
と
も
に
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
要
介
護
度
を
推
定
し
作
成
す

る
一
時
的
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
こ
と
で
、福
島
県

で
は
一
次
避
難
所
、二
次
避
難
所
の
要
介
護

高
齢
者
２
７
０
人
以
上
を
相
談
支
援
専
門

職
チ
ー
ム
が
中
心
と
なって
支
援
し
ま
し
た
。

　二
次
避
難
所
の
中
で
も
、双
葉
町
の
住
民

が
避
難
し
た
猪
苗
代
町
の
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代

は
、役
場
機
能
が
埼
玉
県
に
移
動
し
た
た
め
、

社
会
的
弱
者
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
の
支
援
が

遅
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
、認
知

症
の
方
は「
身
の
危
険
を
自
ら
の
判
断
で
守

れ
な
い
」「
環
境
変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
」「
避

難
所
生
活
に
馴
染
め
な
い
」「
身
体
の
変
化
を

自
ら
訴
え
ら
れ
な
い
」「
困
り
ご
と
を
他
者
に
伝

え
ら
れ
な
い
」と
い
う
状
況
に
置
か
れ
、驚
く

ほ
ど
短
期
間
の
う
ち
に
状
態
が
変
化
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
追
い
打
ち

を
か
け
る
よ
う
に
、避
難
所
か
ら
応
急
仮
設

住
宅
や
借
り
上
げ
住
宅
へ
移
り
住
む
こ
と
へ
の

不
安
も
重
な
っ
て
、相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム

の
活
動
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
の
健
康
教
室
や
生
活
全
体

を
支
援
す
る
形
へ
と
移
行
し
て
き
ま
し
た
。

　今
年
３
月
末
日
現
在
、相
談
支
援
専
門
職

チ
ー
ム
に
登
録
し
て
い
る
６
団
体
の
会
員
は

５
５
２
名
。
活
動
し
た
延
べ
人
数
は
１
４
３

１
人
、支
援
者
は
延
べ
４
３
６
１
人
を
数
え
ま

す
。
方
部
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン
バ

ー
は
様
々
で
す
が
、活
動
の
考
え
方
は
、行
政

区
で
は
な
く
ス
ポ
ッ
ト
で
の
支
援
で
す
。
連

携
の
た
め
の
複
雑
な
手
順
や
新
し
い
ル
ー
ル

を
作
っ
て
足
踏
み
す
る
の
で
は
な
く
、被
災
者

の
も
と
へ
足
を
運
び
、そ
の
方
た
ち
が
新
た
に

動
き
出
し
た
い
と
い
う
意
欲
へ
向
け
た
支
援

を
行
動
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　住
民
の
ニ
ー
ズ
を
社
会
資
源
な
ど
に
つ
な
ぐ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
対
象
は
、ミ
ク
ロ（
小
領

域
）・
メ
ゾ（
中
領
域
）・
マ
ク
ロ（
大
領
域
）に
分

け
ら
れ
る
の
で
す
が
、福
島
型
の
震
災
で
は
、地

域
社
会
に
関
わ
る
メ
ゾ
の
部
分
が
先
に
崩
れ
て

し
ま
っ
た
た
め
、個
人
の
生
活
が
失
わ
れ
、被
災

者
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
や
要
望
が
抑
圧
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
状
で
す
。
中
で
も
、

応
急
仮
設
住
宅
で
生
活
す
る
皆
さ
ん
が
抱
え
る

不
安
は
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
す
が
、見
え
な
い
ニ
ー
ズ
を
掘

り
起
こ
す
こ
と
は
で
き
ま
す
し
、解
決
に
つ
な
が

ら
な
く
と
も
、そ
の
糸
口
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
す
。

　今
回
の
相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム
と
い
う
の

は
、分
か
り
や
す
く
言
え
ば「
ゆ
る
い
仕
組
み
」

で
す
。
方
部
ご
と
に
や
り
方
や
メ
ン
バ
ー
が
変

わ
っ
て
も
構
わ
な
い
。他
の
支
援
団
体
の
活
動
と

ぶ
つ
か
る
も
の
で
も
な
い
し
、
決
定
機
関
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、こ
の
仕
組
み
を
動
か

す
に
は
、県
内
６
団
体
の
信
頼
関
係
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
こ
の
絆
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
た

も
の
で
は
な
く
、私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た「
絆
」と
呼
べ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
現
在
、相
談

支
援
専
門
職
チ
ー
ム
は
方
部
ご
と
に
被
災
者
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新
し
い
支
援
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
被
災
者
の
自
立
を
促
す
こ
と
、地

域
の
中
に
馴
染
む
き
っ
か
け
を
後
押
し
す
る
こ

と
、そ
の
ど
ち
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
も
と
に
足
を
運
び
、

自
律
的
な
支
援
を
促
す
た
め
に

一
般
社
団
法
人  

福
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
会
長
　

ひ
も
ろ
ぎ
グ
ル
ー
プ
統
括
部
長

　千
葉
喜
弘
さ
ん

ち
　ば
　よし
ひ
ろ

ゆ
る
い
仕
組
み
の
中
で
、

能
動
的
な
支
援
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

たとえば本人の…
❶身体機能の著しい低下
❷精神活動や意欲の低下
❸認知症が疑われる
❹適切な受診受療が必要
❺障害者自立支援法の活用
❻様々な手続き支援が必要
❼今は大丈夫だが、継続的な支援が必要

ステップ

１

相談支援専門職チームによる

ニーズの掘り起こし

ステップ

2
各方部の相談支援専門職チームのリーダー
（チームコーディネーター）が、それぞれの
専門職につなぎます。

ステップ

3
医療・介護・福祉サービスの利用意向が明
確となった場合、各機関の窓口との連絡・調
整を図ります。

●ケアプランの手続き・調整
●施設との調整
●障がい者分野支援
●心のケア支援
●権利擁護の支援　など

相談支援専門職チームは、地域の医療・福
祉・介護のマネジメントを行います。避難
者のニーズを

につなぐことを優先して活動します。

●理学療法士・作業療法士
●心のケアチーム
●介護支援専門員
●保健師、
　医療ソーシャルワーカー
●社会福祉士
●他機関行政への紹介
　　　　　　　　　など

・福
避難

適切な支援
（サービス）

は、地域の医療・
を行います。避

適切な支援
（サービス）

遅滞なく

相談
祉・
者の

談支援専門職チ
・介護のマネジ
のニーズを

チームは
ジメントを

遅滞なく漏れなく

ミクロ
個別の課題やニーズへの

アプローチ

ミクロ
個別の課題やニーズへの

アプローチ

メゾ
生活圏内のコミュニティーや
地域社会へのアプローチ

メゾ
生活圏内のコミュニティーや
地域社会へのアプローチ

マクロ
社会や制度へのアプローチ
マクロ

社会や制度へのアプローチ

⬇
チームリーダー
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　方
部
に
よ
っ
て
相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム

の
支
援
の
方
法
は
様
々
で
す
。た
と
え
ば
、会

津
方
部
は
雪
道
の
歩
き
方
や
冬
の
過
ご
し
方

の
教
室
、県
北
方
部
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

内
で
の
体
操
教
室
や
た
こ
焼
き
づ
く
り
と

い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、県
中
方
部
で
は

仮
設
住
宅
の
一
角
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

室（
相
談
室
）を
設
け
る
な
ど
、ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　一
次
避
難
所
、二
次
避
難
所
で
ニ
ー
ズ
の

高
か
っ
た
相
談
支
援
で
す
が
、震
災
か
ら
１

年
が
過
ぎ
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

心
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も

「
大
丈
夫
…
」と
い
う
答
え
が
多
い
で
す
ね
。

原
発
事
故
は
、人
を
傷
つ
け
、人
と
人
と
の
間

を
壊
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。中
で
も
、

応
急
仮
設
住
宅
と
借
り
上
げ
住
宅
の
格
差
を

感
じ
る
方
が
増
え
て
き
て
お
り
、避
難
者
な

の
に
高
級
車
に
乗
っ
て
い
る
と
か
、毎
日
飲
み

に
行
っ
て
い
る
と
い
っ
た
心
な
い
声
に
元
気
を

奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
希
望

や
絆
と
い
う
言
葉
は
き
れ
い
で
す
け
ど
、現

実
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
つ
く
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
私
た
ち
自
身
も
少
し
ず
つ
歩
み
寄

り
な
が
ら
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　私
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
立
場
で

チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、集
団
で
の

生
活
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
は
、認
知
症

や
障
が
い
に
対
す
る
理
解
も
必
要
不
可
欠
で

す
。
そ
れ
ら
の
理
解
を
促
す
た
め
に
、勉
強

会
な
ど
の
教
室
を
今
後
企
画
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　普
段
は
病
院
精
神
科
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
、外
来
の
方
と
入
院
の
患
者
さ

ん
を
相
手
に
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

震
災
の
後
、富
岡
町
の
仮
設
住
宅
の
ニ
ー
ズ

調
査
の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、「
福
祉
の
専
門
職
で
あ
る
自
分
た
ち
に

何
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
」と
い
う
思
い
を
ず
っ

と
抱
え
て
い
ま
し
た
。
今
回
チ
ー
ム
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大
川
原
さ
ん
か
ら
ご
連
絡

を
い
た
だ
き
、相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
初
め
て
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
チ
ー
ム
は
日
常
の
仕
事
を
行
い
な
が

ら
時
間
を
や
り
く
り
し
て
集
ま
っ
た
仲
間
た

ち
で
す
。
で
す
か
ら
定
期
的
に
仮
設
住
宅
を

訪
問
し
た
り
、同
じ
メ
ン
バ
ー
で
長
時
間
担

当
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
問

題
を
回
避
す
る
た
め
に
、チ
ー
ム
活
動
で
は

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
情
報
を
共
有
し
た

り
、前
回
行
っ
た
支
援
の
内
容
を
引
き
継
ぎ

ノ
ー
ト
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
応
急
仮
設
住
宅
の
被
災
者

支
援
で
す
が
、私
は
地
元
地
域
の
こ
と
に
詳

し
い
の
で
、そ
れ
ら
の
情
報
を
つ
な
い
で
い

く
こ
と
と
、専
門
で
あ
る
精
神
の
分
野
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
特
に「
心
の
ケ
ア
」が
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、そ
の
分
野
で
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　
郡
山
市
喜
久
田
仮
設
住
宅
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
室（
相
談
室
）に
集
ま
っ
た

相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

県
中
方
部
の
相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム
の
活
動

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な

環
境
に
少
し
で
も
近
づ
け
た
い
。

大
川
原

　
順
子
さ
ん（
太
田
綜
合
病
院
附
属
太
田
熱
海
病
院 

勤
務
）

お
お
か
わ 

ら

　
　
　
じ
ゅ
ん
こ

さ

　
く

　
ま

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

心
の
ケ
ア
が
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

佐
久
間

　
み
ゆ
き
さ
ん（
針
生
ヶ
丘
病
院 

勤
務
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

喜久田応急仮設住宅の一角に設けられたソー
シャルワーカー室（相談室）。チームメンバーは
定期的に集まり、支援の引き継ぎや今後の計画
について調整を行っています。隣の部屋には生
活支援相談員２名が常勤しており、支援情報を
共有しています。
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特 集 福島県における相談支援専門職チームの活動

か 

と
う

　
　ひ
ろ 

み

お

　
の

　
　

  

て
つ 

お

　今
日
か
ら
チ
ー
ム
参
加
と
な
り
ま
す
。
社

会
福
祉
士
と
し
て
日
々
感
じ
て
い
る
こ
と

は
、行
政
の
方
た
ち
も
支
援
の
方
策
に
疲
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ち
の
保
健
師

さ
ん
た
ち
も
被
災
者
で
す
か
ら
。
す
べ
て
の

支
援
を
一
人
で
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、皆
さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
一
歩
ず
つ

で
も
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
応
急
仮
設
住
宅
や
借
り
上
げ
住
宅
で

暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、家
族
も

仕
事
も
失
っ
て
何
も
す
る
気
が
起
き
な
い
と

い
う
話
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

方
は
、朝
起
き
て
外
の
草
む
し
り
だ
け
で
は

足
腰
も
す
ぐ
に
弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、隣
近

所
の
方
と
ひ
ん
ぱ
ん
に
話
す
わ
け
で
は
な
い

の
で
、中
に
は
ひ
き
こ
も
り
に
な
る
方
も
い
ま

す
。　支

援
活
動
で
は「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
生
」と
い
う
言
葉
が
安
易
に
使
わ
れ
ま
す

が
、人
生
観
そ
の
も
の
を
失
っ
て
い
る
人
た
ち

に
対
し
て
、新
し
い
何
か
を
つ
く
り
出
そ
う

と
い
う
発
想
が
そ
も
そ
も
間
違
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
談
支
援
専
門
職
チ
ー

ム
に
限
ら
ず
、継
続
的
な
支
援
が
い
ま
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

相
談
に
来
て
く
れ
る
方
は
問
題
意
識
が
あ
る

の
で
い
い
の
で
す
が
、相
談
に
来
な
い
方（
相

談
す
る
気
力
も
わ
か
な
い
方
）の
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
を
い
か
に
す
く
い
上
げ
る
か
が
今
後

の
課
題
と
い
え
そ
う
で
す
。

　社
会
福
祉
士
会
と
し
て
の
チ
ー
ム
参
加
と

な
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
後
に
一
次
避

難
所
と
な
っ
た
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で

も
支
援
活
動
を
し
ま
し
た
が
、ト
イ
レ
の
す
ぐ

そ
ば
に
寝
た
き
り
の
方
が
い
た
り
と
本
当
に

戦
場
の
よ
う
で
し
た
。
大
規
模
な
避
難
所
で

の
支
援
は
、行
く
た
び
に
様
子
が
変
わ
り
、被

災
者
を
丁
寧
に
支
援
す
る
の
は
至
難
の
業
で

す
。
し
か
し
、食
事
を
同
じ
空
間
で
取
っ
た
り

平
等
に
支
援
物
資
を
受
け
た
り
も
す
る
の
で
、

避
難
所
で
の「
格
差
感
」は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と

言
え
ま
す
。
そ
れ
が
こ
こ
に
来
て
格
差
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
財
産
が
あ
る
か
ど
う
か
、

家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
…
と
い
っ

た
こ
と
で
す
ね
。も
と
も
と
あ
っ
た
格
差
も
も

ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、応
急
仮
設
住
宅
や
借
り

上
げ
住
宅
に
移
っ
た
こ
と
で
顕
著
に
な
っ
て
き

た
格
差
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
応
急
仮
設

住
宅
の
住
民
は
す
べ
て
双
葉
町
の
方
な
の
で
す

が
、集
会
所
が
あ
っ
て
も
最
近
は
あ
ま
り
集
ま

ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
よ
う
と
、生
活

支
援
相
談
員
さ
ん
に
も
訪
問
に
動
い
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、健
康
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

企
画
し
て
も
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
の
で
、悪

循
環
に
な
っ
て
い
ま
す
。
難
し
い
状
況
と
言
え

ま
す
が
、本
人
の
持
っ
て
い
る
力
を
上
手
に
引

き
出
し
て
、解
決
の
糸
口
を
一
緒
に
探
っ
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
い
か
に

す
く
い
上
げ
る
か
が
課
題
で
す
。

加
藤

　
裕
美
さ
ん（
総
合
南
東
北
病
院 

勤
務
）

社
会
福
祉
士

格
差
感
が
孤
独
を
生
ん
で
い
る

と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

小
野

　
哲
夫
さ
ん（
桑
野
協
立
病
院 

勤
務
）

社
会
福
祉
士

　喜久田応急仮設住宅には、双
葉町町民32世帯が入居していま
す。同じ双葉町の町民といって
も、もともと住んでいた場所が隣
近所ではないので、打ち解けるの
にも時間がかかります。困りごと
や不安がないか直接訪問してニ
ーズの掘り起こしをかけています
が、双葉町社協の本部が埼玉県
ですので、例えば介護につなげる
といってもどこに電話してよいの
か全く分かりません。そのような
状況ですので、相談支援専門職
チームの誰かに相談すればすぐ
に動いてくれるというのは大変あ
りがたいと感じています。最近で
は、住民の皆さんの中から、「畑仕
事がしたいので、畑を貸してくれ
る方を探したい」といった相談も
来ています。このような相談もチ
ームの皆さんと連携しながら実
現していきたいですね。

インタビュー

双葉町社協・生活支援相談員の

吉田夕美子さんに聞きました。
よし　だ　 ゆ　み　こ

何
か
あ
れ
ば
、す
ぐ
に
動
い
て
く
れ
る

相
談
支
援
専
門
職
チ
ー
ム
の

皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

5 2012.5

39―　　―



❶楢葉サロン　❷個別訪問　❸大熊町支援者ミーティング
❹相双サロン　❺会津保福活動報告　❻楢葉ケア会議

❶仮設住宅への訪問活動　
❷相馬市のサロン活動（いつもここで一休みの会）
❸新地町でのサロン活動（ちょっとここで一息の会）
❹相馬市保健センターでの集団活動（一休みの会）

❶訪問活動　❷町村駐在ミーティング　
❸大熊町仮設・サロン対応　❹双葉町サロン

❶継続ケース訪問　❷精神科医師同行訪問　
❸10カ月児健康相談　❹自由参加型サロン活動

❶住民の健康相談　❷町職員健康調査　
❸借り上げ住宅健康調査

❶仮設訪問（杉田農村・
杉田住民センター・飯舘
吉倉公務員宿舎・安達
運動場・杉内・さくら等）
❷病院訪問　
❸家庭訪問　
❹集団活動　
❺浪江町保健師ケア・支援者支援研修

❶双葉町ひとやすみの会　❷親子ふれあい教室　
❸葛尾村健康サロン　❹個別支援　
❺葛尾村精神障がい者デイケア　
❻富岡町健康相談（絆カフェ）

❶中田仮設個別支援・かたろう会　
❷郭内仮設健康サロン・個別支援　
❸一本木仮設一本木ルーム・いきいきサロン・個別支援　
❹西郷仮設親子遊び・個別支援

ふくしま心のケアセンター活動内容

　日
本
に
お
い
て
災
害
後
に「
心
の
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」が
立
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

契
機
は
、平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
）に
注
目
が
集
ま
り
、長
期
間
に
わ
た
る

丁
寧
な
ケ
ア
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
受
け
、「
兵
庫
県
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」が

設
け
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
実
績

を
受
け
、平
成
16
年
の
新
潟
中
越
地
震
で
も

同
様
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
で
は
、昨
年
度
の
第
３
次

補
正
予
算
で
厚
生
労
働
省
の
予
算
が
計
上

さ
れ
、岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
そ
れ
ぞ

　東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
生
活
が
長
期
化
し
、多
く
の
被
災
者
が
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。被
災
者
の
支
援
を
続
け
て
き
た
人
に
も
疲
労
の
色
が
見
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。先
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
状
況
に
閉
塞
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
な
か
、今
年
２
月
に
福
島
県
で
は「
ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
、

総
合
的
な
心
の
ケ
ア
対
策
を
始
め
ま
し
た
。

れ
が
実
施
主
体
と
な
っ
て「
心
の
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
」を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　今
年
２
月
、福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
設
け
ら
れ
た「
基
幹
セ
ン
タ
ー
」を

皮
切
り
に
、４
月
に
は
県
北・県
中・県
南・会

津・相
馬・い
わ
き
に
各
方
部
セ
ン
タ
ー
が
、南

相
馬・埼
玉
県
加
須
に
駐
在
が
設
け
ら
れ
、地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　原
発
事
故
に
よ
る
避
難
が
続
く
町
村
で

は
、仮
の
町
を
設
け
る
構
想
な
ど
も
あ
り
、避

難
住
民
は
、今
後
さ
ら
な
る
生
活
環
境
の
変

化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
は
、そ
の
都
度
必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
模

索
し
な
が
ら
、震
災
で
大
き
な
影
響
を
受
け

た「
心
」に
寄
り
添
い
、さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に

合
わ
せ
た
支
援
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
た

支
援
を

特　集特　集

 UP
ZOOM

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に

対
す
る
心
の
ケ
ア
の
あ
り
方

〜
ふ
く
し
ま
県
民
の
心
を
支
え
る
長
期
的
な
取
り
組
み
〜

※

県北方部センター　☎（024）533-4161

南相馬市駐在

加須市駐在

会津方部センター　☎080-2814-1923

基幹センター　☎（024）535-8639

県中方部センター　☎（024）983-0274

県南方部センター　☎（0248）27-3625

相馬方部センター　☎（0244）26-9753

いわき方部センター　☎080-1662-3275
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な
が
ら
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、放
射
性
物
質
に
対
す
る
不
安
で
子

ど
も
た
ち
は
外
遊
び
を
制
限
さ
れ
て
き
た
の

で
、相
当
な
我
慢
を
強
い
ら
れ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。
外
で
遊
ぶ
こ
と
、十
分

に
身
体
を
動
か
す
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
の

成
長
発
達
に
非
常
に
大
切
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
点
に
つ
い
て
の
対
策
に
も
つ
な
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
と
て
も
重
要
な
の
が
、
震
災
後

ず
っ
と
被
災
者
支
援
に
関
わ
っ
て
き
た
人
の

ケ
ア
で
す
。
自
分
自
身
の
疲
れ
に
は
な
か
な

か
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

自
分
が
疲
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た

だ
き
、き
ち
ん
と
休
む
こ
と
の
大
切
さ
を
理

特 集 東日本大震災の被災者に対する心のケアのあり方

　今
回
の
震
災
で
は
、地
震
や
津
波
の
一
時

的
で
強
い
ス
ト
レ
ス
に
加
え
て
、長
期
に
わ

た
る
避
難
で
の
生
活
の
変
化
や
仕
事
を
失
っ

た
こ
と
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
と
ど
う
向
き

仮
設
住
宅
な
ど
で
の

ケ
ア

合
っ
て
い
く
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、福
島
県
内
で
は
、畑
仕
事
が
生

き
が
い
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
が
、仮
設
住
宅
な
ど
で
は
、長
時

間
家
で
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
す
し
か
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
農
作
業
を
楽

し
む
こ
と
で
維
持
で
き
て
き
た
身
体
的・精

神
的
な
機
能
が
低
下
し
て
い
く
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。

　住
民
支
援
に
関
し
て
は
、今
ま
で
の
経
験

か
ら
し
て
も
支
援
を
必
要
と
す
る
方
を
待
っ

て
い
て
も
、来
て
く
だ
さ
る
方
は
そ
う
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
で
は
、仮

設
住
宅
な
ど
に
出
向
い
て
市
町
村
の
保
健

師
や
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
と
連
携
し

支
援
者
は
自
分
の
疲
れ
に

気
づ
き
に
く
い

ふくしま心のケアセンター

次長　大川貴子さん

ふくしま心のケアセンター

次長　高橋悦男さん

おお かわ たか   こ

解
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、組
織
と
し
て
休
め
る
体
制
が
な
け

れ
ば
休
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

意
味
か
ら
も
、上
司
に
あ
た
る
人
が
率
先
し

て
休
み
を
と
る
よ
う
に
機
会
が
あ
る
ご
と

に
お
話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
ひ
と
り

が
心
の
ケ
ア
の
専
門
家
に
相
談
で
き
る
機

会
を
組
織
と
し
て
設
け
て
、自
分
か
ら「
調

子
が
悪
い
」と
言
い
出
せ
る
仕
組
み
を
つ
く

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　ケ
ア
す
る
側
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
人

た
ち
同
士
で
想
い
を
分
か
ち
合
う
グ
ル
ー

プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
効
果
的
で
す
。
支
援
者
支

援
で
は
、組
織
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
大

切
に
な
り
ま
す
。
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し

て
も
、支
援
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
保
て
る

よ
う
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

避
難
住
民
だ
け
で
は
な
く

ず
っ
と
支
援
に
関
わ
っ
て
き
た
人
に
も
目
を
向
け
て

　ふくしま心のケア
センター次長の高橋
悦男さんによると、
「災害直後に眠れな
かったり、不安を感じ
ることは誰にでもあ
る普通の反応です」。
　不眠や不安感の症
状は、ほとんどの場合、時間の経過ととも
に回復していきますが、以下のような症状
が１カ月以上続く場合は、ＰＴＳＤが疑われ
ます。
　発症から時間が経過すると治療効果が
あがりにくくなるため、なるべく早めに医
療機関にかかることが重要です。

災害の経験に関する不快で苦痛な
記憶が、繰り返しよみがえります。動
悸や息切れなどの身体反応もあり
ます。

1 再体験

災害の体験に関することを極力さけ
ようとします。そのほか、趣味や日常
の活動に以前ほど興味や関心がわ
かなくなったり感情を感じにくくな
るなどの心の変化があります。

2 回避・麻痺

眠れない、イライラする、集中でき
ないなど精神的な緊張が高まった
状態です。

3 過覚醒

※心的外傷後ストレス障害

PTSDとは

たか　はし  えつ  お
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　県
北
保
健
福
祉
事
務
所
が
毎
月
行
っ
て
い
る
仮
設
住
宅
で
の
健
康
相
談
に
は
、
心
の
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
の
県
北
方
部
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
を
し
て
い
ま
す
。
６
月
11

日
、
浪
江
町
か
ら
の
避
難
者
が
住
む
二
本
松
市
杉
田
の
仮
設
住
宅
で
は
、
７
人
ほ
ど
の
高

齢
者
が
集
会
所
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
の
集
会
所
で
心
の
ケ
ア

　健
康
相
談
は
、午
前
10
時
に
ス
タ
ー
ト
。

保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
は
、保
健
師
、歯
科
衛

生
士・リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
専
門
医
療
技
師
が

出
向
き
ま
す
。
開
催
日
は
掲
示
板
や
回
覧
な

ど
で
告
知
し
て
い
ま
す
が
、参
加
す
る
人
は

口
コ
ミ
が
多
い
よ
う
で
す
。

　ま
ず
、最
初
に
保
健
師
が
血
圧
を
計
測
。

身
長
や
体
重
な
ど
も
測
り
な
が
ら
、最
近
の

食
生
活
や
運
動
に
つ
い
て
話
し
を
聞
い
て
い

き
ま
す
。「
仮
設
か
ら
バ
ス
が
出
て
い
る
け
れ

ど
も
、病
院
も
買
い
物
も
遠
く
な
っ
て
し
ま
い

大
変
」。そ
ん
な
近
況
を
話
す
人
も
い
ま
す
。

　健
康
チ
ェッ
ク
の
後
、輪
に
な
っ
て
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
、心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
精
神

保
健
福
祉
士
・
佐
藤
初
実
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て「
心
の
講
話
」を
始
め
ま
し
た
。
こ
の

日
の
テ
ー
マ
は「
自
殺
予
防
」。
自
殺
を
考
え

て
い
る
人
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、声
を
か
け

た
り
見
守
っ
て
い
く
内
閣
府
自
殺
対
策
推
進

室
の
取
り
組
み「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
り
な
が
ら
、住
民
の
現
在
の
想

い
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
折
し

も
５
月
末
に
福
島
市
の
借
り
上
げ
住
宅
か
ら

一
時
帰
宅
し
た
浪
江
町
の
男
性
が
自
殺
し
た

事
例
が
あ
っ
た
ば
か
り
。

　「辛
い
気
持
ち
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、気

持
ち
を
切
り
替
え
て
い
く
し
か
な
い
」と
話

し
て
い
た
の
は
、夫
婦
で
参
加
し
て
い
た
横

山
幸
太
さ
ん（
82
歳
）。「
外
に
出
る
元
気
が
な

い
人
も
い
る
け
れ
ど
も
、な
る
べ
く
声
を
か
け

て
楽
し
み
を
み
つ
け
る
こ
と
が
大
事
」だ
と

言
い
ま
す
。

　心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
、あ
く

ま
で
も「
が
ん
ば
ら
ず
に
、い
っ
し
ょ
に
考
え

ま
し
ょ
う
」と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
佐
藤
さ
ん

は「
講
話
の
な
か
で
、さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、何

か
役
に
立
つ
こ
と
を
見
つ
け
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
し
ま
す
。

　　「顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、困
っ
た
と
き
に
相

談
し
て
も
ら
え
る
存
在
に
な
れ
た
ら
」と
話

す
の
は
、臨
床
心
理
士
の
渡
邊
由
希
子
さ
ん
。

「
心
に
よ
り
そ
う
存
在
が
い
る
だ
け
で
も
、見

捨
て
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
が
払
拭
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
」。

　県
北
方
部
セ
ン
タ
ー
の
個
別
対
応
は
、基

本
的
に
避
難
町
村
の
保
健
師
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
情
報
等
を
も
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在

個
別
対
応
で
多
い
の
は
、統
合
失
調
症
な
ど

の
精
神
障
が
い
者
が
避
難
に
よ
っ
て
通
院
が

滞
っ
た
り
、服
薬
管
理
が
上
手
く
い
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
で
す
。作
業
所
な
ど
の

社
会
資
源
を
利
用
し
て
問
題
な
く
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
て
い
た
人
が
、避
難
に
よ
っ
て
孤
立

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
心
の
ケ
ア
に
で
き

る
こ
と
は
限
り
が
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

避
難
生
活
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

生
活
支
援
相
談
員
と
の
連
携
も
さ
ら
に
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」と
佐
藤
さ
ん
。

　主
役
は
あ
く
ま
で
も
地
元
住
民
。
そ
の
力

を
引
き
出
す
べ
く
、ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

血
圧
測
定
か
ら

「
見
捨
て
ら
れ
た
感
」の

払
拭
に

　

なごやかな雰囲気のなか心のうちを話す参加者のみなさん。この後は、軽い体操でリフレッシュしていました。

「今までいっしょに暮らしてきた孫た
ちと離ればなれになったのが残念」と
仮設住宅に住む横山さんご夫妻。

心のケアセンターの佐藤初実さ
ん（中央）と渡邊由希子さん
（左）。必要があれば、家を訪問し
て個別対応しています。

さ
　

 

と
う

　は
つ
　

 

み

わ
た  

な
べ
　

 

ゆ

　

 

き

　

  

こ

よ
こ

や
ま  

こ
う

　た
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■ふくしま心のケアセンター
　総相談件数における主訴内訳

■相談の背景にある主な原因内訳

不眠

不安・恐怖

イライラ

不穏

幻覚妄想

アルコール

抑うつ

自責感

退行

希死念慮

喪失感

他の精神症状

身体症状

無気力

食欲不振

近親者喪失

居住環境の変化

経済生活再建問題

失業・就労問題

家族・家庭問題

教育・育児・転校

放射線

その他

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 250

164

54

238

47

56

100

16

14

57

117

67

13

13

34

103

18

5

6

28

44

137

38

19

（判明している限りで）

個別の対面相談のみ（集団ケア・電話相談を除く）
平成24年5月1日～6月2日（複数回答）

特 集 東日本大震災の被災者に対する心のケアのあり方

力
を
引
き
出
す
支
援
に
む
け
て

　ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、保
健

師
や
臨
床
心
理
士
、作
業
療
法
士
、精
神
保

健
福
祉
士
な
ど
、54
人
の
職
員
が
い
ま
す
。

多
く
の
専
門
職
ス
タ
ッ
フ
が
、他
県
か
ら「
被

災
地
の
役
に
立
ち
た
い
」と
福
島
県
を
選
ん

で
き
て
い
ま
す
。
不
眠
が
続
い
た
り
、抑
う
つ

的
に
な
っ
て
い
る
方
、食
事
が
十
分
と
れ
て
い

な
い
方
な
ど
、ハ
イ
リ
ス
ク
な
方
を
み
き
わ
め

て
、医
療
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、

そ
の
見
極
め
も
専
門
職
の
役
割
の
一
つ
で
す
。

　訪
問
活
動
で
は
、ま
ず
は
個
人
対
個
人
、

地
域
対
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の「
信
頼
関
係
」

を
築
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。あ
ら
ゆ
る

職
種
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、現
場
で

は
、「
何
で
も
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ

な
」と
い
う
声
で
す
。仮
設
住
宅
の
サ
ロ
ン
に

入
っ
て
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、気

軽
に
お
茶
の
み
話
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ

が
、共
通
認
識
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　連
携
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
い
わ
き
方

部
で
は
、保
健
福
祉
事
務
所
等
と
協
働
で

訪
問
活
動
を
し
て
い
ま
す
。精
神
保
健
福
祉

士
が
、お
年
寄
り
か
ら「
入
れ
歯
が
あ
わ
な

く
て
…
」と
相
談
さ
れ
た
と
き
に
、歯
科
衛

生
士
か
ら「
食
事
も
で
き
な
い
し
、相
当
な
ス

ト
レ
ス
の
は
ず
」と
教
え
て
も
ら
っ
て
、は
っ

と
気
づ
く
よ
う
な
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
に
は
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
、グ

リ
ー
フ（
悲
嘆
）ケ
ア
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

り
ま
す
。常
に
地
域
で
多
く
の
人
を
見
守
っ

て
お
ら
れ
る
生
活
支
援
相
談
員
の
方
を
対

象
と
し
た
研
修
や
、仮
設
住
宅
で
の
勉
強
会

を
行
う
こ
と
で
後
方
か
ら
支
援
す
る
こ
と

も
で
き
る
は
ず
で
す
。

　さ
ら
に
過
去
の
災
害
の
経
過
を
見
る
と
、

支
援
す
る
側
の
心
理
的
な
影
響
は
３
年
後

に
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
住
民

だ
け
で
な
く
被
災
者
支
援
に
か
か
わ
る
人

た
ち
と
の「
顔
が
見
え
る
関
係
」を
つ
く
り
な

が
ら
、心
の
ケ
ア
の
裾
野
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ハ
イ
リ
ス
ク
を
み
き
わ
め
て

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

　昨
年
、県
内
に
配
置
さ
れ
た「
生
活
支

援
相
談
員
」の
活
動
の
な
か
で
も
、「
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
」や「
不
眠
」な
ど
心
に
ま

つ
わ
る
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。生
活
支
援
相
談
員
は
そ
れ

ら
の
解
決
の
た
め
に
、専
門
機
関
に
つ

な
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、地
域
全
体
で
理

解
す
る
た
め
の
勉
強
会
を
実
施
し
よ
う

と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
問
題

は
、当
事
者
よ
り
も
家
族
な
ど
関
係
者

が
困
り
果
て
て
相
談
を
も
ち
か
け
る

ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
酒

を
や
め
よ
う
と
す
る
人
を
周
囲
が
上
手

く
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
、問
題
の
解
決

に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、

不
眠
な
ど
の
不
安
定
な
精
神
状
態
を
誰

か
に
相
談
で
き
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
何
ら
か
の
手
を
打
つ
こ
と
が
で

き
、自
殺
予
防
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　過
去
に
前
例
の
な
い
長
期
的
な
避
難

生
活
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、住
民
一

人
ひ
と
り
の
直
接
的
な
心
の
ケ
ア
と
、

住
民
同
士
の
サ
ポ
ー
ト
力
を
最
大
限

に
引
き
出
す「
ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」の
役
割
に
は
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

ふくしま心のケアセンター
専門員（精神保健福祉士）

松田聡一郎さん

顔
が
見
え
る
関
係
を
大
切
に
、心
の
ケ
ア
の
裾
野
を
広
げ
る

まつ　だ　そう  いち  ろう
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※平成24年10月4日時点
復興庁「震災による避難者の避難場所別
人数調査」より

　福
島
県
内
で
は
現
在
も
10
万
人
近
く
が

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、県
外
に
も

約
６
万
人
が
避
難
中
で
す
。
県
外
避
難
先

で
最
も
多
い
の
が
山
形
県
で
約
１
万
８
百

人
。
次
い
で
東
京
都
の
約
７
千
６
百
人
、新

潟
県
の
約
６
千
百
人
で
す
。

　
昨
年
の
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、現
在
も
６
万
人
近
く
の
福
島
県
民
が
県
外
に
避
難

し
て
お
り
全
国
各
地
で
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
最
も
早
く
か
ら
、数
多
く
の
福

島
県
民
を
受
け
入
れ
て
き
た
の
が
隣
の
山
形
県
で
す
。
い
ま
だ
先
の
見
え
な
い
状
況
で
、

山
形
市
内
で
暮
ら
す
福
島
県
民
を
支
援
す
る
動
き
を
取
材
し
ま
し
た
。

　県
外
へ
の
避
難
の
場
合
に
は
、仕
事
の
あ

る
父
親
は
福
島
県
に
残
り
、原
発
事
故
の
影

響
を
懸
念
す
る
母
親
が
子
ど
も
を
連
れ
、借

上
げ
住
宅
に「
自
主
避
難
」す
る
ケ
ー
ス
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　山
形
県
が
昨
年
11
月
に
行
っ
た『
東
日
本

大
震
災
避
難
者
ア
ン
ケ
ー
ト
』
　
　
　
　に

よ
る
と
、避
難
世
帯
の
約
７
割
が
子
ど
も
の

い
る
世
帯
で
、そ
の
半
数
以
上
が
母
子（
父

子
）世
帯
で
し
た
。

　被
災
時
の
住
所
は
、約
９
割
が
福
島
県
で
、

被
災
地
の
所
在
は
、「
原
発
30
㎞
圏
内
ま
た

は
計
画
的
避
難
地
域
内
」が
27・29
％
、「
津

波
被
災
地
」が
６・
97
％
、「
こ
れ
ら
の
地
域
以

外
」が
62・28
％
と
最
も
高
い
割
合
で
す
。

　現
在
の
住
ま
い
は「
民
間
ア
パ
ー
ト
・
貸

家
」が
77
・
62
％
で
最
も
多
く
、次
い
で「
公

営
住
宅
」が
10
・
79
％
で
し
た
。

１
万
人
を
超
え
る
避
難
者
が

現
在
も
福
島
か
ら
山
形
県
に

　山
形
県
内
で
最
も
避
難
者
の
受
入
数
が

多
い
の
が
山
形
市
で
、今
年
９
月
２
日
現

在
、４
千
５
７
８
人
、１
千
４
９
７
世
帯
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。（
う
ち
福
島
県
か
ら
の
避

難
者
は
４
千
３
７
９
人
、１
千
４
０
９
世

帯
）。
昨
年
夏
に
は
、避
難
生
活
を
支
え
る

た
め
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
子
育
て
サ
ロ
ン
な

ど
の
支
援
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、山

形
市
社
協
で
は
今
年
３
月
に
山
形
市
避
難

者
生
活
支
援
相
談
員
を
５
人
配
置
。
市
内

の
各
地
域
に
点
在
す
る
借
上
げ
住
宅
を
訪

問
し
、孤
立
の
防
止
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

約
千
四
百
世
帯
が
暮
ら
す

山
形
市
内
で
の
取
り
組
み

東日本大震災避難者アンケート

福島県からの避難者を
受け入れている県（上位5県）

グラフ１

グ
ラ
フ
１

調査地域：山形県全域
調査方法：東日本大震災により山形

県内に避難されている
4,651世帯

調査期間：平成23年10月中旬～
　　　　　下旬
週 計 数：1,649件
　　　　 （回収率35.5％）

※平成23年11月　
　山形県広域支援対策本部避難者支援班調べ

避難世帯の
家族構成
子どもの有無

いる
71.74％

福島県
90.12％

宮城県
8.98％

岩手県 0.42％
その他 0.06％
無回答 0.42％

いない
24.80％

不明・未記入3.46％

被災時の住所

●山形県 10,800人

●東京都 7,573人

●新潟県 6,107人
●埼玉県 4,031人

●茨城県 3,869人

特　集特　集

 UP
ZOOM

福
島
か
ら
山
形
へ

〜
県
を
越
え
た
避
難
者
へ
の
支
援
〜

子どもがいる
世帯が約7割

山形への避難者の
約9割が福島県から
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特 集 福島から山形へ～県を越えた避難者への支援～

　私
た
ち
は
、山
形
市
の
中
心
部
に
あ
る
元

百
貨
店
の
空
き
ビ
ル
で
子
育
て
支
援
施
設

『
あ
〜
べ
』を
運
営
し
て
い
ま
す
。
　
　

　震
災
直
後
の
あ
る
日
、珍
し
く
若
い
女
性

が
一
人
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
ど
う
し
た
の

で
す
か
？
」と
聞
い
た
ら
、「
こ
こ
に
親
子
で
来

て
も
大
丈
夫
で
す
か
？
」と
聞
く
の
で
す
。

そ
の
方
は
郡
山
市
か
ら
避
難
し
て
こ
ら
れ

た
方
で
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、福
島
県
の
方
が

県
外
避
難
さ
れ
た
時
に
、心
な
い
人
か
ら
車

を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
っ

て
不
安
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　私
た
ち
と
し
て
は
安
心
し
て
来
て
も
ら
っ

て
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、も
し
福
島

か
ら
来
た
お
母
さ
ん
が
気
兼
ね
す
る
の
な

ら
、少
人
数
で
福
島
県
の
人
が
集
ま
れ
た
方

が
い
い
の
か
な
と
、避
難
さ
れ
て
い
る
方
た
ち

が
多
い
地
域
に
サ
ロ
ン
の
出
前
に
行
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
去
年
の
７
月
の
こ
と
で
す
。
最

初
は
、浜
通
り
か
ら
き
て
い
た
方
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、秋
ご
ろ
か
ら
中
通
り
の
お
母

さ
ん
た
ち
も
増
え
て
、年
末
に
は
２
０
０
人
く

ら
い
集
ま
り
ま
し
た
。

　も
と
も
と
山
形
市
は
自
主
的
な
子
育
て

サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
で
、私
た
ち
も
そ
の

活
動
支
援
や
横
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
福
島
県
か
ら
来
た
お
母

さ
ん
た
ち
も
、こ
れ
だ
け
人
数
が
集
ま
る
の

で
あ
れ
ば
、い
ず
れ
は
自
分
た
ち
で
助
け
あ
っ

て
い
け
た
方
が
い
い
よ
ね
と
い
う
こ
と
で
、子

育
て
サ
ー
ク
ル
を
地
域
ご
と
に
３
つ
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
、出
前
サ
ロ
ン
は「
子
連
れ
で
な

い
と
入
り
に
く
い
」と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
の

で
、子
ど
も
が
学
校
に
行
っ
て
い
る
間
、お
母

さ
ん
た
ち
だ
け
で
情
報
交
換
で
き
る
サ
ロ
ン

を
始
め
ま
し
た
。

　ま
た
、「
サ
ー
ク
ル
で
４
〜
５
人
の
お
母
さ

ん
が
集
ま
っ
て
話
し
て
い
る
と
、そ
の
輪
の
な

か
に
は
入
り
に
く
い
」と
い
う
声
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
お
母
さ
ん
の
居
場
所
を

設
け
よ
う
と
１
軒
家
を
借
り
て
今
年
４
月
か

ら
始
め
た
の
が
、

『
ま
ま
カ
フ
ェ

@
h
o
m
e
』で

す
。
こ
こ
は
、平

日
10
時
〜
16
時

に
は
ス
タ
ッ
フ
が

い
て
、い
つ
で
も

立
ち
寄
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　避
難
さ
れ
て
き
た
お
母
さ
ん
に
は
い
く
つ

か
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
❶
母
子
世

帯
が
多
い
。❷
経
済
的
な
負
担
感
が
強
い
。

❸
健
康
や
先
行
き
に
不
安
が
大
き
い
。
そ
し

て
、❹
孤
立
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、誰
か
と
話
し
を
す
る

こ
と
で
不
安
感
を
軽
減
し
た
り
、お
母
さ
ん
同

士
で
子
ど
も
の
面
倒
を
見
ら
れ
る
関
係
に
し

て
い
き
た
い
の
で
す
。
実
は
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。周
り
の
人
た

ち
と
助
け
あ
え
る
子
育
て
環
境
の「
つ
な
ぎ

役
」に
な
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
、避
難
す
る
に
し
て
も
、し
な
い

に
し
て
も
、福
島
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
本
当

に
大
変
な
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た

ち
は
、皆
さ
ん
の
選
択
を
尊
重
し
て
い
き
た

い
し
、そ
れ
を
尊
重
で
き
る
場
所
が
必
要
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　「震
災
だ
か
ら
」で
は
な
く
、こ
れ
だ
け
支
援

を
必
要
と
す
る
親
子
が
増
え
て
い
る
の
だ
か

ら
、何
か
し
な
い
と
…
と
い
う
意
識
で
福
島
の

お
母
さ
ん
た
ち
の
支
援
に
関
わって
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
転
勤
族
の
お
母
さ
ん
に
対
し
て
行
っ

て
い
た
子
育
て
支
援
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
取
り
組
み
も
貴
重
な
経
験
で
す
。こ

れ
か
ら
災
害
が
あ
っ
た
と
き
に
、ど
こ
の
地
域

の
人
た
ち
が
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ

て
も
、不
安
な
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。私
自
身
、子
育
て

支
援
の
全
国
組
織
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
災
害
時
に
も
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
が
安

心
し
て
子
育
て
を
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

全
国
的
に
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
か
ら
来
た
お
母
さ
ん
た
ち
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
や
ま
が
た
育
児
サ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
　
代
表
　
野
口
比
呂
美
さ
ん

大
変
な
選
択
を
迫
ら
れ
た
お
母
さ
ん
た
ち
の
子
育
て
を
尊
重
し
た
い

「
こ
こ
に
来
て
も
大
丈
夫
？
」

そ
ん
な
お
母
さ
ん
の
一
言
か
ら

声
を
聞
き
、形
を
変
え
な
が
ら

サ
ロ
ン
と
サ
ー
ク
ル
を
展
開

避
難
さ
れ
て
き
た

お
母
さ
ん
の
共
通
点
と
は

ど
こ
で
災
害
が
あ
っ
て
も

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
に

「自分が子育てしていた時
のサークル活動が楽しかっ
たので」、平成10年にネッ
トワークを組織。平成15
年にNPO化しました。

気軽に立ちよれる『ままカフェ@home』

の
　
ぐ
ち
　 

ひ
　  

ろ
　 

み
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　昨
年
の
夏
に
避
難
し
ま
し
た
。
戻
る
と
し

た
ら
来
年
以
降
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
夫

は
避
難
に
賛
成
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
親
か

ら
は「
だ
い
ぶ
除
染
が
進
ん
で
い
る
よ
」と
、遠

回
し
に「
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
」言
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
は
一
緒
に
歩
い
て
い
る
と
、唐
突
に
道

路
に
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
り
す
る
し
、最
近
は
、

道
端
の
石
こ
ろ
集
め
を
し
た
り
し
て
い
る
の

で
、ま
だ
戻
る
の
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　山
形
市
で
は
平
日
の
日
中
は
子
ど
も
と
二

人
き
り
。
子
ど
も
は
身
体
を
つ
か
っ
た
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
を
し
た
が
る
の
で
相
手
を

す
る
の
は
大
変
で
す
。
サ
ー
ク
ル
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
く
れ
る

の
で
、子
ど
も
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　夫
と
子
ど
も
と
家
族
３
人
で
去
年
の
９

月
に
山
形
市
に
避
難
。「
こ
れ
か
ら
先
ど
う
し

よ
う
」と
い
う
不
安
が
常
に
あ
り
ま
す
。山
形

市
に
避
難
し
た
の
は
、福
島
県
か
ら
近
い
の

が
一
番
の
理
由
。
借
上
げ
住
宅
の
制
度
も
助

か
り
ま
し
た
。
山
形
市
に
来
て
良
か
っ
た
こ

と
は
、安
心
し
て
子
ど
も
を
外
に
出
し
て
遊

ば
せ
ら
れ
る
こ
と
。
ち
ょ
う
ど
子
ど
も
が
歩

き
始
め
る
こ
ろ
原
発
事
故
が
起
き
た
の
で
…
。

　こ
れ
か
ら
先
ど
う
し
よ
う
か
、夫
婦
で
も

よ
く
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
経
済
的
な
こ
と

も
考
え
な
が
ら
、ど
こ
で
子
育
て
を
し
て
い

く
か
決
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
の
７
月
、ア
パ
ー
ト
の
借
上
げ
制
度

が
始
ま
る
前
に
山
形
市
に
避
難
し
ま
し
た
。

週
末
に
夫
が
来
る
こ
と
が
で
き
る
距
離
で
、

放
射
線
量
が
低
い
場
所
だ
っ
た
か
ら
。
先
に

避
難
を
決
め
て
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
い
た
友

達
が
い
た
の
で
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

ち
ら
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
困
っ
た
こ
と
は
、

周
り
に
頼
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
り
、夜
が

怖
か
っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
最
初
は
病
院

や
買
い
物
を
す
る
場
所
が
分
か
ら
な
く
て

不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、な
ん
と
か
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　『ま
ま
カ
フ
ェ
＠
ｈｏｍｅ
』は
、チ
ラ
シ
を

も
ら
っ
て
知
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
て
同
じ

年
頃
の
子
ど
も
が
い
る
お
母
さ
ん
と
話
を
す

る
と
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
し
、ス
タ
ッ
フ
の

方
に
ち
ょっ
と
し
た
相
談
が
で
き
る
の
が
安

心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

福島県から
山形市に避難している
お母さんの 声

参加者が自主的に運営して
いる『サークル・ままどーる』、自由に立ち
寄れる『ままカフェ＠home』、就学児のお
母さんによる『サロン』の参加者の方たち
に、山形に避難した理由やいま考えている
ことなどを教えてもらいました。

『
サ
ー
ク
ル
・
ま
ま
ど
ー
る
』に
参
加

し
て
い
た
２
歳
の
子
の
お
母
さ
ん
の

月
〜
金
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る

『
ま
ま
カ
フ
ェ
＠
h
o
m
e
』に

き
て
い
た
２
歳
の
子
の
お
母
さ
ん
の

『
ま
ま
カ
フ
ェ
＠
h
o
m
e
』に

き
て
い
た
２
歳
の
子
の
お
母
さ
ん
の

小
学
生
の
保
護
者
対
象
の
サ
ロ
ン
に

参
加
し
て
い
た
お
母
さ
ん
の

　去
年
の
夏
に
避
難
。
子
ど
も
と
自
分
の
健

康
状
態
が
悪
化
し
て
い
た
の
で
避
難
を
決
め

ま
し
た
。
山
形
市
に
来
て
安
心
で
き
た
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、困
っ
た
こ
と
も
多
く
、子
ど
も

が
入
院
し
た
と
き
、子
ど
も
を
病
院
に
一
人
で

置
い
た
ま
ま
入
院
の
準
備
を
し
に
自
宅
に

戻
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　春
に
自
主
避
難
者
の
高
速
道
路
無
料
化
が

終
わ
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。こ
の
サ
ロ
ン
に

は
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
お
母
さ
ん
が
多
い
の

で
、不
安
な
こ
と
に
つ
い
て
も
安
心
し
て
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

声

声

声

声

福島県から避難中のお母さんが公民館で開催している
『サークル・ままどーる』で。

『ままどーる』では、やまがた育児サークルランドのスタッフも
お手伝いしています。

『ままカフェ@home』で。

迷

いな
がら
も子育てがんばっています。
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　山
形
県
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
生
活

支
援
な
ど
を
行
う「
生
活
支
援
相
談
員
」の

配
置
が
決
ま
っ
た
の
は
昨
年
末
で
す
。
山
形

市
は
民
生
委
員
児
童
委
員
が
す
で
に
見
守
り

や
訪
問
活
動
を
始
め
て
い
ま
し
た
の
で
、そ

ち
ら
と
の
調
整
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
地

区
の
民
児
協
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、実
質

的
な
活
動
を
始
め
た
の
は
今
年
５
月
で
す
。

　山
形
市
に
は
、最
大
時
１
千
６
百
世
帯
が

避
難
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
個
人
情
報

を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、山
形
県
が
昨
年
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
個
人
情
報
の
提
供
」

に
同
意
さ
れ
た
約
４
０
０
世
帯
を
ベ
ー
ス
に

相
談
員
の
訪
問
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
現
在

も
訪
問
件
数
を
増
や
す
た
め
に
、や
ま
が
た

育
児
サ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
が
行
う
サ
ロ
ン
に
出

向
い
た
り
、避
難
者
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　５
人
の
生
活
支
援
相
談
員
の
う
ち
、２
人

が
福
島
県
出
身
で
す
。
そ
の
こ
と
を
話
す
と

踏
み
込
ん
だ
話
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
な
か
に
は
環
境
の
変
化
や
先
行

き
の
不
安
で
う
つ
的
傾
向
に
な
っ
て
い
る
方

も
い
ま
す
し
、元
々
も
っ
て
い
る
疾
患
が
悪
化

し
て
し
ま
っ
た
人
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。
相

談
員
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
訪

問
の
頻
度
を
判
断
し
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
に

多
い
母
子
世
帯
へ
の
支
援
は
必
要
で
す
が
、

移
動
手
段
を
も
た
な
い
こ
と
で
孤
立
し
が
ち

な
高
齢
の
方
の
見
守
り
も
必
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　「い
つ
か
は
福
島
県
に
戻
り
た
い
」と
そ
の

時
期
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
が
い
る
一
方

で
、「
も
う
避
難
者
扱
い
し
な
く
て
い
い
で
す

よ
」と
言
う
方
も
い
ま
す
。
訪
問
し
た
あ
と
、

「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
た
かっ
た
。
で
も
大
丈
夫

で
す
」と
電
話
を
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
い

ず
れ
に
し
て
も
山
形
市
で
安
心
し
て
生
活
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　山
形
市
に
は
、30
地
区
す
べ
て
に
地
区
社

協
が
あ
る
の
で
、そ
ち
ら
で
行
わ
れ
て
い
る
子

育
て
サ
ロ
ン
な
ど
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
呼
び
か
け
も
意
識
し
て
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　今
後
、福
島
県
に
戻
る
方
が
増
え
れ
ば
、福

島
県
の
生
活
支
援
相
談
員
さ
ん
と
の
連
携
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
山

形
市
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
は

手
探
り
で
進
め
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は

県
境
を
越
え
た
社
協
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
な
が
ら
、情
報
の
共
有
化
や
関
係

機
関
へ
の
連
携
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

山
形
市
避
難
者
生
活
支
援
相
談
員
が
避
難
者
を
サ
ポ
ー
ト

山
形
市
社
協

　
地
域
福
祉
部
門

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
係

　
　
結
城
英
彰
さ
ん

同
じ
住
民
と
し
て
安
心
し
て
生
活
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら

避難者生活支援相談員は、ままカフェ@
homeなどのサロンにも顔を出しています。

　や
ま
が
た
育
児
サ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
の
野

口
比
呂
美
代
表
は
、「
山
形
市
で
生
活
す

る
福
島
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
名
が『
ま
ま
ど
ー
る
』と
い
う
こ
と

か
ら
も
、お
母
さ
ん
た
ち
の
心
に
は
い
つ
も

福
島
へ
の
深
い
想
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
」と
話
し
ま
す
。東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
災
、そ
し
て
放
射
性
物
質
に
対
す
る
不

安
と
い
う
か
つ
て
な
い
事
態
に
、避
難
さ
れ

て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
複
雑
で
不
安
定
に

な
り
そ
う
な
気
持
ち
と
生
活
を
支
援
者
の

方
々
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　ま
ず
は
今
、山
形
市
で
不
安
な
く
生
活
し

て
も
ら
う
こ
と
、そ
し
て
今
後
は
お
母
さ
ん

た
ち
の
福
島
へ
の
想
い
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
受
け
入
れ
、や
が
て
福

島
で
の
継
続
し
た
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
に
、県
を
越
え
た
支
援
の
連
携
の
必
要
性

を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　一
人
ひ
と
り
が
考
え
、選
択
し
た
立
場
か

ら
、心
を
閉
ざ
す
こ
と
な
く
不
安
や
悩
み
を

口
に
で
き
る
環
境
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

い
つ
か
福
島
に
帰
る
と
き
に
、避
難
し
て
い

た
方
々
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
避
難
前
の

生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、福
島
で

の
生
活
へ
の
不
安
や
悩
み
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、県
内
外
で
の
支
援
活
動
の
つ
な
が
り

と
連
携
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

つ
な
が
り
を
力
に
し
て

ゆ
う

　
き

　

 

ひ
で  

あ
き

「避難されている方々の
孤立を防ぐために、手探り
で活動しています」と結城
さん。

福
島
県
出
身
の

生
活
支
援
相
談
員
も
活
動

社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

情
報
の
共
有
化
や
連
携
を
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　本
誌『
は
あ
と
ふ
る 

ふ
く
し
ま
』は
平
成
８
年
４
月
の
発
行
か
ら
今
月
で
２
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。過
去
10
数
年
の
社
会
福
祉
の
動
き
を
振
り
返
る
と
、社
会
福
祉
法
、介
護
保
険
法
、障
害
者
自

立
支
援
法
、児
童
虐
待
防
止
法
な
ど
の
施
行
に
よ
る
大
き
な
動
き
の
な
か
で
、県
内
に
お
け
る
地
域

福
祉
も
そ
れ
に
伴
い
変
化
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
9
カ
月
が
経
過
し

て
も
な
お
そ
の
影
響
を
受
け
る
今
、福
祉
の
重
要
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
特
集
で
は
、こ
の
10
年
間
の
社
会
福
祉・地
域
福
祉
に
着
目
し
な
が
ら
、県
内
福
祉
活

動
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に
福
祉
の「
こ
れ
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

特　集特　集

 UP
ZOOM

『
は
あ
と
ふ
る 

ふ
く
し
ま
』2
0
0
号
記
念

　
　

  「
ふ
く
し
ま
明
日
へ
の
一
歩

　

　
　

  
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
」

す
ず 

き    

の
り  

お

さ
ん
ぺ
い   

ま
さ  

み

に
い
つ
ま 

の
ぼ
る

こ
わ
ぐ
ち   

の
ぶ  

こ

ふ
る
か
わ  

ま
さ
ゆ
き

こ
う  

べ
　

 

の
ぶ
ゆ
き

か
ね 

こ    

さ
ち 

こ
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人
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会

　

会
長

　

三
瓶 

政
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氏

障
が
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児
者
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施
設
協
議
会

　会
長

新
妻 

登 

氏

児
童
福
祉
施
設
部
会

　

会
長

　

神
戸 

信
行 

氏

県
民
生
児
童
委
員
協
議
会

会
長

　

金
子 

祥
子 

氏

福
島
大
学
行
政
政
策
学
類

教
授

鈴
木 

典
夫 

氏

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

連
絡
協
議
会

　会
長

強
口 

暢
子 

氏

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

常
勤
副
会
長

古
川 

雅
之 

氏

出 席 者

進　行

座
談
会
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で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
て
、

住
民
・
市
民
の
参
加
が
大
き
な
資
源
に
な
っ

て
い
る
と
痛
切
に
感
じ
る
10
年
で
あ
っ
た

と
も
言
え
ま
す
。

　三
瓶
会
長
、
高
齢
者
福
祉
の
場
面
で
は

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

三
瓶

　私
が
こ
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
の

は
、
ち
ょ
う
ど
10
年
前
。
こ
れ
か
ら
は
自

分
の
給
料
は
自
分
で
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
話
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
介

護
保
険
法
が
始
ま
っ
た
と
い
う
意
味
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
16
年
に
は
、施
設
の
部
屋
は
ユ
ニ
ッ

ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
個
人
重
視
、
個
別
ケ
ア
中
心
の
考

え
が
出
て
き
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
か
ら
在
宅
介
護
も
大
き
な
流
れ
だ

と
思
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
（
※
住
み

慣
れ
た
地
域
で
介
護
、医
療
、生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
、住
ま
い
の
４
つ
を
一
体
化
し
て
提
供

す
る
こ
と
）
の
推
進
に
よ
っ
て「
地
域
の
介

護
力
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　私
が
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
の
役
員
に

な
っ
て
間
も
な
く
手
が
け
た
の
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
指
針
づ
く
り
で

す
。
施
設
入
所
が
こ
れ
ま
で
の
申
込
順
か

ら
介
護
度
や
家
族
の
状
態
を
勘
案
し
て
入

所
を
判
定
す
る
体
制
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
10
年
間
で
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

鈴
木

　10
年
前
と
い
う
と
平
成
14
年
に
な

り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
や

平
成
12
年
の
社
会
福
祉
法
の
施
行
な
ど
を

軸
に
し
て
進
捗
し
、
福
祉
の
分
野
は
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
た
10
年
間
で
し
た
。
と

り
わ
け
福
祉
制
度
に
お
い
て
は
、
個
々
人

へ
の
対
応
を
丁
寧
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
社
会
福
祉
全
体
が
動
い
て
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
背
景
と
し
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

が
多
様
化
し
、
抱
え
る
問
題
が
個
別
化
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、「
権
利
」の
問
題
に

も
か
な
り
焦
点
が
当
た
っ
て
き
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　さ
ら
に
、「
地
域
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

も
あ
り
ま
す
。
近
隣
者
と
と
も
に
あ
る
と

い
う
生
活
は
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
地
域

に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
、
福
祉
の
場

面
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
の

県
内
に
お
け
る
過
去
10
年
間
の

福
祉
活
動
を
振
り
返
っ
て
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社
会
福
祉・社
会
の
動
き

平
成
14
年
〜
平
成
23
年

８
月

 「ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
法
」公
布

４
月

 「支
援
費
制
度
」施
行

７
月

 「次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」・「
少
子
化
社

会
対
策
基
本
法
」公
布

4
月

 「児
童
虐
待
防
止
法
」改
正

６
月

 「障
害
者
基
本
法
」改
正

10
月

 新
潟
県
中
越
地
震
発
生

12
月

 「児
童
福
祉
法
」改
正

12
月

 「発
達
障
害
者
支
援
法
」公
布（
17
年
4
月
施
行
）

６
月

 「介
護
保
険
法
」改
正（
18
年
4
月
施
行
）

６
月

 「障
害
者
雇
用
促
進
法
」改
正

 

（
18
年
4
月
施
行
）

11
月

 「障
害
者
自
立
支
援
法
」公
布（
18
年
4
月
施
行
）

11
月

 「高
齢
者
虐
待
防
止
法
」公
布（
18
年
4
月
施
行
）

５
月

 「公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
法
」成
立

６
月

 「バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
」公
布（
18
年
12
月
施
行
）

６
月

 「自
殺
対
策
基
本
法
」公
布（
18
年
10
月
施
行
）

６
月

 「認
定
こ
ど
も
園
設
置
法
」公
布

 

（
18
年
10
月
施
行
）

３
月

 能
登
半
島
地
震
発
生

７
月

 新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生

12
月

 「社
会
福
祉
士
お
よ
び
介
護
福
祉
士
法
」改
正

12
月

 「老
人
福
祉
法
」改
正

６
月

 岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
発
生

７
月

 岩
手
県
沿
岸
北
部
地
震
発
生

７
月

 「介
護
の
日
」（
11
月
11
日
）制
定

９
月

 米
国
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
に
よ
る
世
界
的
経
済
危
機

６
月

 「育
児・介
護
休
業
法
」改
正（
22
年
６
月
施
行
）

11
月

 緊
急
雇
用
対
策「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
」実
施

３
月

 東
日
本
大
震
災
発
生

６
月

 「障
害
者
虐
待
防
止
法
」公
布

 

（
平
成
24
年
10
月
施
行
）

７
月

 新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
発
生

平成14年平成15年平成16年平成17年平成18年平成19年平成20年平成21年平成23年
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方
が
増
え
、
介
護
度
が
重
度
化
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
高
齢
者
福
祉
の
特
徴
と
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　介
護
の
重
度
化
に
対
応
す
る
た
め
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
個
別
ケ
ア
の
質

を
い
か
に
上
げ
て
い
く
か
が
施
設
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
は

「
科
学
的
介
護
」
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
施
設
か
ら
在
宅
へ

の
流
れ
の
中
、
入
所
施
設
が
地
域
の
中
で

必
要
な
受
け
皿
と
し
て

ど
う
機
能
し
て
い
く
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

鈴
木

　平
成
18
年
に
障

害
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時

に
障
害
を
持
っ
た
方
々

の
地
域
移
行
も
こ
の
10

年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙

げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま

す
。
障
が
い
福
祉
分
野

に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
、

新
妻
会
長
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

新
妻

　平
成
15
年
か
ら

支
援
費
制
度
が
始
ま
り
、

介
護
保
険
制
度
の
後
を

追
う
形
で
契
約
制
度
に

移
行
し
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
、障
が
い
が
あ
っ

て
も
地
域
の
中
で
暮
ら

す
の
が
当
た
り
前
で
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
言
葉
も
当
然

に
生
き
て
い
ま
し
た
し
、
そ
れ
に
近
づ
く

よ
う
に
障
が
い
者
福
祉
は
進
ん
で
き
た
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　福
島
県
に
限
っ
て
い
う
と
、
平
成
18
年

か
ら
５
年
か
け
て
、
地
域
生
活
移
行
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
県
が
主
導
し
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ね
ら
い
を
地
域
生
活
移
行
と
施
設
の
縮

小
の
二
本
柱
に
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
当

初
、
県
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
施
設

の
利
用
者
の
７
０
０
人
ぐ
ら
い
が
地
域
の
中

で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
県

が
立
て
た
３
０
０
人
の
目
標
は
、
平
成
22

年
ま
で
の
５
年
間
の
中
で
達
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、施
設
縮
小
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　県
社
協
で
は
以
前
、
知
的
、
身
体
、
授

産
で
そ
れ
ぞ
れ
種
別
組
織
を
別
々
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
に
新
た
に
障
が

い
児
者
福
祉
施
設
協
議
会
に
統
合
し
ま
し

た
。
今
回
の
自
立
支
援
法
で
も
、
精
神
を

含
む
三
障
が
い
一
体
化
が
今
の
流
れ
で
す
。

今
後
、
精
神
障
が
い
も
含
め
て
、
施
設
や

病
院
か
ら
「
地
域
」
へ
と
い
っ
た
と
き
に
、

ど
の
よ
う
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

か
な
と
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木

　制
度
的
な
背
景
は
か
な
り
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
障
が
い
者
の
分
野
で

は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
果
た
し

て
実
施
で
き
た
の
か
、
と
い
う
10
年
だ
っ

た
気
が
し
ま
す
。
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目
の
不
自
由
な
人
に
も

点
字
と
音
声
で
最
新
号
を
ー
ー

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
に
じ
の
会

（
福
島
市
）

　『
は
あ
と
ふ
る
』は
、創
刊
以
来「
に
じ
の

会
」の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
点
訳
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
12
年
か
ら
は
音
訳
版
も
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　『
は
あ
と
ふ
る
』の
点
訳
版
は
５
人
で
約

２
週
間
か
け
、音
訳
版
は
６
〜
７
人
で
約
１

週
間
か
け
て
完
成
し
ま
す
。

　「じ
っ
く
り
内
容
を
掘
り
下
げ
て
読
む
人
に

は
点
字
が
向
い
て
い
ま
す
し
、音
訳
は〝
な
が

ら
聞
き
〞が
で
き
る
等
そ
れ
ぞ
れ
に
特
長
が

あ
り
ま
す
」と
副
会
長
の
玉
木
喜
久
子
さ
ん
。

　現
在
、福
島
県
が
把
握
し
て
い
る
視
覚

障
害
が
い
者
は
約
６
千
人
。
高
齢
化
で
中

途
視
覚
障
が
い
者
が
増
え
、点
訳
・
音
訳
に

は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
会
長

の
加
藤
三
保
子
さ
ん
は「
利
用
さ
れ
る
方
の

人
数
に
か
か
わ
ら
ず
、一
人
で
も
必
要
な

方
が
い
れ
ば
、

応
え
て
い
き

た
い
」と
話
し

ま
す
。

　今
月
号
も

『
は
あ
と
ふ

る
』の
点
訳
版

と
音
訳
版
は
、

点
字
図
書
館

な
ど
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

『
は
あ
と
ふ
る 

ふ
く
し
ま
』２
０
０
号
記
念

制
作・発
送
作
業
の
裏
側

に
じ
の
会
の
会
員
は
現
在
１
５
０
名

ほ
ど
。
会
長
加
藤
三
保
子
さ
ん（
右
）

と
副
会
長
の
玉
木
喜
久
子
さ
ん
。

た
ま

　き

　き

　

 

く

　

 

こ

か

　と
う  

み

　
　ほ

　

 

こ
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金
子

　こ
の
10
年
の
間
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
制
度
創
設
90
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
高
齢

者
の
孤
立
や
孤
独
の
防
止
、
災
害
時
一
人

も
見
逃
さ
な
い
運
動
な
ど
の
活
動
に
、
地

域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
力
を
注
い
で
い

ま
す
が
、
福
祉
や
生
活
課
題
も
や
は
り
年
々

複
雑
、
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
大
変

残
念
な
こ
と
で
す
が
、
認
知
症
を
含
め
た

高
齢
者
問
題
や
家
族
に
よ
る
児
童
虐
待
な

ど
の
憂
慮
す
べ
き
事
案
も
出
て
き
つ
つ
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

鈴
木

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

は
、
最
前
線
で
認
知
症
の
問
題
や
虐
待
の

　さ
て
、子
ど
も
た
ち
の
問
題
で
は
、平
成
12

年
に
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
平

成
16
年
に
は
改
正
も
行
わ
れ
、
そ
の
強
化

が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
神
戸
会
長
、
児

童
福
祉
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

神
戸

　児
童
虐
待
の
問
題
が
大
き
く
浮
か

び
上
が
っ
た
10
年
だ
と
思
い
ま
す
。

　少
年
院
の
入
所
児
童
の
半
数
以
上
が
被

虐
待
児
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
児
童
自
立
支
援
施
設
の
６
割
の

子
ど
も
が
被
虐
待
児
で
あ
る
事
実
や
、
児

童
養
護
施
設
で
も
、
半
数
を
超
え
る
子
ど

も
が
被
虐
待
児
で
す
。
重
篤
な
虐
待
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
が
児
童
養
護
施
設
な
ど

児
童
福
祉
施
設
に
た
ど
り
着
く
。
し
か
し
、

支
援
す
る
私
た
ち
職
員
の
側
に
は
被
虐
待

児
を
ケ
ア
し
、
家
族
を
支
援
す
る
ス
キ
ル

の
開
発
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
施
設
内
の
不

適
切
な
ケ
ア
の
防
止
が
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
18
年
に
は
泉
崎
村
で

福
島
県
で
は
法
律
施
行
後
初
め
て
の
虐
待

死
亡
事
例
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
も
、
関
係
機
関
が
関
わ
っ
て
い
な
が

ら
防
げ
な
か
っ
た
事
例
で
す
。
子
ど
も
の

生
存
権
さ
え
も
脅
か
さ
れ
な
が
ら
児
童
養

護
施
設
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
状
況
の
中

で
、
施
設
が
権
利
擁
護
の
場
に
な
る
こ
と

も
要
求
さ
れ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

　一
方
で
、
福
島
県
で
は
児
童
養
護
施
設

の
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
福
島
虐
待
問
題

研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
東
北
・

北
海
道
で
は
一
番
早
く
か
ら
虐
待
問
題
に

取
り
組
ん
だ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。
さ
ら
に
、
児

童
虐
待
防
止
法
が
で
き
て
、
子
ど
も
に
対

す
る
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
り
、
施
設
の

現
場
も
き
ち
っ
と
認
識
を
変
え
て
、
子
ど

も
の
権
利
擁
護
と
自
立
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
明
確
に
貫
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

鈴
木

　虐
待
の
問
題
は
地
域
福
祉
活
動
で

も
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

金
子
会
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
立

場
で
地
域
福
祉
の
最
前
線
で
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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特 集 座談会「ふくしま明日への一歩　東日本大震災を乗り越えて」

福
島
か
ら
全
国
へ
お
届
け
。

仕
事
へ
の
自
負
心
を
大
切
に
し
た
い

特
定
非
営
利
活
動
法
人
よ
つ
ば

福
島
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

い
い
ざ
か
ワ
ー
ク（
福
島
市
）

　『は
あ
と
ふ
る
』を
県
内
社
会
福
祉
施
設

や
全
国
の
関
係
機
関
な
ど
に
発
送
す
る
た

め
の
封
入
作
業
は
、「
い
い
ざ
か
ワ
ー
ク
」の

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
別
冊
・
長
寿
だ
よ
り
の
挟
み
込
み
、宛

名
シ
ー
ル
貼
り
、
封
入
、
袋
と
じ
の
作
業
を

利
用
者
15
人
で
分
担
し
、約
５
時
間
で
発
送

用
の
１
９
０
０
冊
が
完
成
し
ま
す
。

　「お
仕
事
で
あ
る
以
上
、一
人
ひ
と
り
が
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
所
長
の
佐
藤
侑
弘
さ
ん
。
利
用
者
の
中
に

は『
は
あ
と
ふ
る
』を
愛
読
し
、
月
に
１
回
の

封
入
作
業
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
方

も
い
る
そ
う
で
す
。

　「福
島
県
の
福
祉
情
報
誌
を
県
内
や
全
国

に
届
け
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
大
き
な
誇
り
で

す
。
10
年
後
、
20
年
後
も
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
た
ら

嬉
し
い
」と
佐

藤
さ
ん
。『
は

あ
と
ふ
る
』

は
今
後
も
、

「
い
い
ざ
か
ワ

ー
ク
」
の
皆

さ
ん
の
熱
い

思
い
と
と
も

に
ホ
ッ
ト
な

情
報
を
お
届

け
し
て
い
き

ま
す
。

さ   

と
う  

ゆ
き  

ひ
ろ

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
封
入
作
業
が
行
わ

れ
ま
す
。
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協
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

鈴
木

　さ
て
私
た
ち
は
、
本
当
に
大
き
な
局

面
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に

あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
、
原
子
力
発

電
所
の
事
故
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
そ
し
て
、
こ
こ
を
一
つ
の
出
発
点
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
今
後
の
10

年
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

三
瓶

　今
回
の
災
害
で
は
、
弱
者
へ
の
対

応
が
非
常
に
遅
れ
て
い
た
、
考
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
特
に
相

双
地
域
で
は
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
避
難

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
３
、４
回

と
避
難
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
う
い
う
避
難
の
状
況
の
中
で
、
利
用
者

は
疲
労
に
加
え
環
境
の
変
化
の
影
響
が
あ

り
、
災
害
関
連
死
が
被
災
県
の
な
か
で
最

も
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
教
訓
に
、
災
害
時
の
避
難
の
あ
り
方
、

弱
者
の
避
難
の
あ
り
方
を
も
う
少
し
真
剣

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
れ
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
介
護
職
員
を
ど
う
や
っ
て
確

保
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
福

問
題
と
向
き
あ
っ
て
い
る
住
民
代
表
の
方
々

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　地
域
福
祉
推
進
を
図
る
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
、
強
口
会
長
に
こ
の
10
年
を
振
り

返
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

強
口

　私
の
地
元
い
わ
き
市
で
は
、
平
成

８
年
か
ら
小
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、
行
政
区
ご
と
に
３
年
間
の
指
定

を
し
て
、
地
域
福
祉
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
６
５
０
近
い
行
政
区
が
あ
る
の
で

す
が
、
こ
の
10
数
年
で
１
８
０
地
区
ほ
ど

を
指
定
し
ま
し
た
。
た
だ
、残
念
な
こ
と
は
、

社
協
か
ら
の
指
定
し
て
い
る
３
年
間
だ
け

で
活
動
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
が
10
年
間
を
振
り
返

る
な
か
で
問
題
提
起
さ
れ
た
課
題
な
ど
に

対
し
て
、
各
行
政
区
単
位
の
小
地
域
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
福
祉
活
動
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
が
社
会
福
祉
協
議
会

に
課
せ
ら
れ
て
い
る
課
題
で
あ
り
、
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木

　地
域
の
命
題
で
も
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
も
、
10
年
間
の
取
り
組
み
の

な
か
で
、
よ
り
小
地
域
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
と
い
う
の
は
、
様
々
な
制
度

の
急
展
開
の
様
相
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
福
祉
活
動
が
不
断
に
続
け
ら
れ
た

10
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

古
川

　今
、
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
様
々

な
制
度
の
改
正
を
経
な
が
ら
、
個
人
の
権

利
を
尊
重
し
つ
つ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
な
地
域
社
会
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
が
強
く
現
れ
た
10
年

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
制
度
改
正
の
前
提
と
な
る
部

分
が
非
常
に
悪
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
絆
が
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
そ
う
で
す
し
、
非
常
に
大
き

い
の
は
経
済
の
悪
化
で
す
。
ま
た
、
働
き

方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
様
々
な
問
題
が
福
祉
に
出
て
き
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
も
、
個
人
を
大

事
に
、
地
域
の
中
で
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
そ
ん
な
地
域
を

作
っ
て
い
く
た
め
の
支
援
に
私
た
ち
県
社

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
課
題
と

今
後
10
年
の
展
望
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培
っ
た
ス
キ
ル
が

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
！

青
木 

美
津
雄

 

担
当
し
て
い
た
１
０
０
号
記
念
当
時
、私
は
ラ

イ
タ
ー
、カ
メ
ラ
マ
ン
と
い
っ
た
専
門
ス
タ
ッ
フ

か
ら
打
ち
合
わ
せ
や
取
材
を
通
じ
て
情
報
誌
作

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、割
り
付
け
や
文
章
構

成
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
議
論
で
き
る
レ
ベ
ル
ま

で
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
写

真
撮
影
の
コ
ツ
に
つ
い
て
は
、興
味
本
位
で
応
募

し
た
公
共
施
設
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
家
族
の
ス
ナ

ッ
プ
写
真
が
見
事
入
選
す
る
ま
で
に
！
　賞
品

と
し
て
図
書
券
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
で

学
ん
だ
ス
キ
ル
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
活
か
さ

れ
る
と
は…

。

「
目
的
」を
明
確
に
す
る

大
切
さ
を
学
ぶ

大
和
田 

誠

　『は
あ
と
ふ
る 

ふ
く
し
ま
』の
内
容
を
企
画

し
取
材
、そ
し
て
出
来
上
が
り
。
自
分
は
よ
く

や
っ
た
と
自
分
を
褒
め
、毎
月
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
が
、「
読
者
や
相
手
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
、何
を
伝
え
る
か
」を
考
え
ず
、自
己
満
足

に
浸
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　そ
れ
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、あ
る
上

司
で
し
た
。「
何
事
に
お
い
て
も
目
的
が
大
切

だ
。
目
的
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
最
大
の

結
果
は
出
な
い
。
話
し
合
う
こ
と
を
大
事
に
し

ろ
」と
。今
で
も
は
っ
き
り
と
思
い
出
し
ま
す
。

『
は
あ
と
ふ
る 

ふ
く
し
ま
』２
０
０
号
記
念

歴
代
編
集
担
当
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

お
お

　わ

　

 

だ

　

  

ま
こ
と

あ
お

　き

　

  

　み

　

 

つ
　

  

お

62012.12

と
き
の
経
験
か
ら
も
、
暗
闇
の
な
か
で
も

安
否
確
認
や
声
か
け
の
た
め
に
要
援
護
者

世
帯
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
大
き
な
役
目

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
否

確
認
に
始
ま
っ
て
、
安
否
確
認
に
終
わ
る
と

い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
、実
際
に
目
で
見
て
、

笑
顔
を
見
て
、
電
話
で
は
な
く
実
際
の
声
や

姿
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

強
口

　災
害
で
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福

祉
施
設
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
地
域
住
民
や
一

般
企
業
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
機

能
さ
せ
ら
れ
る
環
境
を
常
々
作
っ
て
お
く

べ
き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
重
労
働
の
が
れ

き
撤
去
な
ど
は
終
わ
り
ま
し
た
。
今
は
仮
設

住
宅
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
そ
れ

に
見
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
一
部
で
は
、
避
難
先

か
ら
帰
っ
て
き
た
け
ど
、
家
の
前
が
泥
だ
ら

け
だ
と
か
、
タ
ン
ス
が
倒
れ
て
い
る
か
ら

片
付
け
て
ほ
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
ま
だ

続
い
て
い
ま
す
。

　被
災
者
支
援
で
は
、
身
近
な
見
守
り
・

相
談
者
と
し
て
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動

が
大
切
で
す
。
津
波
や
地
震
へ
の
恐
怖
は

落
ち
着
い
て
き
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、

い
つ
ま
で
仮
設
に
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う

先
行
き
へ
の
不
安
や
、
生
活
の
再
建
に
関

す
る
悩
み
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分

島
県
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

は
、
１
万
人
か
ら
１
万
２
，０
０
０
人
に
増

え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
職
員
は
震
災
の
影
響
も
あ
っ
て
今
ま
で

よ
り
も
少
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
く
ら
職
員
を
募
集
し
て
も
応
募
者
が
来

な
い
と
い
う
状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
５

年
間
で
２
，０
０
０
床
を
増
や
す
の
が
県
の

計
画
で
す
。
利
用
者
の
３
分
の
１
が
介
護

職
員
の
最
低
必
要
人
数
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
の
人
材
を
確
保
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、在
宅
介
護
の
あ
り
方
と
し
て
、
国

は
地
域
包
括
ケ
ア
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
24
時

間
３
６
５
日
、
医
療
も
看
護
も
介
護
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
し
て
い
く
仕
組
み
が
あ
る
の

は
一
番
い
い
こ
と
で
す
が
、
人
材
確
保
の

問
題
等
か
ら
実
現

に
向
け
て
は
地
域

格
差
が
生
じ
て
い

る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
家

族
介
護
が
前
提
と

も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。　い

ず
れ
に
せ

よ
、
こ
れ
か
ら
真

剣
に
地
域
全
体
で

高
齢
者
を
支
え
て

い
く
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
10
年
か
け
て
ど
こ
ま
で
い
け

る
の
か
が
大
き
な
課
題
と
言
え
ま
す
。

新
妻

　震
災
時
を
改
め
て
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
を

支
え
る
力
が
弱
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
世
話
人
自
身
が
避
難
し
て
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
運
営
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

す
。
地
域
の
中
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
生
活
す
る
方
々
を
支
え
る
小

さ
な
チ
ー
ム
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　人
材
不
足
に
関
し
て
は
、
介
護
、
福
祉

が
あ
ま
り
人
気
の
あ
る
職
で
は
な
い
こ
と

が
一
つ
あ
り
ま
す
が
、
現
在
福
島
県
の
場

合
は
原
発
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
福
祉
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
の
話
し
も
し
ま
す
が
、
私
た
ち
自
身
が

原
発
に
関
し
て
ど
う
考
え
て
い
く
べ
き
な

の
か
話
し
合
い
、
発
言
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

金
子

　私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

災
害
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
被
害

を
最
小
限
に
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
住
民
の

皆
さ
ん
を
救
う
手
だ
て
に
つ
い
て
も
、
改
め

て
真
剣
に
学
ば
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
３
月
11
日
の
発
災
直
後
は
日
没
と
停

電
で
す
ぐ
に
暗
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
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特 集 座談会「ふくしま明日への一歩　東日本大震災を乗り越えて」

　２
０
０
号
の
発
行
を
記
念
し
て
の
今
月

の
特
集
で
は
、福
島
県
の
社
会
福
祉
の
各

分
野
の
中
心
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の

意
見
を
紹
介
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
大
変

示
唆
に
富
む
内
容
で
、震
災
後
の
課
題
を

乗
り
越
え
、今
後
10
年
を
見
据
え
な
が
ら

福
島
県
の
福
祉
を
作
り
上
げ
て
い
く
決
意

を
新
た
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
誌『
は
あ
と
ふ
る
ふ
く
し
ま
』は
、２
０

０
号
の
発
行
を
迎
え
る
ま
で
の
間
、「
ホ
ッ

ト
な
福
祉
情
報
誌
」と
し
て
、そ
の
時
々
の

福
祉
の
動
き
を
切
り
取
り
、最
新
の
情
報

を
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
号
を

目
の
前
に
起
き
た
震
災
に
対
し
て
も
、本

誌
は
福
祉
分
野
の
震
災
に
関
連
し
た
特
集

を
多
く
組
み
、そ
し
て「
す
べ
て
の
福
祉
関

係
者
が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、３
・
11
を

乗
り
越
え
、こ
れ
ま
で
以
上
に
あ
た
た
か

で
つ
な
が
り
あ
る〝
ふ
く
し
、ふ
く
し
ま
〞を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　『は
あ
と
ふ
る
ふ
く
し
ま
』３
０
０
号
の

発
行
予
定
は
、震
災
か
ら
10
年
が
経
っ
た

２
０
２
１
年
４
月
の
予
定
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
福
島
県
の
福
祉
は
、震
災
を
乗
り
越

え
様
々
な
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、確
実

に
歩
み
を
前
へ
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
確

か
な
歩
み
を
そ
の
時
代
の
ホ
ッ
ト
な
福
祉

情
報
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
に
読

者
の
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
０
０
号
の
発
行
を
記
念
し
て
の
今
月

の
特
集
で
は
、福
島
県
の
社
会
福
祉
の
各

分
野
の
中
心
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の

意
見
を
紹
介
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
大
変

「
ふ
く
し
ま

      

明
日
へ
の
一
歩
」

『
は
あ
と
ふ
る
ふ
く
し
ま
』

２
０
０
号
発
行
に
あ
た
っ
て
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　こ
れ
に
対
し
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

国
に
対
し
て
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り

と
伝
え
て
、
福
島
県
の
福
祉
を
震
災
前
よ
り

も
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
形
に
す
る
。

県
社
協
と
し
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木

　今
後
、
国
は
国
民
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
そ
の
変
化
の
中
で
動

く
の
で
は
な
く
、
変
化
を
越
え
て
取
り
組
み

を
成
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
福
祉
に
携
わ
る
人
間
は
、
福

島
発
で
創
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
福
島
か
ら
創
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
次
の
10
年
間
の
振
り

返
り
を
行
う
と
き
に
は
、
新
し
く
つ
く
り
上

げ
ら
れ
た
福
島
県
の
福
祉
を
振
り
返
ら
れ

る
よ
う
な
10
年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
震
災
前
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
、
自
分
の

人
生
は
一
体
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
悩
む

方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
受
け
止
め

る
相
談
員
の
心
の
ケ
ア
も
き
っ
ち
り
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　さ
ら
に
他
町
村
か
ら
避
難
さ
れ
て
き
た
方

を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
な
が
ら
前
に
進
ん

で
い
く
の
か
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
い
き

い
き
サ
ロ
ン
や
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
の
な
か

で
課
題
を
見
つ
け
な
が
ら
、
と
も
に
暮
ら
す

地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
与
え
ら
れ
た
課
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

神
戸

　私
た
ち
児
童
福
祉
施
設
部
会
で
は
、

原
発
の
事
故
に
関
す
る
緊
急
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
１
次
避
難
に
関

し
て
状
況
が
錯さ

く
そ
う綜

し
て
判
断
で
き
な
い
と

き
は
施
設
に
そ
れ
を
任
せ
る
こ
と
、
２
次

避
難
か
ら
県
が
指
示
し
て
い
く
こ
と
、
こ

れ
ら
を
き
ち
っ
と
行
政
と
話
し
合
い
、
確

認
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
進
歩
で
し
た
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
各
施
設
間
の
相
互
支
援

協
定
も
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
施
設
で

何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
に
は
そ
の
施
設

の
自
己
責
任
に
せ
ず
、
部
会
全
体
で
解
決

し
て
い
こ
う
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
成
果
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
後
、
施
設
に
は
震
災
孤
児
が
来
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
誰
も

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
多
く
の
子
ど

も
が
親
が
い
な
が
ら
養
育
が
困
難
な
状
況

と
な
り
、
施
設
に
入
所
す
る
と
い
う
現
状

で
す
。
ま
さ
に
家
族
の
中
で
子
ど
も
は
居

場
所
を
失
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　そ
し
て
原
発
事
故
は
福
島
県
の
家
族
に
と

て
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。
祖

父
母
を
残
し
て
避
難
す
る
親
子
、
夫
を
残

し
て
避
難
す
る
母
親
と
子
ど
も
な
ど
、
子
ど

も
の
養
育
環
境
が
激
変
し
た
家
族
が
続
出

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
安
心
し
て
養
育
で

き
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

原
発
の
問
題
を
契
機
に
し
て
、
同
じ
福
島
県

の
被
災
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
で
相
当

分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
子
ど
も

へ
の
影
響
を
深
刻
に
考
え
て
い
ま
す
。

　福
島
の
復
興
は
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
、
こ
う
い
う
福
島
に
し
な
い
限
り

叶
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
的
養
護
の
子

ど
も
や
地
域
の
子
ど
も
に
関
係
な
く
県
全
体

で
子
ど
も
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大

事
と
感
じ
て
い
ま
す
。

古
川

　や
は
り
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
は
３
・

11
か
ら
の
復
興
が
第
一
で
す
。
福
島
県
の
福

祉
は
、
今
回
の
震
災
で
地
域
の
仕
組
み
か
ら

崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
福
島
県
は
双
葉
地
方
や
浜
通
り
だ
け

で
は
な
く
、
風
評
被
害
を
含
め
て
県
全
体

が
本
当
に
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
ま
だ
多
く

い
ま
す
。
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平
成
25
年
2
月
半
ば
現
在
、福
島
県
内
で

は
約
3
万
2
千
人
が
仮
設
住
宅
で
、約
6
万

人
が
借
上
げ
住
宅（
公
営
住
宅
も
含
む
）で
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。震
災
直
後
、民
生

委
員
は
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
、避
難
所

で
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、仮
設

住
宅
や
借
上
げ
住
宅
の
移
行
後
に
は
民
生
委

員
も
各
地
に
移
動
し
、震
災
前
に
担
当
し
て

い
た
地
域
の
住
民
と
は
離
れ
離
れ
に
な
り
ま

し
た
。　

顔
な
じ
み
の
民
生
委
員
に
よ
る
訪
問
は
住

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
2
年
が
経
過
し
ま
し
た
。い
ま
だ
多
く
の
県
民
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
、自
ら
も
避
難
者
で
あ
る
民
生
委
員・児
童
委
員（
以
下
、「
民

生
委
員
」と
表
記
）は
困
難
な
状
況
で
も
活
動
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、避
難
住
民
が
仮
設
住
宅・借
上
げ
住
宅
へ
移
行
し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
、双

葉
町
民
児
協
と
喜
多
方
市
民
児
連
の
取
り
組
み
、帰
還
し
た
川
内
村
民
協
の
現
状
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

民
に
と
っ
て
心
強
い
安
心
の
絆
と
な
り
ま
す

が
、民
生
委
員
の
避
難
先
に
担
当
地
域
の
住

民
が
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
居
場
所

が
分
か
っ
た
と
し
て
も
各
地
に
点
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、個
人
で
の
訪
問
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、福
島
県
民
生
児

童
委
員
協
議
会
は
相
談
支
援
活
動
の
展
開
方

策
を
策
定
し
ま
し
た（
例

　
　
　
　
　
）。避
難

し
た
民
児
協
は
そ
れ
を
参
考
に
、各
市
町
村

社
協
に
配
置
さ
れ
た
生
活
支
援
相
談
員
や
行

政
の
保
健
師
、職
業
団
体
、N
P
O
団
体
な
ど

と
協
力
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ

せ
た
活
動
を
工
夫
し
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

実
情
に
合
わ
せ
た

活
動
を
実
施

他
民
児
協
等
と
の
連
携
で

住
民
の
こ
こ
ろ
の
支
え
に

　
仮
設
住
宅・借
上
げ
住
宅
へ
の
移
行
後
、避

難
者
の
多
く
は
将
来
へ
の
不
安
な
ど
多
く
の

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、震
災
か
ら
2

年
が
経
っ
た
今
で
は「
新
し
い
土
地
で
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
避
難
先
に

特　集特　集

 UP
ZOOM

民
生
委
員・児
童
委
員
の
仮
設
住
宅・借
上
げ
住
宅
に

お
け
る
活
動
、そ
し
て
帰
還
民
協
の
現
状

〜
協
働
・
連
携
で
避
難
住
民
を
支
え
る
〜

図
1

図1

図2

図
2

根
付
い
た
生
活
を
考
え
始
め
た
住
民
が
徐
々

に
増
え
て
き
ま
し
た
。一
方
で
、状
況
が
把
握

し
づ
ら
い
借
上
げ
住
宅
に
居
住
す
る
避
難
者

な
ど
の
引
き
こ
も
り
や
孤
独
死
へ
の
心
配
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
帰
村
宣
言
」を
し

て
1
年
が
経
っ
た
川
内
村
に
お
い
て
は
住
民

の
完
全
帰
村
は
2
割
程
度
に
留
ま
っ
て
お
り
、

多
く
の
住
民
が
避
難
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、民
生
委
員
に
よ
る
定
期
的
な
訪

問
に
よ
る
見
守
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、避

難
を
し
て
い
る
民
児
協
、避
難
を
受
け
入
れ

て
い
る
民
児
協
が
垣
根
を
越
え
て
協
力
し
合

い
、生
活
支
援
相
談
員
や
様
々
な
団
体
等
と

も
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と

が
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

S町住民が入居

S町民生委員

A市
担当民生委員

仮設住宅への相談支援活動方策例

借上げ住宅への相談支援活動方策例

●文字やイラストの大きさは実際の関わりの大きさに比例します。

「A市S町仮設住宅地区
民協」として活動

生活支援相談員（※）

相談 支援

B-1地区町担当民生委員

生活支援
相談員

地区民生委員

地区民生委員

側方支援

支援

Ｓ町住民が入居

B-3地区 B-1地区

B-2地区

B町民児協

情報

協
働・連
携

協
働・連

携

※生活支援相談員は、仮設住宅への訪問
　活動などを通して、主に見守り活動、
　話し相手等の支援を行います。

避難住民受け入れ先 A市

避難住民受け入れ先 B町

避難住民

避難住民

22013.3
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特 集 民生委員・児童委員の仮設住宅・借上げ住宅における活動、そして帰還民協の現状

　
双
葉
町
民
児
協
は
、仮
設
住
宅
や
借
上
げ

住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
っ
た
平
成
23
年
の
初

夏
か
ら
訪
問
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
町
民

の
避
難
先
は
各
地
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、民
生
委
員
は
自
身
の
避
難
先（
県
内
10

人
、
県
外
4
人
）と
そ
の
近
隣
の
市
町
村
を

担
当
し
て
い
ま
す
。「
借
上
げ
住
宅
を
訪
ね

る
に
も
土
地
勘
が
な
い
た
め
一
苦
労
で
し

た
が
、生
活
支
援
相
談
員
に
同
行
し
て
も
ら

う
な
ど
し
て
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、生
活
支

援
相
談
員
が
仮
設
住
宅
を
訪
ね
て
も
な
か

な
か
心
を
開
い
て
く
れ
な
い
場
合
に
は
、顔

な
じ
み
の
民
生
委
員
が
同
行
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
今
で
は
定
期
的
な
情
報
交
換

会
を
通
し
、民
生
委
員
や
生
活
支
援
相
談
員

を
は
じ
め
保
健
師
や
各
種
関
係
機
関
が
情

報
を
共
有
し
合
う
仕
組
み
が
で
き
て
い
ま

す
」と
双
葉
町
民
児
協
会
長
の
羽
根
田
信
さ

ん
。双
葉
町
社
協
事
務
局
次
長
の
横
山
敦
子

さ
ん
は「
住
民
の
相
談
を
受
け
る
民
生
委
員

自
身
も
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。
生
活

支
援
相
談
員
と
の
連
携
で
少
し
で
も
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」と
話
し
ま

し
た
。　

避
難
後
ま
も
な
く
、民
生
委
員
は
訪
問
活

動
と
合
わ
せ
て
、仮
設
住
宅
お
よ
び
借
上
げ

住
宅
に
入
居
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
全
員

を
対
象
に「
緊
急
時
連
絡
カ
ー
ド
」を
配
布

し
、住
民
の
避
難
状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、情
報
共
有
の
た
め
に「
訪
問

調
査
票
」も
加
え
情
報
を
一
元
化
し
ま
し

た
。
双
葉
町
民
児
協
事
務
局
で
は
、訪
問
調

査
票
と
そ
の
後
の
民
生
委
員
、生
活
支
援
相

談
員
、保
健
師
の
三
者
に
よ
る
訪
問
活
動
の

情
報
を
も
と
に
、「
双
葉
町
要
援
護
者
台
帳
」

を
昨
年
10
月
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
台
帳
で
は
持
病
の
あ
る
方
や
、う
つ
や
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
の
症
状
が
見
ら
れ
る
方
な

ど
、見
守
り
の
緊
急
度
を
3
段
階
に
分
け
て
い

ま
す
。
民
生
委
員
や
生
活
支
援
相
談
員
は

そ
れ
を
も
と
に
訪
問
の
頻
度
を
決
め
、必
要

な
ケ
ー
ス
は
各
関
係
機
関
に
つ
な
げ
、解
決

を
図
っ
て
い
ま
す
」と
双
葉
町
社
協
事
務
局
の

木
幡
美
奈
子
さ
ん
。
以
前
の
訪
問
活
動
で

は
、い
つ
ま
で
こ
の
生
活
が
続
く
の
か
と
悲

観
す
る
声
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、避
難
先

で
友
達
が
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
最
近
は「
こ

こ
で
生
き
て
い
こ
う
」と
前
向
き
に
考
え
る

方
が
見
ら
れ
る
と
言
い
ま
す
。
羽
根
田
会
長

も「
避
難
先
の
一
つ
の
南
会
津
町
の
民
生
委

員
は
、要
援
護
者
の
見
守
り
に
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
て
、気
付
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
報

告
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
避

難
先
の
市
町
村
と
共
存
し
て
い
く
上
で
、避

難
先
の
民
生
委
員
と
交
流
、情
報
交
換
を
行

い
、双
葉
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
支

援
体
制
を
築
き
た
い
」と
、苦
し
い
中
で
も
腰

を
据
え
た
取
り
組
み
へ
の
意
欲
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

生
活
支
援
相
談
員
、保
健
師
、

避
難
先
民
児
協
と

連
携
し
支
援
し
て
い
く

　
被
災
後
、埼
玉
県
加
須
市
に
置
い
て
い
た
役
場

機
能
を
、6
月
に
は
い
わ
き
市
に
移
転
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
双
葉
町
。町
民
の
約
半
数
ず
つ
が

県
内
外
に
避
難
し
て
い
る
中
で
、双
葉
町
民
児
協

は
要
援
護
者
を
見
守
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

双
葉
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

「民生委員はボランティア
などが開催するサロン活
動のお手伝いもしていま
す」と双葉町民児協会長の
羽根田信さん。

「民生委員とともに要援護
者の見守りが途切れない
ようにしていきます」と双
葉町社協事務局次長の横
山敦子さん。

「2カ月に一度開催してい
る定例会では要援護者の
情報を共有し、台帳を更新
しています」と双葉町社協
事務局の木幡美奈子さん。

民生委員、生活支援相談員のチカラを結集して住
民に寄り添った支援を行っています。

生
活
支
援
相
談
員
と
の

情
報
共
有
に
よ
る
訪
問
活
動

三
者
共
同
で
作
ら
れ
た

双
葉
町
要
援
護
者
台
帳

は

　ね

　だ 

ま
こ
と

よ
こ 

や
ま 

あ
つ  

こ  

こ

　は
た

　
み

な

こ

双葉町
避難状況
避難者数
上位6市町村

平成25年2月1日現在（双葉町ホームページより）

県内避難者 3,728人 県外避難者 3,222人

健
師

くた
役
場

議
会

福島市
457人

現在（双葉町ホーム

3,728人

白河市
266人

町
状況
数
市町村村 会津若松市

105人

福島
457

26

福福
4

白白

若若松市若若松市
055人 郡山市

740人

222人
ムページより）

県外避難者 3,2

市
66人6人
河河市

郡山郡
747

いわき市
1,437人

師
、
師
、島市

7人

山市
0人

市わき市いわ

南相馬市
146人

双葉町

3 2013.3
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　昨
年
６
月
、
喜
多
方
市
社
協
で
は
、
大

熊
町
の
生
活
支
援
相
談
員
と
民
生
委
員
に

よ
る
訪
問
活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。「
土
地

勘
が
な
い
大
熊
町
の
生
活
支
援
相
談
員
が

点
在
す
る
借
上
げ
住
宅
を
訪
問
す
る
の
は

一
苦
労
で
す
。
そ
こ
で
、
喜
多
方
市
社
協

の
職
員
が
案
内
を
兼
ね
て
訪
問
に
同
行
し

ま
し
た
」と
喜
多
方
市
社
協
地
域
福
祉
課
の

山
内
智
恵
子
さ
ん
。

　喜
多
方
市
民
児
連
の
齋
藤
勇
会
長
も
、
以

前
か
ら
大
熊
町
社
協
に
対
し
て
「
何
か
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
言
っ
て
欲
し

い
」
と
申
し
出
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け

て
大
熊
町
社
協
か
ら
昨
年
の
秋
ご
ろ
に
「
冬

期
間
の
見
守
り
」の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　喜
多
方
市
民
児
連
で
見
守
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、大
熊
町
か
ら
喜
多
方
市
に
避
難
し

て
い
る
高
齢
者
等
の
15
世
帯
ほ
ど
で
す
。

昨
年
12
月
に
は
民
生
委
員
の
担
当
区
域
ご

と
に
割
り
振
り
を
決
め
て
、
見
守
り
を
始

め
ま
し
た
。

　「
原
則
は
月
に
１
回
で
す
が
、
近
所
で

す
か
ら
１
〜
２
週
間
に
一
度
は
様
子
を
見

に
行
く
民
生
委
員
も
多
く
い
ま
す
」と
喜
多

方
市
民
児
連
の
齋
藤
勇
会
長
。「
訪
問
し
た

時
に
は
、
地
域
の
サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
お
誘
い
し
て
い
ま
す
。
長
引
く
避
難

生
活
で
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
も
い
る
と

聞
き
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
外
に
出
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
齋
藤
会

長
は
話
し
ま
す
。

　喜
多
方
市
の
民
生
委
員
が
、大
熊
か
ら
避

難
し
て
い
る
人
を
訪
問
し
た
時
の
様
子
は
、

生
活
支
援
相
談
員
と
同
様
の
調
査
用
紙
に

記
入
し
て
、喜
多
方
市
社
協
に
報
告
し
ま
す
。

変
わ
っ
た
様
子
が
あ
れ
ば
、喜
多
方
市
社
協

を
通
じ
て
大
熊
町
社
協
に
連
絡
し
ま
す
。「
喜

多
方
市
の
民
生
委
員
さ
ん
は
、よ
く
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
、本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
」と
話
す
の
は
、大
熊
町
社
協
事

業
係
長
の
武
内
智
恵
美
さ
ん
。「
こ
の
間

は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
誘
っ
て
も
ら
っ
た

よ
ー
と
う
れ
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
方

が
い
ま
し
た
」。

　大
熊
町
社
協
で
は
、喜
多
方
市
に
住
む
大

熊
町
民
対
象
の
サ
ロ
ン
を
月
1
回
、開
催
し
、

大
熊
町
の
民
生
委
員
も
交
代
で
参
加
し
て
い

ま
す
。
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
教
室

な
ど
、参
加
者
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
内
容

で
、
毎
回
10
人
以
上
が
集
ま
り
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。「
参
加
し
て
く
れ

る
方
の
様
子
は
分
か
る
の
で
す
が
、心
配
な

の
は
家
に
こ
も
り
が
ち
な
方
。
や
は
り
サ
ロ

ン
と
合
わ
せ
て
見
守
り
は
大
切
で
す
」と
武

内
さ
ん
。

　春
以
降
、喜
多
方
市
の
民
生
委
員
に
よ
る

見
守
り
活
動
の
継
続
に
つ
い
て
は
未
定
で
す

が
、今
ま
で
は
な
か
っ
た
地
元
の
人
た
ち
と

の「
顔
の
見
え
る
関
係
」づ
く
り
に
、大
い
に

役
立
て
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

冬
期
間
、喜
多
方
市
の

民
生
委
員
が
大
熊
町
の

避
難
生
活
者
を
見
守
り
中

喜
多
方
市
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
大
熊
町

民
は
現
在
、百
数
十
名
ほ
ど
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、市
内
に
点
在
す
る
借
上
げ
住
宅
に
入
居
し

て
い
ま
す
。

喜
多
方
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会

「このまちに慣れてもらって、安心して
暮らしてもらえるように支援していき
たい」と話す喜多方市民児連の齋藤
勇会長と喜多方市社協の山内智恵子
さん。

「なんでも言ってほしいと言ってくれて、
こうしましょうか？と提案してくれる喜多
方からの支援、包容力がありがたい」と
大熊町社協の渡部正勝会長と武内智恵
美さん。

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
言
っ
て
ほ
し
い
」

家
に
こ
も
り
が
ち
な
人
と
も

「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」

月に1回、大熊町からの避難住民が集うサロン
「喜多方の集い」。会場の提供をはじめ、喜多方市
社協の全面的な支援を受けて実現しました。
写真は1月に行われた「太極拳ゆったり体操」。

大熊町
避難状況

県内避難者 8,239人 県外避難者
3,112人

中

福島市
250人

り大
熊
町

と
ん
ど

入
居
し

合中
大
熊
町

合
会

喜多方市
146人大熊町

避難状
町
状況

喜
11

会津若松市
2,758人

福福島
25

喜多多方市
1146人46人

若若松市
58人58人 郡山市

836人

9人 県外避難者
3,112人

郡山
83

いわき市
3,471人

市
人
島市
0人
島
0

市山山
人36人

市いわき市

南相馬市
168人

大熊町

避難者数
上位6市町村

平成25年1月31日現在（大熊町ホームページより）
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特 集 民生委員・児童委員の仮設住宅・借上げ住宅における活動、そして帰還民協の現状

　原
発
事
故
後
、
川
内
村
は
全
村
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
民
生
委
員
自
ら
も
避
難
対

応
に
追
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
の

民
協
活
動
は
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
と
と
も
に
、
生
活

支
援
相
談
員
を
中
心
と
し
た
避
難
者
の
支
援

が
始
ま
る
と
、
民
生
委
員
の
中
に
は
そ
の
一

員
と
な
っ
て
活
動
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　平
成
24
年
1
月
、
川
内
村
は
「
帰
村
宣

言
」を
行
い
、4
月
に
は
役
場
や
保
育
園
、小

中
学
校
、村
営
診
療
所
を
再
開
。
川
内
村

民
協
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
活
動
を
再
開
し
、

定
例
会
を
月
に
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　現
在
の
帰
村
状
況
は
、
村
民
約
2
千

8
0
0
人
中
、仮
設
住
宅
を
退
去
し
て
の
完

全
帰
村
が
4
0
0
人
あ
ま
り
。
仮
設
住
宅

と
自
宅
の
二
重
生
活
で
週
の
4
日
以
上
を

村
内
で
暮
ら
す
村
民
は
約
1
千
2
0
0

人
。
小
中
学
生
は
約
1
7
0
人
中
30
人
と

い
っ
た
状
況
で
す
。

　し
か
し
、「
村
内
の
空
間
放
射
線
量
は
避

難
先
よ
り
も
低
い
の
で
す
が
、
健
康
へ
の
影

響
を
懸
念
す
る
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、診
療
所
は
再
開
し
ま
し
た
が
、村
民

が
通
っ
て
い
た
浜
通
り
方
面
へ
の
買
い
物
は

で
き
な
い
状
態
。
震
災
か
ら
2
年
を
経
て
村

民
は
避
難
先
の
病
院
と
関
係
を
築
き
ま
し

た
。
近
く
で
買
い
物
が
で
き
る
便
利
さ
に
も

慣
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
若
い
方
だ
け
で
な

く
高
齢
者
の
方
も
完
全
に
村
に
戻
ろ
う
と
思

わ
な
い
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
」

と
川
内
村
民
協
会
長
兼
主
任
児
童
委
員
の

秋
元
良
子
さ
ん
は
厳
し
い
現
実
を
話
し
ま

し
た
。

　そ
ん
な
中
、民
生
委
員
は
村
内
で
6
人
、

い
わ
き
市
で
2
人
、郡
山
市
で
2
人
で
の
訪

問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
村
民
で
見
守
り

を
行
う
べ
き
人
を
完
全
に
把
握
で
き
て
い
な

か
っ
た
た
め
、昨
年
の
12
月
か
ら
要
援
護
者

台
帳
を
作
成
し
始
め
ま
し
た
。
仮
設
住
宅

や
借
上
げ
住
宅
を
回
っ
て
も
帰
村
し
て
い
る

た
め
か
留
守
も
た
び
た
び
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
辺
り
も
今
後
把
握
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
」と
事
務
局
を
預
か
る
川
内
村
社
協

の
佐
藤
秀
子
さ
ん
。

　い
わ
き
市
と
郡
山
市
で
活
動
し
て
い
る
民

生
委
員
は
、生
活
支
援
相
談
員
と
情
報
交
換

し
た
り
、い
わ
き
市
に
お
け
る
借
上
げ
住
宅

の
訪
問
活
動
は
生
活
支
援
相
談
員
と
一
緒

に
行
う
な
ど
、協
力
し
合
い
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
村
内
で
は
、帰
村
し
た
高

齢
者
向
け
に
社
協
が
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る
サ
ロ
ン
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。「
参
加

者
の
方
は
お
友
達
と
会
え
る
サ
ロ
ン
を
楽

し
み
に
し
て
い
て
、も
っ
と
開
催
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
少
な
く
て
寂
し
い
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
が
、こ
う
し
た
交
流
の
場
が
き
ち
ん
と

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、安

心
し
て
戻
っ
て
き
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
」と
秋
元
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。　今回

紹
介
し
た
市
町
村
の
ほ
か
に

も
、多
く
の
民
生
委
員
が
被
災
者
支
援

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

相
談
件
数
の
増
加
や
移
動
の
問
題
な

ど
、民
生
委
員
一
人
ひ
と
り
の
負
担
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
、継
続
的
な
支
援
活
動
を
展
開
し
て

い
く
た
め
に
、避
難
先
の
民
児
協
や
他

機
関
な
ど
と
協
働
・
連
携
で
き
る
取
り

組
み
を
、福
島
県
民
生
児
童
委
員
協
議

会
で
は
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

帰
村
住
民・避
難
住
民

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
支
援
を

「
帰
村
宣
言
」か
ら
1
年
が
経
過
し
た
川
内
村
。

と
は
言
え
完
全
帰
村
し
た
村
民
は
2
割
程
度

で
、そ
の
7
割
近
く
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

い
う
状
況
の
中
、民
生
委
員
に
よ
る
寄
り
添
っ
た

活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
内
村
民
生
委
員
協
議
会

避
難
先
で
の
生
活
に
慣
れ
た

こ
と
も
帰
村
し
な
い
理
由
に

交
流
の
場
を
設
け
て
い
る
の
で

安
心
し
て
戻
っ
て
ほ
し
い

川内村
避難状況

援
を村

。

福島市
34人

郡山市
1,356人

いわき市
385人

川内村
425人

福福島市
3

1

福島市
34人

村
人

田村市
135人

郡山市
1,356

市
6人
市
人

市き市いわ
人5人385

村川内村川川
人25人42

田村市
135人135人
小野町
65人

「村民の方は震災に関する
話をあまりしなくなりまし
た。表情も明るくなったと
感じます」と川内村社協の
佐藤秀子さん。

「村の将来を担う子どもの
帰還をどのように進める
べきかも大きな課題です」
と川内村民協会長兼主任
児童委員の秋元良子さん。

避難者数
上位6市町村

平成25年2月1日現在（川内村ホームページより）

あ
き
も
と
よ
し 

こ

さ 

と
う
ひ
で 

こ

県内避難者 2,512人 県外避難者 
526人
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　「仮
設
住
宅
に
２
年
間
暮
ら
し
て
み
て
思

う
こ
と
は
、隣
近
所
が
も
の
す
ご
く
近
く
て

周
囲
に
気
を
遣
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
壁
も

薄
く
て
、隣
の
テ
レ
ビ
の
音
が
気
に
な
る
ぐ

ら
い
の
距
離
感
。
で
す
か
ら
二
人
と
も
あ
ま

り
話
さ
な
い
で
静
か
に
し
て
い
ま
す
」と
奥
様

の
シ
ツ
エ
さ
ん
。
仮
設
住
宅
で
は
長
屋
の
よ

う
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
、お
互
い

の
様
子
が
つ
ぶ
さ
に
分
か
り
合
え
る
一
方
で
、

狭
い
生
活
環
境
か
ら
く
る
閉
塞
感
も
日
々
増

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「矢
吹
町
の
こ
こ
の
仮
設
住
宅
に
は
、浜
通

り
か
ら
避
難
し
た
方
、町
内
の
一
戸
建
て
あ
る

い
は
ア
パ
ー
ト
か
ら
避
難
し
た
方
が
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
や
思
い
も
異
な
り
ま

す
か
ら
、仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
と
打
ち

解
け
る
ま
で
に
は
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
。こ

ち
ら
が
オ
ー
プ
ン
で
も
相
手
が
オ
ー
プ
ン
と

は
限
ら
な
い
し
ね
…
」と
ご

主
人
の
誠
さ
ん
。
再
建
計

画
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、

「
35
年
間
暮
ら
し
た
自
宅
は

今
は
更
地
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
も
も
う
す
ぐ
70

歳
。
家
を
建
て
た
い
と
い

う
希
望
は
あ
る
け
れ
ど
、今

さ
ら
ロ
ー
ン
も
組
め
な
い
し
、そ
の
後
の
生
活

の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
で
す
」。

　二
人
は
昨
年
、白
河
市
で
被
災
し
た
シ
ツ

エ
さ
ん
の
母
親
を
仮
設
住
宅
に
よ
び
、４
カ

月
生
活
を
共
に
し
ま
し
た
が
、環
境
の
急
激

な
変
化
も
あ
っ
て
体
調
を
崩
さ
れ
、考
え
た
末

に
福
祉
施
設
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。「
あ
の
頃
が
一
番
辛
か
っ
た
で
す
。
母
の

面
倒
を
看
な
が
ら
、自
分
た
ち
の
老
後
の
こ

と
も
否
応
な
く
考
え
て
し
ま
っ
て
。
精
神
的

に
も
参
っ
て
し
ま
っ
て
寝
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
」と
シ
ツ
エ
さ
ん
は
振
り
返
り

ま
す
。

　松
谷
さ
ん
ご
夫
婦
の
よ
う
に
、津
波
や
放

射
能
で
は
な
く
、地
震
被
害
で
の
避
難
の
場

合
、行
政
か
ら
の
補
償
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が

現
状
で
す
。「
な
ぜ
ウ
チ
だ
け
と
い
う
気
持
ち

は
あ
り
ま
す
。
今
は
３
歩
進
ん
で
２
歩
下
が

る
感
じ
で
す
」と
、誠
さ
ん
は
住
宅
再
建
へ
の

行
政
支
援
が
な
い
中
で
、前
向
き
に
生
活
を

再
建
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
い
て
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
に
よ
る
仮
設・借
上
げ
住

宅
へ
の
入
居
状
況
を
見
て
み
る
と
、仮
設
住

宅
は
１
万
４
５
４
６
戸
、借
上
げ
住
宅
は
２

万
４
５
７
５
戸
と
な
っ
て
い
ま
す（
平
成
25

年
３
月
14
日
現
在
／
福
島
県
災
害
対
策
本

部
）。震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
て
、こ
れ
ら
の

入
居
戸
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、一

方
で
は
生
活
再
建
に
向
け
て
自
立
す
る
こ

と
が
難
し
い
世
帯
が
未
だ
に
多
い
こ
と
も

事
実
で
す
。

　県
社
協
で
は
、市
町
村
社
協
に
配
置
さ
れ

て
い
る
生
活
支
援
相
談
員
１
９
６
名
を
対
象

に
調
査（
調
査
期
間
／
平
成
25
年
２
月
４
日

〜
２
月
15
日
）を
実
施
し
ま
し
た
。
第
一
回

の
調
査
結
果
と
比
較
し
な
が
ら
、避
難
住
民

が
抱
え
る
不
安
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き

た
の
か
を
見
て
み
ま
す
。

　
　
　
　
　は
、「
避
難
住
民
が
日
々
の
生

活
に
お
い
て
感
じ
て
い
る
不
安
」の
変
化
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
今
回
の
結
果
を
見
て

み
る
と
、仮
設
住
宅
と
借
上
げ
住
宅
の
ど
ち

ら
も「
先
の
見
通
し
が
不
安
」が
最
も
多
い

回
答
で
し
た
。
仮
設
住
宅
で
は「
居
住
の
継

続
」と
い
う
不
安
が
あ
り
、次
に
住
む
場
所
が

は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
と
表
裏
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
借
上
げ
住
宅
で
は「
孤

独
感・孤
立
」、「
情
報
の
不
足
」も
不
安
内
容

と
し
て
多
く
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
情

報
の
不
足
は
、昨
年
の
調
査
結
果
か
ら
も
明

ら
か
に
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
で
し
た
が
、借

上
げ
住
宅
に
対
す
る
情
報
を
提
供
す
る
仕
組

み
や
体
制
づ
く
り
が
、震
災
後
あ
ま
り
進
ん

で
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
　
　
　

　

　東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。県
内
で
は
未
だ
多
く
の
住
民
が
仮
設
住
宅

や
借
上
げ
住
宅
等
に
身
を
寄
せ
、先
行
き
の
見
え
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。避
難
先
の

生
活
で
は
、こ
れ
ま
で
の
不
安
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新
た
に
顕
在
化
し
て

い
る
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　県
社
協
で
は
、「
生
活
支
援
相
談
員
活
動
か
ら
見
る
避
難
住
民
生
活
の
現
状
調
査（
第
二

回
）」を
平
成
23
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
、避
難
住
民
の
生
活
不
安
や
課
題
な
ど
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。今
月
号
で
は
、こ
の
調
査
結
果
よ
り
長
期
化
す
る
避
難
生
活
に
対
し
て
、今
後

１
年
程
度
を
目
安
と
し
た
具
体
的
な
支
援
策
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

特 集

震災から２年が経過する現在、避難住民が日々の
生活において感じている不安（上位３回答）
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震
災
か
ら
２
年
。
長
期
化
す
る
避
難
生
活
で
見
え
て
き
た
も
の

グ
ラ
フ
１

避
難
住
民
の
抱
え
る
生
活
不
安
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

震災から２年。長期化する避難生活で見えてきたもの

● 避難から現在まで ●
矢吹町内でも被害の大きかった
滝八幡地区で被災。ご夫婦とも
に怪我はなかったものの、自宅
の全壊により同町の仮設住宅に
震災直後の４月より入居。現
在、生活再建に向けて模索して
います。

松谷　誠さん・
シツエさんご夫婦

矢吹町　

避難されている住民の方に現在の状況をお聞きしました避難されている住民の方に現在の状況をお聞きしました

　「矢
吹
町
の
こ
の
家
に
た
ど
り
着
い
た
と

き
は
、寂
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

遠
く
に
車
の
ヘッ
ド
ラ
イ
ト
が
流
れ
る
夜
の

風
景
を
見
て
い
る
と
、世
の
中
は
動
い
て
る

ん
だ
と
感
じ
、何
だ
か
自
分
た
ち
だ
け
が
取

り
残
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
…
」と
、奥
様
の
篤
子
さ
ん
。
そ
れ
で
も
震

災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
た
今
は
い
ろ
ん
な
こ
と

を
冷
静
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　ご
主
人
の
直
久
さ
ん
は
、大
熊
町
で
定
年
を

迎
え
、現
在
は
借
り
て
い
る
家
の
す
ぐ
前
に
あ

る
畑
で
、白
菜
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、小
松
菜
、ト
マ

ト
な
ど
季
節
に
あ
わ
せ
た
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。「
震
災
以
降
、あ
ご
ひ
げ
を
剃
って
な
い
ん

で
す
。
周
り
か
ら
は〝
怒
り
の
ヒ
ゲ
〞な
ん
て

呼
ば
れ
て
い
ま
す
け
ど
ね
。
生
活
を
奪
わ
れ

た
怒
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で

す
。
震
災
後
は
ふ
る
さ
と
で
の
生
活
再
建
を

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、大

熊
町
に
帰
れ
な
い
こ
と
が

はっ
き
り
と
分
かっ
た
の
で
、

今
で
は
す
べ
て
が
空
し
く
な

って
し
まって
、諦
め
の
感
情

が
強
い
で
す
」。

　大
熊
町
で
喫
茶
店
を
営

ん
で
い
た
篤
子
さ
ん
は
、「
お

店
は
町
の
人
た
ち
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、知
ら
な
い
人
同
士
が
ゆ
る
や

か
に
つ
な
が
って
い
ま
し
た
。
矢
吹
町
の
皆
さ

ん
は
と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
す
が
、自
分

た
ち
も
地
域
と
何
か
接
点
が
ほ
し
い
と
次
第

に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
現
在
、直
久
さ
ん
は
サ
ロ
ン
活
動
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、趣
味
の
尺
八

を
披
露
し
て
い
ま
す
。
篤
子
さ
ん
は
矢
吹
町

社
協
の
紹
介
で
保
育
園
の
お
手
伝
い
を
し
て

お
り
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
顔
に
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。

　二
人
は
今
後
に
つ
い
て「
将
来
的
に
は
、親

兄
弟
の
暮
ら
す
い
わ
き
市
で
の
生
活
を
考
え

て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
も
ど
ん
ど
ん
年
を
取

っ
て
し
ま
う
し
、体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
に
親
戚
が
近
く
に
い
た
方
が
何

か
と
安
心
で
す
か
ら
。
た
だ
復
興
住
宅
な
ど

自
分
た
ち
が
住
む
場
所
が
確
保
さ
れ
な
い
と

そ
れ
も
難
し
い
の
で
、今
は
本
当
に
一
日
を
ど

う
過
ご
す
か
だ
け
で
今
後
を
見
通
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

● 避難から現在まで ●
大熊町で被災。避難命令で川内
小学校へ避難。その後、川内村
の公民館、ビッグパレットふく
しま（郡山市）に避難し、友人の
紹介で当時空き家だった矢吹町
の家へ。現在、いわき市での生
活再建を検討中。

インタビュー

まつ   や 　　 まこと

椎名　直久さん・
篤子さんご夫婦

大熊町　
しい　な 　　 なお ひさ

あつ  こ

生
活
再
建
は
と
て
も
困
難

だ
け
ど
、夫
婦
で
助
け
合
っ
て

歩
ん
で
い
き
た
い

地
域
と
少
し
で
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、

元
気
を
取
り
戻
し
た
い

平成25年２月調査結果より

先の見通し

居住の継続

　健康面

116（62.4％）

20（10.8％）

8（4.3％）

先の見通し

　孤独感・孤立

　情報の不足

回答総数
173 

回答総数
140

回答総数
76 

50（26.9％）

38（20.4％）

31（16.7％）

借上げ住宅の場合

仮設住宅の場合

回答総数
186 

先の見通し

帰還の可否

住宅の再建

孤独感・孤立

先の見通し

居住の継続

参考 前年のアンケートより（はあとふる・ふくしま 2012年４月号掲載）
震災から１年が経過する現在、避難住民が
日々の生活において感じている不安（上位3回答）

仮
設
住
宅
の

場
合

借
上
げ

住
宅
の
場
合

75（53.6％）

14（10％）

14（10％）

24（31.6％）

22（28.9％）

8（10.5％）

震災から２年が経過してもなお、
仮設・借上げ住宅ともに
「先の見通し」が立たないことが課題に
　昨年行ったアンケートにおいても「先の見通し」への不
安は、全体の上位を占めました。仮設住宅においてのその
割合を見てみると、前年の53.6％（回答総数140に対し
て75）から、今回は62.4％（回答総数173に対して116/
　　　 ）に増加しています。また、前回は借上げ住宅の
場合、「孤独感・孤立」、「先の見通し」がほぼ同数の回答で
したが、今回は「先の見通し」が上位となっています。
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　「仮
設
住
宅
に
２
年
間
暮
ら
し
て
み
て
思

う
こ
と
は
、隣
近
所
が
も
の
す
ご
く
近
く
て

周
囲
に
気
を
遣
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
壁
も

薄
く
て
、隣
の
テ
レ
ビ
の
音
が
気
に
な
る
ぐ

ら
い
の
距
離
感
。
で
す
か
ら
二
人
と
も
あ
ま

り
話
さ
な
い
で
静
か
に
し
て
い
ま
す
」と
奥
様

の
シ
ツ
エ
さ
ん
。
仮
設
住
宅
で
は
長
屋
の
よ

う
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
、お
互
い

の
様
子
が
つ
ぶ
さ
に
分
か
り
合
え
る
一
方
で
、

狭
い
生
活
環
境
か
ら
く
る
閉
塞
感
も
日
々
増

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「矢
吹
町
の
こ
こ
の
仮
設
住
宅
に
は
、浜
通

り
か
ら
避
難
し
た
方
、町
内
の
一
戸
建
て
あ
る

い
は
ア
パ
ー
ト
か
ら
避
難
し
た
方
が
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
や
思
い
も
異
な
り
ま

す
か
ら
、仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
と
打
ち

解
け
る
ま
で
に
は
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
。こ

ち
ら
が
オ
ー
プ
ン
で
も
相
手
が
オ
ー
プ
ン
と

は
限
ら
な
い
し
ね
…
」と
ご

主
人
の
誠
さ
ん
。
再
建
計

画
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、

「
35
年
間
暮
ら
し
た
自
宅
は

今
は
更
地
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
も
も
う
す
ぐ
70

歳
。
家
を
建
て
た
い
と
い

う
希
望
は
あ
る
け
れ
ど
、今

さ
ら
ロ
ー
ン
も
組
め
な
い
し
、そ
の
後
の
生
活

の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
で
す
」。

　二
人
は
昨
年
、白
河
市
で
被
災
し
た
シ
ツ

エ
さ
ん
の
母
親
を
仮
設
住
宅
に
よ
び
、４
カ

月
生
活
を
共
に
し
ま
し
た
が
、環
境
の
急
激

な
変
化
も
あ
っ
て
体
調
を
崩
さ
れ
、考
え
た
末

に
福
祉
施
設
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。「
あ
の
頃
が
一
番
辛
か
っ
た
で
す
。
母
の

面
倒
を
看
な
が
ら
、自
分
た
ち
の
老
後
の
こ

と
も
否
応
な
く
考
え
て
し
ま
っ
て
。
精
神
的

に
も
参
っ
て
し
ま
っ
て
寝
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
」と
シ
ツ
エ
さ
ん
は
振
り
返
り

ま
す
。

　松
谷
さ
ん
ご
夫
婦
の
よ
う
に
、津
波
や
放

射
能
で
は
な
く
、地
震
被
害
で
の
避
難
の
場

合
、行
政
か
ら
の
補
償
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が

現
状
で
す
。「
な
ぜ
ウ
チ
だ
け
と
い
う
気
持
ち

は
あ
り
ま
す
。
今
は
３
歩
進
ん
で
２
歩
下
が

る
感
じ
で
す
」と
、誠
さ
ん
は
住
宅
再
建
へ
の

行
政
支
援
が
な
い
中
で
、前
向
き
に
生
活
を

再
建
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
い
て
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
に
よ
る
仮
設・借
上
げ
住

宅
へ
の
入
居
状
況
を
見
て
み
る
と
、仮
設
住

宅
は
１
万
４
５
４
６
戸
、借
上
げ
住
宅
は
２

万
４
５
７
５
戸
と
な
っ
て
い
ま
す（
平
成
25

年
３
月
14
日
現
在
／
福
島
県
災
害
対
策
本

部
）。震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
て
、こ
れ
ら
の

入
居
戸
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、一

方
で
は
生
活
再
建
に
向
け
て
自
立
す
る
こ

と
が
難
し
い
世
帯
が
未
だ
に
多
い
こ
と
も

事
実
で
す
。

　県
社
協
で
は
、市
町
村
社
協
に
配
置
さ
れ

て
い
る
生
活
支
援
相
談
員
１
９
６
名
を
対
象

に
調
査（
調
査
期
間
／
平
成
25
年
２
月
４
日

〜
２
月
15
日
）を
実
施
し
ま
し
た
。
第
一
回

の
調
査
結
果
と
比
較
し
な
が
ら
、避
難
住
民

が
抱
え
る
不
安
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き

た
の
か
を
見
て
み
ま
す
。

　
　
　
　
　は
、「
避
難
住
民
が
日
々
の
生

活
に
お
い
て
感
じ
て
い
る
不
安
」の
変
化
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
今
回
の
結
果
を
見
て

み
る
と
、仮
設
住
宅
と
借
上
げ
住
宅
の
ど
ち

ら
も「
先
の
見
通
し
が
不
安
」が
最
も
多
い

回
答
で
し
た
。
仮
設
住
宅
で
は「
居
住
の
継

続
」と
い
う
不
安
が
あ
り
、次
に
住
む
場
所
が

は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
と
表
裏
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
借
上
げ
住
宅
で
は「
孤

独
感・孤
立
」、「
情
報
の
不
足
」も
不
安
内
容

と
し
て
多
く
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
情

報
の
不
足
は
、昨
年
の
調
査
結
果
か
ら
も
明

ら
か
に
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
で
し
た
が
、借

上
げ
住
宅
に
対
す
る
情
報
を
提
供
す
る
仕
組

み
や
体
制
づ
く
り
が
、震
災
後
あ
ま
り
進
ん

で
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
　
　
　

　

　東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。県
内
で
は
未
だ
多
く
の
住
民
が
仮
設
住
宅

や
借
上
げ
住
宅
等
に
身
を
寄
せ
、先
行
き
の
見
え
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。避
難
先
の

生
活
で
は
、こ
れ
ま
で
の
不
安
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新
た
に
顕
在
化
し
て

い
る
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　県
社
協
で
は
、「
生
活
支
援
相
談
員
活
動
か
ら
見
る
避
難
住
民
生
活
の
現
状
調
査（
第
二

回
）」を
平
成
23
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
、避
難
住
民
の
生
活
不
安
や
課
題
な
ど
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。今
月
号
で
は
、こ
の
調
査
結
果
よ
り
長
期
化
す
る
避
難
生
活
に
対
し
て
、今
後

１
年
程
度
を
目
安
と
し
た
具
体
的
な
支
援
策
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

特 集

震災から２年が経過する現在、避難住民が日々の
生活において感じている不安（上位３回答）
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も
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避
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民
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る
生
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不
安
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

震災から２年。長期化する避難生活で見えてきたもの

● 避難から現在まで ●
矢吹町内でも被害の大きかった
滝八幡地区で被災。ご夫婦とも
に怪我はなかったものの、自宅
の全壊により同町の仮設住宅に
震災直後の４月より入居。現
在、生活再建に向けて模索して
います。

松谷　誠さん・
シツエさんご夫婦

矢吹町　

避難されている住民の方に現在の状況をお聞きしました避難されている住民の方に現在の状況をお聞きしました

　「矢
吹
町
の
こ
の
家
に
た
ど
り
着
い
た
と

き
は
、寂
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

遠
く
に
車
の
ヘッ
ド
ラ
イ
ト
が
流
れ
る
夜
の

風
景
を
見
て
い
る
と
、世
の
中
は
動
い
て
る

ん
だ
と
感
じ
、何
だ
か
自
分
た
ち
だ
け
が
取

り
残
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
…
」と
、奥
様
の
篤
子
さ
ん
。
そ
れ
で
も
震

災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
た
今
は
い
ろ
ん
な
こ
と

を
冷
静
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　ご
主
人
の
直
久
さ
ん
は
、大
熊
町
で
定
年
を

迎
え
、現
在
は
借
り
て
い
る
家
の
す
ぐ
前
に
あ

る
畑
で
、白
菜
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、小
松
菜
、ト
マ

ト
な
ど
季
節
に
あ
わ
せ
た
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。「
震
災
以
降
、あ
ご
ひ
げ
を
剃
って
な
い
ん

で
す
。
周
り
か
ら
は〝
怒
り
の
ヒ
ゲ
〞な
ん
て

呼
ば
れ
て
い
ま
す
け
ど
ね
。
生
活
を
奪
わ
れ

た
怒
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で

す
。
震
災
後
は
ふ
る
さ
と
で
の
生
活
再
建
を

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、大

熊
町
に
帰
れ
な
い
こ
と
が

はっ
き
り
と
分
かっ
た
の
で
、

今
で
は
す
べ
て
が
空
し
く
な

って
し
まって
、諦
め
の
感
情

が
強
い
で
す
」。

　大
熊
町
で
喫
茶
店
を
営

ん
で
い
た
篤
子
さ
ん
は
、「
お

店
は
町
の
人
た
ち
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、知
ら
な
い
人
同
士
が
ゆ
る
や

か
に
つ
な
が
って
い
ま
し
た
。
矢
吹
町
の
皆
さ

ん
は
と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
す
が
、自
分

た
ち
も
地
域
と
何
か
接
点
が
ほ
し
い
と
次
第

に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
現
在
、直
久
さ
ん
は
サ
ロ
ン
活
動
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、趣
味
の
尺
八

を
披
露
し
て
い
ま
す
。
篤
子
さ
ん
は
矢
吹
町

社
協
の
紹
介
で
保
育
園
の
お
手
伝
い
を
し
て

お
り
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
顔
に
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。

　二
人
は
今
後
に
つ
い
て「
将
来
的
に
は
、親

兄
弟
の
暮
ら
す
い
わ
き
市
で
の
生
活
を
考
え

て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
も
ど
ん
ど
ん
年
を
取

っ
て
し
ま
う
し
、体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
に
親
戚
が
近
く
に
い
た
方
が
何

か
と
安
心
で
す
か
ら
。
た
だ
復
興
住
宅
な
ど

自
分
た
ち
が
住
む
場
所
が
確
保
さ
れ
な
い
と

そ
れ
も
難
し
い
の
で
、今
は
本
当
に
一
日
を
ど

う
過
ご
す
か
だ
け
で
今
後
を
見
通
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

● 避難から現在まで ●
大熊町で被災。避難命令で川内
小学校へ避難。その後、川内村
の公民館、ビッグパレットふく
しま（郡山市）に避難し、友人の
紹介で当時空き家だった矢吹町
の家へ。現在、いわき市での生
活再建を検討中。

インタビュー

まつ   や 　　 まこと

椎名　直久さん・
篤子さんご夫婦

大熊町　
しい　な 　　 なお ひさ

あつ  こ

生
活
再
建
は
と
て
も
困
難

だ
け
ど
、夫
婦
で
助
け
合
っ
て

歩
ん
で
い
き
た
い

地
域
と
少
し
で
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、

元
気
を
取
り
戻
し
た
い

平成25年２月調査結果より

先の見通し

居住の継続

　健康面

116（62.4％）

20（10.8％）

8（4.3％）

先の見通し

　孤独感・孤立

　情報の不足

回答総数
173 

回答総数
140

回答総数
76 

50（26.9％）

38（20.4％）

31（16.7％）

借上げ住宅の場合

仮設住宅の場合

回答総数
186 

先の見通し

帰還の可否

住宅の再建

孤独感・孤立

先の見通し

居住の継続

参考 前年のアンケートより（はあとふる・ふくしま 2012年４月号掲載）
震災から１年が経過する現在、避難住民が
日々の生活において感じている不安（上位3回答）

仮
設
住
宅
の

場
合

借
上
げ

住
宅
の
場
合

75（53.6％）

14（10％）

14（10％）

24（31.6％）

22（28.9％）

8（10.5％）

震災から２年が経過してもなお、
仮設・借上げ住宅ともに
「先の見通し」が立たないことが課題に
　昨年行ったアンケートにおいても「先の見通し」への不
安は、全体の上位を占めました。仮設住宅においてのその
割合を見てみると、前年の53.6％（回答総数140に対し
て75）から、今回は62.4％（回答総数173に対して116/
　　　 ）に増加しています。また、前回は借上げ住宅の
場合、「孤独感・孤立」、「先の見通し」がほぼ同数の回答で
したが、今回は「先の見通し」が上位となっています。

グラフ１
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　仮
設
住
宅
、借
上
げ
住
宅
の
避
難
者
へ
の

支
援
は
今
、「
物
資
」か
ら「
心
」の
支
援
へ
と

移
行
し
て
い
ま
す
。
被
災
者
は
生
活
再
建
、

就
労
、育
児
や
家
族
介
護
の
不
安
、そ
し
て

自
ら
の
老
後
生
活
へ
の
不
安
な
ど
の
多
く
の

不
安
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一

方
で
、避
難
先
の
不
慣
れ
な
土
地
や
新
し
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
孤
立
や
孤
独

感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
方

も
い
ま
す
。
生
活
支
援
相
談
員
は
こ
う
し

た
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　下
記
の
　
　
　
　
　
　
　の
調
査
結
果

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、生
活
支
援
相
談
員

は
、避
難
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、保

健
師・看
護
師
な
ど
と
の
連
携
が
今
後
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
初
め
て
自
分
の
血
圧
が
異
常
に
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
、避
難
者
の
健
康
管
理
は
今
後
継
続
的

な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
で
す
。
ま
た
、
生
活
支
援
相
談
員

と
し
て
、仮
設
住
宅
で
は
安
否
確
認・見
守

り
訪
問
活
動
を
中
心
に
し
な
が
ら
、自
立
生

活
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
性
が
あ

り
、借
上
げ
住
宅
で
は
孤
独・孤
立
を
防
止

す
る
取
り
組
み
が
今
最
も
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
の
見
通
し
の
説
明

や
、復
興
住
宅
の
建
設
な
ど
に
関
す
る
正
確

な
情
報
提
供
が
行
政
機
関
に
対
し
て
提
案

す
べ
き
こ
と
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
地
域
に
暮
ら
す
人
全
員
が
サ
ポ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
避
難
者
が
本
来
持
っ
て
い
る

「
自
立
す
る
力
」を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
支
援

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
喪
失
感
か

ら
ま
だ
抜
け
き
れ
ず
、避
難
先
の
地
域
で
孤

立
し
て
い
る
方
が
ま
だ
い
ま
す
。
そ
し
て
先

の
見
通
し
が
立
た
ず
、新
し
い
生
活
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
多
い

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、避
難
者

の
不
安
や
悩
み
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
１
年
は
生
活
支
援
相
談
員
を
中

心
と
し
て
、関
係
す
る
職
種
や
機
関
そ
し

て
、地
域
の
人
た
ち
と
も
連
携
し
な
が
ら
一

人
ひ
と
り
の
実
態
に
寄
り
添
う
自
立
支
援
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、避
難
者

の
心
を
ゆ
っ
く
り
と
ほ
ぐ
す
こ
と
、そ
し
て
次

の
生
活
に
向
け
て
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特 集

い
ま
求
め
ら
れ
る
の
は
、

次
の
生
活
に
向
け
た「
心
」の
支
援

　「矢
吹
町
に
は
仮
設
住
宅
の
入
居
世
帯
が
70

戸
あ
り
、借
上
げ
住
宅
に
避
難
さ
れ
て
い
る
世

帯
は
私
た
ち
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
28
戸

あ
り
ま
す
。
訪
問
は
二
人
一
組
で
行
い
、月
１

回
は
全
戸
訪
問
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
は
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
保
健
師
さ
ん

か
ら
依
頼
を
受
け
て
、見
守
り
が
必
要
な
方
や

入
院
さ
れ
た
方
な
ど
を
中
心
に
訪
問
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、生
活

支
援
相
談
員
の
長
田
百
合
子
さ
ん
。

　仮
設
住
宅
は
相
談
員
と
し
て
気
軽
に
訪
問

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、借
上
げ
住
宅
の
場

合
、訪
問
し
た
く
て
も
個
人
情
報
保
護
法
の
壁

も
あ
り
、他
町
村
か
ら
の
避
難
者
が
ど
こ
に
住

ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
今

も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　地
元
病
院
の
精
神
科
に
33
年
間
勤
め
た
経

験
の
あ
る
坂
路
さ
ん
は
、退
職
後
に
生
活
支
援

相
談
員
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
現
在
の
避

難
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
坂
路
さ
ん
は
、「
被

災
者
の
皆
さ
ん
は
、当
た
り
前
の
こ
と
が
当

た
り
前
で
な
く
な
っ
た
人
た
ち
ば
か
り
。
そ

の
喪
失
感
は
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。
震
災
の
喪

失
感
か
ら
立
ち
上
が
る
時
間
が
１
年
か
か
る

方
も
い
れ
ば
、５
年
、10
年
か
か
る
方
も
い

る
。
も
し
く
は
一
生
と
い
う
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
こ
の
喪
失
感
を
ゆ
っ
く

り
受
け
止
め
な
が
ら
、し
か
し
、生
活
支
援
相

談
員
と
し
て
手
を
差
し
伸
べ
る
だ
け
で
は

な
く
、
避
難
者
の
背
中
を
押
す
時
期
に
来

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　仮
設
住
宅
で
は
「
支
援
慣
れ
」
が
問
題
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
田
さ
ん
は
「
震

災
直
後
は
救
済
の
意
味
も
あ
っ
て
物
資
配

布
な
ど
の
支
援
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、

一
方
的
に
居
心
地
の
良
い
支
援
を
続
け
て

生活支援相談員に避難者の「今」についてお聞きしました生活支援相談員に避難者の「今」についてお聞きしました
取材協力／生活支援相談員・坂路　美江子さん・長田　百合子さん（矢吹町）

し
ま
う
と
、
避
難
者
の
自
立
を
逆
に
阻
ん

で
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

の
加
減
は
と
て
も
難
し
い
で
す
」
と
話
し
ま

す
。
現
在
、
矢
吹
町
で
開
催
す
る
サ
ロ
ン
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
避
難

さ
れ
て
い
る
住
民
自
ら
が
積
極
的
に
参
加

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
支
援
を
受
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
か
ら
地
域
と
つ

な
が
っ
て
い
け
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　訪
問
先
で
は
い
つ
も
笑
顔
が
絶
え
な
い
長

田
さ
ん
と
坂
路
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
避
難
者

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
不
安
や
孤
独
感
が
あ
る
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
の
は
、
自
立
に
向

け
た
具
体
的
な
言
葉
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い

か
ら
。
生
活
支
援
相
談
員
は
ね
、
訪
問
す
る

と
き
は
笑
顔
で
ノ
ッ
ク
し
て
、
避
難
者
の
大
変

で
つ
ら
い
話
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た
あ
と

は
、
最
後
に
笑
っ
て
い
た
だ
い
て
次
に
つ
な

ぐ
。
笑
う
と
ほ
ら
、
肯
定
的
な
気
持
ち
に
な
る

で
し
ょ
。
明
る
い
未
来
が
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
前

に
進
む
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
す
」
と
坂
路
さ

ん
が
話
す
と
、
長
田
さ
ん
も
「
坂
路
さ
ん
は
話

を
受
け
止
め
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
倍
に
し
て

返
し
ち
ゃ
う
か
ら
ね
！
」
と
ひ
と
言
。
避
難
者

の
不
安
を
吹
き
飛
ば
す
元
気
な
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

インタビュー

被
災
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る

だ
け
で
は
な
く
、

背
中
を
押
す
時
期
に

た
く
さ
ん
笑
っ
て
肯
定
的
な

気
持
ち
に
な
れ
ば
、

き
っ
と
前
に
進
め
る
は
ず

さか　じ 　　　  み　  え　 こ おさ　だ 　　　  ゆ　  り　 こ

震災から２年。長期化する避難生活で見えてきたもの

グ
ラ
フ
2・3
・
4

生活支援相談員と連携が必要な職種（上位３回答）グラフ2

保健師・看護師

行政職員

仮設連絡員
（仮設住居管理人）

88（47.3％）

29（15.6％）

25（13.4％）

　保健師・看護師

　行政職員

民生委員・児童委員

76（40.6％）

33（17.7％）

28（15.1％）

借上げ住宅の場合

回答総数
186仮設住宅の場合

生活支援相談員が行うべき活動で最も大切だと考えること（上位３回答）グラフ3

安否確認・
見守り訪問活動

自立支援

傾聴

49（26.3％）

35（18.8％）

26（14.0％）

孤独・孤立の防止
安否確認・

見守り訪問活動
傾聴

34（18.3％）

30（16.1％）

22（11.8％）

借上げ住宅の場合仮設住宅の場合

行政機関等に対して提案すべき事項（上位３回答）グラフ4

今後の見通しの説明

復興住宅の建設
定期的な行政説明／

住環境の改善

47（25.3％）

34（18.3％）

ともに12（6.5％）

今後の見通しの説明

速やかで正しい情報提供

住宅再建への支援

43（23.1％）

34（18.3％）

13（7.0％）

借上げ住宅の場合仮設住宅の場合

（写真左） （写真右）
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　仮
設
住
宅
、借
上
げ
住
宅
の
避
難
者
へ
の

支
援
は
今
、「
物
資
」か
ら「
心
」の
支
援
へ
と

移
行
し
て
い
ま
す
。
被
災
者
は
生
活
再
建
、

就
労
、育
児
や
家
族
介
護
の
不
安
、そ
し
て

自
ら
の
老
後
生
活
へ
の
不
安
な
ど
の
多
く
の

不
安
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一

方
で
、避
難
先
の
不
慣
れ
な
土
地
や
新
し
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
孤
立
や
孤
独

感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
方

も
い
ま
す
。
生
活
支
援
相
談
員
は
こ
う
し

た
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　下
記
の
　
　
　
　
　
　
　の
調
査
結
果

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、生
活
支
援
相
談
員

は
、避
難
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、保

健
師・看
護
師
な
ど
と
の
連
携
が
今
後
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
初
め
て
自
分
の
血
圧
が
異
常
に
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
、避
難
者
の
健
康
管
理
は
今
後
継
続
的

な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
で
す
。
ま
た
、
生
活
支
援
相
談
員

と
し
て
、仮
設
住
宅
で
は
安
否
確
認・見
守

り
訪
問
活
動
を
中
心
に
し
な
が
ら
、自
立
生

活
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
性
が
あ

り
、借
上
げ
住
宅
で
は
孤
独・孤
立
を
防
止

す
る
取
り
組
み
が
今
最
も
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
の
見
通
し
の
説
明

や
、復
興
住
宅
の
建
設
な
ど
に
関
す
る
正
確

な
情
報
提
供
が
行
政
機
関
に
対
し
て
提
案

す
べ
き
こ
と
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
地
域
に
暮
ら
す
人
全
員
が
サ
ポ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
避
難
者
が
本
来
持
っ
て
い
る

「
自
立
す
る
力
」を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
支
援

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
喪
失
感
か

ら
ま
だ
抜
け
き
れ
ず
、避
難
先
の
地
域
で
孤

立
し
て
い
る
方
が
ま
だ
い
ま
す
。
そ
し
て
先

の
見
通
し
が
立
た
ず
、新
し
い
生
活
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
多
い

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、避
難
者

の
不
安
や
悩
み
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
１
年
は
生
活
支
援
相
談
員
を
中

心
と
し
て
、関
係
す
る
職
種
や
機
関
そ
し

て
、地
域
の
人
た
ち
と
も
連
携
し
な
が
ら
一

人
ひ
と
り
の
実
態
に
寄
り
添
う
自
立
支
援
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、避
難
者

の
心
を
ゆ
っ
く
り
と
ほ
ぐ
す
こ
と
、そ
し
て
次

の
生
活
に
向
け
て
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特 集

い
ま
求
め
ら
れ
る
の
は
、

次
の
生
活
に
向
け
た「
心
」の
支
援

　「矢
吹
町
に
は
仮
設
住
宅
の
入
居
世
帯
が
70

戸
あ
り
、借
上
げ
住
宅
に
避
難
さ
れ
て
い
る
世

帯
は
私
た
ち
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
28
戸

あ
り
ま
す
。
訪
問
は
二
人
一
組
で
行
い
、月
１

回
は
全
戸
訪
問
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
は
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
保
健
師
さ
ん

か
ら
依
頼
を
受
け
て
、見
守
り
が
必
要
な
方
や

入
院
さ
れ
た
方
な
ど
を
中
心
に
訪
問
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、生
活

支
援
相
談
員
の
長
田
百
合
子
さ
ん
。

　仮
設
住
宅
は
相
談
員
と
し
て
気
軽
に
訪
問

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、借
上
げ
住
宅
の
場

合
、訪
問
し
た
く
て
も
個
人
情
報
保
護
法
の
壁

も
あ
り
、他
町
村
か
ら
の
避
難
者
が
ど
こ
に
住

ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
今

も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　地
元
病
院
の
精
神
科
に
33
年
間
勤
め
た
経

験
の
あ
る
坂
路
さ
ん
は
、退
職
後
に
生
活
支
援

相
談
員
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
現
在
の
避

難
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
坂
路
さ
ん
は
、「
被

災
者
の
皆
さ
ん
は
、当
た
り
前
の
こ
と
が
当

た
り
前
で
な
く
な
っ
た
人
た
ち
ば
か
り
。
そ

の
喪
失
感
は
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。
震
災
の
喪

失
感
か
ら
立
ち
上
が
る
時
間
が
１
年
か
か
る

方
も
い
れ
ば
、５
年
、10
年
か
か
る
方
も
い

る
。
も
し
く
は
一
生
と
い
う
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
こ
の
喪
失
感
を
ゆ
っ
く

り
受
け
止
め
な
が
ら
、し
か
し
、生
活
支
援
相

談
員
と
し
て
手
を
差
し
伸
べ
る
だ
け
で
は

な
く
、
避
難
者
の
背
中
を
押
す
時
期
に
来

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　仮
設
住
宅
で
は
「
支
援
慣
れ
」
が
問
題
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
田
さ
ん
は
「
震

災
直
後
は
救
済
の
意
味
も
あ
っ
て
物
資
配

布
な
ど
の
支
援
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、

一
方
的
に
居
心
地
の
良
い
支
援
を
続
け
て

生活支援相談員に避難者の「今」についてお聞きしました生活支援相談員に避難者の「今」についてお聞きしました
取材協力／生活支援相談員・坂路　美江子さん・長田　百合子さん（矢吹町）

し
ま
う
と
、
避
難
者
の
自
立
を
逆
に
阻
ん

で
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

の
加
減
は
と
て
も
難
し
い
で
す
」
と
話
し
ま

す
。
現
在
、
矢
吹
町
で
開
催
す
る
サ
ロ
ン
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
避
難

さ
れ
て
い
る
住
民
自
ら
が
積
極
的
に
参
加

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
支
援
を
受
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
か
ら
地
域
と
つ

な
が
っ
て
い
け
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　訪
問
先
で
は
い
つ
も
笑
顔
が
絶
え
な
い
長

田
さ
ん
と
坂
路
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
避
難
者

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
不
安
や
孤
独
感
が
あ
る
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
の
は
、
自
立
に
向

け
た
具
体
的
な
言
葉
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い

か
ら
。
生
活
支
援
相
談
員
は
ね
、
訪
問
す
る

と
き
は
笑
顔
で
ノ
ッ
ク
し
て
、
避
難
者
の
大
変

で
つ
ら
い
話
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た
あ
と

は
、
最
後
に
笑
っ
て
い
た
だ
い
て
次
に
つ
な

ぐ
。
笑
う
と
ほ
ら
、
肯
定
的
な
気
持
ち
に
な
る

で
し
ょ
。
明
る
い
未
来
が
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
前

に
進
む
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
す
」
と
坂
路
さ

ん
が
話
す
と
、
長
田
さ
ん
も
「
坂
路
さ
ん
は
話

を
受
け
止
め
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
倍
に
し
て

返
し
ち
ゃ
う
か
ら
ね
！
」
と
ひ
と
言
。
避
難
者

の
不
安
を
吹
き
飛
ば
す
元
気
な
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

インタビュー

被
災
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る

だ
け
で
は
な
く
、

背
中
を
押
す
時
期
に

た
く
さ
ん
笑
っ
て
肯
定
的
な

気
持
ち
に
な
れ
ば
、

き
っ
と
前
に
進
め
る
は
ず

さか　じ 　　　  み　  え　 こ おさ　だ 　　　  ゆ　  り　 こ

震災から２年。長期化する避難生活で見えてきたもの

グ
ラ
フ
2・3
・
4

生活支援相談員と連携が必要な職種（上位３回答）グラフ2

保健師・看護師

行政職員

仮設連絡員
（仮設住居管理人）

88（47.3％）

29（15.6％）

25（13.4％）

　保健師・看護師

　行政職員

民生委員・児童委員

76（40.6％）

33（17.7％）

28（15.1％）

借上げ住宅の場合

回答総数
186仮設住宅の場合

生活支援相談員が行うべき活動で最も大切だと考えること（上位３回答）グラフ3

安否確認・
見守り訪問活動

自立支援

傾聴

49（26.3％）

35（18.8％）

26（14.0％）

孤独・孤立の防止
安否確認・

見守り訪問活動
傾聴

34（18.3％）

30（16.1％）

22（11.8％）

借上げ住宅の場合仮設住宅の場合

行政機関等に対して提案すべき事項（上位３回答）グラフ4

今後の見通しの説明

復興住宅の建設
定期的な行政説明／

住環境の改善

47（25.3％）

34（18.3％）

ともに12（6.5％）

今後の見通しの説明

速やかで正しい情報提供

住宅再建への支援

43（23.1％）

34（18.3％）

13（7.0％）

借上げ住宅の場合仮設住宅の場合

（写真左） （写真右）

5 2013.4 42013.4
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今後についての提言 み
合
わ
な
い
世
帯
も
あ
る
」
な
ど
、
簡
単
に

は
解
決
で
き
な
い
内
容
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　ま
た
、「
選
択
し
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
の

重
さ
や
、揺
ら
ぎ
、揺
り
戻
し
が
あ
る
と
思
わ

れ
、
肯
定
的
に
受
容
す
る
相
談
援
助
が
必
要

と
思
わ
れ
る
」
と
今
後
も
寄
り
添
い
続
け
る

必
要
性
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
り
ま
し
た
。

　生
活
支
援
相
談
員
か
ら
見
る
避
難
住
民

の
実
態
と
し
て
、
住
民
の
生
活
上
の
課
題     

　
　
　
　は
、仮
設
で
は「
健
康
維
持
や
病

気
療
養
」
が
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
、
前
回
調

査
時
よ
り
も
10
％
近
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

長
期
化
す
る
仮
設
住
宅
で
の
避
難
生
活
で

は
、
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
住
宅
の
再
建
は
仮
設
・
借
上
げ
共
通
の

課
題
で
あ
り
、
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に

は
次
の
住
ま
い
確
保
が
必
要
で
す
。
借
上
げ

の
場
合
、「
情
報
の
不
足
」
は
前
回
調
査
か

ら
引
き
続
き
高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　感
謝
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
回
答
が
多

か
っ
た
の
は
、
仮
設
住
宅
の
場
合
は
「
近
隣

住
民
同
士
の
支
え
」
や
「
生
活
支
援
相
談
員

の
訪
問
」
な
ど
で
し
た
。
借
上
げ
で
は
、「
家

族
の
存
在
」、
そ
し
て
「
生
活
支
援
相
談
員

の
訪
問
」
な
ど
で
す
。
仮
設
・
借
上
げ
い
ず

れ
も
「
生
活
支
援
相
談
員
の
訪
問
」
に
つ
い

て
感
謝
し
て
い
る
と
い
う
回
答
の
割
合
が
前

回
調
査
よ
り
も
10
％
以
上
高
く
な
り
、
生
活

支
援
相
談
員
が
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　生
活
支
援
相
談
員
が
行
う
べ
き
活
動
で

最
も
大
切
だ
と
考
え
る
こ
と
　
　
　
　仮

設
住
宅
で
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
、
前
回
調

査
同
様
「
安
否
確
認
・
見
守
り
訪
問
活
動
」

で
し
た
。（
31
・
４
％
）。
避
難
が
長
期
化
す

る
ほ
ど
に
、
訪
問
活
動
の
大
切
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
い
で
「
自
立
支
援
」

（
22
・
７
％
）
で
い
ず
れ
も
前
回
よ
り
回

答
割
合
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　　生
活
支
援
相
談
員
は
、
避
難
生
活
を
送
る

人
た
ち
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
県
内
29
の
市

町
村
社
協
に
２
０
５
名
配
置
さ
れ
て
い
ま
す

（
調
査
時
）。
県
社
協
が
今
年
１
月
に
行
っ
た

調
査
で
は
、
１
８
５
人
（
90・２
％
）
か
ら

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　チ
ー
フ
生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
仮
設
住

宅
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
に
つ
い
て
の
回

答
（
自
由
記
述
）
で
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
へ
と
踏
み
出
し
て
い
く
世
帯
が
増
え
て
、

取
り
残
さ
れ
た
感
じ
を
受
け
る
人
が
出
て
き

た
」、「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
の
い
る
世
帯
が
残
さ
れ
て
い

る
」
と
い
っ
た
内
容
が
あ
り
、
仮
設
住
宅
に

残
る
住
民
の
焦
り
、
不
安
が
深
ま
っ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　同
じ
く
、
避
難
先
に
移
住
す
る
場
合
の
課

題
に
つ
い
て
の
回
答（
自
由
記
述
）
で
は
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
じ
め
る
の
か
」、

「
雪
・
道
路
状
況
・
交
通
機
関
な
ど
以
前
住

ん
で
い
た
土
地
と
違
う
環
境
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」、「
特
に
高
齢
者
は
環
境
の

変
化
に
身
体
が
つ
い
て
い
か
な
い
」、「
生
活

す
る
場
所
の
決
定
な
ど
、
家
族
間
で
さ
え
か

懸
念
さ
れ
る
健
康
へ
の
影
響

仮
設
住
宅
で
の
変
化

定
着
し
て
き
た
見
守
り

定
住
す
る
場
合
も
課
題
が

　県社協では、今年１月に三回目となる「生活支援相談員活動から見る避難住民生活の現状調査」
を行いました。避難生活により添い続けてきた生活相談支援員は、３年の変化をどうとらえている
のでしょうか。また、調査の結果から今後どのような支援が必要とされるのかを探ります。

生活支援相談員が受け止めた
避難生活とこれから
～「生活支援相談員から見る避難住民の現状調査（第三回）」～

震災から３年、ふくしまの いま①

　借
上
げ
住
宅
で
は
「
孤
独
・
孤
立
の
防

止
」
が
最
も
多
く
（
22
・
２
％
）、
次
い
で

「
安
否
確
認
・
見
守
り
訪
問
活
動
」（
17
・

８
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　復
興
公
営
住
宅
の
具
体
化
や
避
難
先
で
の

定
住
を
決
め
る
人
が
い
る
一
方
で
、
い
ま
だ

大
半
は
仮
設
住
宅
や
借
上
げ
住
宅
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
要
介
護
者

が
増
え
、
世
帯
分
離
が
進
み
、
各
種
依
存
症

な
ど
の
問
題
な
ど
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
今
後
も
生
活
支
援
相
談
員
の

見
守
り
活
動
に
は
、
さ
ら
な
る
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
今
回
の
震
災
で
は
、
原
発
事
故
に
よ
り

知
ら
な
い
土
地
に
避
難
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
中
越
地
震

と
は
違
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
離
れ

て
暮
ら
す
人
た
ち
の
不
安
に
寄
り
添
っ
て
き

た
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
の
意
義
は
大
き

か
っ
た
は
ず
で
す
」
と
筒
井
さ
ん
。

　「
今
後
は
、
仮
設
住
宅
に
は
身
体
の
弱
っ

た
高
齢
者
な
ど
、
よ
り
支
援
が
必
要
な
方
た

ち
が
残
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
生
活
支

援
相
談
員
は
、
と
り
残
さ
れ
感
を
持
つ
人
に 

〝
私
た
ち
は
変
わ
ら
ず
に
見
守
り
ま
す
〞
と

伝
え
続
け
、
精
神
的
な
支
え
に
な
る
こ
と
が

大
切
で
す
」。

　中
越
地
震
で
は
、
復
興
公
営
住
宅
に
移
っ

た
後
も
、
生
活
支
援
相
談
員
が
見
守
り
を
続

け
ま
し
た
。
一
方
、
福
島
県
で
は
、
避
難
先

が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
民
生
委
員
等

と
連
携
す
る
町
村
も
あ
り
ま
す
。
筒
井
さ
ん

は
、「
生
活
支
援
相
談
員
が
ず
っ
と
全
員
を

訪
問
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、
個
別
に
調
整

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
」と
考
え
て
い
ま

す
。「
見
守
り
を
含
め
、
仮
設
や
借
上
げ
を

出
た
後
の〝
復
興
支
援
プ
ラ
ン
〞と
い
う
よ
う

な
も
の
を
本
人
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
け
る

の
が
理
想
で
す
ね
」
。

　後
藤
さ
ん
は
、「
ず
っ
と
寄
り
添
っ
て
き
た

存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
一

緒
に
描
い
て
い
け
る
は
ず
」
と
話
し
ま
す
。

「
途
切
れ
な
い
支
援
の
た
め
に
も
、
生
活
支

援
相
談
員
の
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
が
、
と

て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
」
。

　〝復
興
支
援
プ
ラ
ン
〞を
立
て
る
た
め
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、社
会
保
障
や
就
労
支
援
に
つ
な

ぐ
た
め
の
知
識
。二
人
は「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が

チ
ー
ム
に
必
要
に
な
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

グ
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こ
れ
か
ら
を
一
緒
に
考
え
る
〝
復
興
支
援
プ
ラ
ン
〞を

生
活
支
援
相
談
員
の
各
種
研
修
を
担
う
と
と
も
に
、
昨
年
３
月
に
は
「
生
活
相
談
員

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る
な
ど
、
立
ち
上
げ
時
か
ら
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
に

関
わ
っ
て
き
た
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
。
そ
の
理
事
を
務
め
る

お
二
人
に
、
今
後
の
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特定非営利活動法人
日本ボランティアコーディネーター協会

ご とう ま り こ つつ い
代表理事（龍谷大学教授）
筒井のり子さん（右）

理事・事務局長
後藤麻理子さん（左）

住民の生活上の課題（仮設住宅）
グラフ1

15.1
10.8

住環境の
悪化

1.1
3.2

就労の場の
確保

7
17.7

運動不足・
体力低下

11.9
8.1

住民間の
トラブル

1.1
2.7

移動手段の
確保

3.2
3.8

高齢者の
介護

24.9
15.6

健康維持や
病気療養

0 10 20 30

17.8
19.9住宅の再建

1.1
0.5情報の不足

8.1
5.9

近隣住民との
人間関係

1.6
4.3その他

7
7.5無回答

0 10 20 30

住民の生活上の課題（借上げ住宅）
4.3
3.2

住環境の
悪化

1.6
4.3

就労の場の
確保

7.6
8.6

運動不足・
体力低下

0
0.5

住民間の
トラブル

7
2.7

移動手段の
確保

3.2
2.2

高齢者の
介護

10.8
5.9

健康維持や
病気療養

0 10 20 30

22.7
18.3住宅の再建

21.1
22.0情報の不足

12.4
9.7

近隣住民との
人間関係

2.2
6.5その他

7
16.1無回答

0 10 20 30

回答数　26年172件
　　　　25年172件

回答数　26年172件　
　　　　25年156件

平成26年
平成25年

31.4
26.3

安否確認・
見守り訪問活動

22.7
18.8自立支援

9.2
14.0傾聴

8.1
6.5

関係機関・
支援へのつなぎ

2.2
1.6

住民同士の
つながりづくり

2.7
0.5心のケア

11.9
12.9

孤独・孤立の
防止

0 10 20 30

0.5
0

コミュニティ
づくり

1.6
5.4

生きがい
づくり

1.6
3.2

体力低下
防止

0.5
0.5情報提供

1.1
2.7その他

6.5
7.5　無回答

0 10 20 30
回答数　26年173件　
　　　　25年172件

17.8
16.1

安否確認・
見守り訪問活動

5.4
7.0自立支援

10.8
11.8傾聴

10.3
4.8

関係機関・
支援へのつなぎ

5.9
5.9

住民同士の
つながりづくり

2.7
1.1心のケア

22.2
18.3

孤独・孤立の
防止

0 10 20 30

8.1
4.3

コミュニティ
づくり

1.1
4.3

生きがい
づくり

1.1
1.1

体力低下
防止

7.6
8.1情報提供

0.5
2.2その他

6.5
15.1　無回答

0 10 20 30
回答数　26年173件　
　　　　25年158件

平成26年 平成25年

生活支援相談員が行うべき活動で最も大切だと考えること（仮設住宅）
グラフ2

生活支援相談員が行うべき活動で最も大切だと考えること（借上げ住宅）
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今後についての提言 み
合
わ
な
い
世
帯
も
あ
る
」
な
ど
、
簡
単
に

は
解
決
で
き
な
い
内
容
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　ま
た
、「
選
択
し
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
の

重
さ
や
、揺
ら
ぎ
、揺
り
戻
し
が
あ
る
と
思
わ

れ
、
肯
定
的
に
受
容
す
る
相
談
援
助
が
必
要

と
思
わ
れ
る
」
と
今
後
も
寄
り
添
い
続
け
る

必
要
性
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
り
ま
し
た
。

　生
活
支
援
相
談
員
か
ら
見
る
避
難
住
民

の
実
態
と
し
て
、
住
民
の
生
活
上
の
課
題     

　
　
　
　は
、仮
設
で
は「
健
康
維
持
や
病

気
療
養
」
が
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
、
前
回
調

査
時
よ
り
も
10
％
近
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

長
期
化
す
る
仮
設
住
宅
で
の
避
難
生
活
で

は
、
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
住
宅
の
再
建
は
仮
設
・
借
上
げ
共
通
の

課
題
で
あ
り
、
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に

は
次
の
住
ま
い
確
保
が
必
要
で
す
。
借
上
げ

の
場
合
、「
情
報
の
不
足
」
は
前
回
調
査
か

ら
引
き
続
き
高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　感
謝
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
回
答
が
多

か
っ
た
の
は
、
仮
設
住
宅
の
場
合
は
「
近
隣

住
民
同
士
の
支
え
」
や
「
生
活
支
援
相
談
員

の
訪
問
」
な
ど
で
し
た
。
借
上
げ
で
は
、「
家

族
の
存
在
」、
そ
し
て
「
生
活
支
援
相
談
員

の
訪
問
」
な
ど
で
す
。
仮
設
・
借
上
げ
い
ず

れ
も
「
生
活
支
援
相
談
員
の
訪
問
」
に
つ
い

て
感
謝
し
て
い
る
と
い
う
回
答
の
割
合
が
前

回
調
査
よ
り
も
10
％
以
上
高
く
な
り
、
生
活

支
援
相
談
員
が
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　生
活
支
援
相
談
員
が
行
う
べ
き
活
動
で

最
も
大
切
だ
と
考
え
る
こ
と
　
　
　
　仮

設
住
宅
で
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
、
前
回
調

査
同
様
「
安
否
確
認
・
見
守
り
訪
問
活
動
」

で
し
た
。（
31
・
４
％
）。
避
難
が
長
期
化
す

る
ほ
ど
に
、
訪
問
活
動
の
大
切
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
い
で
「
自
立
支
援
」

（
22
・
７
％
）
で
い
ず
れ
も
前
回
よ
り
回

答
割
合
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　　生
活
支
援
相
談
員
は
、
避
難
生
活
を
送
る

人
た
ち
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
県
内
29
の
市

町
村
社
協
に
２
０
５
名
配
置
さ
れ
て
い
ま
す

（
調
査
時
）。
県
社
協
が
今
年
１
月
に
行
っ
た

調
査
で
は
、
１
８
５
人
（
90・２
％
）
か
ら

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　チ
ー
フ
生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
仮
設
住

宅
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
に
つ
い
て
の
回

答
（
自
由
記
述
）
で
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
へ
と
踏
み
出
し
て
い
く
世
帯
が
増
え
て
、

取
り
残
さ
れ
た
感
じ
を
受
け
る
人
が
出
て
き

た
」、「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
の
い
る
世
帯
が
残
さ
れ
て
い

る
」
と
い
っ
た
内
容
が
あ
り
、
仮
設
住
宅
に

残
る
住
民
の
焦
り
、
不
安
が
深
ま
っ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　同
じ
く
、
避
難
先
に
移
住
す
る
場
合
の
課

題
に
つ
い
て
の
回
答（
自
由
記
述
）
で
は
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
じ
め
る
の
か
」、

「
雪
・
道
路
状
況
・
交
通
機
関
な
ど
以
前
住

ん
で
い
た
土
地
と
違
う
環
境
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」、「
特
に
高
齢
者
は
環
境
の

変
化
に
身
体
が
つ
い
て
い
か
な
い
」、「
生
活

す
る
場
所
の
決
定
な
ど
、
家
族
間
で
さ
え
か

懸
念
さ
れ
る
健
康
へ
の
影
響

仮
設
住
宅
で
の
変
化

定
着
し
て
き
た
見
守
り

定
住
す
る
場
合
も
課
題
が

　県社協では、今年１月に三回目となる「生活支援相談員活動から見る避難住民生活の現状調査」
を行いました。避難生活により添い続けてきた生活相談支援員は、３年の変化をどうとらえている
のでしょうか。また、調査の結果から今後どのような支援が必要とされるのかを探ります。

生活支援相談員が受け止めた
避難生活とこれから
～「生活支援相談員から見る避難住民の現状調査（第三回）」～

震災から３年、ふくしまの いま①

　借
上
げ
住
宅
で
は
「
孤
独
・
孤
立
の
防

止
」
が
最
も
多
く
（
22
・
２
％
）、
次
い
で

「
安
否
確
認
・
見
守
り
訪
問
活
動
」（
17
・

８
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　復
興
公
営
住
宅
の
具
体
化
や
避
難
先
で
の

定
住
を
決
め
る
人
が
い
る
一
方
で
、
い
ま
だ

大
半
は
仮
設
住
宅
や
借
上
げ
住
宅
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
要
介
護
者

が
増
え
、
世
帯
分
離
が
進
み
、
各
種
依
存
症

な
ど
の
問
題
な
ど
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
今
後
も
生
活
支
援
相
談
員
の

見
守
り
活
動
に
は
、
さ
ら
な
る
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
今
回
の
震
災
で
は
、
原
発
事
故
に
よ
り

知
ら
な
い
土
地
に
避
難
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
中
越
地
震

と
は
違
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
離
れ

て
暮
ら
す
人
た
ち
の
不
安
に
寄
り
添
っ
て
き

た
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
の
意
義
は
大
き

か
っ
た
は
ず
で
す
」
と
筒
井
さ
ん
。

　「
今
後
は
、
仮
設
住
宅
に
は
身
体
の
弱
っ

た
高
齢
者
な
ど
、
よ
り
支
援
が
必
要
な
方
た

ち
が
残
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
生
活
支

援
相
談
員
は
、
と
り
残
さ
れ
感
を
持
つ
人
に 

〝
私
た
ち
は
変
わ
ら
ず
に
見
守
り
ま
す
〞
と

伝
え
続
け
、
精
神
的
な
支
え
に
な
る
こ
と
が

大
切
で
す
」。

　中
越
地
震
で
は
、
復
興
公
営
住
宅
に
移
っ

た
後
も
、
生
活
支
援
相
談
員
が
見
守
り
を
続

け
ま
し
た
。
一
方
、
福
島
県
で
は
、
避
難
先

が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
民
生
委
員
等

と
連
携
す
る
町
村
も
あ
り
ま
す
。
筒
井
さ
ん

は
、「
生
活
支
援
相
談
員
が
ず
っ
と
全
員
を

訪
問
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、
個
別
に
調
整

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
」と
考
え
て
い
ま

す
。「
見
守
り
を
含
め
、
仮
設
や
借
上
げ
を

出
た
後
の〝
復
興
支
援
プ
ラ
ン
〞と
い
う
よ
う

な
も
の
を
本
人
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
け
る

の
が
理
想
で
す
ね
」
。

　後
藤
さ
ん
は
、「
ず
っ
と
寄
り
添
っ
て
き
た

存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
一

緒
に
描
い
て
い
け
る
は
ず
」
と
話
し
ま
す
。

「
途
切
れ
な
い
支
援
の
た
め
に
も
、
生
活
支

援
相
談
員
の
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
が
、
と

て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
」
。

　〝復
興
支
援
プ
ラ
ン
〞を
立
て
る
た
め
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、社
会
保
障
や
就
労
支
援
に
つ
な

ぐ
た
め
の
知
識
。二
人
は「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が

チ
ー
ム
に
必
要
に
な
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
１

グ
ラ
フ
2

こ
れ
か
ら
を
一
緒
に
考
え
る
〝
復
興
支
援
プ
ラ
ン
〞を

生
活
支
援
相
談
員
の
各
種
研
修
を
担
う
と
と
も
に
、
昨
年
３
月
に
は
「
生
活
相
談
員

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る
な
ど
、
立
ち
上
げ
時
か
ら
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
に

関
わ
っ
て
き
た
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
。
そ
の
理
事
を
務
め
る

お
二
人
に
、
今
後
の
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特定非営利活動法人
日本ボランティアコーディネーター協会

ご とう ま り こ つつ い
代表理事（龍谷大学教授）
筒井のり子さん（右）

理事・事務局長
後藤麻理子さん（左）

住民の生活上の課題（仮設住宅）
グラフ1

15.1
10.8

住環境の
悪化

1.1
3.2

就労の場の
確保

7
17.7

運動不足・
体力低下

11.9
8.1

住民間の
トラブル

1.1
2.7

移動手段の
確保

3.2
3.8

高齢者の
介護

24.9
15.6

健康維持や
病気療養

0 10 20 30

17.8
19.9住宅の再建

1.1
0.5情報の不足

8.1
5.9

近隣住民との
人間関係

1.6
4.3その他

7
7.5無回答

0 10 20 30

住民の生活上の課題（借上げ住宅）
4.3
3.2

住環境の
悪化

1.6
4.3

就労の場の
確保

7.6
8.6

運動不足・
体力低下

0
0.5

住民間の
トラブル

7
2.7

移動手段の
確保

3.2
2.2

高齢者の
介護

10.8
5.9

健康維持や
病気療養

0 10 20 30

22.7
18.3住宅の再建

21.1
22.0情報の不足

12.4
9.7

近隣住民との
人間関係

2.2
6.5その他

7
16.1無回答

0 10 20 30

回答数　26年172件
　　　　25年172件

回答数　26年172件　
　　　　25年156件

平成26年
平成25年

31.4
26.3

安否確認・
見守り訪問活動

22.7
18.8自立支援

9.2
14.0傾聴

8.1
6.5

関係機関・
支援へのつなぎ

2.2
1.6

住民同士の
つながりづくり

2.7
0.5心のケア

11.9
12.9

孤独・孤立の
防止

0 10 20 30

0.5
0

コミュニティ
づくり

1.6
5.4

生きがい
づくり

1.6
3.2

体力低下
防止

0.5
0.5情報提供

1.1
2.7その他

6.5
7.5　無回答

0 10 20 30
回答数　26年173件　
　　　　25年172件

17.8
16.1

安否確認・
見守り訪問活動

5.4
7.0自立支援

10.8
11.8傾聴

10.3
4.8

関係機関・
支援へのつなぎ

5.9
5.9

住民同士の
つながりづくり

2.7
1.1心のケア

22.2
18.3

孤独・孤立の
防止

0 10 20 30

8.1
4.3

コミュニティ
づくり

1.1
4.3

生きがい
づくり

1.1
1.1

体力低下
防止

7.6
8.1情報提供

0.5
2.2その他

6.5
15.1　無回答

0 10 20 30
回答数　26年173件　
　　　　25年158件

平成26年 平成25年

生活支援相談員が行うべき活動で最も大切だと考えること（仮設住宅）
グラフ2

生活支援相談員が行うべき活動で最も大切だと考えること（借上げ住宅）

注目！
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　我
々
の
社
会
は
、
こ
の
震
災
か
ら
多
く
を

学
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
、
や
が
て
ま
た
来
る

巨
大
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
日
は
私
自
身
が
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

い
く
つ
か
お
話
し
し
ま
す
。

　私
は
震
災
の
翌
月
か
ら
、政
府
の
復
興
会

議
の
委
員
と
し
て
議
論
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
出
た
建
築
家
の
安
藤
忠
雄

さ
ん
の
言
葉
が
心
に
残
って
い
ま
す
。
そ
れ
は

「
30
年
後
50
年
後
の
日
本
を
見
据
え
て
今
を

デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
」と
い
う
も
の
で
す
。
残
念

な
が
ら
、復
興
会
議
は
議
論
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
ま
ま
２
０
１
２
年
６
月
に
復
興

庁
の
設
置
と
共
に
３
カ
月
で
解
散
し
ま
し
た
。

　で
は
、
50
年
後
に
日
本
社
会
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
現
在
１
億
３
千
万
人
弱
の

人
口
が
約
３
分
の
２
の
８
千
万
人
弱
に
な
る

　想
像
を
超
え
た
未
曾
有
の
災
害
の
な
か

で
、
社
会
福
祉
関
係
者
は
被
災
者
や
施
設

利
用
者
の
生
活
や
生
命
を
懸
命
に
支
え
続
け

て
き
ま
し
た
。

　３
年
前
の
３
月
11
日
か
ら
、
震
災
直
後
の

混
乱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
市
町
村
社

協
で
は
避
難
所
の
運
営
に
携
わ
り
、
ま
た
、

い
ち
早
く
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
被
災
者
支
援
の
た
め
県
内
外
か
ら

参
集
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ふ
く
し
、ふ
く
し
ま
の

復
旧
・
復
興
に
感
謝

　東日本大震災におけるこれまでの社会福祉関係者などの努力を称えるとともに、被災者支
援のボランティア活動、福祉施設利用者の避難受け入れなどに尽力された方々に謝意を表す
ために、県社協は３月５日に「明日へ向かう社会福祉のつどい」を開催しました。
　会場となったビッグパレットふくしま（郡山市）には、県内はもとより、全国から約600
人が集い、明日へ向かう社会福祉活動の歩みをさらに進める決意を新たにしていました。

明日へ向かう社会福祉のつどい
～東日本大震災に関する社会福祉功労表彰式～

震災から３年、ふくしまのいま②

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
45
％
が
高
齢
者

で
す
。

　被
災
地
は
50
年
後
に
日
本
社
会
が
直
面

す
る
問
題
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
被
災

地
の
状
況
は
絶
対
に
他
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　被
災
地
で
私
が
感
じ
た
の
が「
災
害
は
弱

者
を
直
撃
す
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回

の
震
災
で
は
、
犠
牲
に
な
っ
た
高
齢
者
が
多

か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　か
つ
て
三
陸
は
明
治
29
年
、
昭
和
8
年

に
も
大
津
波
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と

き
最
も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
の
は
、
若
い

母
親
の
世
代
で
し
た
。
そ
れ
は
、
大
家
族
制

度
の
中
で
最
も
弱
者
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
小

さ
い
子
を
も
つ
母
親
が
避
難
を
た
め
ら
っ
た

理
由
は
、
高
齢
者
の
問
題
だ
と
す
る
報
告
も

あ
り
ま
す
。
年
老
い
た
舅
や
姑
を
置
い
て
逃

げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

　大
き
な
災
害
は
、
そ
の
社
会
が
も
っ
て
い

る
問
題
を
あ
ぶ
り
出
す
。
端
的
に
い
え
ば
、

そ
の
社
会
の
な
か
で
弱
い
立
場
に
い
る
人
を

あ
ぶ
り
だ
す
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

会場に集まった600人が、この３年を振り返り思いを新たにしていました。

感謝の言葉を述べる
県社協の瀬谷俊雄会長。

全参加者で震災の犠牲者に黙祷。

　高
齢
化
が
進
ん
だ
現
代
の
三
陸
で
は
、
高

齢
者
が
自
分
よ
り
高
齢
の
人
を
助
け
て
避
難

す
る
構
図
が
あ
り
ま
し
た
。
隣
の
人
に
声
を

か
け
た
け
れ
ど
も
、「
足
の
悪
い
じ
い
ち
ゃ

ん
を
置
い
て
い
け
な
い
」
と
夫
婦
で
家
に
留

ま
り
、
津
波
に
の
ま
れ
た
と
い
う
話
も
聞
き

ま
し
た
。

　一
方
で
、
隣
り
合
っ
た
二
つ
の
地
区
で
、

犠
牲
者
の
数
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
し
た
。

被
災
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
に
な
ぜ
？ 

と

聞
く
と
、
犠
牲
者
の
少
な
か
っ
た
地
区
の
方

が
「
律
儀
に
避
難
訓
練
し
て
い
た
か
ら
」
と

答
え
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
で
す
。

ど
こ
に
寝
た
き
り
の
人
が
い
て
、
ど
こ
に
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
い
る
の
か
。
避
難
訓

練
で
情
報
共
有
し
て
い
た
か
ら
、
助
け
合
う

仕
組
み
が
で
き
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
回
の
震
災
か
ら
学
ぶ
べ
き
と
て

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　「津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
家
族
み
ん
な
が
犠
牲
に
な
る
の
を
さ

け
よ
う
と
、
日
頃
か
ら
親
が
子
に
「
津
波
が

き
た
ら
私
を
置
い
て
逃
げ
て
」
と
伝
え
て
き

た
。
そ
れ
は
東
北
の
家
族
の
情
愛
の
深
さ
を

物
語
る
言
葉
で
す
。
し
か
し
、
東
京
で
直
下

型
地
震
が
あ
っ
て
、「
地
震
て
ん
で
ん
こ
」

に
な
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
、
都

会
で
こ
そ
、
今
回
の
震
災
の
な
か
で
東
北
の

人
々
が
示
し
た
相
互
扶
助
の
精
神
の
よ
う

な
も
の
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　震
災
後
、
東
北
出
身
の
若
い
研
究
者
で
勉

強
会
を
し
た
と
き
に
、
岩
手
出
身
の
方
が
興

味
深
い
発
表
を
し
ま
し
た
。
「
我
々
は
、
災

間
を
生
か
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
の
で
す
。

大
規
模
災
害
は
必
ず
ま
た
ど
こ
か
で
起
こ

り
ま
す
。
我
々
は
、
巨
大
な
災
害
と
災
害
の

間
を
生
か
さ
れ
て
い
る
。
次
に
備
え
る
た
め

に
「
弱
者
を
基
準
に
し
て
社
会
全
体
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
は
っ
き
り
い
い

ま
し
た
。

　し
か
し
、
そ
れ
と
は
正
反
対
の
方
向
に

我
々
の
社
会
は
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
弱
者

を
基
準
に
や
わ
ら
か
く
、
被
災
を
少
し
で
も

減
ら
す
よ
う
な
ソ
フ
ト
の
対
策
を
数
多
く
作

る
。
そ
う
い
う
方
向
に
発
想
を
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
の
今
は
50
年
後
の
日
本

災
害
は
社
会
的
弱
者
を
直
撃
す
る

避
難
訓
練
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

伝
え
よ
う
、東
北
の
相
互
扶
助
を

「
災
間
」を
生
き
る
人
に
で
き
る
こ
と

ト
に
奔
走
し
ま
し
た
。
現
在
も
生
活
復
興

の
た
め
生
活
支
援
相
談
員
を
配
置
し
避
難

者
な
ど
へ
の
生
活
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
な
ど
の
福

祉
施
設
で
は
、
職
員
自
身
が
被
災
し
施
設
自

体
が
避
難
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
の
困
難
な
状

況
の
な
か
で
、
利
用
者
の
命
を
懸
命
に
守
り

続
け
て
き
ま
し
た
。
会
津
地
域
を
中
心
に
、

避
難
地
域
の
施
設
利
用
者
を
受
け
入
れ
た
施

設
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動
は
現
在

も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
被
災
者
な
ど

に
明
日
へ
の
希
望
と
勇
気
を
与
え
続
け
て
い

ま
す
。

　「明
日
へ
向
か
う
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
」

で
は
、
式
典
に
先
立
ち
、
学
習
院
大
学
教

授
・
福
島
県
立
博
物
館
館
長
の
赤
坂
憲
雄
氏

に
よ
る
講
演
を
開
催
。
式
典
で
は
、
１
５
６

の
団
体
・
個
人
に
表
彰
状
が
、
２
６
１
の
団

体
・
個
人
に
感
謝
状
が
県
社
協
の
瀬
谷
会
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
受
賞
者
を
代
表
し
、
南
相
馬
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
門
馬
秀
夫
会
長
、
大
熊
町

民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
根
本
友
子
会
長
、

社
会
福
祉
法
人
友
愛
会
の
林
久
美
子
理
事
長

が
壇
上
で
決
意
を
述
べ
ま
し
た
（
詳
細
は
５

〜
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　式
典
を
終
え
て
避
難
先
の
い
わ
き
市
に
戻

る
双
葉
町
社
協
の
職
員
は
、「
こ
の
３
年
は
あっ

と
い
う
間
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
、「
会
場

で
今
後
も
支
援
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
あ
り
、
大
変
あ
り

が
た
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
ま
た
気
を
引
き
締

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 「被災地の問題は誰にとっても他人ごとにすべき

ではない」と講演で述べる赤坂憲雄氏。

社
会
全
体
を
弱
者
基
準
で
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う

講
演  

震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
学
習
院
大
学
教
授

　福島
県
立
博
物
館
館
長

　赤坂
憲
雄
氏

あ
か
さ
か 

の
り  

お

▲赤坂 憲雄氏
民俗学者、学習院大学教授、
福島県立博物館館長。
東北学を提唱したことで知ら
れています。

あ
か
さ
か 

の
り  

お

5 2014.4 42014.4

64―　　―



ZOOM
UP

ZOOM
UP

ズーム アップ

特 集
ズーム アップ

特 集

　我
々
の
社
会
は
、
こ
の
震
災
か
ら
多
く
を

学
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
、
や
が
て
ま
た
来
る

巨
大
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
日
は
私
自
身
が
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

い
く
つ
か
お
話
し
し
ま
す
。

　私
は
震
災
の
翌
月
か
ら
、政
府
の
復
興
会

議
の
委
員
と
し
て
議
論
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
出
た
建
築
家
の
安
藤
忠
雄

さ
ん
の
言
葉
が
心
に
残
って
い
ま
す
。
そ
れ
は

「
30
年
後
50
年
後
の
日
本
を
見
据
え
て
今
を

デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
」と
い
う
も
の
で
す
。
残
念

な
が
ら
、復
興
会
議
は
議
論
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
ま
ま
２
０
１
２
年
６
月
に
復
興

庁
の
設
置
と
共
に
３
カ
月
で
解
散
し
ま
し
た
。

　で
は
、
50
年
後
に
日
本
社
会
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
現
在
１
億
３
千
万
人
弱
の

人
口
が
約
３
分
の
２
の
８
千
万
人
弱
に
な
る

　想
像
を
超
え
た
未
曾
有
の
災
害
の
な
か

で
、
社
会
福
祉
関
係
者
は
被
災
者
や
施
設

利
用
者
の
生
活
や
生
命
を
懸
命
に
支
え
続
け

て
き
ま
し
た
。

　３
年
前
の
３
月
11
日
か
ら
、
震
災
直
後
の

混
乱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
市
町
村
社

協
で
は
避
難
所
の
運
営
に
携
わ
り
、
ま
た
、

い
ち
早
く
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
被
災
者
支
援
の
た
め
県
内
外
か
ら

参
集
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ふ
く
し
、ふ
く
し
ま
の

復
旧
・
復
興
に
感
謝

　東日本大震災におけるこれまでの社会福祉関係者などの努力を称えるとともに、被災者支
援のボランティア活動、福祉施設利用者の避難受け入れなどに尽力された方々に謝意を表す
ために、県社協は３月５日に「明日へ向かう社会福祉のつどい」を開催しました。
　会場となったビッグパレットふくしま（郡山市）には、県内はもとより、全国から約600
人が集い、明日へ向かう社会福祉活動の歩みをさらに進める決意を新たにしていました。

明日へ向かう社会福祉のつどい
～東日本大震災に関する社会福祉功労表彰式～

震災から３年、ふくしまのいま②

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
45
％
が
高
齢
者

で
す
。

　被
災
地
は
50
年
後
に
日
本
社
会
が
直
面

す
る
問
題
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
被
災

地
の
状
況
は
絶
対
に
他
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　被
災
地
で
私
が
感
じ
た
の
が「
災
害
は
弱

者
を
直
撃
す
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回

の
震
災
で
は
、
犠
牲
に
な
っ
た
高
齢
者
が
多

か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　か
つ
て
三
陸
は
明
治
29
年
、
昭
和
8
年

に
も
大
津
波
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と

き
最
も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
の
は
、
若
い

母
親
の
世
代
で
し
た
。
そ
れ
は
、
大
家
族
制

度
の
中
で
最
も
弱
者
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
小

さ
い
子
を
も
つ
母
親
が
避
難
を
た
め
ら
っ
た

理
由
は
、
高
齢
者
の
問
題
だ
と
す
る
報
告
も

あ
り
ま
す
。
年
老
い
た
舅
や
姑
を
置
い
て
逃

げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

　大
き
な
災
害
は
、
そ
の
社
会
が
も
っ
て
い

る
問
題
を
あ
ぶ
り
出
す
。
端
的
に
い
え
ば
、

そ
の
社
会
の
な
か
で
弱
い
立
場
に
い
る
人
を

あ
ぶ
り
だ
す
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

会場に集まった600人が、この３年を振り返り思いを新たにしていました。

感謝の言葉を述べる
県社協の瀬谷俊雄会長。

全参加者で震災の犠牲者に黙祷。

　高
齢
化
が
進
ん
だ
現
代
の
三
陸
で
は
、
高

齢
者
が
自
分
よ
り
高
齢
の
人
を
助
け
て
避
難

す
る
構
図
が
あ
り
ま
し
た
。
隣
の
人
に
声
を

か
け
た
け
れ
ど
も
、「
足
の
悪
い
じ
い
ち
ゃ

ん
を
置
い
て
い
け
な
い
」
と
夫
婦
で
家
に
留

ま
り
、
津
波
に
の
ま
れ
た
と
い
う
話
も
聞
き

ま
し
た
。

　一
方
で
、
隣
り
合
っ
た
二
つ
の
地
区
で
、

犠
牲
者
の
数
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
し
た
。

被
災
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
に
な
ぜ
？ 

と

聞
く
と
、
犠
牲
者
の
少
な
か
っ
た
地
区
の
方

が
「
律
儀
に
避
難
訓
練
し
て
い
た
か
ら
」
と

答
え
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
で
す
。

ど
こ
に
寝
た
き
り
の
人
が
い
て
、
ど
こ
に
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
い
る
の
か
。
避
難
訓

練
で
情
報
共
有
し
て
い
た
か
ら
、
助
け
合
う

仕
組
み
が
で
き
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
回
の
震
災
か
ら
学
ぶ
べ
き
と
て

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　「津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
家
族
み
ん
な
が
犠
牲
に
な
る
の
を
さ

け
よ
う
と
、
日
頃
か
ら
親
が
子
に
「
津
波
が

き
た
ら
私
を
置
い
て
逃
げ
て
」
と
伝
え
て
き

た
。
そ
れ
は
東
北
の
家
族
の
情
愛
の
深
さ
を

物
語
る
言
葉
で
す
。
し
か
し
、
東
京
で
直
下

型
地
震
が
あ
っ
て
、「
地
震
て
ん
で
ん
こ
」

に
な
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
、
都

会
で
こ
そ
、
今
回
の
震
災
の
な
か
で
東
北
の

人
々
が
示
し
た
相
互
扶
助
の
精
神
の
よ
う

な
も
の
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　震
災
後
、
東
北
出
身
の
若
い
研
究
者
で
勉

強
会
を
し
た
と
き
に
、
岩
手
出
身
の
方
が
興

味
深
い
発
表
を
し
ま
し
た
。
「
我
々
は
、
災

間
を
生
か
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
の
で
す
。

大
規
模
災
害
は
必
ず
ま
た
ど
こ
か
で
起
こ

り
ま
す
。
我
々
は
、
巨
大
な
災
害
と
災
害
の

間
を
生
か
さ
れ
て
い
る
。
次
に
備
え
る
た
め

に
「
弱
者
を
基
準
に
し
て
社
会
全
体
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
は
っ
き
り
い
い

ま
し
た
。

　し
か
し
、
そ
れ
と
は
正
反
対
の
方
向
に

我
々
の
社
会
は
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
弱
者

を
基
準
に
や
わ
ら
か
く
、
被
災
を
少
し
で
も

減
ら
す
よ
う
な
ソ
フ
ト
の
対
策
を
数
多
く
作

る
。
そ
う
い
う
方
向
に
発
想
を
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
の
今
は
50
年
後
の
日
本

災
害
は
社
会
的
弱
者
を
直
撃
す
る

避
難
訓
練
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

伝
え
よ
う
、東
北
の
相
互
扶
助
を

「
災
間
」を
生
き
る
人
に
で
き
る
こ
と

ト
に
奔
走
し
ま
し
た
。
現
在
も
生
活
復
興

の
た
め
生
活
支
援
相
談
員
を
配
置
し
避
難

者
な
ど
へ
の
生
活
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
な
ど
の
福

祉
施
設
で
は
、
職
員
自
身
が
被
災
し
施
設
自

体
が
避
難
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
の
困
難
な
状

況
の
な
か
で
、
利
用
者
の
命
を
懸
命
に
守
り

続
け
て
き
ま
し
た
。
会
津
地
域
を
中
心
に
、

避
難
地
域
の
施
設
利
用
者
を
受
け
入
れ
た
施

設
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動
は
現
在

も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
被
災
者
な
ど

に
明
日
へ
の
希
望
と
勇
気
を
与
え
続
け
て
い

ま
す
。

　「明
日
へ
向
か
う
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
」

で
は
、
式
典
に
先
立
ち
、
学
習
院
大
学
教

授
・
福
島
県
立
博
物
館
館
長
の
赤
坂
憲
雄
氏

に
よ
る
講
演
を
開
催
。
式
典
で
は
、
１
５
６

の
団
体
・
個
人
に
表
彰
状
が
、
２
６
１
の
団

体
・
個
人
に
感
謝
状
が
県
社
協
の
瀬
谷
会
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
受
賞
者
を
代
表
し
、
南
相
馬
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
門
馬
秀
夫
会
長
、
大
熊
町

民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
根
本
友
子
会
長
、

社
会
福
祉
法
人
友
愛
会
の
林
久
美
子
理
事
長

が
壇
上
で
決
意
を
述
べ
ま
し
た
（
詳
細
は
５

〜
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　式
典
を
終
え
て
避
難
先
の
い
わ
き
市
に
戻

る
双
葉
町
社
協
の
職
員
は
、「
こ
の
３
年
は
あっ

と
い
う
間
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
、「
会
場

で
今
後
も
支
援
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
あ
り
、
大
変
あ
り

が
た
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
ま
た
気
を
引
き
締

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 「被災地の問題は誰にとっても他人ごとにすべき

ではない」と講演で述べる赤坂憲雄氏。

社
会
全
体
を
弱
者
基
準
で
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う

講
演  

震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
学
習
院
大
学
教
授

　福島
県
立
博
物
館
館
長

　赤坂
憲
雄
氏

あ
か
さ
か 

の
り  

お

▲赤坂 憲雄氏
民俗学者、学習院大学教授、
福島県立博物館館長。
東北学を提唱したことで知ら
れています。

あ
か
さ
か 

の
り  

お
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避
難
生
活
３
年
目
を
迎
え
た
大
熊
町
社
協
と
民
児
協
の

み
な
さ
ん

　あ
の
日
、
大
き
な
揺
れ
の
後
に
「
津
波
が

来
て
い
る
」
と
聞
い
て
、
海
辺
に
住
む
市
社

協
の
職
員
が
家
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
職
員

は
、
し
ば
ら
く
し
て
泣
き
な
が
ら
戻
っ
て
き

ま
し
た
。「
会
長
、
家
が
目
の
前
を
流
れ
て

い
き
ま
し
た
。
私
は
着
の
身
着
の
ま
ま
、
何

も
な
く
な
り
ま
し
た
」。
そ
し
て
、
さ
め
ざ

め
と
泣
き
ま
し
た
。
で
も
、
彼
女
は
避
難
所

か
ら
毎
日
ち
ゃ
ん
と
出
勤
し
て
き
ま
し
た
。

　南
相
馬
市
の
小
高
区
に
は
今
も
錆
び
た
車

や
農
機
具
な
ど
が
道
端
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま

す
。
１
年
ほ
ど
前
、
あ
る
寒
い
日
に
、
私
と

あ
ま
り
年
の
か
わ
ら
な
い
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か

ら
？ 

と
尋
ね
る
と
「
広
島
か
ら
」
と
言
い

ま
す
。
軽
自
動
車
で
二
泊
三
日
か
け
て
来
て

く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し
て
、
私
ど

も
の
た
め
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
る
方
が
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
、
改
め
て
頭
が
下
が

り
ま
し
た
。

　つ
い
先
日
、
上
京
の
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
２
年
前
ま
で
は
「
ど
の
く
ら
い
回
復
し

ま
し
た
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
今
は

聞
い
て
く
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
震
災
は
忘
れ

去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　現
在
も
南
相
馬
市
内
に
は
３
千
戸
以
上
の

仮
設
住
宅
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
人
が
県
内
外
に
避
難
し
て
い
ま
す
。

先
の
見
え
な
い
将
来
に
不
安
を
抱
え
て
、
困

難
な
状
態
で
す
。
そ
し
て
、
仮
設
住
宅
に
は

精
神
的
な
重
圧
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。

　市
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
は
、各
戸
へ

の
訪
問
を
繰
り
返
し
、被
災
さ
れ
た
方
へ
生
活

支
援
の
働
き
か
け
を
行
い
、皆
さ
ん
の
心
に

寄
り
添
う
形
で
懸
命
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　３
年
が
経
っ
た
今
も
、多
く
の
市
民
が
慣
れ

親
し
ん
だ
土
地
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
残
っ
て
い
る
者
も
つ
ら
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　南
相
馬
市
社
協
一
同
は
、
ず
っ
と
当
た
り

前
の
こ
と
を
淡
々
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
今
回
ほ
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
支
援
に
対

し
て
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
決
意
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

もん ま　ひで  お

社会福祉法人
南相馬市社会福祉協議会

門馬 秀夫 会長

こ
れ
か
ら
も

市
民
に
寄
り
添
い
続
け
ま
す

決 

意
決 

意

決 

意

　友
愛
会
は
、
震
災
前
ま
で
富
岡
町
で
障

が
い
者
の
た
め
の
入
所
施
設
や
通
所
施
設

な
ど
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
地
震
・
津

波
・
原
発
事
故
の
多
重
災
害
は
思
い
起
こ
す

の
も
つ
ら
い
惨
事
で
し
た
。
当
時
と
現
在
の

状
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　大
地
震
の
後
、
電
気
の
消
え
た
暗
闇
の
な

か
で
不
安
に
動
揺
す
る
計
66
名
の
利
用
者

さ
ん
を
25
名
の
職
員
で
支
援
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
翌
朝
、
町
の
消
防
団
と
広
域
消
防

署
か
ら
、
隣
村
に
あ
た
る
川
内
村
の
体
育
館

に
避
難
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
と

る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
全
員
で
施
設
を
後
に

し
ま
し
た
。

　移
動
途
中
に
、
川
内
村
で
の
受
け
入
れ
を

断
ら
れ
、
国
道
２
８
８
号
を
西
へ
西
へ
と
移

動
し
、
夕
方
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
三
春
町

の
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

一
次
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　利
用
者
さ
ん
全
員
が
分
散
す
る
こ
と
な

く
、
一
カ
所
に
避
難
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
で
し
た
。
そ
の
時
に
は
す
ぐ
富
岡
町
に

帰
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
床

に
段
ボ
ー
ル
と
毛
布
を
敷
き
、
毛
布
を
か

ぶ
っ
て
雑
魚
寝
を
す
る
生
活
が
1
カ
月
続
き

ま
し
た
。

　４
月
15
日
、
国
と
県
の
お
力
添
え
で
、

群
馬
県
高
崎
市
の
国
立
の
ぞ
み
の
園
に
移

る
こ
と
が
で
き
、
引
き
続
き
現
在
も
同
所
に

避
難
し
て
い
ま
す
。

　一
次
避
難
を
し
た
三
春
町
、
二
次
避
難
を

し
た
国
立
の
ぞ
み
の
園
は
言
う
に
及
ば
ず
、

群
馬
県
高
崎
市
に
お
い
て
も
寮
生
の
皆
さ

ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
物
心
両
面
に

わ
た
っ
て
温
か
い
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
感

謝
の
一
念
に
つ
き
ま
す
。

　最
後
に
当
法
人
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
で

す
が
、
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
双
葉
郡
の

法
人
と
し
て
、
双
葉
郡
で
一
番
安
全
な
広

野
町
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
広
野
町
で
平

成
27
年
度
の
施
設
開
設
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　本
日
お
集
ま
り
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

社会福祉法人友愛会
林 久美子 理事長
はやし　く　 み　 こ

同
じ
双
葉
郡
の
広
野
町
で

平
成
27
年
度
開
園
を
目
指
し
て

　東
日
本
大
震
災
そ
し
て
原
発
事
故
か
ら

ま
も
な
く
３
年
。
こ
の
間
、
私
た
ち
は
、
今

で
き
る
こ
と
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
や
っ
て

き
た
つ
も
り
で
し
た
。
こ
の
度
の
受
賞
は
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、
身
に
余
る

光
栄
だ
と
存
じ
ま
す
。

　思
い
起
こ
せ
ば
、
震
災
当
日
か
ら
私
た
ち

が
支
援
を
行
動
に
移
せ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で

の
研
修
の
積
み
重
ね
と
「
災
害
時
一
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
」
を
意
識
し
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　毎
年
実
施
し
て
い
た
要
援
護
者
マ
ッ
プ

の
見
直
し
は
、
避
難
に
手
助
け
が
必
要
な
人

が
ど
こ
に
い
る
の
か
、
ど
こ
を
守
れ
ば
い
い

の
か
を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
16
年
の
中
越
地
震
の

後
に
新
潟
で
受
け
て
き
た
研
修
で
は
、「
万

が
一
災
害
が
起
き
た
場
合
は
、
ま
ず
自
分

自
身
の
安
全
確
保
、
家
族
の
安
全
、
そ
れ
か

ら
地
域
住
民
の
安
否
確
認
」
と
い
う
言
葉
に

強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　大
熊
町
は
原
発
事
故
に
よ
り
全
町
避
難
と

い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ち
早
く
活

動
を
再
開
で
き
た
の
も
委
員
一
人
ひ
と
り

が
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
の
認
識
を
し
っ

か
り
と
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
常
日
頃

の
研
修
と
関
係
機
関
の
御
指
導
の
賜
物
と
存

じ
ま
す
。

　県
内
外
に
避
難
し
て
い
る
現
状
で
は
、

１
０
０
％
の
見
守
り
活
動
は
不
可
能
で
す

が
、
会
津
若
松
市
に
あ
る
12
カ
所
、
い
わ

き
市
に
あ
る
７
カ
所
の
仮
設
住
宅
毎
に
担

当
を
決
め
て
訪
問
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

借
上
げ
住
宅
は
生
活
支
援
相
談
員
と
の
連

携
で
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月

開
催
さ
れ
る
民
生
児
童
委
員
の
定
例
会
に

県
内
３
カ
所
に
あ
る
大
熊
町
社
協
の
出
張

所
か
ら
職
員
に
出
席
し
て
も
ら
い
、
生
活

支
援
相
談
員
の
訪
問
活
動
状
況
を
報
告
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
12
月
の
改
選
で
約
半
数
の
委
員
が

替
わ
り
ま
し
た
。
経
験
者
と
新
任
委
員
を

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
委
員
同
士
が
話

し
合
え
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　本
日
の
受
賞
を
機
に
、
さ
ら
に
自
己
研
鑽

に
励
み
、
今
で
き
る
こ
と
を
、
決
し
て
無
理

を
せ
ず
に
、
よ
り
き
め
細
か
な
見
守
り
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
く
し
ま
は
津
波
被
害
だ
け
で
な
く

原
発
事
故
の
影
響
も
大
き
く
残
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
失
わ
れ
た
地
域
が
あ

り
ま
す
。
い
く
つ
も
の
家
族
が
分
散
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
外

で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
機
会
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
育
つ
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

　
福
祉
社
会
を
担
う
私
た
ち
は
、
こ
の

よ
う
な
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
〝
ふ
く
し
ま
〞
の
福
祉
を
一
歩

ず
つ
前
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生

し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
命
と
生

活
を
守
り
、
そ
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子

ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
す
べ
て
の
福
祉
関
係
者
が
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
3
・
11
を

乗
り
越
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

あ
た
た
か
で
つ
な
が
り
が
あ
る

〝
ふ
く
し
、
ふ
く
し
ま
〞
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ね もと   とも こ
大熊町民生児童委員協議会

根本 友子 会長

よ
り
き
め
細
か
に

見
守
り
活
動
を
続
け
た
い

「
３
・
11
を
乗
り
越
え
て
」

「
３
・
11
を
乗
り
越
え
て
」

「
３
・
11
を
乗
り
越
え
て
」

式典終了後は、感謝状を手に記念撮影する
様子も見られました。

7 2014.4 62014.4

66―　　―



ZOOM
UP

ズーム アップ
特 集

避
難
生
活
３
年
目
を
迎
え
た
大
熊
町
社
協
と
民
児
協
の

み
な
さ
ん

　あ
の
日
、
大
き
な
揺
れ
の
後
に
「
津
波
が

来
て
い
る
」
と
聞
い
て
、
海
辺
に
住
む
市
社

協
の
職
員
が
家
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
職
員

は
、
し
ば
ら
く
し
て
泣
き
な
が
ら
戻
っ
て
き

ま
し
た
。「
会
長
、
家
が
目
の
前
を
流
れ
て

い
き
ま
し
た
。
私
は
着
の
身
着
の
ま
ま
、
何

も
な
く
な
り
ま
し
た
」。
そ
し
て
、
さ
め
ざ

め
と
泣
き
ま
し
た
。
で
も
、
彼
女
は
避
難
所

か
ら
毎
日
ち
ゃ
ん
と
出
勤
し
て
き
ま
し
た
。

　南
相
馬
市
の
小
高
区
に
は
今
も
錆
び
た
車

や
農
機
具
な
ど
が
道
端
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま

す
。
１
年
ほ
ど
前
、
あ
る
寒
い
日
に
、
私
と

あ
ま
り
年
の
か
わ
ら
な
い
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か

ら
？ 

と
尋
ね
る
と
「
広
島
か
ら
」
と
言
い

ま
す
。
軽
自
動
車
で
二
泊
三
日
か
け
て
来
て

く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し
て
、
私
ど

も
の
た
め
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
る
方
が
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
、
改
め
て
頭
が
下
が

り
ま
し
た
。

　つ
い
先
日
、
上
京
の
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
２
年
前
ま
で
は
「
ど
の
く
ら
い
回
復
し

ま
し
た
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
今
は

聞
い
て
く
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
震
災
は
忘
れ

去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　現
在
も
南
相
馬
市
内
に
は
３
千
戸
以
上
の

仮
設
住
宅
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
人
が
県
内
外
に
避
難
し
て
い
ま
す
。

先
の
見
え
な
い
将
来
に
不
安
を
抱
え
て
、
困

難
な
状
態
で
す
。
そ
し
て
、
仮
設
住
宅
に
は

精
神
的
な
重
圧
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。

　市
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
は
、各
戸
へ

の
訪
問
を
繰
り
返
し
、被
災
さ
れ
た
方
へ
生
活

支
援
の
働
き
か
け
を
行
い
、皆
さ
ん
の
心
に

寄
り
添
う
形
で
懸
命
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　３
年
が
経
っ
た
今
も
、多
く
の
市
民
が
慣
れ

親
し
ん
だ
土
地
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
残
っ
て
い
る
者
も
つ
ら
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　南
相
馬
市
社
協
一
同
は
、
ず
っ
と
当
た
り

前
の
こ
と
を
淡
々
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
今
回
ほ
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
支
援
に
対

し
て
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
決
意
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

もん ま　ひで  お

社会福祉法人
南相馬市社会福祉協議会

門馬 秀夫 会長

こ
れ
か
ら
も

市
民
に
寄
り
添
い
続
け
ま
す

決 

意
決 

意

決 

意

　友
愛
会
は
、
震
災
前
ま
で
富
岡
町
で
障

が
い
者
の
た
め
の
入
所
施
設
や
通
所
施
設

な
ど
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
地
震
・
津

波
・
原
発
事
故
の
多
重
災
害
は
思
い
起
こ
す

の
も
つ
ら
い
惨
事
で
し
た
。
当
時
と
現
在
の

状
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　大
地
震
の
後
、
電
気
の
消
え
た
暗
闇
の
な

か
で
不
安
に
動
揺
す
る
計
66
名
の
利
用
者

さ
ん
を
25
名
の
職
員
で
支
援
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
翌
朝
、
町
の
消
防
団
と
広
域
消
防

署
か
ら
、
隣
村
に
あ
た
る
川
内
村
の
体
育
館

に
避
難
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
と

る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
全
員
で
施
設
を
後
に

し
ま
し
た
。

　移
動
途
中
に
、
川
内
村
で
の
受
け
入
れ
を

断
ら
れ
、
国
道
２
８
８
号
を
西
へ
西
へ
と
移

動
し
、
夕
方
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
三
春
町

の
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

一
次
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　利
用
者
さ
ん
全
員
が
分
散
す
る
こ
と
な

く
、
一
カ
所
に
避
難
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
で
し
た
。
そ
の
時
に
は
す
ぐ
富
岡
町
に

帰
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
床

に
段
ボ
ー
ル
と
毛
布
を
敷
き
、
毛
布
を
か

ぶ
っ
て
雑
魚
寝
を
す
る
生
活
が
1
カ
月
続
き

ま
し
た
。

　４
月
15
日
、
国
と
県
の
お
力
添
え
で
、

群
馬
県
高
崎
市
の
国
立
の
ぞ
み
の
園
に
移

る
こ
と
が
で
き
、
引
き
続
き
現
在
も
同
所
に

避
難
し
て
い
ま
す
。

　一
次
避
難
を
し
た
三
春
町
、
二
次
避
難
を

し
た
国
立
の
ぞ
み
の
園
は
言
う
に
及
ば
ず
、

群
馬
県
高
崎
市
に
お
い
て
も
寮
生
の
皆
さ

ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
物
心
両
面
に

わ
た
っ
て
温
か
い
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
感

謝
の
一
念
に
つ
き
ま
す
。

　最
後
に
当
法
人
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
で

す
が
、
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
双
葉
郡
の

法
人
と
し
て
、
双
葉
郡
で
一
番
安
全
な
広

野
町
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
広
野
町
で
平

成
27
年
度
の
施
設
開
設
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　本
日
お
集
ま
り
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

社会福祉法人友愛会
林 久美子 理事長
はやし　く　 み　 こ

同
じ
双
葉
郡
の
広
野
町
で

平
成
27
年
度
開
園
を
目
指
し
て

　東
日
本
大
震
災
そ
し
て
原
発
事
故
か
ら

ま
も
な
く
３
年
。
こ
の
間
、
私
た
ち
は
、
今

で
き
る
こ
と
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
や
っ
て

き
た
つ
も
り
で
し
た
。
こ
の
度
の
受
賞
は
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、
身
に
余
る

光
栄
だ
と
存
じ
ま
す
。

　思
い
起
こ
せ
ば
、
震
災
当
日
か
ら
私
た
ち

が
支
援
を
行
動
に
移
せ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で

の
研
修
の
積
み
重
ね
と
「
災
害
時
一
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
」
を
意
識
し
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　毎
年
実
施
し
て
い
た
要
援
護
者
マ
ッ
プ

の
見
直
し
は
、
避
難
に
手
助
け
が
必
要
な
人

が
ど
こ
に
い
る
の
か
、
ど
こ
を
守
れ
ば
い
い

の
か
を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
16
年
の
中
越
地
震
の

後
に
新
潟
で
受
け
て
き
た
研
修
で
は
、「
万

が
一
災
害
が
起
き
た
場
合
は
、
ま
ず
自
分

自
身
の
安
全
確
保
、
家
族
の
安
全
、
そ
れ
か

ら
地
域
住
民
の
安
否
確
認
」
と
い
う
言
葉
に

強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　大
熊
町
は
原
発
事
故
に
よ
り
全
町
避
難
と

い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ち
早
く
活

動
を
再
開
で
き
た
の
も
委
員
一
人
ひ
と
り

が
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
の
認
識
を
し
っ

か
り
と
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
常
日
頃

の
研
修
と
関
係
機
関
の
御
指
導
の
賜
物
と
存

じ
ま
す
。

　県
内
外
に
避
難
し
て
い
る
現
状
で
は
、

１
０
０
％
の
見
守
り
活
動
は
不
可
能
で
す

が
、
会
津
若
松
市
に
あ
る
12
カ
所
、
い
わ

き
市
に
あ
る
７
カ
所
の
仮
設
住
宅
毎
に
担

当
を
決
め
て
訪
問
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

借
上
げ
住
宅
は
生
活
支
援
相
談
員
と
の
連

携
で
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月

開
催
さ
れ
る
民
生
児
童
委
員
の
定
例
会
に

県
内
３
カ
所
に
あ
る
大
熊
町
社
協
の
出
張

所
か
ら
職
員
に
出
席
し
て
も
ら
い
、
生
活

支
援
相
談
員
の
訪
問
活
動
状
況
を
報
告
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
12
月
の
改
選
で
約
半
数
の
委
員
が

替
わ
り
ま
し
た
。
経
験
者
と
新
任
委
員
を

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
委
員
同
士
が
話

し
合
え
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　本
日
の
受
賞
を
機
に
、
さ
ら
に
自
己
研
鑽

に
励
み
、
今
で
き
る
こ
と
を
、
決
し
て
無
理

を
せ
ず
に
、
よ
り
き
め
細
か
な
見
守
り
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
く
し
ま
は
津
波
被
害
だ
け
で
な
く

原
発
事
故
の
影
響
も
大
き
く
残
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
失
わ
れ
た
地
域
が
あ

り
ま
す
。
い
く
つ
も
の
家
族
が
分
散
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
外

で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
機
会
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
育
つ
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

　
福
祉
社
会
を
担
う
私
た
ち
は
、
こ
の

よ
う
な
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
〝
ふ
く
し
ま
〞
の
福
祉
を
一
歩

ず
つ
前
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生

し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
命
と
生

活
を
守
り
、
そ
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子

ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
す
べ
て
の
福
祉
関
係
者
が
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
3
・
11
を

乗
り
越
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

あ
た
た
か
で
つ
な
が
り
が
あ
る

〝
ふ
く
し
、
ふ
く
し
ま
〞
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ね もと   とも こ
大熊町民生児童委員協議会

根本 友子 会長

よ
り
き
め
細
か
に

見
守
り
活
動
を
続
け
た
い

「
３
・
11
を
乗
り
越
え
て
」

「
３
・
11
を
乗
り
越
え
て
」

「
３
・
11
を
乗
り
越
え
て
」

式典終了後は、感謝状を手に記念撮影する
様子も見られました。
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上
げ
住
宅
や
持
ち
家
な
ど
の
戸
別
訪
問
と
サ

ロ
ン
の
開
催
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　町
民
か
ら
の
相
談
内
容
は
、平
成
24
年
度
ま

で
は
生
活
全
般
の
困
り
ご
と
が
大
半
で
し
た

が
、次
第
に
人
間
関
係
の
悩
み
や
健
康
関
連
の

 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
４
年
が
経
つ

現
在
も
、約
12
万
人
の
福
島
県
民
が
県
内
外

で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
26
年
度
は
復
興・災
害
公
営
住
宅
の

整
備
が
進
み
、県
営
と
し
て
初
の
復
興
公
営

住
宅
へ
の
入
居
が
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
３
月
末
ま
で
に
５
０
９
戸
が
入
居

予
定
と
な
っ
て
お
り
、市
町
村
営
の
災
害
公

営
住
宅
で
も
順
次
入
居
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　一
方
、県
内
の
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者

数
は
約
２
万
４
，１
０
０
人（
平
成
27
年
１
月

末
時
点
）。
そ
の
す
べ
て
の
方
が
復
興
公
営

住
宅
な
ど
の
新
生
活
へ
移
行
す
る
ま
で
に
は

ま
だ
相
当
の
時
間
が
か
か
る
と
見
ら
れ
、生

活
支
援
相
談
員
の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　障
が
い
や
子
育
て
の
分
野
で
も
、新
た
な

支
援
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　相
双
地
域
で
は
、再
開
で
き
て
い
な
い
施

設・事
業
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、今
回

は
、避
難
を
続
け
て
い
る
複
数
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
連
携
し
て
自
立
を

目
指
す
新
た
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　子
育
て
分
野
で
は
、放
射
線
量
の
低
い
地

域
へ
の
移
動
保
育
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
、

保
護
者
の
心
の
変
化
や
社
会
的
課
題
に
つ
い

て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災から４年が経ちました。被災地での復旧・復興の取り組み
が報じられる中、福島県では浜通りを中心に原発事故による影響が未だ色濃く残り、他県に比べ復興は
なかなか進んでいません。県内の被災者支援は現在どのような段階にあるのか――支援を続ける社協
や民間団体のこれまでを振り返るとともに、これからの課題についてお聞きしました。

町
全
体
が
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
20
㎞
圏
内
に
あ
る
双
葉
町
は
、現
在
も
帰
還
困
難

区
域
と
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
町
民
が
県
内
外
で
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
た
め
、町
社
協
は
複
数
の
拠
点
を
設
け
て
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

４
年
間
で
変
容
し
て
き
た

被
災
者
支
援
を
め
ぐ
る
動
向

東日本大震災から４年
被災者支援のこれまでとこれから

平成28年度
中には、

ほとんどの建物が
完成予定です。

　双
葉
町
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
は
平

成
23
年
10
月
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
ま
ず
は
各
地
に
避
難
し
た
町
民
の
も

と
を
約
１
年
か
け
て
全
戸
訪
問
し
、台
帳
を
作

成
。平
成
25
年
か
ら
は
、よ
り
支
援
を
要
す
る

世
帯
を
優
先
し
て
定
期
訪
問
を
続
け
ま
し

た
。
遠
方
に
避
難
し
て
い
る
町
民
の
と
こ
ろ

へ
は
、避
難
先
の
社
協
や
民
生
委
員
、保
健
福

祉
事
務
所
に
、定
期
的
な
訪
問
や
安
否
確
認

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
双
葉
町
社
協
は
現

在
、６
つ
の
事
務
所・出
張
所
に
２
〜
３
人
ず

つ
計
16
人
の
相
談
員
を
配
置
し
、仮
設
・
借

■双葉町社協の拠点

■福島県内の復興・災害公営住宅の整備状況
　（福島県土木部建築住宅課の発表をもとに作成）

■福島県の避難者数の推移（復興庁ホームページより）

■福島県の生活支援相談員の配置数■相双地域の障がい福祉サービス事業所等の再開等の状況

平成24年
３月１日時点

相
談
が
目
立
ち
始
め
、先
が
見
え
な
い
こ
と
へ

の
不
安
も
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。平
成
26
年
の
夏
以
降
は
、賠
償
が
進
ん
だ

こ
と
で
生
活
再
建
の
目
途
が
立
っ
た
り
、復
興

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
が
始
ま
っ
た
り
と

新
た
な
動
き
が
見
ら
れ
る
反
面
、新
生
活
に

不
安
を
抱
く
方
や
仮
設
住
宅
に
取
り
残
さ
れ

る
感
覚
に
苛
ま
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　復
興
公
営
住
宅
や
持
ち
家
に
町
民
が
移
る

際
は
、事
前
に
訪
問
許
可
を
い
た
だ
い
て
か
ら

引
っ
越
し
先
の
相
談
員
が
引
き
継
ぎ
の
あ
い

さ
つ
を
兼
ね
て
お
宅
を
訪
ね
、不
便
な
こ
と
は

な
い
か
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

転
出
先
の
地
域
の
方
に
避
難
者
と
し
て
見
ら

れ
た
く
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
双
葉
町
社
協

ス
タ
ッ
フ
の
訪
問
を
望
ま
な
い
世
帯
も
あ
る
の

で
、世
帯
ご
と
に
意
向
を
聞
き
、転
出
先
の
民

生
委
員・行
政・社
協
に
支
援
を
お
願
い
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
の
世
帯
か

ら
は
、継
続
し
て
来
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　現
時
点
で
は
平
成
28
年

３
月
が
仮
設
・
借
上
げ
住

宅
の
利
用
期
限
で
あ
る
た

め
、そ
れ
ま
で
に
い
か
に
新

事務局次長
横山 敦子 さん

主任生活支援相談員
林 利久 さん

よこ やま  あつ  こ はやし とし ひさ

双
葉
町
社
協
の
避
難
者
支
援

双
葉
町
社
会
福
祉
協
議
会

郡
山
事
務
所

生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
と

相
談
内
容
の
変
遷

新
生
活
へ
の
移
行
を
め
ぐ
る

支
援
の
課
題

し
い
生
活
へ
と
町
民
に
進
ん
で
も
ら
う
か
が
、

町
行
政
と
町
社
協
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
、長
引
く
避
難
生
活
の
中
で

依
存
心
が
強
く
なって
い
る
方
は
、仮
設
住
宅

に
残
り
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、今

後
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
き
た
い
か
、何
が
課

題
な
の
か
を
一
緒
に
探
し
、個
別
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

　一
方
、新
生
活
へ
と
踏
み
出
し
た
世
帯
も
、

知
り
合
い
の
い
な
い
環
境
で
再
出
発
す
る
こ
と

に
不
安
が
あ
り
、高
齢
者
の
場
合
は
そ
の
不
安

が
特
に
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。現
在
は
、引
っ

越
し
先
の
社
協
・
復
興
支
援
員・コ
ミュニ
テ
ィ

交
流
員
が
中
心
と
な
り
、復
興
公
営
住
宅
や

持
ち
家
に
移
っ
た
方
が
地
域
に
溶
け
込
め
る

よ
う
な
具
体
的
な
方
策
を
練
っ
て
い
る
段
階

で
す
。
し
ば
ら
く
は
双
葉
町
社
協
の
生
活
支

援
相
談
員
が
関
わ
り
続
け
て
、地
域
の
方
と
一

緒
に
活
動
で
き
る
サ
ロ
ン
づ
く
り
な
ど
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

仮設・借上げ住宅で暮らす町民、双葉小
学校の児童、地域のボランティアの皆さ
んと協力して、大運動会を開催。

昨年９月に実施した生活支援相談員の研
修会では、今後ますます必要となる自立
支援について話し合いました。

■双葉町民の避難状況
（平成27年２月２日時点）

県内避難者　4,047人
主な避難先
●いわき市  1,937人　
●郡山市  753人
●福島市     　354人　
●白河市　　245人 など

県外避難者　2,972人
主な避難先
●埼玉県　　896人　
●茨城県 　　433人　
●東京都 　　356人　
●宮城県 　　218人 など

［福島市］
福島
出張所

［郡山市］
・郡山事務所
・サポートセンター

［加須市］
・加須事務所
・サポートセンター

［南相馬市］
南相馬
出張所

［白河市］
白河
出張所

［いわき市］
・事務局本部
・サポートセンター

※双葉町を対象とした復興公営住宅は、昨年11月から郡山市八山田で入居開始。
　３月からは郡山市の別地区やいわき市小名浜でも入居が始まります。

埼玉県

双葉町双葉町

完成戸数の割合

建 物 完 成

建 築 設 計 中
建 築 工 事 中

計 画 戸 数 4,890

2,572

261

5.3%

2,702

2,623

1,190

44.0%

7,592

5,195

1,451

19.1%

復興公営住宅
※県・市町村営で、
原子力災害によ
る避難者向け

災害公営住宅

計
※市町村営で、地
震・津波などの
罹災住民向け

（単位：人）

10,000
20,000
30,000
40,000

0
平成23年
12月

平成24年
6月

平成24年
12月

平成25年
6月

平成25年
12月

平成26年
6月

平成26年
12月

95,54695,546
101,320101,320

98,23598,235 93,91593,915
87,71287,712 82,65782,657

＊の数値は、東日本大震災復興対策本部の調査より。

75,44075,440

61,659*61,659* 62,08462,084
57,95457,954 53,96053,960

48,94448,944 45,27945,279 45,93445,934

県外へ
県内へ

避難区域の
再編・解除や、
各避難者の

生活再建への動き
などに伴い、変化
しています。

30市町村

176人

平成27年
２月１日時点

29市町村

203人

居宅介護事業所

グループホーム

障害児通所支援事業所

障がい福祉サービス事業所

障害者支援施設

障害児入所施設 

平成26年10月１日時点
（単位：カ所）

平成27年1月時点
（単位：戸）

12

継続
または
再開

休止 廃止 計

4 4 20

6 3 0 9

6 5 2 13

16 3 1 20

6 0 0 6

2 0 0 2

内訳

継続または再開

68.6%
48カ所

休止

21.4%
15カ所

廃止

10.0%
7カ所

3 2015.3 22015.3
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。

　町
民
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ら
の
相
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内
容
は
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成
24
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度
ま

で
は
生
活
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の
困
り
ご
と
が
大
半
で
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た

が
、次
第
に
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間
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の
悩
み
や
健
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の

 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
４
年
が
経
つ

現
在
も
、約
12
万
人
の
福
島
県
民
が
県
内
外

で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
26
年
度
は
復
興・災
害
公
営
住
宅
の

整
備
が
進
み
、県
営
と
し
て
初
の
復
興
公
営

住
宅
へ
の
入
居
が
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
３
月
末
ま
で
に
５
０
９
戸
が
入
居

予
定
と
な
っ
て
お
り
、市
町
村
営
の
災
害
公

営
住
宅
で
も
順
次
入
居
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　一
方
、県
内
の
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者

数
は
約
２
万
４
，１
０
０
人（
平
成
27
年
１
月

末
時
点
）。
そ
の
す
べ
て
の
方
が
復
興
公
営

住
宅
な
ど
の
新
生
活
へ
移
行
す
る
ま
で
に
は

ま
だ
相
当
の
時
間
が
か
か
る
と
見
ら
れ
、生

活
支
援
相
談
員
の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　障
が
い
や
子
育
て
の
分
野
で
も
、新
た
な

支
援
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　相
双
地
域
で
は
、再
開
で
き
て
い
な
い
施

設・事
業
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、今
回

は
、避
難
を
続
け
て
い
る
複
数
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
連
携
し
て
自
立
を

目
指
す
新
た
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　子
育
て
分
野
で
は
、放
射
線
量
の
低
い
地

域
へ
の
移
動
保
育
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
、

保
護
者
の
心
の
変
化
や
社
会
的
課
題
に
つ
い

て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災から４年が経ちました。被災地での復旧・復興の取り組み
が報じられる中、福島県では浜通りを中心に原発事故による影響が未だ色濃く残り、他県に比べ復興は
なかなか進んでいません。県内の被災者支援は現在どのような段階にあるのか――支援を続ける社協
や民間団体のこれまでを振り返るとともに、これからの課題についてお聞きしました。

町
全
体
が
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
20
㎞
圏
内
に
あ
る
双
葉
町
は
、現
在
も
帰
還
困
難

区
域
と
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
町
民
が
県
内
外
で
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
た
め
、町
社
協
は
複
数
の
拠
点
を
設
け
て
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

４
年
間
で
変
容
し
て
き
た

被
災
者
支
援
を
め
ぐ
る
動
向

東日本大震災から４年
被災者支援のこれまでとこれから

平成28年度
中には、

ほとんどの建物が
完成予定です。

　双
葉
町
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
は
平

成
23
年
10
月
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
ま
ず
は
各
地
に
避
難
し
た
町
民
の
も

と
を
約
１
年
か
け
て
全
戸
訪
問
し
、台
帳
を
作

成
。平
成
25
年
か
ら
は
、よ
り
支
援
を
要
す
る

世
帯
を
優
先
し
て
定
期
訪
問
を
続
け
ま
し

た
。
遠
方
に
避
難
し
て
い
る
町
民
の
と
こ
ろ

へ
は
、避
難
先
の
社
協
や
民
生
委
員
、保
健
福

祉
事
務
所
に
、定
期
的
な
訪
問
や
安
否
確
認

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
双
葉
町
社
協
は
現

在
、６
つ
の
事
務
所・出
張
所
に
２
〜
３
人
ず

つ
計
16
人
の
相
談
員
を
配
置
し
、仮
設
・
借

■双葉町社協の拠点

■福島県内の復興・災害公営住宅の整備状況
　（福島県土木部建築住宅課の発表をもとに作成）

■福島県の避難者数の推移（復興庁ホームページより）

■福島県の生活支援相談員の配置数■相双地域の障がい福祉サービス事業所等の再開等の状況

平成24年
３月１日時点

相
談
が
目
立
ち
始
め
、先
が
見
え
な
い
こ
と
へ

の
不
安
も
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。平
成
26
年
の
夏
以
降
は
、賠
償
が
進
ん
だ

こ
と
で
生
活
再
建
の
目
途
が
立
っ
た
り
、復
興

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
が
始
ま
っ
た
り
と

新
た
な
動
き
が
見
ら
れ
る
反
面
、新
生
活
に

不
安
を
抱
く
方
や
仮
設
住
宅
に
取
り
残
さ
れ

る
感
覚
に
苛
ま
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　復
興
公
営
住
宅
や
持
ち
家
に
町
民
が
移
る

際
は
、事
前
に
訪
問
許
可
を
い
た
だ
い
て
か
ら

引
っ
越
し
先
の
相
談
員
が
引
き
継
ぎ
の
あ
い

さ
つ
を
兼
ね
て
お
宅
を
訪
ね
、不
便
な
こ
と
は

な
い
か
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

転
出
先
の
地
域
の
方
に
避
難
者
と
し
て
見
ら

れ
た
く
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
双
葉
町
社
協

ス
タ
ッ
フ
の
訪
問
を
望
ま
な
い
世
帯
も
あ
る
の

で
、世
帯
ご
と
に
意
向
を
聞
き
、転
出
先
の
民

生
委
員・行
政・社
協
に
支
援
を
お
願
い
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
の
世
帯
か

ら
は
、継
続
し
て
来
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　現
時
点
で
は
平
成
28
年

３
月
が
仮
設
・
借
上
げ
住

宅
の
利
用
期
限
で
あ
る
た

め
、そ
れ
ま
で
に
い
か
に
新

事務局次長
横山 敦子 さん

主任生活支援相談員
林 利久 さん

よこ やま  あつ  こ はやし とし ひさ

双
葉
町
社
協
の
避
難
者
支
援

双
葉
町
社
会
福
祉
協
議
会

郡
山
事
務
所

生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
と

相
談
内
容
の
変
遷

新
生
活
へ
の
移
行
を
め
ぐ
る

支
援
の
課
題

し
い
生
活
へ
と
町
民
に
進
ん
で
も
ら
う
か
が
、

町
行
政
と
町
社
協
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
、長
引
く
避
難
生
活
の
中
で

依
存
心
が
強
く
なって
い
る
方
は
、仮
設
住
宅

に
残
り
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、今

後
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
き
た
い
か
、何
が
課

題
な
の
か
を
一
緒
に
探
し
、個
別
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

　一
方
、新
生
活
へ
と
踏
み
出
し
た
世
帯
も
、

知
り
合
い
の
い
な
い
環
境
で
再
出
発
す
る
こ
と

に
不
安
が
あ
り
、高
齢
者
の
場
合
は
そ
の
不
安

が
特
に
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。現
在
は
、引
っ

越
し
先
の
社
協
・
復
興
支
援
員・コ
ミュニ
テ
ィ

交
流
員
が
中
心
と
な
り
、復
興
公
営
住
宅
や

持
ち
家
に
移
っ
た
方
が
地
域
に
溶
け
込
め
る

よ
う
な
具
体
的
な
方
策
を
練
っ
て
い
る
段
階

で
す
。
し
ば
ら
く
は
双
葉
町
社
協
の
生
活
支

援
相
談
員
が
関
わ
り
続
け
て
、地
域
の
方
と
一

緒
に
活
動
で
き
る
サ
ロ
ン
づ
く
り
な
ど
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

仮設・借上げ住宅で暮らす町民、双葉小
学校の児童、地域のボランティアの皆さ
んと協力して、大運動会を開催。

昨年９月に実施した生活支援相談員の研
修会では、今後ますます必要となる自立
支援について話し合いました。

■双葉町民の避難状況
（平成27年２月２日時点）

県内避難者　4,047人
主な避難先
●いわき市  1,937人　
●郡山市  753人
●福島市     　354人　
●白河市　　245人 など

県外避難者　2,972人
主な避難先
●埼玉県　　896人　
●茨城県 　　433人　
●東京都 　　356人　
●宮城県 　　218人 など

［福島市］
福島
出張所

［郡山市］
・郡山事務所
・サポートセンター

［加須市］
・加須事務所
・サポートセンター

［南相馬市］
南相馬
出張所

［白河市］
白河
出張所

［いわき市］
・事務局本部
・サポートセンター

※双葉町を対象とした復興公営住宅は、昨年11月から郡山市八山田で入居開始。
　３月からは郡山市の別地区やいわき市小名浜でも入居が始まります。

埼玉県

双葉町双葉町

完成戸数の割合

建 物 完 成

建 築 設 計 中
建 築 工 事 中

計 画 戸 数 4,890

2,572

261

5.3%

2,702

2,623

1,190

44.0%

7,592

5,195

1,451

19.1%

復興公営住宅
※県・市町村営で、
原子力災害によ
る避難者向け

災害公営住宅

計
※市町村営で、地
震・津波などの
罹災住民向け

（単位：人）

10,000
20,000
30,000
40,000

0
平成23年
12月

平成24年
6月

平成24年
12月

平成25年
6月

平成25年
12月

平成26年
6月

平成26年
12月

95,54695,546
101,320101,320

98,23598,235 93,91593,915
87,71287,712 82,65782,657

＊の数値は、東日本大震災復興対策本部の調査より。

75,44075,440

61,659*61,659* 62,08462,084
57,95457,954 53,96053,960

48,94448,944 45,27945,279 45,93445,934

県外へ
県内へ

避難区域の
再編・解除や、
各避難者の

生活再建への動き
などに伴い、変化
しています。

30市町村

176人

平成27年
２月１日時点

29市町村

203人

居宅介護事業所

グループホーム

障害児通所支援事業所

障がい福祉サービス事業所

障害者支援施設

障害児入所施設 

平成26年10月１日時点
（単位：カ所）

平成27年1月時点
（単位：戸）

12

継続
または
再開

休止 廃止 計

4 4 20

6 3 0 9

6 5 2 13

16 3 1 20

6 0 0 6

2 0 0 2

内訳

継続または再開

68.6%
48カ所

休止

21.4%
15カ所

廃止

10.0%
7カ所

3 2015.3 22015.3

73―　　―
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　東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
ち
、県

内
で
は
徐
々
に
、仮
設
住
宅
か
ら
復
興・

災
害
公
営
住
宅
や
避
難
先
の
民
間
賃
貸

住
宅
、再
建
し
た
住
宅
な
ど
へ
の
住
み
替

え
が
進
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
住
み
替
え

た
先
で
、近
隣
や
地
域
住
民
と
の
新
し
い

人
間
関
係
づ
く
り
に
疲
れ
、引
き
こ
も
る

方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。一
方
仮
設
住

宅
で
は
、今
ま
で
親
し
く
し
て
き
た
方
の

転
居
に
よ
る
喪
失
感
や
、先
の
見
え
な
い

生
活
へ
の
不
安
感
が
増
大
し
、孤
立
状
態

に
な
る
方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。ど
ち
ら

の
状
況
に
お
い
て
も
、一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
継
続
的
な
支
援
が
よ
り
一
層

必
要
で
す
。

　今
後
は
、地
域
や
周
囲
の
人
々
か
ら
孤

立
す
る
人
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、生
活

支
援
相
談
員
・
民
生
児
童
委
員
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
・
専
門
職
・
行
政
・
福
祉
事
業

所
・
企
業
な
ど
と
住
民
が
連
携
し
て
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
の
仕
組

み
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
、誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　避
難
者
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を

き
っ
か
け
と
し
て
、地
域
の
福
祉
力
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

　当
セ
ン
タ
ー
は
、郡
山
市
で
長
年
障
が
い

者
支
援
に
携
わ
る
白
石
清
春
氏
が
代
表
と
な

り
、発
災
か
ら
約
１
週
間
後
に
立
ち
上
げ
た

任
意
団
体
で
す
。
震
災
直
後
は
、被
災
障
が

い
者
の
安
否
確
認
や
支
援
物
資
の
配
布
の
ほ

か
、困
り
ご
と
の
聞
き
取
り
を
行
い
支
援
に

つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

　平
成
23
年
夏
か
ら
仮
設・借
上
げ
住
宅
で

の
生
活
が
始
ま
る
と
、引
き
こ
も
り
が
ち
に

サロンには地域のボランティアの方々も加わり、楽しい時間
を過ごします。

な
る
方
、適
し
た
職
場
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、

障
が
い
者
手
帳
を
も
と
も
と
持
っ
て
い
な
い

た
め
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
方

や
、障
害
者
手
帳
の
取
得
に
抵
抗
が
あ
る
と

い
う
方
な
ど
、支
援
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

方
々
の
情
報
が
行
政
か
ら
入
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、障
が
い
者
手
帳
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
福
祉
的
配
慮
の
必
要
な
方
の

居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
、平
成
23

年
10
月
に
交
流
サ
ロ
ン「
し
ん
せ
い
」を
オ
ー

プ
ン
。
こ
こ
を
拠
点
に
現
在
、茶
話
会
な
ど

の
サ
ロ
ン
を
週
２
日
、就
労
を
目
指
す
場「
ふ

た
ば
製
作
所
」を
週
３
日
開
設
し
て
い
ま
す
。

　私
は
以
前
か
ら
保
育
所
を
経
営
し
て
い

た
の
で
す
が
、震
災
後
し
ば
ら
く
は
、我
が

家
も
含
め
て
放
射
線
被
ば
く
が
心
配
で
子

ど
も
の
屋
外
活
動
を
制
限
す
る
家
庭
が
多

く
、親
も
子
も
ス
ト
レ
ス
の
多
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
３
歳
以
上
の
未
就

学
児
を
対
象
に
、毎
週
土
曜
に
福
島
市
や
郡

山
市
か
ら
バ
ス
で
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
自
然

豊
か
な
低
線
量
地
域
へ
出
か
け
る
日
帰
り
保

育
の
活
動
を
、平
成
23
年
８
月
か
ら
始
め
ま

し
た
。
当
時
、小
学
生
以
上
が
対
象
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
団
体
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
が
、個
別
に
参
加
者
を
募
って
未
就
学
児
を

預
か
る
移
動
保
育
は
私
た
ち
だ
け
で
し
た
。

　参
加
者
の
中
に
は
、避
難
生
活
を
送
る
お

子
さ
ん
や
、自
閉
症・多
動
症
な
ど
の
お
子
さ

ん
も
い
ま
す
。
出
発
時
に
は
緊
張
し
た
り
泣

い
た
り
し
て
い
た
子
で
も
、帰
っ
て
く
る
と
満

面
の
笑
み
で
そ
の
日
の
出
来
事
を
話
す
の

で
、保
護
者
の
方
々
か
ら
も
好
評
で
す
。

　参
加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、移
動

保
育
へ
の
参
加
動
機
は
、平
成
24
年
ま
で
は

放
射
線
が
不
安
で
外
遊
び
を
さ
せ
て
あ
げ
ら

れ
な
い
か
ら
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。し

か
し
平
成
25
年
か
ら
は
、普
段
の
生
活
圏
か

ら
出
て
初
め
て
会
う
友
達
や
大
人
と
交
流

し
、社
会
体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
動
機
が

徐
々
に
増
え
、現
在
は
大
半
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
へ
の
不
安
は
解
消

し
て
い
ま
せ
ん
が
、制
限
だ
け
し
て
い
て
も
子

ど
も
に
と
っ
て
良
く
な
い
と
考
え
、被
ば
く
を

避
け
な
が
ら
内
面
的
に
も
成
長
で
き
る
活
動

を
望
む
保
護
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　活
動
に
は
、大
学
生
や
短
大
生
、移
動
保
育

実
施
先
の
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
25
年
か
ら

月
１
回
は
、移
動
保
育
の
中
で
未
就
学
児・学

生・高
齢
者
の
３
世
代
交
流
を
行
う
場
を
試

験
的
に
設
け
て
い
ま
す
。

　子
育
て
支
援
は
、地
域
ぐ
る
み
で
行
う
必

要
が
あ
る
と
言
葉
で
ど
ん
な
に
説
得
し
て

も
、今
子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方
の
共
感

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、現
実
と
し
て
育
児

で
奮
闘
中
の
方
が
さ
ら
に
頑
張
っ
て
支
援
に

取
り
組
む
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
今
後
は
、学
生
や
高
齢
者
の
ほ
か
、お
父

さ
ん
方
も
含
め
た
男
の
人
た
ち
を
、い
か
に

子
育
て
に
巻
き
込
ん
で
い
く
か
を
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　平
成
24
年
の
末
頃
か
ら
は
避
難
先
で
前
向

き
に
歩
き
出
そ
う
と
す
る
方
が
増
え
、長
く

働
き
続
け
ら
れ
る
仕
事
を
望
む
声
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、避
難
が
続
く
就
労
系

事
業
所
は
、地
縁
を
断
た
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

事
業
ス
ペ
ー
ス・資
金・仕
事
の
確
保
が
難
し

い
な
ど
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
複
数
事
業
所
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

継
続
で
き
る
仕
事
を
生
み
出
そ
う
と
取
り
組

み
を
開
始
。ま
ず
は
14
事
業
所
が
作
業
を
分

担
し
、裂
き
織
の
か
ば
ん
を
６
，０
０
０
枚
製

作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で

あ
る
程
度
の
成
果
は
見
え
た
も
の
の
、制
度

や
助
成
金
に
頼
り
き
り
に
な
ら
ず
に
自
立
し

て
継
続
で
き
る
仕
事
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
商
品

か
ら
一
歩
進
ん
で
、質
の
高
い
商
品
を
作
り

販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
目
指
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、私
た
ち
は

福
祉
の
垣
根
を
越
え
て
企
業
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
相
談
し
、知
恵
を
お
借
り
し
た
り
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、平
成
26
年
６
月
に
は
、日
清

製
粉
グ
ル
ー
プ
か
ら
技
術
支
援
を
受
け
た
お

菓
子「
ぽ
る
ぼ
ろ
ん
」が
完
成
。
製
造
や
包

装
、箱
の
組
み
立
て
、商
品
の
発
送
、経
理
業

務
な
ど
の
仕
事
を
11
事
業
所
で
分
担
し
て
10

月
か
ら
販
売
を
開
始
で
き
、現
在
の
メ
イ
ン

の
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
を
持
つ

方
も
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
活
躍
で

き
る
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
は
、私
た
ち
が
今

後
も
取
り
組
み
続
け
る
課
題
で
あ
り
使
命
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

震
災
を
き
っ
か
け
に
障
が
い
者
支
援
や
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
、２
つ
の
団
体
の

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

支援員
富永 美保 さん
とみ なが    み   ほ

民
間
団
体
の
被
災
者
支
援

障
が
い
者
支
援・子
育
て
支
援
の
現
場
か
ら

Ｊ
Ｄ
Ｆ
被
災
地
障
が
い
者

支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま

事
務
所
所
在
地
：
郡
山
市

活
動
内
容

被
災
し
た
障
が
い
者
や
就
労
系
事
業

所
へ
の
支
援

http://jdf787.com

障がい者支援子育て支援

被
災
し
た
障
が
い
者
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
展
開

理事長
上國料 竜太 さん
かみこくりょう りゅう た

ス
ト
レ
ス
や
被
ば
く
の
不
安
を

軽
減
す
る
移
動
保
育

保
育
を
軸
に
多
く
の
人
が

交
わ
る
場
を
つ
く
り
た
い

避
難
が
続
く
事
業
所
に
よ
る

協
働
の
仕
事
づ
く
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

移
動
保
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所
所
在
地
：
郡
山
市

活
動
内
容

❶
未
就
学
児
対
象
の
週
末
移
動
保
育

❷「
自
然
体
験
保
育
園
コ
コ
カ
ラ
」で
の

　平
日
保
育

❸
学
童
保
育

http://idouhoiku.com

し
ら
い
し
き
よ
は
る

ふたば製作所では、使用済み封筒を材料とした
かばん作りなどを行っています。

11の就労系事業所で約200人が連携
して製造するお菓子「ぽるぼろん」

自然豊かな環境で思いきり遊ぶ
移動保育

自然豊かな環境で思いきり遊ぶ
移動保育
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　東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
ち
、県

内
で
は
徐
々
に
、仮
設
住
宅
か
ら
復
興・

災
害
公
営
住
宅
や
避
難
先
の
民
間
賃
貸

住
宅
、再
建
し
た
住
宅
な
ど
へ
の
住
み
替

え
が
進
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
住
み
替
え

た
先
で
、近
隣
や
地
域
住
民
と
の
新
し
い

人
間
関
係
づ
く
り
に
疲
れ
、引
き
こ
も
る

方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。一
方
仮
設
住

宅
で
は
、今
ま
で
親
し
く
し
て
き
た
方
の

転
居
に
よ
る
喪
失
感
や
、先
の
見
え
な
い

生
活
へ
の
不
安
感
が
増
大
し
、孤
立
状
態

に
な
る
方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。ど
ち
ら

の
状
況
に
お
い
て
も
、一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
継
続
的
な
支
援
が
よ
り
一
層

必
要
で
す
。

　今
後
は
、地
域
や
周
囲
の
人
々
か
ら
孤

立
す
る
人
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、生
活

支
援
相
談
員
・
民
生
児
童
委
員
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
・
専
門
職
・
行
政
・
福
祉
事
業

所
・
企
業
な
ど
と
住
民
が
連
携
し
て
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
の
仕
組

み
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
、誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　避
難
者
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を

き
っ
か
け
と
し
て
、地
域
の
福
祉
力
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

　当
セ
ン
タ
ー
は
、郡
山
市
で
長
年
障
が
い

者
支
援
に
携
わ
る
白
石
清
春
氏
が
代
表
と
な

り
、発
災
か
ら
約
１
週
間
後
に
立
ち
上
げ
た

任
意
団
体
で
す
。
震
災
直
後
は
、被
災
障
が

い
者
の
安
否
確
認
や
支
援
物
資
の
配
布
の
ほ

か
、困
り
ご
と
の
聞
き
取
り
を
行
い
支
援
に

つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

　平
成
23
年
夏
か
ら
仮
設・借
上
げ
住
宅
で

の
生
活
が
始
ま
る
と
、引
き
こ
も
り
が
ち
に

サロンには地域のボランティアの方々も加わり、楽しい時間
を過ごします。

な
る
方
、適
し
た
職
場
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、
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手
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を
も
と
も
と
持
っ
て
い
な
い

た
め
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
方

や
、障
害
者
手
帳
の
取
得
に
抵
抗
が
あ
る
と

い
う
方
な
ど
、支
援
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

方
々
の
情
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が
行
政
か
ら
入
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、障
が
い
者
手
帳
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
福
祉
的
配
慮
の
必
要
な
方
の

居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
、平
成
23

年
10
月
に
交
流
サ
ロ
ン「
し
ん
せ
い
」を
オ
ー

プ
ン
。
こ
こ
を
拠
点
に
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在
、茶
話
会
な
ど

の
サ
ロ
ン
を
週
２
日
、就
労
を
目
指
す
場「
ふ

た
ば
製
作
所
」を
週
３
日
開
設
し
て
い
ま
す
。

　私
は
以
前
か
ら
保
育
所
を
経
営
し
て
い

た
の
で
す
が
、震
災
後
し
ば
ら
く
は
、我
が

家
も
含
め
て
放
射
線
被
ば
く
が
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で
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ど
も
の
屋
外
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動
を
制
限
す
る
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多
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多
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が
続
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た
。
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り
保
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を
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８
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始
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ま

し
た
。
当
時
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が
対
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の
プ
ロ
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あ
り
ま
し

た
が
、個
別
に
参
加
者
を
募
って
未
就
学
児
を

預
か
る
移
動
保
育
は
私
た
ち
だ
け
で
し
た
。

　参
加
者
の
中
に
は
、避
難
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活
を
送
る
お

子
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や
、自
閉
症・多
動
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な
ど
の
お
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さ
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も
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ま
す
。
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時
に
は
緊
張
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泣
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て
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た
子
で
も
、帰
っ
て
く
る
と
満

面
の
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み
で
そ
の
日
の
出
来
事
を
話
す
の

で
、保
護
者
の
方
々
か
ら
も
好
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で
す
。

　参
加
後
の
ア
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に
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と
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動
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加
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24
年
ま
で
は

放
射
線
が
不
安
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外
遊
び
を
さ
せ
て
あ
げ
ら

れ
な
い
か
ら
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。し

か
し
平
成
25
年
か
ら
は
、普
段
の
生
活
圏
か

ら
出
て
初
め
て
会
う
友
達
や
大
人
と
交
流

し
、社
会
体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
動
機
が

徐
々
に
増
え
、現
在
は
大
半
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
へ
の
不
安
は
解
消

し
て
い
ま
せ
ん
が
、制
限
だ
け
し
て
い
て
も
子

ど
も
に
と
っ
て
良
く
な
い
と
考
え
、被
ば
く
を

避
け
な
が
ら
内
面
的
に
も
成
長
で
き
る
活
動

を
望
む
保
護
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　活
動
に
は
、大
学
生
や
短
大
生
、移
動
保
育

実
施
先
の
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
25
年
か
ら

月
１
回
は
、移
動
保
育
の
中
で
未
就
学
児・学

生・高
齢
者
の
３
世
代
交
流
を
行
う
場
を
試

験
的
に
設
け
て
い
ま
す
。

　子
育
て
支
援
は
、地
域
ぐ
る
み
で
行
う
必

要
が
あ
る
と
言
葉
で
ど
ん
な
に
説
得
し
て

も
、今
子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方
の
共
感

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、現
実
と
し
て
育
児

で
奮
闘
中
の
方
が
さ
ら
に
頑
張
っ
て
支
援
に

取
り
組
む
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
今
後
は
、学
生
や
高
齢
者
の
ほ
か
、お
父

さ
ん
方
も
含
め
た
男
の
人
た
ち
を
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か
に

子
育
て
に
巻
き
込
ん
で
い
く
か
を
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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成
24
年
の
末
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は
避
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先
で
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向
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に
歩
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出
そ
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と
す
る
方
が
増
え
、長
く

働
き
続
け
ら
れ
る
仕
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を
望
む
声
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
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し
、避
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が
続
く
就
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系

事
業
所
は
、地
縁
を
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た
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

事
業
ス
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ス・資
金・仕
事
の
確
保
が
難
し

い
な
ど
の
問
題
に
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面
し
て
い
ま
し
た
。
そ
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で
複
数
事
業
所
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

継
続
で
き
る
仕
事
を
生
み
出
そ
う
と
取
り
組

み
を
開
始
。ま
ず
は
14
事
業
所
が
作
業
を
分

担
し
、裂
き
織
の
か
ば
ん
を
６
，０
０
０
枚
製

作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で

あ
る
程
度
の
成
果
は
見
え
た
も
の
の
、制
度

や
助
成
金
に
頼
り
き
り
に
な
ら
ず
に
自
立
し

て
継
続
で
き
る
仕
事
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
チ
ャ
リ
テ
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ー
商
品

か
ら
一
歩
進
ん
で
、質
の
高
い
商
品
を
作
り

販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
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指
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必
要

が
あ
る
と
思
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よ
う
に
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り
ま
し
た
。
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の
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る
た
め
、私
た
ち
は

福
祉
の
垣
根
を
越
え
て
企
業
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
相
談
し
、知
恵
を
お
借
り
し
た
り
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、平
成
26
年
６
月
に
は
、日
清

製
粉
グ
ル
ー
プ
か
ら
技
術
支
援
を
受
け
た
お

菓
子「
ぽ
る
ぼ
ろ
ん
」が
完
成
。
製
造
や
包

装
、箱
の
組
み
立
て
、商
品
の
発
送
、経
理
業

務
な
ど
の
仕
事
を
11
事
業
所
で
分
担
し
て
10

月
か
ら
販
売
を
開
始
で
き
、現
在
の
メ
イ
ン

の
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
を
持
つ

方
も
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
活
躍
で

き
る
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
は
、私
た
ち
が
今

後
も
取
り
組
み
続
け
る
課
題
で
あ
り
使
命
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

震
災
を
き
っ
か
け
に
障
が
い
者
支
援
や
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
、２
つ
の
団
体
の

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

支援員
富永 美保 さん
とみ なが    み   ほ

民
間
団
体
の
被
災
者
支
援

障
が
い
者
支
援・子
育
て
支
援
の
現
場
か
ら

Ｊ
Ｄ
Ｆ
被
災
地
障
が
い
者

支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま

事
務
所
所
在
地
：
郡
山
市

活
動
内
容

被
災
し
た
障
が
い
者
や
就
労
系
事
業

所
へ
の
支
援

http://jdf787.com

障がい者支援子育て支援

被
災
し
た
障
が
い
者
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
展
開

理事長
上國料 竜太 さん
かみこくりょう りゅう た

ス
ト
レ
ス
や
被
ば
く
の
不
安
を

軽
減
す
る
移
動
保
育

保
育
を
軸
に
多
く
の
人
が

交
わ
る
場
を
つ
く
り
た
い

避
難
が
続
く
事
業
所
に
よ
る

協
働
の
仕
事
づ
く
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

移
動
保
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所
所
在
地
：
郡
山
市

活
動
内
容

❶
未
就
学
児
対
象
の
週
末
移
動
保
育

❷「
自
然
体
験
保
育
園
コ
コ
カ
ラ
」で
の

　平
日
保
育

❸
学
童
保
育

http://idouhoiku.com

し
ら
い
し
き
よ
は
る

ふたば製作所では、使用済み封筒を材料とした
かばん作りなどを行っています。

11の就労系事業所で約200人が連携
して製造するお菓子「ぽるぼろん」

自然豊かな環境で思いきり遊ぶ
移動保育

自然豊かな環境で思いきり遊ぶ
移動保育

5 2015.3 42015.3
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支
援
に
取
り
組
む
相
馬
市
の
事
例
か
ら

UPZ   OM
ズームアップ

被
災
者
の
住
ま
い
は
今
…

　
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
４
年
半
。
県
内
被
災
者
の
「
住
ま
い
」
は
仮
設
住
宅
か
ら
復
興
公
営

住
宅
・
災
害
公
営
住
宅
へ
の
移
行
期
に
あ
り
、
同
時
に
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ
て

い
ま
す
。「
住
居
の
提
供
」
に
と
ど
ま
ら
ず
多
面
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
今
、
福
島
県
の
住

宅
支
援
の
現
状
、
中
で
も
孤
立
・
孤
独
感
の
解
消
に
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
う
相
馬
市
の
事

例
に
注
目
し
ま
し
た
。

福島県の復興と現状

応急仮設住宅の供与期間が平成29年3月まで延長

県内避難者の30％以上が現在も仮設住宅で生活

被災者の住環境が変化している
利用者数
の推移

平成27年7月

〈県が検討を進める施策〉　　　　　　　　（平成27年6月15日、福島県発表）

▼借上げ住宅等から県内の恒久的な
住宅への移転費用の支援

▼低所得世帯等に対する民間賃貸住宅家賃への支援

▼避難者のための住宅確保（公営住宅等）への取り組み

▼避難者のコミュニティ活動の強化

借上げ・公営住宅
36,452人

県内避難者数

（31.9％）

（55.8％）

（12.3％）

65,287人仮設住宅

その他

20,884人

16,553 20,884

平成25年7月16,800 30,489

110,559人
東日本大震災及び東京電力
福島第一原発事故による避難者数

（平成27年8月4日、福島県災害対策本部発表）

戸　数 人　数

仮設住宅

16,504 36,452

24,125 57,186
戸　数 人　数

借上げ・公営住宅

入居者数の減少

29年度～

27年度～

（7月31日、県災害対策本部発表）

災害公営住宅と復興公営住宅の整備は…
市町村災害公営住宅 復興公営住宅

計画準備中 準備中2,811戸
計画
4,890戸

完成

（59.1％）

1,660
戸

完成

（12.3％）

601
戸

（平成27年6月30日版、福島県土木部建築住宅課）

完成戸数／計画戸数
❶ 福 島 市 71／475
❷ 二 本 松 市 0／346
❸ 会津若松市 70／134
❹ 郡 山 市 160／570
❺ 須 賀 川 市 32／100
❻ 鏡 石 町 24／24
❼ 白 河 市 16／16
❽ 桑 折 町 22／22

❾ 川 俣 町 0／120
� 三 春 町 0／217
� 矢 吹 町 0／52
� 新 地 町 103／133
� 相 馬 市 398／398

� 南 相 馬 市 178／350
0／927

� 楢 葉 町 0／141
� 広 野 町 48／62

� い わ き 市 839／1,513
250／1,768

そ
の
他

50／333（白河市、広野町、
本宮市、川内村、大玉村、
田村市、桑折町）

■赤文字は災害公営住宅
（地震・津波被災者向け）
■青文字は復興公営住宅
（原子力災害避難者向け）

12新地町

13相馬市

14南相馬市❾川俣町

❽桑折町

❶福島市

❹郡山市

❷二本松市

15楢葉町
16広野町

10三春町

❺須賀川市

17いわき市❼白河市

11矢吹町
❻鏡石町

❸
会
津
若
松
市

猪
苗
代
湖

　
太
平
洋
に
面
し
た
相
馬
市
の
南
部
に
位

置
す
る
「
磯
部
地
区
」
は
、
集
落
が
ま
る

ご
と
津
波
に
の
み
込
ま
れ
、
大
き
な
被
害

を
出
し
た
地
域
で
し
た
。

　
こ
の
磯
部
地
区
の
高
台
に
、
磯い

そ

部べ

狐き
つ
ね
あ
な穴

井
戸
端
長
屋
が
完
成
し
た
の
は
平
成
２５
年

３
月
。
自
力
で
の
住
宅
再
建
が
困
難
な
市

内
の
被
災
高
齢
者
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た

災
害
公
営
住
宅
で
す
。

県内でいち早く仮設住宅を完成させ、災害公営住宅も平成２７
年３月に計画戸数すべての整備を完了するなど、被災者の住
宅支援に力を入れている相馬市。各世帯の個室と住民の共有
スペースを備え、コミュニティの構築もできる新しい形の災
害公営住宅として注目される「井戸端長屋」を紹介します。

　
独
立
し
た
１０
～
１２
世
帯
が
入
居
で
き
る

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
他
に
、
食
堂
や
畳
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
も
つ
集
合

住
宅
で
あ
り
、入
居
者
が
「
共
助
の
精
神
」

で
お
互
い
に
見
守
り
合
い
、
支
え
合
い
な

が
ら
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　
相
馬
市
の
災
害
公
営
住
宅
団
地
は
市
内

に
９
か
所
、
全
３
９
８
戸
あ
り
、
入
居
率

は
平
成
２７
年
７
月
現
在
８７
％
で
す
。
長
屋

は
磯
部
を
含
め
５
棟
、
５８
世
帯
が
入
居
で

き
ま
す
。
一
世
帯
あ
た
り
の
面
積
は
１２
坪

で
、
洋
室
・
和
室
に
ト
イ
レ
と
浴
室
、
台

所
を
備
え
て
い
ま
す
。（
５
㌻
参
照
）

　
共
有
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
で
入
居
者

は
日
常
的
に
ふ
れ
あ
い
、
互
い
の
様
子
を

気
遣
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
活
の
な
か
で
自
然
に
人
と
関
わ
れ

る
場
を
設
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
引
き
こ
も
り
を
防
ご
う
と
の
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
。

　
井
戸
端
長
屋
の
一
番
の
目
的
は
、
孤

独
死
の
防
止
で
す
。
被
災
し
て
家
族
を

失
い
、
単
独
者
世
帯
と
な
っ
た
高
齢
者

は
市
内
に
１
０
０
人
ほ
ど
い
て
、
こ
の

方
た
ち
が
仮
設
住
宅
を
出
た
あ
と
の
生

活
再
建
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。「
入

居
者
が
互
い
に
見
守
り
、
安
否
確
認
で

き
る
体
制
を
実
現
す
る
住
宅
を
」
と
の

立た
ち

谷や

秀ひ
で

清き
よ

市
長
の
発
案
で
設
計
し
、
共

助
型
の
長
屋
整
備
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る

集
合
住
宅
は
全
国
的
に
珍
し
い
も
の
で

す
。

　
市
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
委
託
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
相
馬
市
社
協
の
３
組

織
が
連
携
し
て
今
後
も
生
活
支
援
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

共
助
の
精
神
に
よ
る

支
え
合
い
を
目
指
し

孤
独
死
を
な
く
し
た
い

３
組
織
で
支
援
を
継
続

相馬市保健福祉部
健康福祉課課長

原
はら

　史
し

朗
ろう

さん

食堂に集まり昼食を楽しむ入居者

磯部狐穴井戸端長屋外観
玄関の花は入居者によるしつらえ

共有スペースのシンボルは「井戸端」
をイメージした共同のランドリー
コーナー。すぐとなりにある畳の小
上がりでは、学童保育も行われるな
ど、地域に開放されています

温もりの高齢者集合住宅

井
い

戸
ど

端
ば た

長
な が

屋
や

相馬市磯部地区 特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

社
協
通
信

社
協
通
信
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支
援
に
取
り
組
む
相
馬
市
の
事
例
か
ら

UPZ   OM
ズームアップ

被
災
者
の
住
ま
い
は
今
…

　
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
４
年
半
。
県
内
被
災
者
の
「
住
ま
い
」
は
仮
設
住
宅
か
ら
復
興
公
営

住
宅
・
災
害
公
営
住
宅
へ
の
移
行
期
に
あ
り
、
同
時
に
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ
て

い
ま
す
。「
住
居
の
提
供
」
に
と
ど
ま
ら
ず
多
面
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
今
、
福
島
県
の
住

宅
支
援
の
現
状
、
中
で
も
孤
立
・
孤
独
感
の
解
消
に
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
う
相
馬
市
の
事

例
に
注
目
し
ま
し
た
。

福島県の復興と現状

応急仮設住宅の供与期間が平成29年3月まで延長

県内避難者の30％以上が現在も仮設住宅で生活

被災者の住環境が変化している
利用者数
の推移

平成27年7月

〈県が検討を進める施策〉　　　　　　　　（平成27年6月15日、福島県発表）

▼借上げ住宅等から県内の恒久的な
住宅への移転費用の支援

▼低所得世帯等に対する民間賃貸住宅家賃への支援

▼避難者のための住宅確保（公営住宅等）への取り組み

▼避難者のコミュニティ活動の強化

借上げ・公営住宅
36,452人

県内避難者数

（31.9％）

（55.8％）

（12.3％）

65,287人仮設住宅

その他

20,884人

16,553 20,884

平成25年7月16,800 30,489

110,559人
東日本大震災及び東京電力
福島第一原発事故による避難者数

（平成27年8月4日、福島県災害対策本部発表）

戸　数 人　数

仮設住宅

16,504 36,452

24,125 57,186
戸　数 人　数

借上げ・公営住宅

入居者数の減少

29年度～

27年度～

（7月31日、県災害対策本部発表）

災害公営住宅と復興公営住宅の整備は…
市町村災害公営住宅 復興公営住宅

計画準備中 準備中2,811戸
計画
4,890戸

完成

（59.1％）

1,660
戸

完成

（12.3％）

601
戸

（平成27年6月30日版、福島県土木部建築住宅課）

完成戸数／計画戸数
❶ 福 島 市 71／475
❷ 二 本 松 市 0／346
❸ 会津若松市 70／134
❹ 郡 山 市 160／570
❺ 須 賀 川 市 32／100
❻ 鏡 石 町 24／24
❼ 白 河 市 16／16
❽ 桑 折 町 22／22

❾ 川 俣 町 0／120
� 三 春 町 0／217
� 矢 吹 町 0／52
� 新 地 町 103／133
� 相 馬 市 398／398

� 南 相 馬 市 178／350
0／927

� 楢 葉 町 0／141
� 広 野 町 48／62

� い わ き 市 839／1,513
250／1,768

そ
の
他

50／333（白河市、広野町、
本宮市、川内村、大玉村、
田村市、桑折町）

■赤文字は災害公営住宅
（地震・津波被災者向け）
■青文字は復興公営住宅
（原子力災害避難者向け）

12新地町

13相馬市

14南相馬市❾川俣町

❽桑折町

❶福島市

❹郡山市

❷二本松市

15楢葉町
16広野町

10三春町

❺須賀川市

17いわき市❼白河市

11矢吹町
❻鏡石町

❸
会
津
若
松
市

猪
苗
代
湖

　
太
平
洋
に
面
し
た
相
馬
市
の
南
部
に
位

置
す
る
「
磯
部
地
区
」
は
、
集
落
が
ま
る

ご
と
津
波
に
の
み
込
ま
れ
、
大
き
な
被
害

を
出
し
た
地
域
で
し
た
。

　
こ
の
磯
部
地
区
の
高
台
に
、
磯い

そ

部べ

狐き
つ
ね
あ
な穴

井
戸
端
長
屋
が
完
成
し
た
の
は
平
成
２５
年

３
月
。
自
力
で
の
住
宅
再
建
が
困
難
な
市

内
の
被
災
高
齢
者
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た

災
害
公
営
住
宅
で
す
。

県内でいち早く仮設住宅を完成させ、災害公営住宅も平成２７
年３月に計画戸数すべての整備を完了するなど、被災者の住
宅支援に力を入れている相馬市。各世帯の個室と住民の共有
スペースを備え、コミュニティの構築もできる新しい形の災
害公営住宅として注目される「井戸端長屋」を紹介します。

　
独
立
し
た
１０
～
１２
世
帯
が
入
居
で
き
る

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
他
に
、
食
堂
や
畳
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
も
つ
集
合

住
宅
で
あ
り
、入
居
者
が
「
共
助
の
精
神
」

で
お
互
い
に
見
守
り
合
い
、
支
え
合
い
な

が
ら
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　
相
馬
市
の
災
害
公
営
住
宅
団
地
は
市
内

に
９
か
所
、
全
３
９
８
戸
あ
り
、
入
居
率

は
平
成
２７
年
７
月
現
在
８７
％
で
す
。
長
屋

は
磯
部
を
含
め
５
棟
、
５８
世
帯
が
入
居
で

き
ま
す
。
一
世
帯
あ
た
り
の
面
積
は
１２
坪

で
、
洋
室
・
和
室
に
ト
イ
レ
と
浴
室
、
台

所
を
備
え
て
い
ま
す
。（
５
㌻
参
照
）

　
共
有
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
で
入
居
者

は
日
常
的
に
ふ
れ
あ
い
、
互
い
の
様
子
を

気
遣
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
活
の
な
か
で
自
然
に
人
と
関
わ
れ

る
場
を
設
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
引
き
こ
も
り
を
防
ご
う
と
の
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
。

　
井
戸
端
長
屋
の
一
番
の
目
的
は
、
孤

独
死
の
防
止
で
す
。
被
災
し
て
家
族
を

失
い
、
単
独
者
世
帯
と
な
っ
た
高
齢
者

は
市
内
に
１
０
０
人
ほ
ど
い
て
、
こ
の

方
た
ち
が
仮
設
住
宅
を
出
た
あ
と
の
生

活
再
建
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。「
入

居
者
が
互
い
に
見
守
り
、
安
否
確
認
で

き
る
体
制
を
実
現
す
る
住
宅
を
」
と
の

立た
ち

谷や

秀ひ
で

清き
よ

市
長
の
発
案
で
設
計
し
、
共

助
型
の
長
屋
整
備
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る

集
合
住
宅
は
全
国
的
に
珍
し
い
も
の
で

す
。

　
市
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
委
託
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
相
馬
市
社
協
の
３
組

織
が
連
携
し
て
今
後
も
生
活
支
援
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

共
助
の
精
神
に
よ
る

支
え
合
い
を
目
指
し

孤
独
死
を
な
く
し
た
い

３
組
織
で
支
援
を
継
続

相馬市保健福祉部
健康福祉課課長

原
はら

　史
し

朗
ろう

さん

食堂に集まり昼食を楽しむ入居者

磯部狐穴井戸端長屋外観
玄関の花は入居者によるしつらえ

共有スペースのシンボルは「井戸端」
をイメージした共同のランドリー
コーナー。すぐとなりにある畳の小
上がりでは、学童保育も行われるな
ど、地域に開放されています

温もりの高齢者集合住宅

井
い

戸
ど

端
ば た

長
な が

屋
や

相馬市磯部地区 特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

社
協
通
信

社
協
通
信
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井
戸
端
長
屋
は
主
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
入
居
対
象
と
し
、
か
つ
相
互
の

見
守
り
を
可
能
に
す
る
た
め
、
市
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
委
託
し
て
お
昼
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
毎
日
行
い
、
入
居
者
全
員
が
一
堂
に

会
し
て
食
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
そ
う
ま
は

市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
平
成
２３
年
１０
月

か
ら
被
災
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
、
現
在
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
調
理
師

免
許
を
持
つ
職
員
を
中
心
に
、
登
録
し
て

い
る
４０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
シ
フ
ト
制

で
活
動
。
栄
養
面
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
、
調
理
し
て
い
ま
す
。
一
日
に
作

る
昼
食
は
約
５０
食
で
、
宅
配
担
当
の
メ
ン

バ
ー
が
一
時
間
以
上
か
け
、
長
屋
と
登
録

個
人
宅
の
市
内
１１
か
所
へ
届
け
ま
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
晦
日
と
元
日
以
外
の

毎
日
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
被
災
者
の

暮
ら
し
は
、
多
く
の
市
民
の
関
わ
り
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
が
今
年
４
月
に
創
設
し
た
「
相

馬
市
被
災
高
齢
者
等
地
域
生
活
支
援
基
金

（
井
戸
端
長
屋
基
金
）」
へ
は
全
国
か
ら
８

０
０
万
円
を
超
す
寄
付
金
が
あ
り
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
磯
部
狐
穴
の
長
屋
周
辺
に
商
店
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
買
い
物
バ
ス
が
定

期
的
に
出
た
り
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
の
移

動
販
売
、
移
動
郵
便
局
も
立
ち
寄
り
、
生

活
に
不
便
の
無
い
よ
う
支
援
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
定
例
の
お
茶
会
サ
ロ
ン
の
ほ

か
、
中
庭
で
花
や
野
菜
を
育
て
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
あ
う

楽
し
み
も
。
長
屋
の
入
居
者
は
現
在
９
人

（
男
性
２
人
、
女
性
７
人
）、
平
均
年
齢
は

７８
歳
で
す
。
取
材
し
た
こ
の
日
は
市
内
へ

の
「
お
で
か
け
ミ
ニ
バ
ス
」
の
運
行
日
と

あ
っ
て
多
く
の
入
居
者
が
外
出
中
。
わ
ず

か
３
人
で
の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。
協
力

「活動はボランティアに支えられている。こ
れから若い人にいかに参加してもらうかが
課題」と話すNPO法人ライフネットそうま
阿部孝志（あべ・たかし）理事長＝写真右＝と
渡部昭一（わたべ・しょういち）副理事長

し
て
お
茶
を
淹
れ
た
り
配
食
弁
当
を
配
る

な
ど
、
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る
こ
と
は
、

当
た
り
前
の
日
常
の
ひ
と
こ
ま
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
部
屋
を
一
歩
出
れ
ば
仲
間
が
い

る
─
こ
の
適
度
な
距
離
感
が
、居
心
地
の

よ
さ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
長
屋
の
寮
長
を
務
め
る
高た

か

戸と

喜よ
し

夫お

さ
ん

は
７４
歳
。
津
波
に
よ
り
家
は
流
さ
れ
、
家

族
も
失
い
ま
し
た
が
、
長
屋
へ
入
居
で
き

ま
し
た
。「
震
災
直
後
は
避
難
所
を
転
々

と
し
て
い
ま
し
た
。
仮
設
に
入
っ
て
か
ら

は
、
寂
し
さ
の
あ
ま
り
死
ぬ
か
と
思
っ
た

ほ
ど
」
と
、
人
の
温
も
り
が
身
近
に
あ
る

喜
び
を
嚙
み
し
め
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

自
治
会
で
活
躍
し
て
い
て
人
望
も
あ
り

「
ま
と
め
役
」
に
は
適
任
で
す
。
市
内
の

季
節
柄
、
特
に
衛
生
面
に
は

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す

「足が不自由なのでみなさん
に助けてもらっています」と
志賀ユキ子（しが・ゆきこ）さん

「友達がいた仮設も良かっ
たけど、ここもいいね」と
原田キイ（はらだ・きい）さん

この日のメニュー
は肉団子の甘酢あ
んかけとブロッコ
リーのおかか和え

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
見
守
り
を
サ
ポ
ー
ト

「震災に遭ってもどん底からこ
こまで上がってこれました」
と笑顔を見せる高戸喜夫さん

車いす用トイレ

浴室 和室・洋室

大浴場

個室側外観個室の並ぶ廊下

他
の
長
屋
で
は
、
入
居
者
か
ら
の
選
定
が

難
し
く
、
寮
長
制
度
が
成
り
立
た
な
い
所

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
今
後
、

管
理
人
の
配
置
を
予
定
し
て
お
り
、
５
棟

を
３
人
で
巡
回
、
各
長
屋
と
病
院
間
の
送

迎
も
担
当
す
る
計
画
で
す
。

　
今
は
自
立
し
て
い
る
入
居
者
も
、
３
年

後
、
５
年
後
に
は
介
護
が
必
要
な
状
況
を

迎
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
長
屋
は
介

護
施
設
で
は
な
い
た
め
介
護
ス
タ
ッ
フ
は

常
駐
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
必
要
に

応
じ
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
重
度
の
要
介
護
状

態
に
な
っ
た
場
合
な
ど
、
高
齢
化
へ
の
対

応
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　
日
常
的
に
入
居
者
を
見
守
り
、
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
、
ま
た
住
民
同
士
の
交
流
の

場
を
つ
く
る
役
割
は
相
馬
市
社
協
が
担
っ

て
い
ま
す
。
３
か
所
の
災
害
公
営
住
宅
と

長
屋
を
合
わ
せ
１
２
０
世
帯
の
見
守
り
を

担
当
す
る
、
相
馬
市
社
協
の
生
活
支
援
相

談
員
・
鴇と

き

田た

幸こ
う

一い
ち

さ
ん
は
「
戸
建
て
の
住

宅
で
は
隣
と
の
間
に
ど
う
し
て
も
距
離
が

生
ま
れ
る
の
に
対
し
、
集
合
住
宅
は
壁
一

つ
へ
だ
て
て
隣
の
人
の
息
づ
か
い
が
分
か

り
ま
す
。
建
物
の
中
に
必
ず
誰
か
は
い
る

の
で
、
急
変
が
あ
れ
ば
助
け
合
う
こ
と
も

で
き
、
見
守
る
側
に
も
安
心
感
が
あ
り
ま

す
」
と
長
屋
の
利
点
を
話
し
ま
す
。

　
現
在
、
災
害
公
営
住
宅
で
あ
る
井
戸
端

長
屋
は
軽
減
措
置
に
よ
り
、
低
い
家
賃
で

の
入
居
が
可
能
で
す
。
し
か
し
５
年
後
、

「
災
害
」
の
冠
が
取
れ
普
通
の
市
営
住
宅

に
な
る
予
定
で
、
入
居
者
は
引
き
続
き
居

住
が
可
能
で
す
が
正
規
の
家
賃
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
い
く
つ
か
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
自

治
体
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
結
集
し
て

５
棟
の
長
屋
す
べ
て
を
軌
道
に
乗
せ
た
相

馬
市
の
取
り
組
み
。
長
屋
と
い
う
空
間
に

と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
の
間
に
も
息
づ
い
て

い
る
共
助
の
精
神
が
し
っ
か
り
と
活
か
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「長屋はどこも10人前後なのでお
互いの状況をみなさん分かって
いるようです」と鴇田幸一さん

4.5帖4.5帖 ６帖６帖

共有スペース
共有スペース

管理人スペース
管理人スペース世帯個室

世帯個室

大浴場大浴場

車いす用
トイレ
車いす用
トイレ

客間客間

食堂食堂
玄関玄関

井戸端コーナー
井戸端コーナー

4.5帖4.5帖 ６帖６帖

介護対応
スペース
介護対応
スペース

デッキデッキ

共
有
ス
ペ
ー
ス
で

昼
食
は
全
員
一
緒

和
や
か
に
共
同
生
活

高
齢
化
対
応
が
課
題

隣
人
の
息
づ
か
い
感
じ

見
守
る
側
に
も
安
心
感

◦昼食時に全員が顔を合わせて食事をすることで
入居者同士の見守りが可能
◦世帯の個室には洗濯機を置かず、「井戸端」をイ
メージした共有スペースに設置
◦全館ユニバーサルデザイン・バリアフリーで将
来の軽度要介護状態に対応
◦入浴介助用の大浴場を設置
◦入居者の来客に対応するため、客間を設置（利
用には申請が必要）
◦共有スペースは災害時の避難所やボランティア
等の活動拠点としても利用

井
戸
端
長
屋
の
特
徴

井戸端長屋
全体図

（資料：相馬市HPより）

共有スペース

介
護
対
応
ス
ペ
ー
ス

個
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井
戸
端
長
屋
は
主
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
入
居
対
象
と
し
、
か
つ
相
互
の

見
守
り
を
可
能
に
す
る
た
め
、
市
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
委
託
し
て
お
昼
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
毎
日
行
い
、
入
居
者
全
員
が
一
堂
に

会
し
て
食
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
そ
う
ま
は

市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
平
成
２３
年
１０
月

か
ら
被
災
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
、
現
在
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
調
理
師

免
許
を
持
つ
職
員
を
中
心
に
、
登
録
し
て

い
る
４０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
シ
フ
ト
制

で
活
動
。
栄
養
面
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
、
調
理
し
て
い
ま
す
。
一
日
に
作

る
昼
食
は
約
５０
食
で
、
宅
配
担
当
の
メ
ン

バ
ー
が
一
時
間
以
上
か
け
、
長
屋
と
登
録

個
人
宅
の
市
内
１１
か
所
へ
届
け
ま
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
晦
日
と
元
日
以
外
の

毎
日
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
被
災
者
の

暮
ら
し
は
、
多
く
の
市
民
の
関
わ
り
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
が
今
年
４
月
に
創
設
し
た
「
相

馬
市
被
災
高
齢
者
等
地
域
生
活
支
援
基
金

（
井
戸
端
長
屋
基
金
）」
へ
は
全
国
か
ら
８

０
０
万
円
を
超
す
寄
付
金
が
あ
り
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
磯
部
狐
穴
の
長
屋
周
辺
に
商
店
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
買
い
物
バ
ス
が
定

期
的
に
出
た
り
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
の
移

動
販
売
、
移
動
郵
便
局
も
立
ち
寄
り
、
生

活
に
不
便
の
無
い
よ
う
支
援
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
定
例
の
お
茶
会
サ
ロ
ン
の
ほ

か
、
中
庭
で
花
や
野
菜
を
育
て
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
あ
う

楽
し
み
も
。
長
屋
の
入
居
者
は
現
在
９
人

（
男
性
２
人
、
女
性
７
人
）、
平
均
年
齢
は

７８
歳
で
す
。
取
材
し
た
こ
の
日
は
市
内
へ

の
「
お
で
か
け
ミ
ニ
バ
ス
」
の
運
行
日
と

あ
っ
て
多
く
の
入
居
者
が
外
出
中
。
わ
ず

か
３
人
で
の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。
協
力

「活動はボランティアに支えられている。こ
れから若い人にいかに参加してもらうかが
課題」と話すNPO法人ライフネットそうま
阿部孝志（あべ・たかし）理事長＝写真右＝と
渡部昭一（わたべ・しょういち）副理事長

し
て
お
茶
を
淹
れ
た
り
配
食
弁
当
を
配
る

な
ど
、
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る
こ
と
は
、

当
た
り
前
の
日
常
の
ひ
と
こ
ま
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
部
屋
を
一
歩
出
れ
ば
仲
間
が
い

る
─
こ
の
適
度
な
距
離
感
が
、居
心
地
の

よ
さ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
長
屋
の
寮
長
を
務
め
る
高た

か

戸と

喜よ
し

夫お

さ
ん

は
７４
歳
。
津
波
に
よ
り
家
は
流
さ
れ
、
家

族
も
失
い
ま
し
た
が
、
長
屋
へ
入
居
で
き

ま
し
た
。「
震
災
直
後
は
避
難
所
を
転
々

と
し
て
い
ま
し
た
。
仮
設
に
入
っ
て
か
ら

は
、
寂
し
さ
の
あ
ま
り
死
ぬ
か
と
思
っ
た

ほ
ど
」
と
、
人
の
温
も
り
が
身
近
に
あ
る

喜
び
を
嚙
み
し
め
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

自
治
会
で
活
躍
し
て
い
て
人
望
も
あ
り

「
ま
と
め
役
」
に
は
適
任
で
す
。
市
内
の

季
節
柄
、
特
に
衛
生
面
に
は

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す

「足が不自由なのでみなさん
に助けてもらっています」と
志賀ユキ子（しが・ゆきこ）さん

「友達がいた仮設も良かっ
たけど、ここもいいね」と
原田キイ（はらだ・きい）さん

この日のメニュー
は肉団子の甘酢あ
んかけとブロッコ
リーのおかか和え

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
見
守
り
を
サ
ポ
ー
ト

「震災に遭ってもどん底からこ
こまで上がってこれました」
と笑顔を見せる高戸喜夫さん

車いす用トイレ

浴室 和室・洋室

大浴場

個室側外観個室の並ぶ廊下

他
の
長
屋
で
は
、
入
居
者
か
ら
の
選
定
が

難
し
く
、
寮
長
制
度
が
成
り
立
た
な
い
所

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
今
後
、

管
理
人
の
配
置
を
予
定
し
て
お
り
、
５
棟

を
３
人
で
巡
回
、
各
長
屋
と
病
院
間
の
送

迎
も
担
当
す
る
計
画
で
す
。

　
今
は
自
立
し
て
い
る
入
居
者
も
、
３
年

後
、
５
年
後
に
は
介
護
が
必
要
な
状
況
を

迎
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
長
屋
は
介

護
施
設
で
は
な
い
た
め
介
護
ス
タ
ッ
フ
は

常
駐
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
必
要
に

応
じ
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
重
度
の
要
介
護
状

態
に
な
っ
た
場
合
な
ど
、
高
齢
化
へ
の
対

応
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　
日
常
的
に
入
居
者
を
見
守
り
、
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
、
ま
た
住
民
同
士
の
交
流
の

場
を
つ
く
る
役
割
は
相
馬
市
社
協
が
担
っ

て
い
ま
す
。
３
か
所
の
災
害
公
営
住
宅
と

長
屋
を
合
わ
せ
１
２
０
世
帯
の
見
守
り
を

担
当
す
る
、
相
馬
市
社
協
の
生
活
支
援
相

談
員
・
鴇と

き

田た

幸こ
う

一い
ち

さ
ん
は
「
戸
建
て
の
住

宅
で
は
隣
と
の
間
に
ど
う
し
て
も
距
離
が

生
ま
れ
る
の
に
対
し
、
集
合
住
宅
は
壁
一

つ
へ
だ
て
て
隣
の
人
の
息
づ
か
い
が
分
か

り
ま
す
。
建
物
の
中
に
必
ず
誰
か
は
い
る

の
で
、
急
変
が
あ
れ
ば
助
け
合
う
こ
と
も

で
き
、
見
守
る
側
に
も
安
心
感
が
あ
り
ま

す
」
と
長
屋
の
利
点
を
話
し
ま
す
。

　
現
在
、
災
害
公
営
住
宅
で
あ
る
井
戸
端

長
屋
は
軽
減
措
置
に
よ
り
、
低
い
家
賃
で

の
入
居
が
可
能
で
す
。
し
か
し
５
年
後
、

「
災
害
」
の
冠
が
取
れ
普
通
の
市
営
住
宅

に
な
る
予
定
で
、
入
居
者
は
引
き
続
き
居

住
が
可
能
で
す
が
正
規
の
家
賃
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
い
く
つ
か
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
自

治
体
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
結
集
し
て

５
棟
の
長
屋
す
べ
て
を
軌
道
に
乗
せ
た
相

馬
市
の
取
り
組
み
。
長
屋
と
い
う
空
間
に

と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
の
間
に
も
息
づ
い
て

い
る
共
助
の
精
神
が
し
っ
か
り
と
活
か
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「長屋はどこも10人前後なのでお
互いの状況をみなさん分かって
いるようです」と鴇田幸一さん

4.5帖4.5帖 ６帖６帖

共有スペース
共有スペース

管理人スペース
管理人スペース世帯個室

世帯個室

大浴場大浴場

車いす用
トイレ
車いす用
トイレ

客間客間

食堂食堂
玄関玄関

井戸端コーナー
井戸端コーナー

4.5帖4.5帖 ６帖６帖

介護対応
スペース
介護対応
スペース

デッキデッキ

共
有
ス
ペ
ー
ス
で

昼
食
は
全
員
一
緒

和
や
か
に
共
同
生
活

高
齢
化
対
応
が
課
題

隣
人
の
息
づ
か
い
感
じ

見
守
る
側
に
も
安
心
感

◦昼食時に全員が顔を合わせて食事をすることで
入居者同士の見守りが可能
◦世帯の個室には洗濯機を置かず、「井戸端」をイ
メージした共有スペースに設置
◦全館ユニバーサルデザイン・バリアフリーで将
来の軽度要介護状態に対応
◦入浴介助用の大浴場を設置
◦入居者の来客に対応するため、客間を設置（利
用には申請が必要）
◦共有スペースは災害時の避難所やボランティア
等の活動拠点としても利用

井
戸
端
長
屋
の
特
徴

井戸端長屋
全体図

（資料：相馬市HPより）

共有スペース

介
護
対
応
ス
ペ
ー
ス

個

　
　
室

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

社
協
通
信

社
協
通
信

79―　　―
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避難者数の推移

県内避難者の住居内訳

県内避難者数

（32.9％）

（10.9％）

56,448人仮設住宅

その他

18,602人

99,749人
東日本大震災及び東京電力
福島第一原発事故による避難者数

（平成28年1月29日、福島県災害対策本部発表）

（出展　福島県災害対策本部）

150,488

96,386

53,960

81,560

45,279

61,161

44,094

126,889
105,286 99,749

避難先不明者
142人

避難先不明者
50人

避難先不明者
31人

避難先不明者
31人

県内避難者 県外避難者

平成��年2月
（出展　福島県災害対策本部）

避難先不明者
31人

43,270

56,448

借上げ・公営住宅
31,706人
（56.2％）

生
活
支
援
相
談
員
か
ら
見
た

仮
設
住
宅
の
現
状
と
課
題

仮
設
住
宅
を
支
え
る
生
活
支
援
相
談
員
の
姿
か
ら

ズームアップ

震
災
か
ら
５
年
を
経
た
避
難
者
の
い
ま

　
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
�
年
が
経
過
し
た
福
島
県
。
長
期
化
す
る
避
難

生
活
を
送
る
住
民
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は
、
避
難
指
示
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
双
葉
町
の
住
民
が
住
む
仮
設
住
宅
に

注
目
し
、支
援
に
あ
た
る
生
活
支
援
相
談
員
の
目
線
か
ら
、避
難
者
の
現
状
と
課
題
、

さ
ら
に
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　
双
葉
町
か
ら
の
避
難
住
民
が
生
活
す
る
、
い
わ
き
市
南み

な
み
だ
い台

応
急
仮
設
住
宅
。
支
援

活
動
に
取
り
組
む
渡
邉
ゆ
か
り
さ
ん
に
、
生
活
支
援
相
談
員（
以
下
、
相
談
員
）の
立

場
か
ら
見
た
、
仮
設
住
宅
の
現
在
の
姿
と
課
題
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
双
葉
町
民
は
平
成
23
年
3
月
に
起
き
た

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
に
帰
り
た
く

て
も
帰
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
家
族
や
町
民
が
分
散
し
た
状
態
で
の
長

期
避
難
」
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
と
し
て
、
町

社
協
は
以
下
の
3
点
を
挙
げ
ま
す
。

　
震
災
後
5
年
が
経
過
し
た
現
在
、
若
い

世
帯
が
引
っ
越
し
、
高
齢
者
が
仮
設
住
宅

に
残
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
と

め
役
を
務
め
る
若
い
世
代
が
い
な
く
な
っ

て
、
自
治
会
が
解
散
し
た
と
こ
ろ
も
あ

り
、
一
時
の
明
る
さ
や
ま
と
ま
り
が
薄
れ

て
き
た
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
や
地

域
の
中
で
日
常
的
に
支
え
合
う
「
地
域
と

の
つ
な
が
り
」
の
希
薄
化
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
崩
壊
に
よ
り
、
高
齢
者
世
帯
や
独

居
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
の
リ
ス
ク
上
昇

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
渡
邉
さ
ん
は
「
現
在
は
住
民
同
士
が
互

い
に
〝
目
〞
に
な
っ
て
見
守
り
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
人
が
減
る
こ
と
で
そ
の
目
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
見
守
っ
て
く
れ
る
人

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
、
と
い

う
不
安
を
住
民
も
私
た
ち
も
抱
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　
双
葉
町
は
面
積
の
96
％
を
帰
還
困
難
区

域
が
占
め
る
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に

あ
る
地
域
と
い
え
ま
す
。
帰
還
の
目
途
が

立
た
ず
失
望
感
・
孤
立
感
か
ら
生
活
意
欲

が
低
下
し
て
し
ま
い
、
自
立
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
人
や
、
健
康
状
態
が
悪
化
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
一
時
帰
宅
を
し
た

人
が
、
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ガ
ッ

カ
リ
し
て
帰
っ
て
く
る
姿
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
自
分
で
将
来
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
ず
、
自
立
の
難
し
い
高
齢
者
も
生

き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
仲
間
作

り
・
交
流
や
趣
味
を
活
か
せ
る
場
の
提
供

も
必
要
で
す
。

　
長
期
化
す
る
避
難
生
活
、
町
へ
帰
れ
な

い
ス
ト
レ
ス
か
ら
自
分
を
追
い
込
ん
で
し

ま
う
人
も
増
え
て
い
ま
す
。「
閉
じ
こ
も

り
」
な
ど
に
よ
る
運
動
不
足
か
ら
身
体
機

能
・
認
知
機
能
が
低
下
し
、
要
支
援
・
要

介
護
状
態
に
陥
っ
た
高
齢
者
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

「
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
中
に
は
、
自

分
か
ら
声
を
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
方

や
、
困
っ
て
い
る
様
子
を
見
せ
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
た

ち
を
い
か
に
把
握
し
、
適
切
な
支
援
を
し

て
い
け
る
か
も
課
題
で
す
」
と
渡
邉
さ

ん
。
支
援
の
難
し
さ
も
感
じ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

　
避
難
者
が
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
の

付
き
添
い
な
ど
で
、
相
談
員
が
夕
方
や
夜

間
、
休
日
に
対
応
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
ま
す
。
仮
設
住
宅
の
入
居
人
数
は
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
談
員
の

業
務
は
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
援

助
を
必
要
と
す
る
人
が
今
後
も
増
え
る
と

予
想
さ
れ
、
相
談
員
の
心
身
の
健
康
管
理

に
も
、
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
県
内
・
外
へ
の
避
難
者
数
は
、
時
間
の

経
過
に
伴
い
ゆ
る
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
県
内
避
難
者
の
う
ち
仮
設
住

宅
の
居
住
者
数
の
割
合
は
、
現
在
も
30
％

を
超
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
立
た
ず

仮
設
の
課
題
は
多
様
化

　
避
難
指
示
区
域
の
応
急
仮
設
住
宅
の
供

与
期
間
は
、
現
時
点
で
平
成
29
年
3
月
末

ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す（
避
難
指
示
区
域

以
外
は
同
期
日
に
供
与
終
了
）。
そ
の
後
に

つ
い
て
県
は
「
平
成
29
年
4
月
以
降
の
供

与
期
間
に
つ
い
て
は
、
避
難
指
示
の
解
除

の
見
通
し
や
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
状
況

な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
、
今
後
判
断
し
ま

す
」と
発
表
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
取
材
し
た
双
葉
町
を
は
じ
め
と
す

る
避
難
指
示
区
域
内
か
ら
の
仮
設
住
宅
へ

の
避
難
者
は
、
帰
還
の
見
通
し
が
立
た

ず
、
避
難
の
長
期
化
か
ら
多
様
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

福島県の復興と現状

南相馬市

飯舘村
川俣町

伊達市

浪江町
葛尾村

双葉町

大熊町

富岡町

楢葉町

広野町

川内村

田村市

いわき市

福島第一
原子力発電所

福島第二
原子力発電所

帰還困難区域
居住制限区域
避難指示解除準備区域

＝凡例＝
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20㎞拡大

▶
原
子
力
災
害
に
伴
う
避
難
指
示
区
域
等

応急仮設住宅（仮設・借り上げ住宅）の
供与期間は平成29年３月末まで延長。
平成29年４月以降の支援は、被災時に居住していた市
町村（または区域）により取り扱いが異なります。
■避難指示区域（平成27年６月15日時点）
平成29年以降の供与期間については、今後判断します。

■避難指示区域以外（平成27年６月15日時点）
災害救助法に基づく応急仮設住宅の供与は、平成29
年３月末をもって終了。同４月以降は新たな支援策
へ移行します。

相談員の戸別訪問のようす

双葉町社会福祉協議会
主任生活支援相談員

渡
わた

邉
なべ

ゆかりさん

１
世
帯
分
離
と
地
域
と
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化

２
帰
還
の
目
途
が
立
た
ず

生
活
意
欲
の
低
下
と

自
立
が
困
難
な
町
民
の
存
在

３
健
康
状
態
の
悪
化
と
孤
立
化

し
平
成
27
年
９
月
５
日
現
在

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

社
協
通
信

社
協
通
信

生活支援相談員は、県内28市町村社
会福祉協議会に配属されています。
東日本大震災やそれに伴う原発事故
などにより被災・避難された方一人
ひとりに寄り添いながら、応急仮設
住宅や借上げ住宅等に住む方々を訪
問し、見守り活動や様々な相談を受
け、関係機関に繋ぐなどして生活の
自立に向けた支援を行っています。

「生活支援相談員」とは
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福島第一原発事故による避難者数

（平成28年1月29日、福島県災害対策本部発表）

（出展　福島県災害対策本部）
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避難先不明者
31人

43,270

56,448

借上げ・公営住宅
31,706人
（56.2％）

生
活
支
援
相
談
員
か
ら
見
た

仮
設
住
宅
の
現
状
と
課
題

仮
設
住
宅
を
支
え
る
生
活
支
援
相
談
員
の
姿
か
ら

ズームアップ

震
災
か
ら
５
年
を
経
た
避
難
者
の
い
ま

　
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
�
年
が
経
過
し
た
福
島
県
。
長
期
化
す
る
避
難

生
活
を
送
る
住
民
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は
、
避
難
指
示
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
双
葉
町
の
住
民
が
住
む
仮
設
住
宅
に

注
目
し
、支
援
に
あ
た
る
生
活
支
援
相
談
員
の
目
線
か
ら
、避
難
者
の
現
状
と
課
題
、

さ
ら
に
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　
双
葉
町
か
ら
の
避
難
住
民
が
生
活
す
る
、
い
わ
き
市
南み

な
み
だ
い台

応
急
仮
設
住
宅
。
支
援

活
動
に
取
り
組
む
渡
邉
ゆ
か
り
さ
ん
に
、
生
活
支
援
相
談
員（
以
下
、
相
談
員
）の
立

場
か
ら
見
た
、
仮
設
住
宅
の
現
在
の
姿
と
課
題
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
双
葉
町
民
は
平
成
23
年
3
月
に
起
き
た

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
に
帰
り
た
く

て
も
帰
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
家
族
や
町
民
が
分
散
し
た
状
態
で
の
長

期
避
難
」
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
と
し
て
、
町

社
協
は
以
下
の
3
点
を
挙
げ
ま
す
。

　
震
災
後
5
年
が
経
過
し
た
現
在
、
若
い

世
帯
が
引
っ
越
し
、
高
齢
者
が
仮
設
住
宅

に
残
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
と

め
役
を
務
め
る
若
い
世
代
が
い
な
く
な
っ

て
、
自
治
会
が
解
散
し
た
と
こ
ろ
も
あ

り
、
一
時
の
明
る
さ
や
ま
と
ま
り
が
薄
れ

て
き
た
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
や
地

域
の
中
で
日
常
的
に
支
え
合
う
「
地
域
と

の
つ
な
が
り
」
の
希
薄
化
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
崩
壊
に
よ
り
、
高
齢
者
世
帯
や
独

居
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
の
リ
ス
ク
上
昇

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
渡
邉
さ
ん
は
「
現
在
は
住
民
同
士
が
互

い
に
〝
目
〞
に
な
っ
て
見
守
り
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
人
が
減
る
こ
と
で
そ
の
目
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
見
守
っ
て
く
れ
る
人

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
、
と
い

う
不
安
を
住
民
も
私
た
ち
も
抱
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　
双
葉
町
は
面
積
の
96
％
を
帰
還
困
難
区

域
が
占
め
る
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に

あ
る
地
域
と
い
え
ま
す
。
帰
還
の
目
途
が

立
た
ず
失
望
感
・
孤
立
感
か
ら
生
活
意
欲

が
低
下
し
て
し
ま
い
、
自
立
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
人
や
、
健
康
状
態
が
悪
化
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
一
時
帰
宅
を
し
た

人
が
、
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ガ
ッ

カ
リ
し
て
帰
っ
て
く
る
姿
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
自
分
で
将
来
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
ず
、
自
立
の
難
し
い
高
齢
者
も
生

き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
仲
間
作

り
・
交
流
や
趣
味
を
活
か
せ
る
場
の
提
供

も
必
要
で
す
。

　
長
期
化
す
る
避
難
生
活
、
町
へ
帰
れ
な

い
ス
ト
レ
ス
か
ら
自
分
を
追
い
込
ん
で
し

ま
う
人
も
増
え
て
い
ま
す
。「
閉
じ
こ
も

り
」
な
ど
に
よ
る
運
動
不
足
か
ら
身
体
機

能
・
認
知
機
能
が
低
下
し
、
要
支
援
・
要

介
護
状
態
に
陥
っ
た
高
齢
者
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

「
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
中
に
は
、
自

分
か
ら
声
を
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
方

や
、
困
っ
て
い
る
様
子
を
見
せ
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
た

ち
を
い
か
に
把
握
し
、
適
切
な
支
援
を
し

て
い
け
る
か
も
課
題
で
す
」
と
渡
邉
さ

ん
。
支
援
の
難
し
さ
も
感
じ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

　
避
難
者
が
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
の

付
き
添
い
な
ど
で
、
相
談
員
が
夕
方
や
夜

間
、
休
日
に
対
応
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
ま
す
。
仮
設
住
宅
の
入
居
人
数
は
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
談
員
の

業
務
は
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
援

助
を
必
要
と
す
る
人
が
今
後
も
増
え
る
と

予
想
さ
れ
、
相
談
員
の
心
身
の
健
康
管
理

に
も
、
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
県
内
・
外
へ
の
避
難
者
数
は
、
時
間
の

経
過
に
伴
い
ゆ
る
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
県
内
避
難
者
の
う
ち
仮
設
住

宅
の
居
住
者
数
の
割
合
は
、
現
在
も
30
％

を
超
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
立
た
ず

仮
設
の
課
題
は
多
様
化

　
避
難
指
示
区
域
の
応
急
仮
設
住
宅
の
供

与
期
間
は
、
現
時
点
で
平
成
29
年
3
月
末

ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す（
避
難
指
示
区
域

以
外
は
同
期
日
に
供
与
終
了
）。
そ
の
後
に

つ
い
て
県
は
「
平
成
29
年
4
月
以
降
の
供

与
期
間
に
つ
い
て
は
、
避
難
指
示
の
解
除

の
見
通
し
や
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
状
況

な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
、
今
後
判
断
し
ま

す
」と
発
表
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
取
材
し
た
双
葉
町
を
は
じ
め
と
す

る
避
難
指
示
区
域
内
か
ら
の
仮
設
住
宅
へ

の
避
難
者
は
、
帰
還
の
見
通
し
が
立
た

ず
、
避
難
の
長
期
化
か
ら
多
様
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

福島県の復興と現状

南相馬市

飯舘村
川俣町

伊達市

浪江町
葛尾村

双葉町

大熊町

富岡町

楢葉町

広野町

川内村

田村市

いわき市

福島第一
原子力発電所

福島第二
原子力発電所

帰還困難区域
居住制限区域
避難指示解除準備区域

＝凡例＝

川内村川内村川内村川内村川内村川内村

楢楢楢
20㎞拡大

▶
原
子
力
災
害
に
伴
う
避
難
指
示
区
域
等

応急仮設住宅（仮設・借り上げ住宅）の
供与期間は平成29年３月末まで延長。
平成29年４月以降の支援は、被災時に居住していた市
町村（または区域）により取り扱いが異なります。
■避難指示区域（平成27年６月15日時点）
平成29年以降の供与期間については、今後判断します。

■避難指示区域以外（平成27年６月15日時点）
災害救助法に基づく応急仮設住宅の供与は、平成29
年３月末をもって終了。同４月以降は新たな支援策
へ移行します。

相談員の戸別訪問のようす

双葉町社会福祉協議会
主任生活支援相談員

渡
わた

邉
なべ

ゆかりさん

１
世
帯
分
離
と
地
域
と
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化

２
帰
還
の
目
途
が
立
た
ず

生
活
意
欲
の
低
下
と

自
立
が
困
難
な
町
民
の
存
在

３
健
康
状
態
の
悪
化
と
孤
立
化

し
平
成
27
年
９
月
５
日
現
在

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

社
協
通
信

社
協
通
信

生活支援相談員は、県内28市町村社
会福祉協議会に配属されています。
東日本大震災やそれに伴う原発事故
などにより被災・避難された方一人
ひとりに寄り添いながら、応急仮設
住宅や借上げ住宅等に住む方々を訪
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震災から５年を経た避難者のいま

　
平
成
27
年
11
月
に
「
双
葉
町
地
域
福

祉
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、
明
確
な
方
針

の
も
と
で
避
難
者
支
援
に
あ
た
る
双
葉

町
社
協
。
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
5
年

が
経
過
し
た
「
現
在
の
課
題
」
を
踏
ま

え
た
取
り
組
み
と
今
後
の
施
策
を
紹
介

し
ま
す
。

ら
毎
月
1
回
ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
協
力
の
も
と
、
相
談
員
に
対
し
、

「
心
の
健
康
相
談
室
」
や
研
修
会
を
定

期
的
に
開
く
な
ど
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
相
談
員
が
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
活
か
し
た
り

定
着
に
つ
な
が
る
よ
う
、
働
き
な
が
ら

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
受
講
で
き
る

態
勢
も
整
え
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度

は
3
名
が
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
相
談
員
の
存
在
を
頼
り
に
し
、
訪
問

を
待
っ
て
い
る
避
難
者
も
多
く
い
ま

す
。
相
談
員
の
心
身
の
状
態
は
、
支
援

に
も
直
結
す
る
問
題
と
捉
え
、
今
後
も

サ
ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

　
双
葉
町
民
は
い
つ
で
も
ど
こ
へ
行
っ

て
も
、
町
と
の
つ
な
が
り
を
願
っ
て
い

ま
す
。
と
も
に
帰
還
が
で
き
る
ま
で
、

避
難
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
職
員

一
丸
と
な
っ
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

サロンでの活動を終え、
相談員に見送られながら
帰宅する仮設住宅の町民

　
町
民
の
自
立
と
生
活
再
建
を
目
指
す

た
め
、
今
後
町
社
協
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
・
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
は
事
業

運
営
の
中
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

し
、避
難
者
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
町
社
協
は
県
内
外
に
7
カ
所
の
拠
点

を
置
き
、
相
談
員
は
福
島
市
・
郡
山

市
・
白
河
市
、
い
わ
き
市
・
南
相
馬

市
・
埼
玉
県
加
須
市
の
計
6
カ
所
に
配

置
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
支
援
活
動
の
強
化
に
伴
い
、
避

難
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を
継

続
す
る
た
め
、
相
談
員
に
対
す
る
ケ
ア

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
町
社
協
で
は
、
平
成
27
年
の
10
月
か

　
生
活
支
援
相
談
員（
以
下
、
相
談
員
）

は
仮
設
住
宅
の
全
戸
訪
問
を
行
い
、
安

否
確
認
や
見
守
り
活
動
を
日
々
行
っ
て

い
ま
す
が
、
身
近
に
相
談
員
の
い
な
い

仮
設
住
宅
も
あ
り
ま
す
。
広
範
囲
に
分

散
し
て
避
難
し
て
い
る
方
々
に
い
ち
早

く
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
町
が
全
世

帯
に
配
布
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
サ
ロ
ン
の
案
内
や
開
催
報
告
を
行

い
、
社
協
と
住
民
、
ま
た
は
住
民
同
士

の
双
方
向
の
交
流
・
情
報
交
換
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
避
難
の

長
期
化
で
、
住
民
か
ら
の
相
談
内
容
が

多
様
化
・
複
雑
化
さ
れ
て
い
る
状
況
を

受
け
、
今
後
は
相
談
体
制
の
強
化
を
推

進
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
見
守
り
の
継

続
に
加
え
、
特
に
独
居
高
齢
者
、
閉
じ

こ
も
り
な
ど
の
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
を
重

点
的
に
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
者
支
援
に
携
わ
る
各
機
関
の
持

つ
情
報
を
共
有
す
る
場
が
不
可
欠
な
た

め
、
町
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
「
連
携

会
議
」
を
月
1
回
開
い
て
い
ま
す
。
町

の
生
活
支
援
課
、
健
康
福
祉
課
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
が
参
加

し
、
個
々
の
避
難
者
が
抱
え
る
問
題
や

状
況
、
仮
設
住
宅
の
日
々
の
訪
問
活
動

に
協
力
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
か
ら
の

情
報
、
仮
設
住
宅
か
ら
移
動
し
た
人
の

そ
の
後
の
様
子
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
そ
の
他
の
支
援
団
体
な
ど
と
も
協

力
し
、
良
好
な
連
携
体
制
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
避
難
先
の
自
治
体
や
社
協
と

の
連
携
、
多
種
多
様
な
悩
み
・
相
談
に

対
応
す
る
た
め
専
門
機
関
と
の
連
携
強

化
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
自
宅
を
離

れ
、
仮
設
住
宅
で
先
の
見

え
な
い
生
活
を
続
け
る
こ

と
で
健
康
を
害
す
る
人
、

介
護
が
必
要
に
な
る
人
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
介
護

予
防
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
町
社
協
で
は
、
サ
ロ
ン
と
い
う
形
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ゆ
く
ゆ
く

は
「
介
護
予
防
事
業
」
と
し
て
充
実
を

図
る
考
え
で
す
。
住
民
に
主
体
的
に
関

わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
人
と
の
ふ
れ

あ
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広

げ
、
健
康
維
持
の
拠
点
づ
く
り
を
推
進

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
な

い
人
、
見
守
り
訪
問
を
拒
否
す
る
人
の

健
康
状
態
の
悪
化
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
援
助
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
発
的
に
申
し
出
の
な
い
町
民

を
い
か
に
見
つ
け
て
い
く
か
、
工
夫
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
相
談
員
は
、
積
極
的

に
働
き
か
け
て
支
援
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
表
情
の
違
い
や
目
線
を
合
わ
せ

な
い
な
ど
の
小
さ
な
変
化
や
、
近
所
の

方
の
声
か
ら
シ
グ
ナ
ル
を
拾
え
る
よ

う
、
隠
れ
た
要
援
助
者
の
感
知
に
も
意

識
を
払
っ
て
い
ま
す
。

4
カ
所
に
相
談
員
が
年
3
回
ず
つ
出
向

き
、
楽
し
み
や
仲
間
づ
く
り
の
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
町
民
自
ら
に
交
流
の
場
づ
く

り
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
環
境

や
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
え
、
町

民
に
よ
る
自
主

的
な
サ
ロ
ン
活

動
な
ど
が
運
営

さ
れ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
支

援
を
続
け
て
い

く
考
え
で
す
。

　
い
わ
き
市
南み

な
み
だ
い台

応
急
仮

設
住
宅
内
に
あ
る
双
葉
町

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
だ

ま
り
で
は
週
3
回
、
ひ
だ

ま
り
サ
ロ
ン
を
開
催
。
参

加
者
の
送
迎
も
行
い
な
が

ら
、
健
康
維
持
の
た
め
の

体
操
教
室
を
メ
イ
ン
に
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
創
作
活
動
な
ど
で
交
流
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
は
毎
回
20
〜
30
人
。

サ
ロ
ン
の
予
定
が
な
い
日
も
「
ひ
だ
ま

り
」
は
開
放
さ
れ
て
お
り
、
町
民
は
自

由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
交

流
の
場
、
趣
味
や
特
技
が
活
か
せ
る
場

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
生
き
が

い
の
創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
送
迎
範
囲
以
外
に
住
む
人
も
サ
ロ
ン

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
出
張
サ
ロ
ン
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
い
わ
き
市
内

　
双
葉
町
社
協
の
髙
野
泉
事
務
局
長

は
、
支
援
に
取
り
組
む
相
談
員
が
働
き

や
す
い
環
境
作
り
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
話
し
ま
す
。

双葉町社会福祉協議会
事務局長

髙
たか

野
の

　　泉
いずみ

さん

生
活
支
援
相
談
員
の

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
必
須

双
葉
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
取
り
組
み

ズームアップ

見守りとつながり
関係者連携の強化

介護予防の事業化
要援助者見出して

生きがいの創出と
町民の自主性発揮

町が配布する
タブレットの情報画面

住 民町社協 支援団体

行　政 地域包括
支援センター

民生委員・
児童委員

出張サロンにもたくさんの参加者が

サロンの体操教室に参加する町民

相談員扮する「ひだまり一座」
が認知症の対応を劇で紹介

１
世帯分離と地域
とのつながりの
希薄化

①町民の生活支援体制の強化
②避難先での地域連携体制の推進
③新しい支え合いの推進と調整機能の向上

２
帰還の目途が立たず、
生活意欲の低下と自立
が困難な町民の存在

①生きがいの創出

②地域包括支援センターの機能強化

３ 健康状態の悪化
と孤立化

①介護予防事業の充実

②生活支援相談活動の強化

▼避難者支援の課題と施策案 双葉町地域福祉ビジョン（平成27年11月）より

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

社
協
通
信

社
協
通
信
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震災から５年を経た避難者のいま

　
平
成
27
年
11
月
に
「
双
葉
町
地
域
福

祉
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、
明
確
な
方
針

の
も
と
で
避
難
者
支
援
に
あ
た
る
双
葉

町
社
協
。
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
5
年

が
経
過
し
た
「
現
在
の
課
題
」
を
踏
ま

え
た
取
り
組
み
と
今
後
の
施
策
を
紹
介

し
ま
す
。

ら
毎
月
1
回
ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
協
力
の
も
と
、
相
談
員
に
対
し
、

「
心
の
健
康
相
談
室
」
や
研
修
会
を
定

期
的
に
開
く
な
ど
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
相
談
員
が
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
活
か
し
た
り

定
着
に
つ
な
が
る
よ
う
、
働
き
な
が
ら

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
受
講
で
き
る

態
勢
も
整
え
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度

は
3
名
が
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
相
談
員
の
存
在
を
頼
り
に
し
、
訪
問

を
待
っ
て
い
る
避
難
者
も
多
く
い
ま

す
。
相
談
員
の
心
身
の
状
態
は
、
支
援

に
も
直
結
す
る
問
題
と
捉
え
、
今
後
も

サ
ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

　
双
葉
町
民
は
い
つ
で
も
ど
こ
へ
行
っ

て
も
、
町
と
の
つ
な
が
り
を
願
っ
て
い

ま
す
。
と
も
に
帰
還
が
で
き
る
ま
で
、

避
難
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
職
員

一
丸
と
な
っ
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

サロンでの活動を終え、
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帰宅する仮設住宅の町民

　
町
民
の
自
立
と
生
活
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建
を
目
指
す

た
め
、
今
後
町
社
協
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
・
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
は
事
業

運
営
の
中
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

し
、避
難
者
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
町
社
協
は
県
内
外
に
7
カ
所
の
拠
点

を
置
き
、
相
談
員
は
福
島
市
・
郡
山

市
・
白
河
市
、
い
わ
き
市
・
南
相
馬

市
・
埼
玉
県
加
須
市
の
計
6
カ
所
に
配

置
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
支
援
活
動
の
強
化
に
伴
い
、
避

難
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を
継

続
す
る
た
め
、
相
談
員
に
対
す
る
ケ
ア

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
町
社
協
で
は
、
平
成
27
年
の
10
月
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仮
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行
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が
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い
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催
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を
行
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、
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と
住
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、
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は
住
民
同
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双
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向
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流
・
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の
場
と

し
て
活
用
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ま
す
。
ま
た
避
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の

長
期
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で
、
住
民
か
ら
の
相
談
内
容
が

多
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化
・
複
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化
さ
れ
て
い
る
状
況
を

受
け
、
今
後
は
相
談
体
制
の
強
化
を
推

進
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
見
守
り
の
継
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に
加
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、
特
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居
高
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者
、
閉
じ

こ
も
り
な
ど
の
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
を
重

点
的
に
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
避
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者
支
援
に
携
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る
各
機
関
の
持

つ
情
報
を
共
有
す
る
場
が
不
可
欠
な
た

め
、
町
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
「
連
携

会
議
」
を
月
1
回
開
い
て
い
ま
す
。
町

の
生
活
支
援
課
、
健
康
福
祉
課
、
地
域

包
括
支
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セ
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ー
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員
な
ど
が
参
加

し
、
個
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避
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が
抱
え
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や

状
況
、
仮
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日
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の
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問
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に
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力
す
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法
人
な
ど
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ら
の

情
報
、
仮
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移
動
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人
の

そ
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後
の
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を
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有
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ま

す
。
こ
の
ほ
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委
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児
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と
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、
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好
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専
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関
と
の
連
携
強

化
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針
で
す
。

　
住
み
慣
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た
自
宅
を
離

れ
、
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住
宅
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先
の
見

え
な
い
生
活
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こ
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を
害
す
る
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、
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護
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て
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ま

で
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協
で
は
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ロ
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と
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う
形
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ゆ
く
ゆ
く

は
「
介
護
予
防
事
業
」
と
し
て
充
実
を

図
る
考
え
で
す
。
住
民
に
主
体
的
に
関

わ
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も
ら
い
な
が
ら
、
人
と
の
ふ
れ

あ
い
、
地
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コ
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ィ
の
輪
を
広

げ
、
健
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維
持
の
拠
点
づ
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り
を
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進

し
た
い
と
し
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ま
す
。
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の
一
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で
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
な

い
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、
見
守
り
訪
問
を
拒
否
す
る
人
の

健
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状
態
の
悪
化
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
援
助
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
発
的
に
申
し
出
の
な
い
町
民

を
い
か
に
見
つ
け
て
い
く
か
、
工
夫
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
相
談
員
は
、
積
極
的

に
働
き
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け
て
支
援
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
表
情
の
違
い
や
目
線
を
合
わ
せ

な
い
な
ど
の
小
さ
な
変
化
や
、
近
所
の

方
の
声
か
ら
シ
グ
ナ
ル
を
拾
え
る
よ

う
、
隠
れ
た
要
援
助
者
の
感
知
に
も
意

識
を
払
っ
て
い
ま
す
。

4
カ
所
に
相
談
員
が
年
3
回
ず
つ
出
向

き
、
楽
し
み
や
仲
間
づ
く
り
の
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
町
民
自
ら
に
交
流
の
場
づ
く

り
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
環
境

や
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
え
、
町

民
に
よ
る
自
主

的
な
サ
ロ
ン
活

動
な
ど
が
運
営

さ
れ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
支

援
を
続
け
て
い

く
考
え
で
す
。

　
い
わ
き
市
南み

な
み
だ
い台

応
急
仮

設
住
宅
内
に
あ
る
双
葉
町

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
だ

ま
り
で
は
週
3
回
、
ひ
だ

ま
り
サ
ロ
ン
を
開
催
。
参

加
者
の
送
迎
も
行
い
な
が

ら
、
健
康
維
持
の
た
め
の

体
操
教
室
を
メ
イ
ン
に
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
創
作
活
動
な
ど
で
交
流
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
は
毎
回
20
〜
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人
。

サ
ロ
ン
の
予
定
が
な
い
日
も
「
ひ
だ
ま

り
」
は
開
放
さ
れ
て
お
り
、
町
民
は
自

由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
交

流
の
場
、
趣
味
や
特
技
が
活
か
せ
る
場

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
生
き
が

い
の
創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
送
迎
範
囲
以
外
に
住
む
人
も
サ
ロ
ン

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
出
張
サ
ロ
ン
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
い
わ
き
市
内

　
双
葉
町
社
協
の
髙
野
泉
事
務
局
長

は
、
支
援
に
取
り
組
む
相
談
員
が
働
き

や
す
い
環
境
作
り
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
話
し
ま
す
。

双葉町社会福祉協議会
事務局長

髙
たか

野
の

　　泉
いずみ

さん

生
活
支
援
相
談
員
の

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
必
須

双
葉
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
取
り
組
み

ズームアップ

見守りとつながり
関係者連携の強化

介護予防の事業化
要援助者見出して

生きがいの創出と
町民の自主性発揮

町が配布する
タブレットの情報画面

住 民町社協 支援団体

行　政 地域包括
支援センター

民生委員・
児童委員

出張サロンにもたくさんの参加者が

サロンの体操教室に参加する町民

相談員扮する「ひだまり一座」
が認知症の対応を劇で紹介

１
世帯分離と地域
とのつながりの
希薄化

①町民の生活支援体制の強化
②避難先での地域連携体制の推進
③新しい支え合いの推進と調整機能の向上

２
帰還の目途が立たず、
生活意欲の低下と自立
が困難な町民の存在

①生きがいの創出

②地域包括支援センターの機能強化

３ 健康状態の悪化
と孤立化

①介護予防事業の充実

②生活支援相談活動の強化

▼避難者支援の課題と施策案 双葉町地域福祉ビジョン（平成27年11月）より

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

ふ
く
し
か
ら
あ
し
た
へ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

社
協
通
信

社
協
通
信
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ふ
る
さ
と
で
暮
ら
し
た
い
│
帰
還
者
支
援
の
課
題

ズームアップ

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
避
難
区
域
の
う
ち
、
居
住
制
限
区
域
と
避
難

指
示
解
除
準
備
区
域
の
避
難
指
示
解
除
が
本
格
化
し
、
県
内
各
地
で
住
民
の
帰
還

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
川
内
村
は
、
平
成
28
年
6
月
14
日
の
避
難
指
示
解
除
に
よ

り
、
村
内
に
避
難
区
域
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
川
内
村
の
帰
還
の
現
状
と
課
題
、

支
援
策
を
紹
介
し
な
が
ら
、
帰
還
者
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
国
の
原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
川
内
村
の
避
難
指
示
解
除
準

備
区
域
に
つ
い
て
、
放
射
線
量
の
低
減
を
確
認
し
、
避
難
指
示
解
除
の
要
件
★
を
満

た
す
こ
と
か
ら
、
避
難
指
示
を
解
除
し
ま
し
た
。
帰
還
の
先
駆
け
と
な
り
、
他
の
市

町
村
に
比
べ
て
帰
村
率
が
高
い
川
内
村
で
す
が
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
の
避
難
指
示
解
除
本
格
化

帰
還
困
難
区
域

放
射
線
量
が
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

バ
リ
ケ
ー
ド
な
ど
物
理
的
な
防
護
措
置
を
実
施
し
、
避

難
を
求
め
て
い
る
区
域
。

居
住
制
限
区
域

将
来
的
に
住
民
の
方
が
帰
還
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

再
建
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
除
染
を
計
画
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
早
期
の
復
旧
が
不
可
欠
な
基
盤
施
設

の
復
旧
を
目
指
す
区
域
。

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

復
旧
・
復
興
の
た
め
の
支
援
策
を
迅
速
に
実
施
し
、
住

民
の
方
が
帰
還
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
を
目
指
す
区

域
。

　
国
に
よ
る
避
難
指
示
解
除
の
動
き
は
、

図
１
の
通
り
で
す
。
こ
れ
ま
で

　
平
成
26
年
4
月
1
日
　
田
村
市

　
　
　
　
　
10
月
1
日
　
川
内
村
の
一
部

 

（
当
時
の
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
）

　
　
　
27
年
9
月
5
日
　
楢
葉
町

　
　
　
28
年
6
月
12
日
　
葛
尾
村

　
　
　
　
　
6
月
14
日
　
川
内
村
の
一
部

 

（
下
川
内
の
荻
・
貝
ノ
坂
地
区
）

　
　
　
　
　
7
月
12
日
　
南
相
馬
市

が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
29
年
3
月
末
に
飯
舘
村
で
避
難

指
示
解
除
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
浪
江
町
や
川
俣
町
な
ど
の
居
住

制
限
区
域
や
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
を

抱
え
る
地
域
に
お
い
て
、
今
後
も
避
難
指

示
を
解
除
す
る
方
針
で
、
帰
還
者
が
増
え

る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
富
岡
町
、
大
熊
町
、
浪
江
町
の
居
住
制

限
区
域
と
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
で

は
、
帰
還
準
備
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本

来
認
め
ら
れ
て
い
な
い
住
民
の
夜
間
宿
泊

を
特
例
的
に
許
可
す
る
「
特
例
宿
泊
」
を

今
年
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
実
施
し
ま

し
た
。
富
岡
町
で
は
帰
還
に
向
け
た
準
備

の
た
め
の
宿
泊
「
準
備
宿
泊
」
も
9
月
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
放
射
線
の
影
響
や
生
活
環
境

の
未
整
備
な
ど
の
理
由
で
、
帰
還
に
対
す

る
不
安
を
拭
い
切
れ
な
い
人
が
多
く
、
若

い
世
代
を
中
心
に
帰
還
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
帰
還
者
の
多
く
が
高
齢
の
た

め
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
問
題
も
深
刻
で

す
。

　
避
難
指
示
解
除
は
、
住
民
の
帰
還
を
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
、
県

や
対
象
市
町
村
は
、住
民
の
「
戻
る
」「
戻

ら
な
い
」
の
選
択
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
必
要
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

県
内
の
避
難
指
示
解
除
の
動
き

避
難
指
示

解
除
の
要
件

★ ①空間線量率で推定された年間積算線量が20ミリシーベルト以下になる
ことが確実であること
②電気、ガス、上下水道、主要交通網、通信など日常生活に必須なイン
フラや医療・介護・郵便などの生活関連サービスが概ね復旧するこ
と、子どもの生活環境を中心とする除染作業が十分に進捗すること
③県、市町村、住民との十分な協議
※「ステップ２の完了を受けた警戒区域及び避難指示区域の見直しに関する基本的考
え方及び今後の検討課題について」平成23年12月26日 原子力災害対策本部 より

平成28年6月14日解除
川内村

平成26年10月1日一部解除
川内村

平成26年4月1日解除
田村市

平成27年
9月5日解除

楢葉町

平成28年
7月12日解除

南相馬市

平成28年6月12日解除
葛尾村

平成29年3月末解除
飯舘村

太平洋

浪江町

双葉町
福
島
第
一
原
発

大熊町

富岡町

広野町

川俣町

いわき市

20㎞

す
。
帰
還
後
は
通
院
し
て
い
た
病
院
を
変

更
す
る
か
、
避
難
先
で
通
院
し
て
い
た
医

療
機
関
に
、
時
間
を
か
け
て
通
う
し
か
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
間
は
医
師
が
不
在
に
な
る

上
、
村
で
は
救
急
医
療
、
入
院
へ
の
対
応

が
で
き
ま
せ
ん
。
万
一
の
と
き
に
住
民
が

安
心
で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
27
年

11
月
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
開
設
さ

れ
、
村
内
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
震
災
以
前
か
ら
訪
問
入
浴

や
訪
問
看
護
を
行
う
民
間
の
事
業
所
が
村

内
に
な
く
、
現
在
も
利
用
者
が
少
な
い
た

め
、
村
外
か
ら
の
参
入
が
進
ま
な
い
状
態

で
す
。

　
ま
た
、
村
で
生
活
す
る
上
で
村
外
へ
の

移
動
が
必
須
と
な
る
た
め
、
運
転
の
で
き

な
い
住
民
が
不
便
を
感
じ
た
り
、
不
安
を

抱
え
た
り
し
な
い
よ
う
、
村
内
外
へ
の
移

動
支
援
が
必
要
で
す
。

　
川
内
村
の
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
向
け
た

動
き
は
図
３
の
通
り
で
す
。

■
世
帯
分
離
に
よ
る
相
互
扶
助
の
希
薄
化

　
長
期
に
お
よ
ぶ
避
難
に
よ
り
、
若
年
層

は
、
避
難
先
に
学
校
や
職
場
な
ど
の
生
活

基
盤
が
で
き
た
た
め
帰
還
せ
ず
、
高
齢
者

の
み
が
村
に
戻
る
世
帯
分
離
が
起
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
家
族
や
近
隣
住
民
が
支

え
合
う
、
相
互
扶
助
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
安
否
確
認
や

見
守
り
、
孤
立
感
の
解
消
な
ど
、
不
安
を

抱
か
ず
に
生
活
で
き
る
支
援
や
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
中
に
は
、
震
災
前
に
野
菜
づ

く
り
や
庭
の
手
入
れ
な
ど
を
生
き
が
い
と

し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
放
射
線

の
影
響
や
ひ
と
り
暮
ら
し
に
な
っ
た
こ
と

で
、
以
前
の
生
活
の
楽
し
み
や
役
割
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
心
身
の
健
康
維
持

に
つ
な
が
る
生
き
が
い
づ
く
り
も
必
要
で

す
。

■
帰
村
率
66
・
55
％

　
震
災
が
起
き
た
平
成
23
年
3
月
11
日
時

点
の
川
内
村
の
人
口
は
3
，0
3
8
人
、

28
年
8
月
1
日
現
在
2
，7
5
0
人
で

す
。
村
内
生
活
者
は
66
・
55
％
の
1
，8

3
0
人
、
村
外
避
難
者
は
33
・
45
％
の
9

2
0
人
で
す
図
２
。

■
高
齢
化
率
が
上
昇

　
村
内
生
活
者
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
割

合
を
示
す
高
齢
化
率
は
、
28
年
8
月
1
日

現
在
40
・
11
％
で
す
図
２
。
23
年
4
月

の
34
・
6
％
と
比
べ
、
高
齢
化
が
加
速
し

て
い
ま
す
。
村
は
今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化

が
進
む
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

■
病
院
、
福
祉
施
設
、
商
店
な
ど
生
活
に

必
要
な
公
共
施
設（
イ
ン
フ
ラ
）の
不
足

　
震
災
前
、
川
内
村
の
東
寄
り
の
地
域
に

住
む
人
は
近
隣
の
浪
江
、
大
熊
、
富
岡
、

楢
葉
の
4
町
を
主
な
生
活
圏
と
し
、
仕
事

や
学
校
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
で
行
き
来

し
て
い
ま
し
た
。
震
災
以
降
、
4
町
も
避

難
区
域
と
な
り
、
生
活
圏
と
し
て
の
社
会

基
盤
は
失
わ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　
現
在
、
川
内
村
の
医
療
機
関
は
、
震
災

前
か
ら
の
診
療
所
が
1
カ
所
あ
る
の
み
で

川内村人口 2,750人
平成28年8月1日現在住民基本台帳に基づく人口
（平成23年3月11日時点の人口は3,038人）

村外避難者
33.45％
（920人）

村内生活者
66.55％
（1,830人）

村内生活者
高齢化率
40.11％

（平成23年4月時点の
高齢化率 34.6％）

川
内
村
帰
還
を
と
り
ま
く
現
状
と
課
題

図２

図１ 避難指示解除の動き

図３ 原発事故発生以降の川内村の動き
全村避難 平成23年３月16日
帰村宣言 　　24年１月31日
役場機能 　　24年４月再開

小・中学校（各１校） 　　24年４月再開
保育園（１カ所） 　　24年４月再開
診療所（１カ所） 　　24年４月再開
特別養護老人ホーム 　　27年11月開所
複合商業施設 　　28年３月オープン
企業進出 新規に４社が工場設置

除染（１次除染） 宅地周辺・農地・道路 100%終了

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
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ふ
る
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と
で
暮
ら
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た
い
│
帰
還
者
支
援
の
課
題

ズームアップ

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
避
難
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域
の
う
ち
、
居
住
制
限
区
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と
避
難

指
示
解
除
準
備
区
域
の
避
難
指
示
解
除
が
本
格
化
し
、
県
内
各
地
で
住
民
の
帰
還

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
川
内
村
は
、
平
成
28
年
6
月
14
日
の
避
難
指
示
解
除
に
よ

り
、
村
内
に
避
難
区
域
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
川
内
村
の
帰
還
の
現
状
と
課
題
、

支
援
策
を
紹
介
し
な
が
ら
、
帰
還
者
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
国
の
原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
川
内
村
の
避
難
指
示
解
除
準

備
区
域
に
つ
い
て
、
放
射
線
量
の
低
減
を
確
認
し
、
避
難
指
示
解
除
の
要
件
★
を
満

た
す
こ
と
か
ら
、
避
難
指
示
を
解
除
し
ま
し
た
。
帰
還
の
先
駆
け
と
な
り
、
他
の
市

町
村
に
比
べ
て
帰
村
率
が
高
い
川
内
村
で
す
が
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
の
避
難
指
示
解
除
本
格
化

帰
還
困
難
区
域

放
射
線
量
が
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

バ
リ
ケ
ー
ド
な
ど
物
理
的
な
防
護
措
置
を
実
施
し
、
避

難
を
求
め
て
い
る
区
域
。

居
住
制
限
区
域

将
来
的
に
住
民
の
方
が
帰
還
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

再
建
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
除
染
を
計
画
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
早
期
の
復
旧
が
不
可
欠
な
基
盤
施
設

の
復
旧
を
目
指
す
区
域
。

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

復
旧
・
復
興
の
た
め
の
支
援
策
を
迅
速
に
実
施
し
、
住

民
の
方
が
帰
還
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
を
目
指
す
区

域
。

　
国
に
よ
る
避
難
指
示
解
除
の
動
き
は
、

図
１
の
通
り
で
す
。
こ
れ
ま
で

　
平
成
26
年
4
月
1
日

　
田
村
市

　
　
　
　
　
10
月
1
日

　
川
内
村
の
一
部

 

（
当
時
の
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
）

　
　
　
27
年
9
月
5
日

　
楢
葉
町

　
　
　
28
年
6
月
12
日

　
葛
尾
村

　
　
　
　
　
6
月
14
日

　
川
内
村
の
一
部

 

（
下
川
内
の
荻
・
貝
ノ
坂
地
区
）

　
　
　
　
　
7
月
12
日

　
南
相
馬
市

が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
29
年
3
月
末
に
飯
舘
村
で
避
難

指
示
解
除
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
浪
江
町
や
川
俣
町
な
ど
の
居
住

制
限
区
域
や
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
を

抱
え
る
地
域
に
お
い
て
、
今
後
も
避
難
指

示
を
解
除
す
る
方
針
で
、
帰
還
者
が
増
え

る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
富
岡
町
、
大
熊
町
、
浪
江
町
の
居
住
制

限
区
域
と
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
で

は
、
帰
還
準
備
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本

来
認
め
ら
れ
て
い
な
い
住
民
の
夜
間
宿
泊

を
特
例
的
に
許
可
す
る
「
特
例
宿
泊
」
を

今
年
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
実
施
し
ま

し
た
。
富
岡
町
で
は
帰
還
に
向
け
た
準
備

の
た
め
の
宿
泊
「
準
備
宿
泊
」
も
9
月
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
放
射
線
の
影
響
や
生
活
環
境

の
未
整
備
な
ど
の
理
由
で
、
帰
還
に
対
す

る
不
安
を
拭
い
切
れ
な
い
人
が
多
く
、
若

い
世
代
を
中
心
に
帰
還
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
帰
還
者
の
多
く
が
高
齢
の
た

め
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
問
題
も
深
刻
で

す
。

　
避
難
指
示
解
除
は
、
住
民
の
帰
還
を
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
、
県

や
対
象
市
町
村
は
、住
民
の
「
戻
る
」「
戻

ら
な
い
」
の
選
択
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
必
要
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

県
内
の
避
難
指
示
解
除
の
動
き

避
難
指
示

解
除
の
要
件

★ ①空間線量率で推定された年間積算線量が20ミリシーベルト以下になる
ことが確実であること

②電気、ガス、上下水道、主要交通網、通信など日常生活に必須なイン
フラや医療・介護・郵便などの生活関連サービスが概ね復旧するこ
と、子どもの生活環境を中心とする除染作業が十分に進捗すること

③県、市町村、住民との十分な協議
※「ステップ２の完了を受けた警戒区域及び避難指示区域の見直しに関する基本的考
え方及び今後の検討課題について」平成23年12月26日 原子力災害対策本部 より

平成28年6月14日解除
川内村

平成26年10月1日一部解除
川内村

平成26年4月1日解除
田村市

平成27年
9月5日解除

楢葉町

平成28年
7月12日解除

南相馬市

平成28年6月12日解除
葛尾村

平成29年3月末解除
飯舘村

太平洋

浪江町

双葉町
福
島
第
一
原
発

大熊町

富岡町

広野町

川俣町

いわき市

20㎞

す
。
帰
還
後
は
通
院
し
て
い
た
病
院
を
変

更
す
る
か
、
避
難
先
で
通
院
し
て
い
た
医

療
機
関
に
、
時
間
を
か
け
て
通
う
し
か
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
間
は
医
師
が
不
在
に
な
る

上
、
村
で
は
救
急
医
療
、
入
院
へ
の
対
応

が
で
き
ま
せ
ん
。
万
一
の
と
き
に
住
民
が

安
心
で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
27
年

11
月
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
開
設
さ

れ
、
村
内
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
震
災
以
前
か
ら
訪
問
入
浴

や
訪
問
看
護
を
行
う
民
間
の
事
業
所
が
村

内
に
な
く
、
現
在
も
利
用
者
が
少
な
い
た

め
、
村
外
か
ら
の
参
入
が
進
ま
な
い
状
態

で
す
。

　
ま
た
、
村
で
生
活
す
る
上
で
村
外
へ
の

移
動
が
必
須
と
な
る
た
め
、
運
転
の
で
き

な
い
住
民
が
不
便
を
感
じ
た
り
、
不
安
を

抱
え
た
り
し
な
い
よ
う
、
村
内
外
へ
の
移

動
支
援
が
必
要
で
す
。

　
川
内
村
の
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
向
け
た

動
き
は
図
３
の
通
り
で
す
。

■
世
帯
分
離
に
よ
る
相
互
扶
助
の
希
薄
化

　
長
期
に
お
よ
ぶ
避
難
に
よ
り
、
若
年
層

は
、
避
難
先
に
学
校
や
職
場
な
ど
の
生
活

基
盤
が
で
き
た
た
め
帰
還
せ
ず
、
高
齢
者

の
み
が
村
に
戻
る
世
帯
分
離
が
起
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
家
族
や
近
隣
住
民
が
支

え
合
う
、
相
互
扶
助
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
安
否
確
認
や

見
守
り
、
孤
立
感
の
解
消
な
ど
、
不
安
を

抱
か
ず
に
生
活
で
き
る
支
援
や
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
中
に
は
、
震
災
前
に
野
菜
づ

く
り
や
庭
の
手
入
れ
な
ど
を
生
き
が
い
と

し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
放
射
線

の
影
響
や
ひ
と
り
暮
ら
し
に
な
っ
た
こ
と

で
、
以
前
の
生
活
の
楽
し
み
や
役
割
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
心
身
の
健
康
維
持

に
つ
な
が
る
生
き
が
い
づ
く
り
も
必
要
で

す
。

■
帰
村
率
66
・
55
％

　
震
災
が
起
き
た
平
成
23
年
3
月
11
日
時

点
の
川
内
村
の
人
口
は
3
，0
3
8
人
、

28
年
8
月
1
日
現
在
2
，7
5
0
人
で

す
。
村
内
生
活
者
は
66
・
55
％
の
1
，8

3
0
人
、
村
外
避
難
者
は
33
・
45
％
の
9

2
0
人
で
す
図
２
。

■
高
齢
化
率
が
上
昇

　
村
内
生
活
者
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
割

合
を
示
す
高
齢
化
率
は
、
28
年
8
月
1
日

現
在
40
・
11
％
で
す
図
２
。
23
年
4
月

の
34
・
6
％
と
比
べ
、
高
齢
化
が
加
速
し

て
い
ま
す
。
村
は
今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化

が
進
む
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

■
病
院
、
福
祉
施
設
、
商
店
な
ど
生
活
に

必
要
な
公
共
施
設（
イ
ン
フ
ラ
）の
不
足

　
震
災
前
、
川
内
村
の
東
寄
り
の
地
域
に

住
む
人
は
近
隣
の
浪
江
、
大
熊
、
富
岡
、

楢
葉
の
4
町
を
主
な
生
活
圏
と
し
、
仕
事

や
学
校
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
で
行
き
来

し
て
い
ま
し
た
。
震
災
以
降
、
4
町
も
避

難
区
域
と
な
り
、
生
活
圏
と
し
て
の
社
会

基
盤
は
失
わ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　
現
在
、
川
内
村
の
医
療
機
関
は
、
震
災

前
か
ら
の
診
療
所
が
1
カ
所
あ
る
の
み
で

川内村人口 2,750人
平成28年8月1日現在住民基本台帳に基づく人口
（平成23年3月11日時点の人口は3,038人）

村外避難者
33.45％
（920人）

村内生活者
66.55％
（1,830人）

村内生活者
高齢化率
40.11％

（平成23年4月時点の
高齢化率 34.6％）

川
内
村
帰
還
を
と
り
ま
く
現
状
と
課
題

図２

図１ 避難指示解除の動き

図３ 原発事故発生以降の川内村の動き
全村避難 平成23年３月16日
帰村宣言 　　24年１月31日
役場機能 　　24年４月再開

小・中学校（各１校） 　　24年４月再開
保育園（１カ所） 　　24年４月再開
診療所（１カ所） 　　24年４月再開
特別養護老人ホーム 　　27年11月開所
複合商業施設 　　28年３月オープン
企業進出 新規に４社が工場設置

除染（１次除染） 宅地周辺・農地・道路 100%終了

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

85―　　―
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帰
還
者
支
援
の
取
り
組
み
川
内
村

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

ズームアップ

住
民
の
活
躍
を
村
の
力
に

　
村
が
中
心
と
な
り
、平
成
23
年
か
ら「
川

内
村
い
き
い
き
高
齢
者
な
り
隊 

増
や
し

隊
」
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

放
射
線
対
策
な
ど
で
関
わ
り
の
あ
る
長
崎

大
学
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
世
界
の
医
療
団
、
村

社
協
、
ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
行
政
や
社
協
に
依
存
せ
ず
、
地

域
住
民
が
協
力
し
て
高
齢
者
を
支
え
る
、

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま

し
た
。

　
取
り
組
み
に
は
婦
人
会
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
26
年
に
始

ま
っ
た
、
婦
人
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

お
い
て
提
案
さ
れ
た
「
お
達
者
畑
」
が
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
婦

人
会
と
高
齢
者
が
一
緒
に
、
村
内
の
畑
で

大
豆
の
種
ま
き
や
収
穫
、
採
れ
た
大
豆
を

使
っ
た
料
理
で
交
流
し
ま
す
。
今
年
で
3

年
目
を
迎
え
、「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
一
般
の
村
民
か
ら
地
域
で
活
躍

で
き
る
人
を
増
や
そ
う
と
、
各
種
養
成
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
は
関

心
が
高
く
、
地
域
か
ら
開
催
を
望
む
声
を

受
け
て
、昨
年
度
は
4
回
開
催
し
ま
し
た
。

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
（
食
生
活
改
善
推

進
員
）養
成
講
座
」
で
は
、
地
元
で
採
れ

た
栄
養
価
の
高
い
変
わ
り
種
の
野
菜
を
使

い
、
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
修
了
者

は
、
地
域
で
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
予
定
で
す
。

訪
問
と
サ
ロ
ン
で
見
守
り

　
村
社
協
は
生
活
支
援
相
談
員
5
名（
川

内
村
4
名
、
郡
山
市
1
名
）で
、
村
内
の
仮

設
住
宅
や
、
帰
村
し
て
い
る
高
齢
者
世

帯
、
郡
山
市
や
い
わ
き
市
に
住
む
避
難
者

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
村
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
情
報
交
換
し
、
支
援
の
必

要
な
人
に
適
切
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
村
社
協
は
、
住
民
が
誰
で
も
参
加

で
き
る
運
動
や
お
茶
飲
み
な
ど
の
サ
ロ
ン

を
村
内
の
8
行
政
区
ご
と
に
定
期
的
に
開

い
て
、
村
民
の
健
康
維
持
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
◇

　
村
内
の
他
、
郡
山
市
と
い
わ
き
市
に
あ

る
川
内
村
の
仮
設
住
宅
の
供
与
期
間
は
29

年
3
月
末
に
終
了
し
ま
す
。
高
齢
者
を
中

心
に
帰
還
が
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
、
川

内
村
で
は
高
齢
化
率
が
2
0
2
0
年
に
は

約
50
％
、
2
0
3
0
年
ご
ろ
に
は
約
60
％

に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
社
会
に
向
け
た
生
活
基
盤
の
整
備

と
同
時
に
、
ふ
る
さ
と
の
村
に
住
む
誇
り

や
意
義
、
心
の
豊
か
さ
を
い
か
に
持
ち
続

け
て
も
ら
う
の
か
、
息
の
長
い
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
と

生
き
が
い
づ
く
り

ふるさとで暮らしたい─帰還者支援の課題

　
川
内
村
は
、
村
民
が
元
気
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
医
療
、
介
護
、

買
い
物
や
交
通
機
関
な
ど
、
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
に
向
け
た
支
援
を
最

優
先
に
進
め
て
い
ま
す
。
村
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
生
や
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
、
支
援
策
と
現
在
の
村
民
の
姿
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
村
は
、
震
災
と
原
発
事
故
発
生
か
ら
1

年
余
の
平
成
24
年
4
月
、
村
唯
一
の
医
療

機
関
で
あ
る
川
内
村
国
保
診
療
所
を
再
開

し
ま
し
た
。
震
災

前
は
診
療
科
目
が

内
科
と
歯
科
の
み

で
し
た
が
、
再
開

時
に
は
整
形
外

科
、
心
療
内
科
、

眼
科
、
消
化
器
内

科
の
診
療
も
始
ま

り
ま
し
た
。

　
川
内
村
保
健
福

祉
課
保
健
福
祉
係

長
の
猪
狩
恵
子
さ
ん
は
「
長
期
避
難
や
ひ

と
り
暮
ら
し
な
ど
に
よ
る
心
の
問
題
や
、

高
齢
者
に
多
い
疾
患
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
避
難
中
は
、
夜
間
も
避
難
先
の
病
院
を

利
用
で
き
ま
し
た
が
、
村
内
に
は
夜
間
診

療
や
入
院
、
救
急
患
者
に
対
応
で
き
る
医

療
機
関
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
村
外

の
病
院
と
医
療
協
定
を
結
び
、
緊
急
搬
送

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
日
中
の
緊
急
搬

送
時
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
出
動
し
て

い
ま
す
。

　
村
は
27
年
11
月
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム（
入
居
76
床
）を
開
設
し
ま
し
た
。
村
内

の
介
護
施
設
は
他
に
、
村
社
協
が
運
営
す

る
通
所
介
護
事
業
所（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）と

訪
問
介
護
事
業
所
の
み
で
す
。

　
村
社
協
は
、
村
か
ら
外
出
支
援
事
業
を

受
託
し
て
い
ま
す
。
登
録
す
る
住
民
を
月

4
回
、
自
宅
か
ら
病
院
や
金
融
機
関
な

ど
、
村
内
の
目
的
地
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

現
在
約
50
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
28
年

7
月
か
ら
は
、
医
療
機
関
限
定
で
、
隣
接

す
る
田
村
市
、
小
野
町
、
楢
葉
町
へ
の
送

迎
も
始
め
ま
し
た
。

　
村
社
協
福
祉
活
動
専
門
員
の
遠
藤
精
一

さ
ん
は
「
き
め
細
か
い
移
動
支
援
で
、
通

院
や
買
い
物
の
不
便
の
解
消
に
努
め
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

　
ま
た
、
村
は
バ
ス
会
社
と
連
携
し
、
24

年
4
月
か
ら
、
村
外
へ
の
復
興
支
援
バ
ス

の
運
行
も
始
め
ま
し
た
。
村
中
心
部
と
、

村
に
隣
接
す
る
田
村
市
と
小
野
町
に
あ
る

Ｊ
Ｒ
の
駅
2
カ
所
ま
で
を
、
そ
れ
ぞ
れ
1

日
2
〜
3
往
復
す
る
2
路
線
で
す
。

　
28
年
3
月
に
、複
合
商
業
施
設「
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｙよ

うＯ

-

Ｔ
た

し

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
村
が
村
内
の
企

業
に
施
設
の
運
営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

薬
局
や
飲
食
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
が
入

居
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
生

鮮
食
品
も
扱
い
ま
す
。
ま
た
自
由
に
利
用

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
あ

り
、人
が
集
ま
る
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
内
に
は
営
業
を
再
開
し
た
個
人
商
店

も
あ
り
ま
す
。
買
い
物
の
で
き
る
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
り
、
避
難
者
が
帰
村
を
選
択

す
る
材
料
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
村
社
協
は
、
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
を

対
象
に
、
週
1
回
昼
食
を
届
け
る
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
村
か
ら
受
託
し
て
い
ま

す
。
震
災
以
前
か
ら
の
取
り
組
み
で
す

が
、
帰
村
開
始
と
同
時
に
サ
ー
ビ
ス
を
再

開
し
ま
し
た
。
高
齢
者
宅
を
定
期
的
に
訪

問
す
る
の
で
、
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
ま

す
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
充
実

医
　
療

介
　
護

外
出
支
援

商
業
施
設

配
食
事
業

　
川
内
村
で
は
、
婦
人
会
が
高
齢
者
を

見
守
る
た
め
訪
問
し
た
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
が
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を
図
っ
た
り
と
、

震
災
後
、
行
政
区
ご
と
に
住
民
が
自
主

的
に
活
動
す
る
姿
が
目
立
ち
ま
す
。

　
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
地
域
内

で
支
え
合
う
必
要
性
を
感
じ
「
で
き
る

こ
と
は
自
分
た
ち
で
」
と
動
き
始
め
ま

し
た
。

　
介
護
予
防
教
室
へ
の
参
加
者
も
震
災

後
に
増
え
ま
し
た
。
多
く
の
住
民
が
、

避
難
中
に
仮
設
住
宅
な
ど
で
健
康
づ
く

り
の
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
意
識

が
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
村
や
社
協
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
こ

れ
ま
で
の
支
援
が
生
き
て
き
た
と
感
じ

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
村
や
社
協
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
仕
組
み
を
つ
く
り

た
い
で
す
。

村
民
の
意
識
に
変
化

婦人会の本部役員が、ワークショップ
の内容について意見交換をしました

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
料
理
教
室

ワークショップ「お達者畑」
で大豆を収穫しました

村国保診療所やデイサービス事業所を備えた
保健・福祉・医療複合施設「ゆふね」

川内村社会福祉協議会
事務局長

秋
あき

元
もと

　賢
けん

さん

川内村保健福祉課
保健福祉係長

猪
い

狩
がり

　恵
けい

子
こ

さん

川内村社会福祉協議会
福祉活動専門員

遠
えん

藤
どう

　精
せい

一
いち

さん

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
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帰
還
者
支
援
の
取
り
組
み
川
内
村

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

ズームアップ

住
民
の
活
躍
を
村
の
力
に

　
村
が
中
心
と
な
り
、平
成
23
年
か
ら「
川

内
村
い
き
い
き
高
齢
者
な
り
隊 

増
や
し

隊
」
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

放
射
線
対
策
な
ど
で
関
わ
り
の
あ
る
長
崎

大
学
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
世
界
の
医
療
団
、
村

社
協
、
ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
行
政
や
社
協
に
依
存
せ
ず
、
地

域
住
民
が
協
力
し
て
高
齢
者
を
支
え
る
、

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま

し
た
。

　
取
り
組
み
に
は
婦
人
会
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
26
年
に
始

ま
っ
た
、
婦
人
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

お
い
て
提
案
さ
れ
た
「
お
達
者
畑
」
が
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
婦

人
会
と
高
齢
者
が
一
緒
に
、
村
内
の
畑
で

大
豆
の
種
ま
き
や
収
穫
、
採
れ
た
大
豆
を

使
っ
た
料
理
で
交
流
し
ま
す
。
今
年
で
3

年
目
を
迎
え
、「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
一
般
の
村
民
か
ら
地
域
で
活
躍

で
き
る
人
を
増
や
そ
う
と
、
各
種
養
成
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
は
関

心
が
高
く
、
地
域
か
ら
開
催
を
望
む
声
を

受
け
て
、昨
年
度
は
4
回
開
催
し
ま
し
た
。

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
（
食
生
活
改
善
推

進
員
）養
成
講
座
」
で
は
、
地
元
で
採
れ

た
栄
養
価
の
高
い
変
わ
り
種
の
野
菜
を
使

い
、
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
修
了
者

は
、
地
域
で
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
予
定
で
す
。

訪
問
と
サ
ロ
ン
で
見
守
り

　
村
社
協
は
生
活
支
援
相
談
員
5
名（
川

内
村
4
名
、
郡
山
市
1
名
）で
、
村
内
の
仮

設
住
宅
や
、
帰
村
し
て
い
る
高
齢
者
世

帯
、
郡
山
市
や
い
わ
き
市
に
住
む
避
難
者

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
村
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
情
報
交
換
し
、
支
援
の
必

要
な
人
に
適
切
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
村
社
協
は
、
住
民
が
誰
で
も
参
加

で
き
る
運
動
や
お
茶
飲
み
な
ど
の
サ
ロ
ン

を
村
内
の
8
行
政
区
ご
と
に
定
期
的
に
開

い
て
、
村
民
の
健
康
維
持
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
◇

　
村
内
の
他
、
郡
山
市
と
い
わ
き
市
に
あ

る
川
内
村
の
仮
設
住
宅
の
供
与
期
間
は
29

年
3
月
末
に
終
了
し
ま
す
。
高
齢
者
を
中

心
に
帰
還
が
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
、
川

内
村
で
は
高
齢
化
率
が
2
0
2
0
年
に
は

約
50
％
、
2
0
3
0
年
ご
ろ
に
は
約
60
％

に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
社
会
に
向
け
た
生
活
基
盤
の
整
備

と
同
時
に
、
ふ
る
さ
と
の
村
に
住
む
誇
り

や
意
義
、
心
の
豊
か
さ
を
い
か
に
持
ち
続

け
て
も
ら
う
の
か
、
息
の
長
い
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
と

生
き
が
い
づ
く
り

ふるさとで暮らしたい─帰還者支援の課題

　
川
内
村
は
、
村
民
が
元
気
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
医
療
、
介
護
、

買
い
物
や
交
通
機
関
な
ど
、
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
に
向
け
た
支
援
を
最

優
先
に
進
め
て
い
ま
す
。
村
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
生
や
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
、
支
援
策
と
現
在
の
村
民
の
姿
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
村
は
、
震
災
と
原
発
事
故
発
生
か
ら
1

年
余
の
平
成
24
年
4
月
、
村
唯
一
の
医
療

機
関
で
あ
る
川
内
村
国
保
診
療
所
を
再
開

し
ま
し
た
。
震
災

前
は
診
療
科
目
が

内
科
と
歯
科
の
み

で
し
た
が
、
再
開

時
に
は
整
形
外

科
、
心
療
内
科
、

眼
科
、
消
化
器
内

科
の
診
療
も
始
ま

り
ま
し
た
。

　
川
内
村
保
健
福

祉
課
保
健
福
祉
係

長
の
猪
狩
恵
子
さ
ん
は
「
長
期
避
難
や
ひ

と
り
暮
ら
し
な
ど
に
よ
る
心
の
問
題
や
、

高
齢
者
に
多
い
疾
患
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
避
難
中
は
、
夜
間
も
避
難
先
の
病
院
を

利
用
で
き
ま
し
た
が
、
村
内
に
は
夜
間
診

療
や
入
院
、
救
急
患
者
に
対
応
で
き
る
医

療
機
関
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
村
外

の
病
院
と
医
療
協
定
を
結
び
、
緊
急
搬
送

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
日
中
の
緊
急
搬

送
時
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
出
動
し
て

い
ま
す
。

　
村
は
27
年
11
月
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム（
入
居
76
床
）を
開
設
し
ま
し
た
。
村
内

の
介
護
施
設
は
他
に
、
村
社
協
が
運
営
す

る
通
所
介
護
事
業
所（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）と

訪
問
介
護
事
業
所
の
み
で
す
。

　
村
社
協
は
、
村
か
ら
外
出
支
援
事
業
を

受
託
し
て
い
ま
す
。
登
録
す
る
住
民
を
月

4
回
、
自
宅
か
ら
病
院
や
金
融
機
関
な

ど
、
村
内
の
目
的
地
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

現
在
約
50
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
28
年

7
月
か
ら
は
、
医
療
機
関
限
定
で
、
隣
接

す
る
田
村
市
、
小
野
町
、
楢
葉
町
へ
の
送

迎
も
始
め
ま
し
た
。

　
村
社
協
福
祉
活
動
専
門
員
の
遠
藤
精
一

さ
ん
は
「
き
め
細
か
い
移
動
支
援
で
、
通

院
や
買
い
物
の
不
便
の
解
消
に
努
め
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

　
ま
た
、
村
は
バ
ス
会
社
と
連
携
し
、
24

年
4
月
か
ら
、
村
外
へ
の
復
興
支
援
バ
ス

の
運
行
も
始
め
ま
し
た
。
村
中
心
部
と
、

村
に
隣
接
す
る
田
村
市
と
小
野
町
に
あ
る

Ｊ
Ｒ
の
駅
2
カ
所
ま
で
を
、
そ
れ
ぞ
れ
1

日
2
〜
3
往
復
す
る
2
路
線
で
す
。

　
28
年
3
月
に
、複
合
商
業
施
設「
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｙよ

うＯ

-

Ｔ
た

し

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
村
が
村
内
の
企

業
に
施
設
の
運
営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

薬
局
や
飲
食
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
が
入

居
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
生

鮮
食
品
も
扱
い
ま
す
。
ま
た
自
由
に
利
用

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
あ

り
、人
が
集
ま
る
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
内
に
は
営
業
を
再
開
し
た
個
人
商
店

も
あ
り
ま
す
。
買
い
物
の
で
き
る
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
り
、
避
難
者
が
帰
村
を
選
択

す
る
材
料
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
村
社
協
は
、
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
を

対
象
に
、
週
1
回
昼
食
を
届
け
る
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
村
か
ら
受
託
し
て
い
ま

す
。
震
災
以
前
か
ら
の
取
り
組
み
で
す

が
、
帰
村
開
始
と
同
時
に
サ
ー
ビ
ス
を
再

開
し
ま
し
た
。
高
齢
者
宅
を
定
期
的
に
訪

問
す
る
の
で
、
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
ま

す
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
充
実

医
　
療

介
　
護

外
出
支
援

商
業
施
設

配
食
事
業

　
川
内
村
で
は
、
婦
人
会
が
高
齢
者
を

見
守
る
た
め
訪
問
し
た
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
が
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を
図
っ
た
り
と
、

震
災
後
、
行
政
区
ご
と
に
住
民
が
自
主

的
に
活
動
す
る
姿
が
目
立
ち
ま
す
。

　
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
地
域
内

で
支
え
合
う
必
要
性
を
感
じ
「
で
き
る

こ
と
は
自
分
た
ち
で
」
と
動
き
始
め
ま

し
た
。

　
介
護
予
防
教
室
へ
の
参
加
者
も
震
災

後
に
増
え
ま
し
た
。
多
く
の
住
民
が
、

避
難
中
に
仮
設
住
宅
な
ど
で
健
康
づ
く

り
の
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
意
識

が
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
村
や
社
協
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
こ

れ
ま
で
の
支
援
が
生
き
て
き
た
と
感
じ

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
村
や
社
協
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
仕
組
み
を
つ
く
り

た
い
で
す
。

村
民
の
意
識
に
変
化

婦人会の本部役員が、ワークショップ
の内容について意見交換をしました

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
料
理
教
室

ワークショップ「お達者畑」
で大豆を収穫しました

村国保診療所やデイサービス事業所を備えた
保健・福祉・医療複合施設「ゆふね」

川内村社会福祉協議会
事務局長

秋
あき

元
もと

　賢
けん

さん

川内村保健福祉課
保健福祉係長

猪
い

狩
がり

　恵
けい

子
こ

さん

川内村社会福祉協議会
福祉活動専門員

遠
えん

藤
どう

　精
せい

一
いち

さん
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復
興
公
営
住
宅
の
支
援

ズームアップ

　
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生
か
ら
6
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
福
島
県
は
、
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
し
て
い
る
方
々
が
入
居
す
る
た
め

の
復
興
公
営
住
宅
４
８
９
０
戸
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
仮
設
住
宅
や

借
り
上
げ
住
宅
か
ら
の
転
居
者
が
急
増
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
復
興
公
営
住
宅

の
住
民
が
抱
え
る
課
題
や
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
浪
江
町
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、
浪
江
町
社
協
）の
生
活
支
援
相
談
員
２6
人
が
、

県
内
１２
市
町
村
に
避
難
す
る
浪
江
町
民
を
戸
別
訪
問
し
、
支
え
て
い
ま
す
。
復
興
公

営
住
宅
住
民
が
抱
え
る
課
題
と
、
浪
江
町
社
協
が
取
り
組
む
支
援
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。 孤

立
防
止
と
住
民
の
自
立
の
た
め
に

　
地
方
自
治
体
は
、
災
害
で
家
屋
を
失

い
、
自
ら
住
宅
を
確
保
す
る
の
が
困
難
な

人
に
対
し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
て
災
害

公
営
住
宅
を
整
備
し
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
向
け
と
し
て
は
、
福
島
・
宮

城
・
岩
手
の
被
災
３
県
を
中
心
に
、
全
国

で
３
万
戸
以
上
の
災
害
公
営
住
宅
が
建
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
う
ち
福
島
県
は
、
原
子
力
災
害
に

よ
る
避
難
者
が
入
居
す
る
復
興
公
営
住
宅

を
県
内
に
４
８
９
０
戸
整
備
し
ま
す
。

　
復
興
庁
に
よ
る
と
、
平
成
２６
年
９
月
に

入
居
を
開
始
し
た
福
島
市
の
飯い

い

野の

町ま
ち

団
地

　
生
活
支
援
相
談
員（
以
下
、
相
談
員
）は

避
難
者
宅
を
戸
別
訪
問
し
、
安
否
確
認
、

相
談
対
応
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

機
関
へ
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
は
、
仮
設
住
宅
に
比
べ

保
温
性
や
防
音
性
が
高
く
快
適
で
す
。
一

方
、
生
活
音
や
明
か
り
が
漏
れ
に
く
く
、

外
か
ら
中
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
を
ま
と
め
る
主
任
生
活
支
援
員

の
鹿
又
智
子
さ
ん
は
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
中
に
は
、
交
流
が
で
き
ず
に
孤

独
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
ま
す
」
と
孤
立

化
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
実
態
が
見
え
に
く
い
中
、
医
療
や

介
護
の
手
が
届
か
な
い
と
い
う
課
題
も
あ

り
ま
す
。
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
の
に
、
医

療
機
関
の
受
診
が
で
き
ず
、
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
例
や
、

障
が
い
を
抱
え
る
人
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ず
に
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
相
談
員
は
現
場
で
、
訪
問
を
希
望
し
な

い
人
や
支
援
を
拒
否
す
る
世
帯
に
も
直
面

し
ま
す
。「
個
人
の
意
向
は
優
先
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
歯
が
ゆ

い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
鹿

又
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
で
は
、
団
地
の
ゴ
ミ
出

を
皮
切
り
に
、
２８
年
１２
月
末
ま
で
に
２
９

９
５
戸
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
２９
年
度
末

に
か
け
て
、
完
成
・
入
居
開
始
の
動
き
が

本
格
化
し
ま
す
。

　
県
は
復
興
公
営
住
宅
を
避
難
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
形
成
の
拠
点
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
入
居
者
は
も
ち
ろ
ん

周
辺
の
避
難
者
や
近
隣
住
民
も
含
め
た
交

流
環
境
を
整
え
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

集
会
室
の
併
設
の
ほ
か
、
市
町
村
単
位
や

親
族
同
士
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
単
位
の
入
居

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
住
居
の
形
態
は
集
合
住
宅
の
ほ
か
、
戸

建
て
ま
た
は
２
戸
１
棟
住
宅
が
あ
り
ま

す
。
集
合
住
宅
に
は
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
要
介
護
者
を
含
む
世
帯
の
み
申
し
込

み
可
能
な
優
先
住
宅
も
あ
り
ま
す
。
優
先

住
宅
に
は
、
外
部
に
異
常
を
知
ら
せ
る
非

常
用
ボ
タ
ン
や
引
き
戸
の
入
口
な
ど
が
あ

り
、
車
い
す
対
応
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
は
県
に

申
し
込
み
、
抽
選
で
入
居
者
が
決
ま
り
ま

す
。
妊
婦
を
含
む
子
育
て
等
世
帯
は
、
当

選
確
率
が
５
割
増
し
の
優
遇
措
置
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

し
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
、
通
路
に
物

を
置
く
行
為
な
ど
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
私
物

化
を
す
る
人
が
い
る
た
め
、
住
民
間
の
生

活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。
集

合
住
宅
で
生
活
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
が

多
く
、
新
し
い
環
境
や
ル
ー
ル
へ
の
適
応

が
難
し
い
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
み
ら
れ

ま
す
。
自
治
会
が
機
能
し
て
い
れ
ば
注
意

の
声
掛
け
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
消
で
き
ず
入
居
者
が
困
っ
て
い
る

団
地
も
あ
り
ま
す
。
相
談
員
は
、
他
の
団

地
の
成
功
例
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
中

立
な
立
場
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
は
平
成
２６
年
の
入
居
開

始
か
ら
約
２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

支
援
は
ま
だ
手
探
り
状
態
で
す
。
相
談
員

は
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
役
割
や
心
構
え
を
確
認
す
る
研
修
を

受
講
す
る
な
ど
、
資
質
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
住
民
が
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
児

童
相
談
所
、
町
の
保
健
師
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
の
専
門
機
関
や
関
係
者
と

情
報
の
交
換
・
共
有
も
し
て
い
ま
す
。

　
浪
江
町
社
協
は
今
後
、
復
興
公
営
住
宅

の
住
民
間
交
流
、
自
治
会
支
援
、
地
域
と

の
関
係
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
３
・
１１
被
災
者
を
支
援
す
る
い
わ
き
連

絡
協
議
会（
愛
称
：
み
ん
ぷ
く
）」（
４
、
５

㌻
で
紹
介
）と
、
団
地
で
の
サ
ロ
ン
開
催

の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
本
格

化
さ
せ
ま
す
。

　
避
難
先
の
市
町
村
社
協
が
主
催
す
る
サ

ロ
ン
に
は
、
浪
江
町
社
協
の
相
談
員
が
一

緒
に
参
加
し
た
り
、
定
期
的
に
他
社
協
と

の
連
絡
会
へ
も
出
席
し
て
い
ま
す
。
二
本

松
地
区
で
は
二
本
松
市
社
協
の
相
談
員

と
、
毎
日
一
緒
に
避
難
者
宅
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。
復
興
公
営
住
宅
は
今
後
長
期
間

住
み
続
け
る
人
が
多
い
た
め
、
住
む
地
域

に
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
も
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
入
居
に
は
①
原
子
力
災
害
に
よ
り
避
難

指
示
を
受
け
て
い
る
居
住
制
限
者
で
あ

る
、
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
─
な
ど

の
要
件
右
図
が
あ
り
、
収
入
に
応
じ
た

家
賃
な
ど
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。
家
賃
は

公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
、
入
居
世
帯
の
収

入
や
住
宅
の
立
地
、
規
模
、
経
過
年
数
、

設
備
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
ま

す
。

　
入
居
期
間
は
、
収
入
が
県
で
定
め
る
要

件
の
上
限
額
を
超
え
る
場
合
を
除
き
、
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て

問
題
の
把
握
困
難

住
民
ト
ラ
ブ
ル
も

他
機
関
と
の
連
携
強
化

支
援
を
要
す
る
人
に
配
慮

①原子力災害により避難指示を受けている居住制限者
②住宅に困窮している※

③県税の滞納がない
④過去に県営住宅に住んでいた場合、現在家賃の滞納
がない
⑤暴力団員でない
※既に復興公営住宅に入居または入居決定している方、避難指示
区域の外に自己所有の住居（戸建て住宅やマンションなど）を
所有している方は応募できません

入 居 要 件

浪江町社会福祉協議会
主任生活支援員

鹿
かの

又
また

　智
とも

子
こ

さん

生活支援相談員対象の研修会の様子

生
活
見
え
に
く
く
孤
独
感

復
興
公
営
住
宅
の
課
題

浪
江
町
社
協
に
聞
く

南相馬市に整備された集合型の復興公営住宅
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復
興
公
営
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宅
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援
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東
日
本
大
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と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生
か
ら
6
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
福
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は
、
原
発
事
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に
よ
り
避
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し
て
い
る
方
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が
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居
す
る
た
め

の
復
興
公
営
住
宅
４
８
９
０
戸
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
仮
設
住
宅
や

借
り
上
げ
住
宅
か
ら
の
転
居
者
が
急
増
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
復
興
公
営
住
宅

の
住
民
が
抱
え
る
課
題
や
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
浪
江
町
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、
浪
江
町
社
協
）の
生
活
支
援
相
談
員
２6
人
が
、

県
内
１２
市
町
村
に
避
難
す
る
浪
江
町
民
を
戸
別
訪
問
し
、
支
え
て
い
ま
す
。
復
興
公

営
住
宅
住
民
が
抱
え
る
課
題
と
、
浪
江
町
社
協
が
取
り
組
む
支
援
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。 孤

立
防
止
と
住
民
の
自
立
の
た
め
に

　
地
方
自
治
体
は
、
災
害
で
家
屋
を
失

い
、
自
ら
住
宅
を
確
保
す
る
の
が
困
難
な

人
に
対
し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
て
災
害

公
営
住
宅
を
整
備
し
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
向
け
と
し
て
は
、
福
島
・
宮

城
・
岩
手
の
被
災
３
県
を
中
心
に
、
全
国

で
３
万
戸
以
上
の
災
害
公
営
住
宅
が
建
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
う
ち
福
島
県
は
、
原
子
力
災
害
に

よ
る
避
難
者
が
入
居
す
る
復
興
公
営
住
宅

を
県
内
に
４
８
９
０
戸
整
備
し
ま
す
。

　
復
興
庁
に
よ
る
と
、
平
成
２６
年
９
月
に

入
居
を
開
始
し
た
福
島
市
の
飯い

い

野の

町ま
ち

団
地

　
生
活
支
援
相
談
員（
以
下
、
相
談
員
）は

避
難
者
宅
を
戸
別
訪
問
し
、
安
否
確
認
、

相
談
対
応
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

機
関
へ
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
は
、
仮
設
住
宅
に
比
べ

保
温
性
や
防
音
性
が
高
く
快
適
で
す
。
一

方
、
生
活
音
や
明
か
り
が
漏
れ
に
く
く
、

外
か
ら
中
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
を
ま
と
め
る
主
任
生
活
支
援
員

の
鹿
又
智
子
さ
ん
は
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
中
に
は
、
交
流
が
で
き
ず
に
孤

独
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
ま
す
」
と
孤
立

化
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
実
態
が
見
え
に
く
い
中
、
医
療
や

介
護
の
手
が
届
か
な
い
と
い
う
課
題
も
あ

り
ま
す
。
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
の
に
、
医

療
機
関
の
受
診
が
で
き
ず
、
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
例
や
、

障
が
い
を
抱
え
る
人
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ず
に
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
相
談
員
は
現
場
で
、
訪
問
を
希
望
し
な

い
人
や
支
援
を
拒
否
す
る
世
帯
に
も
直
面

し
ま
す
。「
個
人
の
意
向
は
優
先
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
歯
が
ゆ

い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
鹿

又
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
で
は
、
団
地
の
ゴ
ミ
出

を
皮
切
り
に
、
２８
年
１２
月
末
ま
で
に
２
９

９
５
戸
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
２９
年
度
末

に
か
け
て
、
完
成
・
入
居
開
始
の
動
き
が

本
格
化
し
ま
す
。

　
県
は
復
興
公
営
住
宅
を
避
難
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
形
成
の
拠
点
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
入
居
者
は
も
ち
ろ
ん

周
辺
の
避
難
者
や
近
隣
住
民
も
含
め
た
交

流
環
境
を
整
え
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

集
会
室
の
併
設
の
ほ
か
、
市
町
村
単
位
や

親
族
同
士
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
単
位
の
入
居

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
住
居
の
形
態
は
集
合
住
宅
の
ほ
か
、
戸

建
て
ま
た
は
２
戸
１
棟
住
宅
が
あ
り
ま

す
。
集
合
住
宅
に
は
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
要
介
護
者
を
含
む
世
帯
の
み
申
し
込

み
可
能
な
優
先
住
宅
も
あ
り
ま
す
。
優
先

住
宅
に
は
、
外
部
に
異
常
を
知
ら
せ
る
非

常
用
ボ
タ
ン
や
引
き
戸
の
入
口
な
ど
が
あ

り
、
車
い
す
対
応
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
は
県
に

申
し
込
み
、
抽
選
で
入
居
者
が
決
ま
り
ま

す
。
妊
婦
を
含
む
子
育
て
等
世
帯
は
、
当

選
確
率
が
５
割
増
し
の
優
遇
措
置
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

し
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
、
通
路
に
物

を
置
く
行
為
な
ど
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
私
物

化
を
す
る
人
が
い
る
た
め
、
住
民
間
の
生

活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。
集

合
住
宅
で
生
活
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
が

多
く
、
新
し
い
環
境
や
ル
ー
ル
へ
の
適
応

が
難
し
い
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
み
ら
れ

ま
す
。
自
治
会
が
機
能
し
て
い
れ
ば
注
意

の
声
掛
け
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
消
で
き
ず
入
居
者
が
困
っ
て
い
る

団
地
も
あ
り
ま
す
。
相
談
員
は
、
他
の
団

地
の
成
功
例
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
中

立
な
立
場
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
は
平
成
２６
年
の
入
居
開

始
か
ら
約
２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

支
援
は
ま
だ
手
探
り
状
態
で
す
。
相
談
員

は
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
役
割
や
心
構
え
を
確
認
す
る
研
修
を

受
講
す
る
な
ど
、
資
質
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
住
民
が
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
児

童
相
談
所
、
町
の
保
健
師
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
の
専
門
機
関
や
関
係
者
と

情
報
の
交
換
・
共
有
も
し
て
い
ま
す
。

　
浪
江
町
社
協
は
今
後
、
復
興
公
営
住
宅

の
住
民
間
交
流
、
自
治
会
支
援
、
地
域
と

の
関
係
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
３
・
１１
被
災
者
を
支
援
す
る
い
わ
き
連

絡
協
議
会（
愛
称
：
み
ん
ぷ
く
）」（
４
、
５

㌻
で
紹
介
）と
、
団
地
で
の
サ
ロ
ン
開
催

の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
本
格

化
さ
せ
ま
す
。

　
避
難
先
の
市
町
村
社
協
が
主
催
す
る
サ

ロ
ン
に
は
、
浪
江
町
社
協
の
相
談
員
が
一

緒
に
参
加
し
た
り
、
定
期
的
に
他
社
協
と

の
連
絡
会
へ
も
出
席
し
て
い
ま
す
。
二
本

松
地
区
で
は
二
本
松
市
社
協
の
相
談
員

と
、
毎
日
一
緒
に
避
難
者
宅
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。
復
興
公
営
住
宅
は
今
後
長
期
間

住
み
続
け
る
人
が
多
い
た
め
、
住
む
地
域

に
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
も
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
入
居
に
は
①
原
子
力
災
害
に
よ
り
避
難

指
示
を
受
け
て
い
る
居
住
制
限
者
で
あ

る
、
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
─
な
ど

の
要
件
右
図
が
あ
り
、
収
入
に
応
じ
た

家
賃
な
ど
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。
家
賃
は

公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
、
入
居
世
帯
の
収

入
や
住
宅
の
立
地
、
規
模
、
経
過
年
数
、

設
備
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
ま

す
。

　
入
居
期
間
は
、
収
入
が
県
で
定
め
る
要

件
の
上
限
額
を
超
え
る
場
合
を
除
き
、
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て

問
題
の
把
握
困
難

住
民
ト
ラ
ブ
ル
も

他
機
関
と
の
連
携
強
化

支
援
を
要
す
る
人
に
配
慮

①原子力災害により避難指示を受けている居住制限者
②住宅に困窮している※

③県税の滞納がない
④過去に県営住宅に住んでいた場合、現在家賃の滞納
がない
⑤暴力団員でない
※既に復興公営住宅に入居または入居決定している方、避難指示
区域の外に自己所有の住居（戸建て住宅やマンションなど）を
所有している方は応募できません

入 居 要 件

浪江町社会福祉協議会
主任生活支援員

鹿
かの

又
また

　智
とも

子
こ

さん

生活支援相談員対象の研修会の様子

生
活
見
え
に
く
く
孤
独
感

復
興
公
営
住
宅
の
課
題

浪
江
町
社
協
に
聞
く

南相馬市に整備された集合型の復興公営住宅

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
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ズームアップ
復興公営住宅の支援

　
復
興
公
営
住
宅
は
仮
設
住
宅
と
違
い
、
恒
久
的
な
住
ま
い
と
し
て
入
居
す
る
人
が

多
く
い
ま
す
。
住
民
に
は
、
支
援
が
終
了
し
て
か
ら
も
自
分
た
ち
で
問
題
を
解
決
す

る
力
が
必
要
で
す
。
住
民
の
自
立
を
目
的
に
集
団
支
援
に
取
り
組
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

３
・
１１
被
災
者
を
支
援
す
る
い
わ
き
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
と
、
支
援
を
受
け
て
自

治
会
を
設
立
し
た
住
民
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
３
・
１１
被
災
者
を
支
援
す

る
い
わ
き
連
絡
協
議
会（
愛
称
：
み
ん
ぷ

く
）」
は
、
国
の
支
援
を
受
け
て
福
島
県

が
実
施
し
て
い
る
「
生
活
拠
点
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
事
業
」
を
受
託
し
て
、
復
興
公

営
住
宅
を
中
心
に
住
民
の
交
流
や
自
治
会

設
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
い
わ
き
市
、
福
島
市
、
郡
山
市
、
会
津

若
松
市
、
南
相
馬
市
の
５
カ
所
の
拠
点
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
員（
以
下
、
交
流
員
）

約
６０
人
を
配
置
し
、
県
内
ほ
ぼ
全
て
の
復

興
公
営
住
宅
を
対
象
に
①
入
居
者
同
士
の

交
流
促
進
、
②
自
治
会
設
立
・
運
営
支

援
、
③
地
元
住
民
と
の
交
流
の
３
つ
の
ス

テ
ッ
プ
で
支
援
し
て
い
ま
す
図
1
。
住

民
同
士
が
自
ら
主
体
的
に
交
流
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
入
居
前
に
行
わ
れ
る
説
明
会
の
際
に
、

住
民
同
士
の
最
初
の
顔
合
わ
せ
を
兼
ね
た

交
流
の
時
間
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の

分
別
方
法
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、
交
流

員
や
住
民
が
自
己
紹
介
を
し
て
、
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
を
作
り
ま
す
。

　
入
居
後
も
住
民
同
士
の
交
流
を
促
し
団

地
内
で
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
企
画
し
ま
す
。
芋
煮
会
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
の
季
節
の
行
事
の
ほ
か
、

多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
手
芸
教
室
、
落
語
や
映
画
鑑
賞
会
な
ど

趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
趣
味
の
合
う

人
同
士
が
仲
良
く
な
り
、
少
人
数
で
自
発

的
に
集
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
交
流
員
は
住
民
が
自
ら
運
営
す
る
組
織

で
団
地
の
共
通
の
課
題
解
決
を
図
れ
る
よ

う
に
、
自
治
会
の
設
立
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
役
員
の
選
定
や
会
則
作
成
の
支
援
、

自
治
会
総
会
の
た
め
の
資
料
づ
く
り
や
会

計
報
告
の
し
か
た
、
会
の
進
め
方
な
ど
の

具
体
的
な
助
言
も
し
ま
す
。

　
自
治
会
が
住
民
主
体
で
催
し
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
交
流
員
は
徐
々
に
裏
方

と
し
て
の
支
援
に
移
行
し
ま
す
。

　
　

　
平
成
２８
年
８
月
に
入
居
を
開
始
し
た
本

宮
市
の
復
興
公
営
住
宅（
吹ふ

き

上あ
げ

市
営
住
宅
）

に
は
、
浪
江
町
と
大
熊
町
か
ら
の
避
難
者

が
入
居
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
設
立
に
あ

た
り
、
交
流
員
が
会
則
案
や
会
費
の
集
め

方
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
長
の
向
山
栄
治
さ
ん
は
「
ど
う

手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、情
報
提
供
は
大
変
助
か
り
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
全
２２
戸
の
ほ
と
ん
ど
は
高

齢
者
が
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
現

入
居
者
主
体
を
念
頭
に

環
境
づ
く
り

在
は
自
治
会
が
各
階
に
１
名
の
責
任
者
を

決
め
て
住
民
を
取
り
ま
と
め
、
誘
い
合
っ

て
お
茶
会
な
ど
の
交
流
の
場
を
意
識
的
に

持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
し
て
き
た
み
ん
ぷ
く
の
チ
ー
フ

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
内
野
美
津
夫
さ
ん
は

「
交
流
員
は
一
緒
に
活
動
し
ま
す
が
、
住

民
主
導
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
交
流
員
は
、
自
治
組
織
の
団
地
を
越
え

た
交
流
を
行
う
た
め「
自
治
組
織
連
絡
会
」

も
定
期
的
に
開
い
て
い
ま
す
。
役
員
が
互

い
の
活
動
を
参
考
に
し
た
り
、
組
織
運
営

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
交
流
員
は
、
復
興
公
営
住
宅
と
地
元
の

住
民
が
、
互
い
の
催
事
に
参
加
し
合
う
な

ど
し
て
良
好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。
団
地
住
民
の
町
内
会
加
入
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
長
・
向
山
さ
ん
は
近
隣
住
民
の

様
子
に
つ
い
て
「
声
を
掛
け
て
く
れ
る
人

も
い
ま
す
し
、
秋
祭
り
の
み
こ
し
が
団
地

に
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
自
治
会
運
営
が

定
着
し
た
ら
町
内
会
に
加
入
し
て
、
地
域

の
方
と
ぜ
ひ
仲
良
く
し
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
内
野
さ
ん
は
「
団
地
集
会
所
の
地
域
住

民
と
の
共
用
や
町
内
会
費
の
や
り
と
り
な

ど
、
細
か
な
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
災
害
時
に
地
域
住
民
と
一
緒
に
避

難
す
る
こ
と
も
考
慮
し
、
連
絡
方
法
や
避

難
先
な
ど
を
確
認
し
合
う
こ
と
も
大
切
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

入
居
前
の
顔
合
わ
せ
か
ら

地
元
住
民
と
良
好
な
関
係
を

本
宮
市
の
復
興
公
営
住
宅
の
事
例

交
流
促
進
や
自
治
会
設
立

復
興
公
営
住
宅
の
住
民
支
援

み
ん
ぷ
く3.１１被災者を支援する

いわき連絡協議会
チーフスーパーバイザー

内
うち

野
の

美
み

津
つ

夫
お

さん

吹上市営住宅
自治会長

向
むかい

山
やま

　栄
えい

治
じ

さん

図２ 復興公営住宅 支援の構図
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復
興
公
営
住
宅
は
自
力
で
住
宅
再
建
が

困
難
な
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
住
宅
で

す
。
高
齢
者
や
支
援
の
必
要
な
人
が
入
居

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
課
題
が
集
中
す
る

場
所
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
で
は
現
在
、
生
活
支
援

相
談
員
が
一
人
一
人
に
き
め
細
か
く
寄
り

添
う
個
別
支
援
と
、
交
流
員
に
よ
る
「
支

え
合
い
の
仕
組
み
の
構
築
」
な
ど
の
集
団

支
援
の
、
二
つ
側
面
か
ら
の
支
援
が
相
補

的
に
住
民
を
支
え
て
い
ま
す
図
2
。

　
復
興
公
営
住
宅
は
、
仮
設
住
宅
に
比
べ

て
住
民
の
問
題
が
把
握
し
に
く
く
、
孤
立

化
や
支
援
の
難
し
さ
に
拍
車
を
か
け
て
い

ま
す
。

　
浪
江
町
社
協
の
杉
本
俊
郎
常
務
理
事
兼

事
務
局
長
は
「
住
民
同
士
や
地
域
と
の
交

流
が
少
な
い
と
、
児
童
や
高
齢
者
の
虐
待

な
ど
家
庭
の
問
題
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
が

見
え
に
く
く
な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
に
よ
る
避
難
者
の
多
く

は
、
ふ
る
さ
と
や
自
宅
が
物
理
的
に
あ
る

の
に
帰
れ
な
い
方
々
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

生
活
や
仕
事
を
失
っ
た
ま
ま
、
将
来
の
見

通
し
を
立
て
ら
れ
な
い
人
も
多
く
い
ま

す
。
心
の
整
理
が
つ
か
ず
、
不
安
な
状
態

が
長
引
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
の
ケ
ア
を
は
じ
め
多
様
な
課
題
に
対

し
て
専
門
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
特

性
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
し
、
す
き
間
の

な
い
支
援
を
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

浪江町社会福祉協議会
常務理事兼事務局長

杉
すぎ

本
もと

　俊
とし

郎
ろう

さん

す
き
間
な
い
支
援
継
続
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ズームアップ
復興公営住宅の支援

　
復
興
公
営
住
宅
は
仮
設
住
宅
と
違
い
、
恒
久
的
な
住
ま
い
と
し
て
入
居
す
る
人
が

多
く
い
ま
す
。
住
民
に
は
、
支
援
が
終
了
し
て
か
ら
も
自
分
た
ち
で
問
題
を
解
決
す

る
力
が
必
要
で
す
。
住
民
の
自
立
を
目
的
に
集
団
支
援
に
取
り
組
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

３
・
１１
被
災
者
を
支
援
す
る
い
わ
き
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
と
、
支
援
を
受
け
て
自

治
会
を
設
立
し
た
住
民
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
３
・
１１
被
災
者
を
支
援
す

る
い
わ
き
連
絡
協
議
会（
愛
称
：
み
ん
ぷ

く
）」
は
、
国
の
支
援
を
受
け
て
福
島
県

が
実
施
し
て
い
る
「
生
活
拠
点
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
事
業
」
を
受
託
し
て
、
復
興
公

営
住
宅
を
中
心
に
住
民
の
交
流
や
自
治
会

設
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
い
わ
き
市
、
福
島
市
、
郡
山
市
、
会
津

若
松
市
、
南
相
馬
市
の
５
カ
所
の
拠
点
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
員（
以
下
、
交
流
員
）

約
６０
人
を
配
置
し
、
県
内
ほ
ぼ
全
て
の
復

興
公
営
住
宅
を
対
象
に
①
入
居
者
同
士
の

交
流
促
進
、
②
自
治
会
設
立
・
運
営
支

援
、
③
地
元
住
民
と
の
交
流
の
３
つ
の
ス

テ
ッ
プ
で
支
援
し
て
い
ま
す
図
1
。
住

民
同
士
が
自
ら
主
体
的
に
交
流
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
入
居
前
に
行
わ
れ
る
説
明
会
の
際
に
、

住
民
同
士
の
最
初
の
顔
合
わ
せ
を
兼
ね
た

交
流
の
時
間
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の

分
別
方
法
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、
交
流

員
や
住
民
が
自
己
紹
介
を
し
て
、
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
を
作
り
ま
す
。

　
入
居
後
も
住
民
同
士
の
交
流
を
促
し
団

地
内
で
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
企
画
し
ま
す
。
芋
煮
会
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
の
季
節
の
行
事
の
ほ
か
、

多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
手
芸
教
室
、
落
語
や
映
画
鑑
賞
会
な
ど

趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
趣
味
の
合
う

人
同
士
が
仲
良
く
な
り
、
少
人
数
で
自
発

的
に
集
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
交
流
員
は
住
民
が
自
ら
運
営
す
る
組
織

で
団
地
の
共
通
の
課
題
解
決
を
図
れ
る
よ

う
に
、
自
治
会
の
設
立
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
役
員
の
選
定
や
会
則
作
成
の
支
援
、

自
治
会
総
会
の
た
め
の
資
料
づ
く
り
や
会

計
報
告
の
し
か
た
、
会
の
進
め
方
な
ど
の

具
体
的
な
助
言
も
し
ま
す
。

　
自
治
会
が
住
民
主
体
で
催
し
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
交
流
員
は
徐
々
に
裏
方

と
し
て
の
支
援
に
移
行
し
ま
す
。

　
　

　
平
成
２８
年
８
月
に
入
居
を
開
始
し
た
本

宮
市
の
復
興
公
営
住
宅（
吹ふ

き

上あ
げ

市
営
住
宅
）

に
は
、
浪
江
町
と
大
熊
町
か
ら
の
避
難
者

が
入
居
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
設
立
に
あ

た
り
、
交
流
員
が
会
則
案
や
会
費
の
集
め

方
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
長
の
向
山
栄
治
さ
ん
は
「
ど
う

手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、情
報
提
供
は
大
変
助
か
り
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
全
２２
戸
の
ほ
と
ん
ど
は
高

齢
者
が
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
現

入
居
者
主
体
を
念
頭
に

環
境
づ
く
り

在
は
自
治
会
が
各
階
に
１
名
の
責
任
者
を

決
め
て
住
民
を
取
り
ま
と
め
、
誘
い
合
っ

て
お
茶
会
な
ど
の
交
流
の
場
を
意
識
的
に

持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
し
て
き
た
み
ん
ぷ
く
の
チ
ー
フ

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
内
野
美
津
夫
さ
ん
は

「
交
流
員
は
一
緒
に
活
動
し
ま
す
が
、
住

民
主
導
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
交
流
員
は
、
自
治
組
織
の
団
地
を
越
え

た
交
流
を
行
う
た
め「
自
治
組
織
連
絡
会
」

も
定
期
的
に
開
い
て
い
ま
す
。
役
員
が
互

い
の
活
動
を
参
考
に
し
た
り
、
組
織
運
営

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
交
流
員
は
、
復
興
公
営
住
宅
と
地
元
の

住
民
が
、
互
い
の
催
事
に
参
加
し
合
う
な

ど
し
て
良
好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。
団
地
住
民
の
町
内
会
加
入
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
長
・
向
山
さ
ん
は
近
隣
住
民
の

様
子
に
つ
い
て
「
声
を
掛
け
て
く
れ
る
人

も
い
ま
す
し
、
秋
祭
り
の
み
こ
し
が
団
地

に
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
自
治
会
運
営
が

定
着
し
た
ら
町
内
会
に
加
入
し
て
、
地
域

の
方
と
ぜ
ひ
仲
良
く
し
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
内
野
さ
ん
は
「
団
地
集
会
所
の
地
域
住

民
と
の
共
用
や
町
内
会
費
の
や
り
と
り
な

ど
、
細
か
な
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
災
害
時
に
地
域
住
民
と
一
緒
に
避

難
す
る
こ
と
も
考
慮
し
、
連
絡
方
法
や
避

難
先
な
ど
を
確
認
し
合
う
こ
と
も
大
切
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

入
居
前
の
顔
合
わ
せ
か
ら

地
元
住
民
と
良
好
な
関
係
を

本
宮
市
の
復
興
公
営
住
宅
の
事
例

交
流
促
進
や
自
治
会
設
立

復
興
公
営
住
宅
の
住
民
支
援

み
ん
ぷ
く3.１１被災者を支援する

いわき連絡協議会
チーフスーパーバイザー

内
うち

野
の
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み

津
つ

夫
お

さん

吹上市営住宅
自治会長

向
むかい

山
やま

　栄
えい

治
じ

さん
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復
興
公
営
住
宅
は
自
力
で
住
宅
再
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が

困
難
な
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な
ど
を
対
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と
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た
住
宅
で

す
。
高
齢
者
や
支
援
の
必
要
な
人
が
入
居

す
る
ケ
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ス
が
多
く
、
課
題
が
集
中
す
る

場
所
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
で
は
現
在
、
生
活
支
援

相
談
員
が
一
人
一
人
に
き
め
細
か
く
寄
り

添
う
個
別
支
援
と
、
交
流
員
に
よ
る
「
支

え
合
い
の
仕
組
み
の
構
築
」
な
ど
の
集
団

支
援
の
、
二
つ
側
面
か
ら
の
支
援
が
相
補

的
に
住
民
を
支
え
て
い
ま
す
図
2
。

　
復
興
公
営
住
宅
は
、
仮
設
住
宅
に
比
べ

て
住
民
の
問
題
が
把
握
し
に
く
く
、
孤
立

化
や
支
援
の
難
し
さ
に
拍
車
を
か
け
て
い

ま
す
。

　
浪
江
町
社
協
の
杉
本
俊
郎
常
務
理
事
兼

事
務
局
長
は
「
住
民
同
士
や
地
域
と
の
交

流
が
少
な
い
と
、
児
童
や
高
齢
者
の
虐
待

な
ど
家
庭
の
問
題
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
が

見
え
に
く
く
な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
に
よ
る
避
難
者
の
多
く

は
、
ふ
る
さ
と
や
自
宅
が
物
理
的
に
あ
る

の
に
帰
れ
な
い
方
々
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

生
活
や
仕
事
を
失
っ
た
ま
ま
、
将
来
の
見

通
し
を
立
て
ら
れ
な
い
人
も
多
く
い
ま

す
。
心
の
整
理
が
つ
か
ず
、
不
安
な
状
態

が
長
引
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
の
ケ
ア
を
は
じ
め
多
様
な
課
題
に
対

し
て
専
門
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
特

性
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
し
、
す
き
間
の

な
い
支
援
を
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

浪江町社会福祉協議会
常務理事兼事務局長

杉
すぎ

本
もと

　俊
とし

郎
ろう

さん

す
き
間
な
い
支
援
継
続

図1 復興公営住宅 コミュニティ形成のステップ

自治組織連絡会

自
治
会
設
立
・
運
営
支
援

STEP

2

地元の祭りで山車が団地にも

地
元
住
民
と
の
交
流

STEP

3

新年会・クリスマス会など

入
居
者
同
士
の
交
流
促
進

STEP

１

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

91―　　―



特 集 ZOOM
UP

避
難
住
民
を
受
け
入
れ
、役
場
機
能
ご
と
移

転
し
た
大
熊
町
に
つ
い
て
は
、特
に
多
く
の

方
々
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
避
難
者
の
詳
し

い
状
況
が
把
握
で
き
ず
様
々
な
情
報
が
錯
綜

す
る
中
、３
月
14
日
か
ら
は
避
難
所
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
調
査
を
開
始
。
不
足

し
て
い
る
物
資
や
、避
難
が
長
期
化
す
る
際

の
生
活
資
金
、子
ど
も
の
教
育
な
ど
に
関
す

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、そ
れ
ら
を
対
応
窓
口

と
な
る
機
関
へ
と
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
や
民

間
借
り
上
げ
住
宅
に
移
る
人
が
増
え
、支

援
の
内
容
も
変
わ
っ
て
い
く
中
、会
津
若
松

　福
島
県
内
で
は
、東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
全
住
民
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
9
町
村（
大
熊
町
・
双
葉

町
・
浪
江
町
・
富
岡
町
・
楢
葉
町
・
広
野
町
・

川
内
村
・
葛
尾
村
・
飯
舘
村
）と
、一
部
が
避

難
区
域
に
な
っ
た
田
村
市
、南
相
馬
市
、川
俣

町
の『
避
難
元
』社
協
と
、そ
れ
ら
市
町
村
の

避
難
住
民
を
受
け
入
れ
た『
避
難
先
』社
協

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
に
即
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
避
難
先
社
協
に
も
生
活
支
援

相
談
員
　が
配
置
さ
れ
て
お
り
、避
難
元
社

協
だ
け
で
は
手
の
届
か
な
い
部
分
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
な
ど
、避
難
元
社
協
の
方
針
を
尊
重

し
つ
つ
支
援
を
行
う
よ
う
、お
互
い
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　仮
設
住
宅
等
に
居
住
す
る
避
難
者
を
訪
問
し
、見
守
り
及
び

相
談
等
を
通
じ
、生
活
再
建
や
自
立
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
助
け
合
い
活
動
の
支
援
を
行
う

　平
成
23
年
３
月
11
日
の
震
災
直
後
、
避
難

者
を
速
や
か
に
受
入
れ
、
避
難
元
社
協
と
の

連
携
や
サ
ロ
ン
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
避
難

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き
た
会
津
若
松
市

社
協
。
支
援
者
間
の
情
報
の
共
有
と
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
見
え
て

き
た
課
題
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

『
避
難
先
』『
避
難
元
』社
協
に

よ
る
避
難
者
支
援

『
避
難
先
』『
避
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元
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に

よ
る
避
難
者
支
援

避難先社会福祉協議会の
避難者支援の取り組み

　震
災
時
、会
津
若
松
市
は
震
度
5
強
を
記

録
し
た
も
の
の
、比
較
的
被
害
が
少
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、会
津
若
松
市
社
協
で
は
ま

ず
、自
社
協
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
安
否

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
３
月
12
日
に
は
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て
情
報
収
集
を
行

う
と
と
も
に
、３
月
13
日
に
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、支
援
物
資
の

受
け
入
れ
や
引
き
渡
し
を
始
め
ま
し
た
。
同

時
に
、会
津
若
松
市
が
設
置
し
た
あ
い
づ
総

合
体
育
館
避
難
所
の
設
置
・
運
営
支
援
等
を

開
始
。
5
月
9
日
ま
で
の
約
2
ヵ
月
、24
時

間
3
交
代
制
で
支
援
に
当
た
り
ま
し
た
。

　会
津
若
松
市
は
様
々
な
市
町
村
か
ら
の

市
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
が
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
ま
ず
は
、大
熊
町
社
協
の
生
活

支
援
相
談
員
と
2
人
1
組
で
仮
設
・
借
り

上
げ
住
宅
へ
の
同
行
訪
問
を
実
施
し
、平
成

25
年
以
降
は
大
熊
町
以
外
の
避
難
者
も
対

象
に
訪
問
活
動
を
開
始
。
戸
別
訪
問
は
避

難
元
社
協
が
主
体
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、土

地
勘
の
な
い
避
難
元
社
協
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
り
、頻
繁
に
訪
問
で
き
な
い
避
難
元
社
協

に
代
わ
り
単
独
訪
問
を
し
た
り
な
ど
、各
避

難
元
社
協
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
形
で
連
携

し
な
が
ら
、活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
ま

し
た
。

社会福祉法人　
会津若松市社会福祉協議会
ボランティアセンター長

避
難
者
に
適
切
な
支
援
を
行
う
に
は
、

避
難
元
社
協
と
情
報
を
共
有
し
、

住
民
参
加
型
で
活
動
す
る
こ
と
が
大
切

避
難
元
社
協
と
の
同
行
訪
問
と

避
難
先
社
協
の
単
独
訪
問

次
々
と
集
ま
る
避
難
者
を
受
入
れ
、

24
時
間
体
制
で
避
難
所
を
運
営
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磯貝 晃司さん
いそがい こう  じ

　さ
ら
に
会
津
若
松
市
社
協
で
は
、避
難
さ

れ
て
き
た
方
た
ち
に
も
会
津
若
松
市
の
福
祉

施
設
を
利
用
し
て
も
ら
っ
た
り
、必
要
が
あ

れ
ば
生
活
保
護
な
ど
の
支
援
に
つ
な
げ
た
り

と
、市
民
と
同
じ
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。「
避
難
元
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
は

自
身
も
避
難
者
で
、町
や
社
協
活
動
の
す
べ

て
が
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
避
難
直
後
、

避
難
元
社
協
が
行
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

方
の
所
に
足
を
運
ん
で
く
れ
て
助
か
っ
た
と
、

今
で
も
お
礼
を
言
わ
れ
ま
す
が
、困
っ
た
時

は
お
互
い
様
で
す
か
ら
」と
、磯
貝
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

避難先社会福祉協議会の避難者支援の取り組み

　東日本大震災、福島第一原子力発電所事故により広域避難となった福島県では、避難
者を受け入れた『避難先』社会福祉協議会（以下、社協という）も、避難者支援の重要な
役割を果たしています。今回は、避難先社協の活動から見える、避難先・避難元社協の
連携による支援についてご紹介いたします。

❶戸別訪問（個別支援）
見守り活動及び相談支援、関係
機関への支援依頼を行います。

❷住民同士のつながり、地域
の福祉活動の支援

　（地域支援）
サロン活動や交流事業等、関係
づくりができるような場づくりを
行います。

生活支援相談員の
主な活動内容

避難先
社協

【生活支援相談員の3つの活動パターン】
自市町村の住民をその市町村社協の生活支援相談員が支援する場合
全住民が他市町村に避難している9町村の社協（避難元社協）の生活支援相談員が、他市町村に出向い
て住民の支援を行う場合
※一部が避難区域となった田村市、南相馬市、川俣町も含む

他市町村の避難住民を受け入れる社協（避難先社協）の生活支援相談員がその住民の支援を行う場合

出典／生活支援相談員ハンドブック　～孤立を防ぎ、参加とつながりを生み出す支援～（2013年3月11日発行）P9より
発行者：特定非営利活動法人日本ボランティアコーディネーター協会　　作成者：筒井のり子
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避難者支援（戸別訪問）を
行っている市町村
（１市3町）

会津若松市社協が
会津若松市内で
避難者支援（戸別訪問）を
行っている市町村
（１市3町）

飯舘村
南相馬市

平成28年7月12日
避難指示一部解除
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461人
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富岡町

大熊町※

平成29年3月31日
避難指示一部解除浪江町

双葉町

帰還困難区域
（平成29年4月1日現在）

平成29年4月1日
避難指示一部解除

※大熊町について
　は大熊町社協が
　対応

3 2017.7 22017.7

92―　　―



特 集 ZOOM
UP

避
難
住
民
を
受
け
入
れ
、役
場
機
能
ご
と
移

転
し
た
大
熊
町
に
つ
い
て
は
、特
に
多
く
の

方
々
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
避
難
者
の
詳
し

い
状
況
が
把
握
で
き
ず
様
々
な
情
報
が
錯
綜

す
る
中
、３
月
14
日
か
ら
は
避
難
所
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
調
査
を
開
始
。
不
足

し
て
い
る
物
資
や
、避
難
が
長
期
化
す
る
際

の
生
活
資
金
、子
ど
も
の
教
育
な
ど
に
関
す

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、そ
れ
ら
を
対
応
窓
口

と
な
る
機
関
へ
と
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
や
民

間
借
り
上
げ
住
宅
に
移
る
人
が
増
え
、支

援
の
内
容
も
変
わ
っ
て
い
く
中
、会
津
若
松

　福
島
県
内
で
は
、東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
全
住
民
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
9
町
村（
大
熊
町
・
双
葉

町
・
浪
江
町
・
富
岡
町
・
楢
葉
町
・
広
野
町
・

川
内
村
・
葛
尾
村
・
飯
舘
村
）と
、一
部
が
避

難
区
域
に
な
っ
た
田
村
市
、南
相
馬
市
、川
俣

町
の『
避
難
元
』社
協
と
、そ
れ
ら
市
町
村
の

避
難
住
民
を
受
け
入
れ
た『
避
難
先
』社
協

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
に
即
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
避
難
先
社
協
に
も
生
活
支
援

相
談
員
　が
配
置
さ
れ
て
お
り
、避
難
元
社

協
だ
け
で
は
手
の
届
か
な
い
部
分
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
な
ど
、避
難
元
社
協
の
方
針
を
尊
重

し
つ
つ
支
援
を
行
う
よ
う
、お
互
い
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　仮
設
住
宅
等
に
居
住
す
る
避
難
者
を
訪
問
し
、見
守
り
及
び

相
談
等
を
通
じ
、生
活
再
建
や
自
立
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
助
け
合
い
活
動
の
支
援
を
行
う

　平
成
23
年
３
月
11
日
の
震
災
直
後
、
避
難

者
を
速
や
か
に
受
入
れ
、
避
難
元
社
協
と
の

連
携
や
サ
ロ
ン
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
避
難

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き
た
会
津
若
松
市

社
協
。
支
援
者
間
の
情
報
の
共
有
と
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
見
え
て

き
た
課
題
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

『
避
難
先
』『
避
難
元
』社
協
に

よ
る
避
難
者
支
援

『
避
難
先
』『
避
難
元
』社
協
に

よ
る
避
難
者
支
援

避難先社会福祉協議会の
避難者支援の取り組み

　震
災
時
、会
津
若
松
市
は
震
度
5
強
を
記

録
し
た
も
の
の
、比
較
的
被
害
が
少
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、会
津
若
松
市
社
協
で
は
ま

ず
、自
社
協
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
安
否

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
３
月
12
日
に
は
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て
情
報
収
集
を
行

う
と
と
も
に
、３
月
13
日
に
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、支
援
物
資
の

受
け
入
れ
や
引
き
渡
し
を
始
め
ま
し
た
。
同

時
に
、会
津
若
松
市
が
設
置
し
た
あ
い
づ
総

合
体
育
館
避
難
所
の
設
置
・
運
営
支
援
等
を

開
始
。
5
月
9
日
ま
で
の
約
2
ヵ
月
、24
時

間
3
交
代
制
で
支
援
に
当
た
り
ま
し
た
。

　会
津
若
松
市
は
様
々
な
市
町
村
か
ら
の

市
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
が
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
ま
ず
は
、大
熊
町
社
協
の
生
活

支
援
相
談
員
と
2
人
1
組
で
仮
設
・
借
り

上
げ
住
宅
へ
の
同
行
訪
問
を
実
施
し
、平
成

25
年
以
降
は
大
熊
町
以
外
の
避
難
者
も
対

象
に
訪
問
活
動
を
開
始
。
戸
別
訪
問
は
避

難
元
社
協
が
主
体
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、土

地
勘
の
な
い
避
難
元
社
協
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
り
、頻
繁
に
訪
問
で
き
な
い
避
難
元
社
協

に
代
わ
り
単
独
訪
問
を
し
た
り
な
ど
、各
避

難
元
社
協
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
形
で
連
携

し
な
が
ら
、活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
ま

し
た
。

社会福祉法人　
会津若松市社会福祉協議会
ボランティアセンター長

避
難
者
に
適
切
な
支
援
を
行
う
に
は
、

避
難
元
社
協
と
情
報
を
共
有
し
、

住
民
参
加
型
で
活
動
す
る
こ
と
が
大
切

避
難
元
社
協
と
の
同
行
訪
問
と

避
難
先
社
協
の
単
独
訪
問

次
々
と
集
ま
る
避
難
者
を
受
入
れ
、

24
時
間
体
制
で
避
難
所
を
運
営

特 集
ZOOM
UP

磯貝 晃司さん
いそがい こう  じ

　さ
ら
に
会
津
若
松
市
社
協
で
は
、避
難
さ

れ
て
き
た
方
た
ち
に
も
会
津
若
松
市
の
福
祉

施
設
を
利
用
し
て
も
ら
っ
た
り
、必
要
が
あ

れ
ば
生
活
保
護
な
ど
の
支
援
に
つ
な
げ
た
り

と
、市
民
と
同
じ
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。「
避
難
元
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
は

自
身
も
避
難
者
で
、町
や
社
協
活
動
の
す
べ

て
が
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
避
難
直
後
、

避
難
元
社
協
が
行
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

方
の
所
に
足
を
運
ん
で
く
れ
て
助
か
っ
た
と
、

今
で
も
お
礼
を
言
わ
れ
ま
す
が
、困
っ
た
時

は
お
互
い
様
で
す
か
ら
」と
、磯
貝
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
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　東日本大震災、福島第一原子力発電所事故により広域避難となった福島県では、避難
者を受け入れた『避難先』社会福祉協議会（以下、社協という）も、避難者支援の重要な
役割を果たしています。今回は、避難先社協の活動から見える、避難先・避難元社協の
連携による支援についてご紹介いたします。
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機関への支援依頼を行います。

❷住民同士のつながり、地域
の福祉活動の支援

　（地域支援）
サロン活動や交流事業等、関係
づくりができるような場づくりを
行います。
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主な活動内容
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【生活支援相談員の3つの活動パターン】
自市町村の住民をその市町村社協の生活支援相談員が支援する場合
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A市住民A市住民

入居入居

A市　社会福祉協議会
生活支援相談員

C

支援支援

Ｘ市住民B町住民
入居入居

C市 社会福祉協議会（避難先）
生活支援相談員

Ｘ市
B

支援支援

B町住民B町住民
入居入居

民間借り上げ
住宅等仮設住宅

民間借り上げ
住宅等仮設住宅 民間借り上げ

住宅等仮設住宅

Y町

民間借り上げ
住宅等仮設住宅

B町 社会福祉協議会（避難元）
生活支援相談員

Ｘ市B町

会津若松市社協が
会津若松市内で
避難者支援（戸別訪問）を
行っている市町村
（１市3町）

会津若松市社協が
会津若松市内で
避難者支援（戸別訪問）を
行っている市町村
（１市3町）

飯舘村
南相馬市

平成28年7月12日
避難指示一部解除

178世帯
461人

A市 C市葛尾村

富岡町

大熊町※

平成29年3月31日
避難指示一部解除浪江町

双葉町

帰還困難区域
（平成29年4月1日現在）

平成29年4月1日
避難指示一部解除

※大熊町について
　は大熊町社協が
　対応
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い
悩
ん
で
い
る
様
子
を
見
て
、ま
だ
ま
だ
支

援
が
必
要
と
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。

　避
難
者
が
必
要
と
す
る
支
援
内
容
は
常

に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、会
津
若
松
市
社
協

で
は
、避
難
元
社
協
か
ら
最
新
情
報
を
も
ら

い
な
が
ら
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

避
難
元
社
協
の
状
況
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は

異
な
り
ま
す
が
、毎
月
活
動
報
告
書
を
作

成
し
、避
難
元
社
協
へ
定
期
報
告
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、急
な
案
件
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、随
時
電
話
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、避
難
指
示
解
除
に
伴
い
避
難
元
社
協

か
ら
戸
別
訪
問
を
依
頼
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で

は
、避
難
元
社
協
か
ら
住
民
の
方
に
事
前
に

引
き
継
ぎ
の
話
が
あ
っ
た
た
め
、そ
の
後
の

訪
問
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、支
援
者
間

の〝
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
〞が
大
切
と

感
じ
た
と
話
す
磯
貝
さ
ん
。
現
在
も
支
援

を
続
け
て
い
る
双
葉
町
社
協
と
は
、定
期
的

な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
を
設
け
て
い
る
ほ

か
、会
津
地
区
の
避
難
先
社
協
と
避
難
元

社
協
が
集
う
連
絡
会
議
な
ど
で
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
に
話
す
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ

と
力
を
込
め
ま
す
。

　平
成
24
年
1
月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、

5
，2
7
8
人
だ
っ
た
会
津
若
松
市
へ
の
避

難
者
数
も
、
避
難
指
示
解
除
や
自
宅
に
近

い
浜
通
り
地
区
へ
の
移
転
な
ど
に
よ
り
、

1
，8
3
2
人（
平
成
29
年
2
月
現
在
）と
、

約
1
／
3
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
が
、1
件

当
た
り
の
訪
問
時
間
は
逆
に
増
加
し
て
い
ま

す
。「
は
じ
め
は
あ
い
さ
つ
程
度
の
間
柄
だ
っ

た
も
の
が
、顔
な
じ
み
に
な
る
こ
と
で
、よ

り
深
く
話
を
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

要
因
で
す
。
避
難
所
や
住
む
所
を
何
度
も
変

わ
っ
た
の
が
辛
か
っ
た
な
ど
、当
時
の
こ
と
を

聞
く
と
、何
年
経
っ
て
も
忘
れ
る
も
の
で
は

な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」と
話
す
会
津

若
松
市
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
の
皆
さ

ん
。
会
津
若
松
市
に
自
宅
を
再
建
し
、落
ち

着
い
た
様
に
見
え
た
人
が
、ふ
る
さ
と
に
あ

る
自
宅
に
住
め
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
思

最
新
情
報
を
共
有
す
る
事
で

避
難
者
が
必
要
と
す
る
支
援
が
で
き
る

避
難
者
数
は
減
少
す
る
一
方
で
、

支
援
に
要
す
る
時
間
は
増
加

る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
磯
貝
さ
ん
。
浪

江
町
か
ら
避
難
し
て
い
る
人
が
、自
分
た
ち

で
も
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
住
ん
で
い

る
地
区
の
人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
一
緒
に

や
れ
ば
い
い
べ
」と
い
わ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
あ
り
、き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
、避
難
者

と
地
域
住
民
の
交
流
が
自
然
と
で
き
て
く
る

の
だ
と
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

　今
年
2
月
に
開
催
し
た「
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
も
の

で
、普
通
救
命
講
習
、健
康
体
操
を
行
っ
た

際
は
、小
法
師
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
た
避
難

者
の
方
も
4
名
参
加
し
ま
し
た
。「
支
援
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
て
、今
後
は
地
域
を
支
え
る
側
に
も

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
す
」と

磯
貝
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　戸
別
訪
問
の
サ
ポ
ー
ト
と
並
ぶ
、避
難
先

社
協
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、地
域

の
社
協
と
し
て
避
難
者
同
士
や
避
難
者
と
地

域
を
つ
な
ぐ
場
を
作
る
こ
と
で
す
。
会
津
若

松
市
社
協
で
は
、平
成
25
年
か
ら「
小
法
師

サ
ロ
ン
」を
開
催
。
季
節
行
事
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、小
旅
行
な
ど
昨
年
度
は
5
回
開
催

し
、日
頃
の
ス
ト
レ
ス
発
散
や
出
会
い
の
場
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
避
難
元
社
協
や
県

の
保
健
福
祉
事
務
所
な
ど
も
参
加
し
、運
営

に
協
力
し
て
い
ま
す
。「
職
員
も
一
緒
に
楽
し

も
う
と
い
う
気
持
ち
で
開
い
て
い
ま
す
。
会

津
若
松
を
離
れ
た
後
も
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ

た
人
が
い
た
り
、次
は
い
つ
や
る
の
と
聞
か
れ

　避
難
生
活
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
分
か
ら

な
い
の
で
、ふ
る
さ
と
に
い
つ
戻
れ
る
の
か
、

と
い
う
不
安
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。「
避

難
さ
れ
て
き
た
方
々
の
今
ま
で
の
苦
労
を
、

私
た
ち
が
実
体
験
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は

残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
サ
ロ
ン

や
市
民
と
の
交
流
を
通
し
て
、仲
間
づ
く
り

や
社
会
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
、い
き
が
い

を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
、避

難
先
社
協
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

か
」と
磯
貝
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
生
活
支
援

相
談
員
の
皆
さ
ん
も
、「
様
々
な
研
修
を
通

当
た
り
前
に
支
援
を
続
け
る
こ
と
は

避
難
先
社
協
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

サ
ロ
ン
活
動
を
通
し
て
、

避
難
先
地
域
と
避
難
者
を
つ
な
ぐ

し
て
、長
引
く
避
難
生
活
が
、避
難
者
の
心

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
と
知
り

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
け

ど
、今
の
生
活
も
認
め
る
。
ど
ち
ら
で
も
い

い
ん
だ
と
伝
え
る
こ
と
で
、少
し
で
も
心
の

負
担
が
軽
く
な
れ
ば
」と
い
い
ま
す
。

　「何
が
正
解
だっ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
中
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
」と
、震
災
直
後
の
活
動

を
振
り
返
る
磯
貝
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
当
た

り
前
に
避
難
者
支
援
を
続
け
る
こ
と
は
社
協

本
来
の
活
動
に
通
じ
る
も
の
な
の
で
、こ
う

し
た
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
づ
く
り
に
も

活
か
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

避難先社会福祉協議会の避難者支援の取り組み

「顔を覚えてくれ、名前で呼んでもらえる
ようになるとうれしい」と話す生活支援
相談員の皆さん

社
会
福
祉
法
人

　双葉
町
社
会
福
祉
協
議
会

避
難
先
社
協
の
細
か
な
支
援
活
動
が
、

町
民
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

避難元
社協

　震災直後、全国各地に避難した
町民の把握に時間がかかっていた
頃、会津地区の町民の実態把握
のため一斉訪問のお願いをしたと
ころ、会津若松市社協を中心に、
各社協から案内・同行を申し出い
ただいたおかげでスムーズな訪
問ができ、社協間の連携の強さに
感動しました。
　現在、会津地区を担当する双葉
町社協の事務所は郡山市にあり、
定期訪問以外日常の見守りはな
かなかできませんが、会津若松市
社協に緊急時の対応を何度もし
ていただいているほか、定期訪問
の報告書が毎月届くので、お互い
の情報共有が図れています。町
民が会津の地に溶け込み安心し
て生活が送れるように、引き続き
ご支援いただきたいと思います。

避難元・避難先
社協が定期的
に顔を合わせ
る“顔の見える
関係づくり”で、
情報の共有化
に努めています

サ
ロ
ン
活
動
で
は
、季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
や
市
内
散
策
、救
急
入
門
コ
ー
ス
受
講
な

ど
、趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
が
行
わ
れ
て
い

ま
す

【避難元社協と避難先社協の連携イメージ】

避難元社協 避難先社協
依頼・要請

情報提供
報告

住民同意

支援活動
●訪問　●見守り
●相談　●住民交流
　　　　　　　など

避難者情報
●記録　●整理　
●分析　●支援計画

単独訪問（役割）
●訪問　●見守り　
●相談　●地域交流
　　　　　　　など

打ち合わせ
●個人情報共有（覚書）
●対象者、活動記録共有
●支援方針の協議
●緊急時対応の協議

同行訪問

検討・承諾

地域情報の提供
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い
悩
ん
で
い
る
様
子
を
見
て
、ま
だ
ま
だ
支

援
が
必
要
と
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。

　避
難
者
が
必
要
と
す
る
支
援
内
容
は
常

に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、会
津
若
松
市
社
協

で
は
、避
難
元
社
協
か
ら
最
新
情
報
を
も
ら

い
な
が
ら
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

避
難
元
社
協
の
状
況
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は

異
な
り
ま
す
が
、毎
月
活
動
報
告
書
を
作

成
し
、避
難
元
社
協
へ
定
期
報
告
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、急
な
案
件
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、随
時
電
話
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、避
難
指
示
解
除
に
伴
い
避
難
元
社
協

か
ら
戸
別
訪
問
を
依
頼
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で

は
、避
難
元
社
協
か
ら
住
民
の
方
に
事
前
に

引
き
継
ぎ
の
話
が
あ
っ
た
た
め
、そ
の
後
の

訪
問
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、支
援
者
間

の〝
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
〞が
大
切
と

感
じ
た
と
話
す
磯
貝
さ
ん
。
現
在
も
支
援

を
続
け
て
い
る
双
葉
町
社
協
と
は
、定
期
的

な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
を
設
け
て
い
る
ほ

か
、会
津
地
区
の
避
難
先
社
協
と
避
難
元

社
協
が
集
う
連
絡
会
議
な
ど
で
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
に
話
す
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ

と
力
を
込
め
ま
す
。

　平
成
24
年
1
月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、

5
，2
7
8
人
だ
っ
た
会
津
若
松
市
へ
の
避

難
者
数
も
、
避
難
指
示
解
除
や
自
宅
に
近

い
浜
通
り
地
区
へ
の
移
転
な
ど
に
よ
り
、

1
，8
3
2
人（
平
成
29
年
2
月
現
在
）と
、

約
1
／
3
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
が
、1
件

当
た
り
の
訪
問
時
間
は
逆
に
増
加
し
て
い
ま

す
。「
は
じ
め
は
あ
い
さ
つ
程
度
の
間
柄
だ
っ

た
も
の
が
、顔
な
じ
み
に
な
る
こ
と
で
、よ

り
深
く
話
を
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

要
因
で
す
。
避
難
所
や
住
む
所
を
何
度
も
変

わ
っ
た
の
が
辛
か
っ
た
な
ど
、当
時
の
こ
と
を

聞
く
と
、何
年
経
っ
て
も
忘
れ
る
も
の
で
は

な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」と
話
す
会
津

若
松
市
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
の
皆
さ

ん
。
会
津
若
松
市
に
自
宅
を
再
建
し
、落
ち

着
い
た
様
に
見
え
た
人
が
、ふ
る
さ
と
に
あ

る
自
宅
に
住
め
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
思

最
新
情
報
を
共
有
す
る
事
で

避
難
者
が
必
要
と
す
る
支
援
が
で
き
る

避
難
者
数
は
減
少
す
る
一
方
で
、

支
援
に
要
す
る
時
間
は
増
加

る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
磯
貝
さ
ん
。
浪

江
町
か
ら
避
難
し
て
い
る
人
が
、自
分
た
ち

で
も
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
住
ん
で
い

る
地
区
の
人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
一
緒
に

や
れ
ば
い
い
べ
」と
い
わ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
あ
り
、き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
、避
難
者

と
地
域
住
民
の
交
流
が
自
然
と
で
き
て
く
る

の
だ
と
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

　今
年
2
月
に
開
催
し
た「
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
も
の

で
、普
通
救
命
講
習
、健
康
体
操
を
行
っ
た

際
は
、小
法
師
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
た
避
難

者
の
方
も
4
名
参
加
し
ま
し
た
。「
支
援
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
て
、今
後
は
地
域
を
支
え
る
側
に
も

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
す
」と

磯
貝
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　戸
別
訪
問
の
サ
ポ
ー
ト
と
並
ぶ
、避
難
先

社
協
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、地
域

の
社
協
と
し
て
避
難
者
同
士
や
避
難
者
と
地

域
を
つ
な
ぐ
場
を
作
る
こ
と
で
す
。
会
津
若

松
市
社
協
で
は
、平
成
25
年
か
ら「
小
法
師

サ
ロ
ン
」を
開
催
。
季
節
行
事
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、小
旅
行
な
ど
昨
年
度
は
5
回
開
催

し
、日
頃
の
ス
ト
レ
ス
発
散
や
出
会
い
の
場
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
避
難
元
社
協
や
県

の
保
健
福
祉
事
務
所
な
ど
も
参
加
し
、運
営

に
協
力
し
て
い
ま
す
。「
職
員
も
一
緒
に
楽
し

も
う
と
い
う
気
持
ち
で
開
い
て
い
ま
す
。
会

津
若
松
を
離
れ
た
後
も
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ

た
人
が
い
た
り
、次
は
い
つ
や
る
の
と
聞
か
れ

　避
難
生
活
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
分
か
ら

な
い
の
で
、ふ
る
さ
と
に
い
つ
戻
れ
る
の
か
、

と
い
う
不
安
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。「
避

難
さ
れ
て
き
た
方
々
の
今
ま
で
の
苦
労
を
、

私
た
ち
が
実
体
験
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は

残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
サ
ロ
ン

や
市
民
と
の
交
流
を
通
し
て
、仲
間
づ
く
り

や
社
会
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
、い
き
が
い

を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
、避

難
先
社
協
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

か
」と
磯
貝
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
生
活
支
援

相
談
員
の
皆
さ
ん
も
、「
様
々
な
研
修
を
通

当
た
り
前
に
支
援
を
続
け
る
こ
と
は

避
難
先
社
協
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

サ
ロ
ン
活
動
を
通
し
て
、

避
難
先
地
域
と
避
難
者
を
つ
な
ぐ

し
て
、長
引
く
避
難
生
活
が
、避
難
者
の
心

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
と
知
り

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
け

ど
、今
の
生
活
も
認
め
る
。
ど
ち
ら
で
も
い

い
ん
だ
と
伝
え
る
こ
と
で
、少
し
で
も
心
の

負
担
が
軽
く
な
れ
ば
」と
い
い
ま
す
。

　「何
が
正
解
だっ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
中
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
」と
、震
災
直
後
の
活
動

を
振
り
返
る
磯
貝
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
当
た

り
前
に
避
難
者
支
援
を
続
け
る
こ
と
は
社
協

本
来
の
活
動
に
通
じ
る
も
の
な
の
で
、こ
う

し
た
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
づ
く
り
に
も

活
か
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

避難先社会福祉協議会の避難者支援の取り組み

「顔を覚えてくれ、名前で呼んでもらえる
ようになるとうれしい」と話す生活支援
相談員の皆さん

社
会
福
祉
法
人

　双葉
町
社
会
福
祉
協
議
会

避
難
先
社
協
の
細
か
な
支
援
活
動
が
、

町
民
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

避難元
社協

　震災直後、全国各地に避難した
町民の把握に時間がかかっていた
頃、会津地区の町民の実態把握
のため一斉訪問のお願いをしたと
ころ、会津若松市社協を中心に、
各社協から案内・同行を申し出い
ただいたおかげでスムーズな訪
問ができ、社協間の連携の強さに
感動しました。
　現在、会津地区を担当する双葉
町社協の事務所は郡山市にあり、
定期訪問以外日常の見守りはな
かなかできませんが、会津若松市
社協に緊急時の対応を何度もし
ていただいているほか、定期訪問
の報告書が毎月届くので、お互い
の情報共有が図れています。町
民が会津の地に溶け込み安心し
て生活が送れるように、引き続き
ご支援いただきたいと思います。

避難元・避難先
社協が定期的
に顔を合わせ
る“顔の見える
関係づくり”で、
情報の共有化
に努めています

サ
ロ
ン
活
動
で
は
、季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
や
市
内
散
策
、救
急
入
門
コ
ー
ス
受
講
な

ど
、趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
が
行
わ
れ
て
い

ま
す

【避難元社協と避難先社協の連携イメージ】

避難元社協 避難先社協
依頼・要請

情報提供
報告

住民同意

支援活動
●訪問　●見守り
●相談　●住民交流
　　　　　　　など

避難者情報
●記録　●整理　
●分析　●支援計画

単独訪問（役割）
●訪問　●見守り　
●相談　●地域交流
　　　　　　　など

打ち合わせ
●個人情報共有（覚書）
●対象者、活動記録共有
●支援方針の協議
●緊急時対応の協議

同行訪問

検討・承諾

地域情報の提供
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特 集 ZOOM
UP

援
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
を
大
き
く
４
つ
に

分
け
て
支
援
の
重
点
化
を
行
い
、避
難
者
の

生
活
再
建
を
推
し
進
め
る
と
い
う
方
向
性

を
市
町
村
社
協
へ
提
示
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
支
援
者
の
考
え
る
避
難
者
の
生

活
再
建
の
イ
メ
ー
ジ
は「
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
」

で
す
。
た
と
え
ば
、近
所
の
方
と
挨
拶
を
交

わ
す
、決
め
ら
れ
た
曜
日
に
ゴ
ミ
出
し
を
す

る
、子
ど
も
を
学
校
に
送
り
出
す
と
い
っ
た

何
気
な
い
日
常
を
送
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

「
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
」を
取
り
戻
す
た
め
に
は

仮
設
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
出
て
、ま
た

新
し
い
土
地
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
組
み
立
て

直
す
と
い
う
苦
労
を
と
も
な
い
ま
す
。
こ
れ

に
家
族
や
仕
事
の
事
情
な
ど
も
相
ま
っ
て
、

次
の
一
歩
を
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な
い
避

難
者
も
い
る
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
土
地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
は
避
難
者
本
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
周
囲
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
協
力

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
と
個
人
の
両

面
で
の
支
援
が
今
後
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
変
化
を
見
る
と
、住
居
の
移
転
が
進
ん
で

お
り

　
　
　
、見
守
り
・
相
談
支
援
対
象
世

帯
数
の
状
況
も
近
年
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す

　
　
　
。

　
こ
れ
に
伴
っ
て
避
難
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
も

変
化
し
て
い
ま
す
。
仮
設
住
宅
等
生
活
期
に

お
け
る「
住
環
境
の
変
化
」「
孤
立
感
」と

い
っ
た
不
安
に
加
え
て
、現
在
は「
帰
還
の

可
否
」「
医
療
・
健
康
」な
ど
新
た
な
生
活

課
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
県
社
協
で
は
、

こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
汲
み
取
り
な
が

ら
、避
難
者
全
員
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

仮設・借上げ住宅
世帯が減少し、
住居の移転が
進んでいます。

図
１

図
2

図
３

特 集
ZOOM
UP

これからの避難者支援

　東日本大震災から７年の歳月が過ぎました。避難者の帰還や住宅再建は進んでいるものの、
避難者一人ひとりの自立を見た場合、未だ多くの課題が残されています。今回は、これからの避難
者支援のあり方について考えます。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、福
島
・
宮
城
・
岩

手
県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、社
協
）

に「
生
活
支
援
相
談
員
」と
い
う
名
称
で
、

仮
設
住
宅
等
で
暮
ら
す
被
災
者
の
支
援
を

行
う
職
員
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、福

島
県
で
は
23
市
町
村
社
協
で
２
５
０
名
ほ
ど

の
生
活
支
援
相
談
員
が
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す（
平
成
30
年
２
月
時
点
）。

　
発
災
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
避
難
者
の
生

これからの避難者支援
～住環境の先にある生活再建の課題～

避
難
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
が

年
々
変
化
し
て
い
ま
す

避
難
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
が

年
々
変
化
し
て
い
ま
す

次
の
一
歩
を
後
押
し
す
る
た
め
に
も

避
難
者
本
人
が
本
来
も
っ
て
い
る
力
に

焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　避難
者
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー

　
避
難
者
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー（
以

下
、セ
ン
タ
ー
）で
は
、応
急
仮
設
住
宅
や
借

上
げ
住
宅
、復
興（
災
害
）公
営
住
宅
、帰
還

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、市
町
村
・
社
協
と
と

も
に
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
活
再
建

の
課
題
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

福
島
県
の
場
合
、地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害

に
加
え
て
、原
発
事
故
に
よ
る
問
題
も
あ
る

た
め
、解
決
の
糸
口
が
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
仮
設
住
宅
等
生
活
期
で
は
、安
否
確
認
や

訪
問
活
動
な
ど
が
中
心
で
し
た
が
、復
興
公

営
住
宅
等
生
活
期
、帰
還
生
活
期
に
入
る
と

支
援
ニ
ー
ズ
が
細
分
化
し
、一
人
ひ
と
り
の

困
り
ご
と
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、支

支
援
ニ
ー
ズ
が
細
分
化
。

福
島
県
な
ら
で
は
の
課
題
も

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

踏
み
出
す
難
し
さ

そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く

生
活
で
き
る
よ
う
に

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、避
難
者
一
人
ひ
と
り
の

生
活
再
建
を
後
押
し
し
、ど
こ
で
生
活
再
建

さ
れ
た
と
し
て
も
、そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し

く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、本
人
が
本
来
も
っ
て
い
る
力
に

焦
点
を
当
て
て
今
後
も
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※その他、各市町村社協が把握する避難者の実情
　などを踏まえ、支援の必要性等を判断。

生活面
●安定的な日常生活が営ま
れているか

●生活困窮に陥っていないか
等

例浪費、過剰な飲酒、
　ギャンブル

健康面
●肉体的にも精神的にも健
康を維持しているか

●要介護、要支援状態にな
いか　等

社会性
●就労しているか
●自治会行事やサロン活動
に参加しているか

●引きこもり状態にないか
等

本人の
意思

●避難者自身が今後とも支
援を必要としているか　
等

避難者の生活変化図1

見守り・相談支援対象世帯の推移（住居別）図2

避難者の生活期の変化に伴う
支援のポイント

図3

避難所
生活期

仮設住宅等
生活期

（避難先）

復興公営
住宅等
生活期

（避難先）

災害発生期

帰還生活期 帰還（自宅・復興（災害）公営住宅　等）

避　難　所

応急仮設
住宅

民間借上げ
住宅

公営住宅・
公舎等

復興公営住宅
災害公営住宅賃貸住宅自宅再建

自宅（住所地）

応急仮設住宅
借上げ住宅
公営住宅
復興公営住宅
災害公営住宅
避難先で再建
帰還
その他

2016年12月

2017年12月

20％ 40％ 60％ 80％0％ 100％

19.5％ 35.3％ 9.0％ 21.9％ 8.0％

0.6％ 3.5％ 2.3％

7.9％ 21.9％ 15.4％ 28.9％ 16.7％

0.8％ 4.6％ 3.9％

（生活支援相談員等の相談支援活動における調査表より）
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援
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
を
大
き
く
４
つ
に

分
け
て
支
援
の
重
点
化
を
行
い
、避
難
者
の

生
活
再
建
を
推
し
進
め
る
と
い
う
方
向
性

を
市
町
村
社
協
へ
提
示
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
支
援
者
の
考
え
る
避
難
者
の
生

活
再
建
の
イ
メ
ー
ジ
は「
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
」

で
す
。
た
と
え
ば
、近
所
の
方
と
挨
拶
を
交

わ
す
、決
め
ら
れ
た
曜
日
に
ゴ
ミ
出
し
を
す

る
、子
ど
も
を
学
校
に
送
り
出
す
と
い
っ
た

何
気
な
い
日
常
を
送
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

「
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
」を
取
り
戻
す
た
め
に
は

仮
設
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
出
て
、ま
た

新
し
い
土
地
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
組
み
立
て

直
す
と
い
う
苦
労
を
と
も
な
い
ま
す
。
こ
れ

に
家
族
や
仕
事
の
事
情
な
ど
も
相
ま
っ
て
、

次
の
一
歩
を
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な
い
避

難
者
も
い
る
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
土
地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
は
避
難
者
本
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
周
囲
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
協
力

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
と
個
人
の
両

面
で
の
支
援
が
今
後
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
変
化
を
見
る
と
、住
居
の
移
転
が
進
ん
で

お
り

　
　
　
、見
守
り
・
相
談
支
援
対
象
世

帯
数
の
状
況
も
近
年
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す

　
　
　
。

　
こ
れ
に
伴
っ
て
避
難
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
も

変
化
し
て
い
ま
す
。
仮
設
住
宅
等
生
活
期
に

お
け
る「
住
環
境
の
変
化
」「
孤
立
感
」と

い
っ
た
不
安
に
加
え
て
、現
在
は「
帰
還
の

可
否
」「
医
療
・
健
康
」な
ど
新
た
な
生
活

課
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
県
社
協
で
は
、

こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
汲
み
取
り
な
が

ら
、避
難
者
全
員
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

仮設・借上げ住宅
世帯が減少し、
住居の移転が
進んでいます。

図
１

図
2

図
３
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これからの避難者支援

　東日本大震災から７年の歳月が過ぎました。避難者の帰還や住宅再建は進んでいるものの、
避難者一人ひとりの自立を見た場合、未だ多くの課題が残されています。今回は、これからの避難
者支援のあり方について考えます。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、福
島
・
宮
城
・
岩

手
県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、社
協
）

に「
生
活
支
援
相
談
員
」と
い
う
名
称
で
、

仮
設
住
宅
等
で
暮
ら
す
被
災
者
の
支
援
を

行
う
職
員
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、福

島
県
で
は
23
市
町
村
社
協
で
２
５
０
名
ほ
ど

の
生
活
支
援
相
談
員
が
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す（
平
成
30
年
２
月
時
点
）。

　
発
災
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
避
難
者
の
生

これからの避難者支援
～住環境の先にある生活再建の課題～

避
難
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
が

年
々
変
化
し
て
い
ま
す

避
難
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
が

年
々
変
化
し
て
い
ま
す

次
の
一
歩
を
後
押
し
す
る
た
め
に
も

避
難
者
本
人
が
本
来
も
っ
て
い
る
力
に

焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　避難
者
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー

　
避
難
者
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー（
以

下
、セ
ン
タ
ー
）で
は
、応
急
仮
設
住
宅
や
借

上
げ
住
宅
、復
興（
災
害
）公
営
住
宅
、帰
還

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、市
町
村
・
社
協
と
と

も
に
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
活
再
建

の
課
題
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

福
島
県
の
場
合
、地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害

に
加
え
て
、原
発
事
故
に
よ
る
問
題
も
あ
る

た
め
、解
決
の
糸
口
が
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
仮
設
住
宅
等
生
活
期
で
は
、安
否
確
認
や

訪
問
活
動
な
ど
が
中
心
で
し
た
が
、復
興
公

営
住
宅
等
生
活
期
、帰
還
生
活
期
に
入
る
と

支
援
ニ
ー
ズ
が
細
分
化
し
、一
人
ひ
と
り
の

困
り
ご
と
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、支

支
援
ニ
ー
ズ
が
細
分
化
。

福
島
県
な
ら
で
は
の
課
題
も

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

踏
み
出
す
難
し
さ

そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く

生
活
で
き
る
よ
う
に

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、避
難
者
一
人
ひ
と
り
の

生
活
再
建
を
後
押
し
し
、ど
こ
で
生
活
再
建

さ
れ
た
と
し
て
も
、そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し

く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、本
人
が
本
来
も
っ
て
い
る
力
に

焦
点
を
当
て
て
今
後
も
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※その他、各市町村社協が把握する避難者の実情
　などを踏まえ、支援の必要性等を判断。

生活面
●安定的な日常生活が営ま
れているか
●生活困窮に陥っていないか
等

例浪費、過剰な飲酒、
　ギャンブル

健康面
●肉体的にも精神的にも健
康を維持しているか

●要介護、要支援状態にな
いか　等

社会性
●就労しているか
●自治会行事やサロン活動
に参加しているか

●引きこもり状態にないか
等

本人の
意思

●避難者自身が今後とも支
援を必要としているか　
等

避難者の生活変化図1

見守り・相談支援対象世帯の推移（住居別）図2

避難者の生活期の変化に伴う
支援のポイント

図3

避難所
生活期

仮設住宅等
生活期
（避難先）

復興公営
住宅等
生活期
（避難先）

災害発生期

帰還生活期 帰還（自宅・復興（災害）公営住宅　等）

避　難　所

応急仮設
住宅

民間借上げ
住宅

公営住宅・
公舎等

復興公営住宅
災害公営住宅賃貸住宅自宅再建

自宅（住所地）

応急仮設住宅
借上げ住宅
公営住宅
復興公営住宅
災害公営住宅
避難先で再建
帰還
その他

2016年12月

2017年12月

20％ 40％ 60％ 80％0％ 100％

19.5％ 35.3％ 9.0％ 21.9％ 8.0％

0.6％ 3.5％ 2.3％

7.9％ 21.9％ 15.4％ 28.9％ 16.7％

0.8％ 4.6％ 3.9％

（生活支援相談員等の相談支援活動における調査表より）
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UP これからの避難者支援

　　
富
岡
町
の
帰
町
者
は
4
2
9
名
で
現
在

の
人
口
の
3
・
2
％
、高
齢
化
率
は
40
％
を

超
え
て
い
ま
す
。
帰
還
が
進
ま
な
い
背
景

に
は
避
難
生
活
の
長
期
化
に
よ
る
町
民
の

生
活
基
盤
の
変
化
や
放
射
線
不
安
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
町
外
に
避
難
し
て
い
る

富
岡
町
民
は
住
宅
再
建
を
さ
れ
た
方
以
外

は
、主
に
仮
設
住
宅
と
復
興（
災
害
）公
営

住
宅
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、仮
設
住
宅
に
は

約
2
3
0
0
人
、復
興
公
営
住
宅
に
は
約

1
3
0
0
人
の
方
が
入
居
し
て
い
る
状
況
で

す（
１
月
９
日
現
在
）。
富
岡
町
社
協
で
は

支
援
の
拠
点
を
県
内
３
ヶ
所
に
設
け
、町
内

に
５
名
、い
わ
き
市
に
15
名
、郡
山
市
に
13

名
の
生
活
支
援
相
談
員
を
配
置
し
て
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
外
の
避
難
者
と
帰
町
者
で
は
、住
環
境

に
よ
っ
て
課
題
や
対
策
も
異
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
は
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
個
別
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
こ
れ
ま
で
の
訪
問
記
録
や

現
在
の
個
々
人
の
状
況
を
整
理
し
て
支
援

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人
が
十
分
な
支
援
を
受
け

ら
れ
、自
立
を
目
指
す
人
の
意
思
を
妨
げ
な

い
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、帰
町
者

の
支
援
に
つ
い
て
は
、効
率
的
な
訪
問
を
行

う
た
め
、ど
こ
に
誰
が
帰
っ
て
き
た
の
か
一

目
で
分
か
る
マ
ッ
プ
を
作
り
訪
問
活
動
に

活
か
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
帰
っ
て
来
た
人
が
ど
ん
な
事

を
し
た
い
の
か
、ど
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

よ
う
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
分
か
っ
て
き
た
の
は
帰
還
し
て
安

心
し
て
い
る
反
面
、多
く
の
人
が
孤
独
を
抱

え
て
い
る
こ
と
、畑
仕
事
や
近
所
づ
き
あ
い

な
ど
が
で
き
ず
目
的
の
な
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、今
ま
で
見
え
な
か
っ
た

部
分
が
見
え
て
き
た
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
状
況
は
、町
外
避
難
者
も
同
様
で
、社
協

が
最
も
危
惧
し
て
い
る
問
題
で
す
。
今
後

も
町
民
の
意
見
を
傾
聴
し
、気
づ
き
、サ

ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
添
っ
た
支
援
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
帰
還
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
避
難
先
で

の
問
題
や
課
題
だ
け
で
な
く
、富
岡
町
内
で

も
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
行
き
届
か
な
い
と
い
っ
た
新

た
な
課
題
も
表
れ
ま
し
た
。
ま
た
避
難
先

で
は
、仮
設
住
宅
の
退
去
者
増
加
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
高
齢
者
の
孤
立
や
、復
興
公
営
住
宅

入
居
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

に
よ
る
孤
立
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
見
守
り
の
強

化
、自
治
会
や
関
係
機
関
等
に
よ
る
見
守
り

　
故
郷
で
あ
る
富
岡
町
の
力
に
な
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、富
岡
町
に

帰
還
し
た
方
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
帰
町
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
話

を
聞
く
と
同
時
に
、健
康
状
態
や
、ひ

と
り
で
買
い
物
を
し
た
り
公
共
機
関

を
利
用
し
た
り
と
い
っ
た
生
活
が
で

き
る
か
ど
う
か
、周
囲
の
人
と
関
わ
り

を
持
て
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
事
務
所
に
戻
る
と
、

そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、必

要
が
あ
れ
ば
、医
療
機
関
や
町
の
住
民

課
な
ど
の
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、サ
ロ
ン「
ゆ
う
ゆ
う
倶
楽
部
」

を
毎
週
開
催
し
、お
茶
会
や
体
操
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、調
理
教
室
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
参
加
し
て
く
だ

さ
る
方
も
多
く
、住
民
の
皆
さ
ん
の
居

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
訪
問
や
サ
ロ
ン
活
動
を
通
し
て
住
民

の
方
々
と
話
す
う
ち
、聞
こ
え
て
き
た

の
は「
さ
び
し
い
」と
い
う
声
で
す
。

復
興
と
と
も
に
町
の
姿
が
変
わ
り
、周

囲
の
帰
還
者
も
少
な
い
状
況
で
、孤
立

感
を
抱
え
る
方
も
多
い
の
で
す
。
そ
ん

な
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
、一
人
ひ
と

り
が
孤
立
し
な
い
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、住
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聴
き
な
が
ら
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、現
在
も
避
難

し
て
い
る
方
が
安
心
し
て
富
岡
町
に

戻
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
、情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

﹇
仮
設
住
宅
に
お
け
る
主
な
課
題
﹈

　

●
取
り
残
さ
れ
感
、孤
立
感
、孤
独
感
を

抱
え
て
い
る

●
サ
ロ
ン
、茶
話
会
な
ど
の
参
加
者
が
減

少
し
、憩
い
の
場
の
機
能
低
下

な
ど

﹇
復
興
公
営
住
宅
に
お
け
る
主
な
課
題
﹈

●
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
に
よ
る
運
動

不
足
や
孤
立
化

●
帰
町
す
る
ま
で
の
居
住
場
所
と
す
る

人
と
一
生
の
住
処
と
す
る
人
の
二
極
化

な
ど

﹇
避
難
先
で
住
宅
再
建
し
た

場
合
の
主
な
課
題
﹈

●
離
散
し
た
家
族
の
再
同
居
が
困
難
で

高
齢
者
単
身
世
帯
の
増
加

●
再
建
先
で
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

な
ど

 
平
成
29
年
３
月
に
一
部
地
域
を
除
き
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、
１
年
を
迎
え
る

富
岡
町
。
町
に
戻
る
人
、
町
外
で
の
避
難
が
続
く
人
と
町
民
の
状
況
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
現
在
町
民
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
し
た
。

富
岡
町
の
自
立
支
援
の
い
ま

富
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会

　事務
局
長

　猪狩 

隆

い
が
り 

た
か
し富岡町社会福祉協議会では、帰町した町民がどこに住んでいるのか一目で分かる帰町者マップを作成し、効果的な

訪問と情報提供に努めています。

帰
還
か
ら
１
年
を
迎
え
た
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q1

今
後
の
支
援
活
動
や
目
標
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q3

帰還された皆さんが安心して暮らせるお手伝いをしています。 富
岡
町
社
協
の
支
援
方
針
と

今
の
取
り
組
み
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q2

町
外
避
難
者
の
課
題

帰
町
者
の
課
題

富
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会

統
括
生
活
支
援
相
談
員

い

　がり

　
さ

　なえ

猪
狩
早
苗
さ
ん

﹇
自
宅
に
お
け
る
主
な
課
題
﹈

●
高
齢
者
だ
け
で
の
帰
町
不
安（
若
い
世

代
は
帰
町
が
進
ま
な
い
た
め
）、帰
町

に
よ
る
孤
立

●
病
院
や
介
護
施
設
が
少
な
く
、十
分

な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い

●
イ
ン
フ
ラ
が
整
わ
な
い

　

 

な
ど

﹇
町
内
の
災
害
公
営
住
宅
に
お
け
る

　主な
課
題
﹈

●
入
居
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
、孤
立
化

●
集
合
住
宅
で
の
生
活
に
馴
染
め
な
いな

ど

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
官
民
一
体
と

な
っ
て
協
力
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
帰
還
者
の
支
援
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
の
で
先
に
帰
還
を
開
始
し
た
他
の

町
村
の
後
ろ
姿
を
見
な
が
ら
、富
岡
町
独
自

の
特
色
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
富
岡
町
に
帰
っ
て
き

た
人
た
ち
が「
帰
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」と

思
え
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

一
人
で
も
多
く
の
帰
還
者
を
増
や
す
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
■
■
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富
岡
町
の
帰
町
者
は
4
2
9
名
で
現
在

の
人
口
の
3
・
2
％
、高
齢
化
率
は
40
％
を

超
え
て
い
ま
す
。
帰
還
が
進
ま
な
い
背
景

に
は
避
難
生
活
の
長
期
化
に
よ
る
町
民
の

生
活
基
盤
の
変
化
や
放
射
線
不
安
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
町
外
に
避
難
し
て
い
る

富
岡
町
民
は
住
宅
再
建
を
さ
れ
た
方
以
外

は
、主
に
仮
設
住
宅
と
復
興（
災
害
）公
営

住
宅
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、仮
設
住
宅
に
は

約
2
3
0
0
人
、復
興
公
営
住
宅
に
は
約

1
3
0
0
人
の
方
が
入
居
し
て
い
る
状
況
で

す（
１
月
９
日
現
在
）。
富
岡
町
社
協
で
は

支
援
の
拠
点
を
県
内
３
ヶ
所
に
設
け
、町
内

に
５
名
、い
わ
き
市
に
15
名
、郡
山
市
に
13

名
の
生
活
支
援
相
談
員
を
配
置
し
て
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
外
の
避
難
者
と
帰
町
者
で
は
、住
環
境

に
よ
っ
て
課
題
や
対
策
も
異
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
は
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
個
別
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
こ
れ
ま
で
の
訪
問
記
録
や

現
在
の
個
々
人
の
状
況
を
整
理
し
て
支
援

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人
が
十
分
な
支
援
を
受
け

ら
れ
、自
立
を
目
指
す
人
の
意
思
を
妨
げ
な

い
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、帰
町
者

の
支
援
に
つ
い
て
は
、効
率
的
な
訪
問
を
行

う
た
め
、ど
こ
に
誰
が
帰
っ
て
き
た
の
か
一

目
で
分
か
る
マ
ッ
プ
を
作
り
訪
問
活
動
に

活
か
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
帰
っ
て
来
た
人
が
ど
ん
な
事

を
し
た
い
の
か
、ど
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

よ
う
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
分
か
っ
て
き
た
の
は
帰
還
し
て
安

心
し
て
い
る
反
面
、多
く
の
人
が
孤
独
を
抱

え
て
い
る
こ
と
、畑
仕
事
や
近
所
づ
き
あ
い

な
ど
が
で
き
ず
目
的
の
な
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、今
ま
で
見
え
な
か
っ
た

部
分
が
見
え
て
き
た
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
状
況
は
、町
外
避
難
者
も
同
様
で
、社
協

が
最
も
危
惧
し
て
い
る
問
題
で
す
。
今
後

も
町
民
の
意
見
を
傾
聴
し
、気
づ
き
、サ

ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
添
っ
た
支
援
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
帰
還
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
避
難
先
で

の
問
題
や
課
題
だ
け
で
な
く
、富
岡
町
内
で

も
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
行
き
届
か
な
い
と
い
っ
た
新

た
な
課
題
も
表
れ
ま
し
た
。
ま
た
避
難
先

で
は
、仮
設
住
宅
の
退
去
者
増
加
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
高
齢
者
の
孤
立
や
、復
興
公
営
住
宅

入
居
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

に
よ
る
孤
立
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
見
守
り
の
強

化
、自
治
会
や
関
係
機
関
等
に
よ
る
見
守
り

　
故
郷
で
あ
る
富
岡
町
の
力
に
な
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、富
岡
町
に

帰
還
し
た
方
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
帰
町
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
話

を
聞
く
と
同
時
に
、健
康
状
態
や
、ひ

と
り
で
買
い
物
を
し
た
り
公
共
機
関

を
利
用
し
た
り
と
い
っ
た
生
活
が
で

き
る
か
ど
う
か
、周
囲
の
人
と
関
わ
り

を
持
て
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
事
務
所
に
戻
る
と
、

そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、必

要
が
あ
れ
ば
、医
療
機
関
や
町
の
住
民

課
な
ど
の
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、サ
ロ
ン「
ゆ
う
ゆ
う
倶
楽
部
」

を
毎
週
開
催
し
、お
茶
会
や
体
操
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、調
理
教
室
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
参
加
し
て
く
だ

さ
る
方
も
多
く
、住
民
の
皆
さ
ん
の
居

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
訪
問
や
サ
ロ
ン
活
動
を
通
し
て
住
民

の
方
々
と
話
す
う
ち
、聞
こ
え
て
き
た

の
は「
さ
び
し
い
」と
い
う
声
で
す
。

復
興
と
と
も
に
町
の
姿
が
変
わ
り
、周

囲
の
帰
還
者
も
少
な
い
状
況
で
、孤
立

感
を
抱
え
る
方
も
多
い
の
で
す
。
そ
ん

な
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
、一
人
ひ
と

り
が
孤
立
し
な
い
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、住
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聴
き
な
が
ら
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、現
在
も
避
難

し
て
い
る
方
が
安
心
し
て
富
岡
町
に

戻
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
、情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

﹇
仮
設
住
宅
に
お
け
る
主
な
課
題
﹈

　

●
取
り
残
さ
れ
感
、孤
立
感
、孤
独
感
を

抱
え
て
い
る

●
サ
ロ
ン
、茶
話
会
な
ど
の
参
加
者
が
減

少
し
、憩
い
の
場
の
機
能
低
下

な
ど

﹇
復
興
公
営
住
宅
に
お
け
る
主
な
課
題
﹈

●
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
に
よ
る
運
動

不
足
や
孤
立
化

●
帰
町
す
る
ま
で
の
居
住
場
所
と
す
る

人
と
一
生
の
住
処
と
す
る
人
の
二
極
化

な
ど

﹇
避
難
先
で
住
宅
再
建
し
た

場
合
の
主
な
課
題
﹈

●
離
散
し
た
家
族
の
再
同
居
が
困
難
で

高
齢
者
単
身
世
帯
の
増
加

●
再
建
先
で
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

な
ど

 

平
成
29
年
３
月
に
一
部
地
域
を
除
き
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、
１
年
を
迎
え
る

富
岡
町
。
町
に
戻
る
人
、
町
外
で
の
避
難
が
続
く
人
と
町
民
の
状
況
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
現
在
町
民
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
し
た
。

富
岡
町
の
自
立
支
援
の
い
ま

富
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会

　事務
局
長

　猪狩 

隆

い
が
り 

た
か
し富岡町社会福祉協議会では、帰町した町民がどこに住んでいるのか一目で分かる帰町者マップを作成し、効果的な

訪問と情報提供に努めています。

帰
還
か
ら
１
年
を
迎
え
た
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q1

今
後
の
支
援
活
動
や
目
標
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q3

帰還された皆さんが安心して暮らせるお手伝いをしています。 富
岡
町
社
協
の
支
援
方
針
と

今
の
取
り
組
み
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q2

町
外
避
難
者
の
課
題

帰
町
者
の
課
題

富
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会

統
括
生
活
支
援
相
談
員

い

　がり

　
さ

　なえ

猪
狩
早
苗
さ
ん

﹇
自
宅
に
お
け
る
主
な
課
題
﹈

●
高
齢
者
だ
け
で
の
帰
町
不
安（
若
い
世

代
は
帰
町
が
進
ま
な
い
た
め
）、帰
町

に
よ
る
孤
立

●
病
院
や
介
護
施
設
が
少
な
く
、十
分

な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い

●
イ
ン
フ
ラ
が
整
わ
な
い

　

 

な
ど

﹇
町
内
の
災
害
公
営
住
宅
に
お
け
る

　主な
課
題
﹈

●
入
居
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
、孤
立
化

●
集
合
住
宅
で
の
生
活
に
馴
染
め
な
いな

ど

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
官
民
一
体
と

な
っ
て
協
力
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
帰
還
者
の
支
援
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
の
で
先
に
帰
還
を
開
始
し
た
他
の

町
村
の
後
ろ
姿
を
見
な
が
ら
、富
岡
町
独
自

の
特
色
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
富
岡
町
に
帰
っ
て
き

た
人
た
ち
が「
帰
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」と

思
え
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

一
人
で
も
多
く
の
帰
還
者
を
増
や
す
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
■
■
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　大
熊
町
社
協
の
震
災
前
の
活
動
は
、ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
や
お
弁
当
の
配
食
、外
出
支

援
な
ど
、高
齢
者
中
心
の
在
宅
福
祉
活
動

の
ほ
か
、民
児
協（
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
）、老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
福
祉
関
係
団

体
の
活
動
支
援
と
い
っ
た
地
域
福
祉
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　し
か
し
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
、こ

の
よ
う
な
日
常
に
添
っ
た
事
業
が
す
べ
て

停
止
し
、本
部
も
会
津
若
松
市
へ
移
転
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
嘆
い

て
い
る
間
も
な
く
、避
難
所
で
の
炊
き
出

し
の
手
伝
い
、病
院
へ
の
送
迎
な
ど
の
外

出
支
援
、物
資
の
配
達
な
ど
、喫
緊
の
仕
事

が
次
々
と
発
生
し
ま
し
た
。

　地
域
福
祉
の
核
と
な
る
地
域
に
戻
る
こ

と
の
で
き
な
い
大
熊
町
社
協
は
、先
の
見
え

な
い
状
況
の
中
で
社
協
と
し
て
何
を
す
べ

き
か
、と
い
う
苦
悩
に
加
え
、行
政
と
の
役

全町避難から見えてきた地域福祉
づくり　～震災から７年が経った大熊町社協の今～

主に上記の市に
避難者が

集中しています

　大熊町社会福祉協議会（以下：大熊町社協という）は、震災および福島第一原子力発電所事
故により長期避難を強いられてきた町民に、常に寄り添ってきました。そんな大熊町社協の震
災前後での活動の変化や苦難、帰還に向けての今後の社協のあり方などをうかがいました。

　震
災
お
よ
び
原
発
事
故
後
、大
熊
町
全

町
民
約
1
1
，0
0
0
人
の
う
ち
約
８
割

が
福
島
県
内
各
地
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
浜

通
り
に
住
居
を
移
し
、全
町
民
の
約
６
割
が

い
わ
き
市
に
居
住
し
て
い
ま
す
　
　
　。
未

だ
帰
還
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、

町
民
の
生
活
基
盤
は
避
難
先
で
の
仮
設
住

大
熊
町
の
避
難
状
況

大
熊
町
の
避
難
状
況

特集 ZOOM UP

特集 ZOOM UP 全町避難から見えてきた地域福祉づくり

割
の
す
み
分
け
が
定
ま
ら
な
い
と
い
う
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で「
地
域
」に
対

す
る
活
動
か
ら「
人
」へ
の
支
援
に
活
動
を

シ
フ
ト
し
、生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

た
町
民
支
援
の
一
助
と
し
て「
生
活
支
援

相
談
員
」の
配
置
を
決
定
し
ま
し
た
。

　現
在
、大
熊
町
社
協
は
い
わ
き
市
、郡
山

市
、会
津
若
松
市
、南
相
馬
市
の
４
ヵ
所
に

事
務
所
を
置
き
、生
活
支
援
相
談
員
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
相
談
員

の
配
置
の
目
的
は
、
町
民
の
安
否
確
認
と

困
り
ご
と
や
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
す

る
こ
と
、町
民
が「
安
心
・
安
全
」に
生
活

が
で
き
る
よ
う
見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と

で
す
。

　い
わ
き
市
を
担
当
し
て
７
年
目
に
な
る

生
活
支
援
相
談
員
総
括
チ
ー
フ
の
橋
本
美

代
子
さ
ん
は「
当
初
の
相
談
員
は
町
民
の

行
き
場
の
な
い
憤
り
を
受
け
止
め
る
の
が
精

一
杯
で
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

し
か
し
全
町
民
の
話
を
ゆ
っ
く
り
聞
く
こ

と
で
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、町
民
の

福
祉
ニ
ー
ズ
を
収
集
で
き
た
こ
と
は
社
協

に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　現
在
の
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
内
容

は「
安
否
確
認
」か
ら「
相
談
」の
対
応
へ

と
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町
民
が
抱
え
る

生
活
課
題
が
多
様
化
す
る
中
で
、大
熊
町

社
協
は
組
織
と
し
て
専
門
性
や
業
務
遂
行

能
力
を
高
め
、住
居
を
転
々
と
す
る
中
で

生
ま
れ
る
孤
立
感
や
将
来
へ
の
不
安
な
ど
、

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
そ
れ
ら
の
声
に
応
え
る
た
め
に
は
、

社
協
独
自
の
今
後
の
指
針
を
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
上
が
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

大
熊
町
社
協
の
現
在
の
活
動

〜
震
災
前
と
震
災
後
で
変
わ
っ
た
こ
と
〜

　全
町
避
難
と
な
り
、職
員
自
身
も
被
災
し
、今
ま
で
の
事
業
が
停
止
し
て
し
ま
っ

た
大
熊
町
社
協
。
震
災
前
後
で
の
活
動
の
変
化
と
、そ
れ
に
伴
う
苦
労
や
苦
難
、

現
在
の
活
動
や
現
状
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

宅
か
ら
恒
久
的
住
宅
へ
と
移
っ
て
き
て
い
ま

す
　
　  

。

　こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、帰
還
意
向
調
査

の
結
果
で
は
、約
６
割
の
町
民
が
大
熊
町
に

は
戻
ら
な
い
と
決
め
て
い
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
　
　 

。

　全
国
に
例
を
見
な
い
避
難
状
況
の
中

で
、
大
熊
町
社
協
は
今
後
町
民
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
社
会
福
祉
と
地
域
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
く
の
か
模
索
し
て

き
ま
し
た
。

大熊町民の居住状況図2大熊町民帰還の意向図3

大熊町民の県内避難の分布図　
（　）内は県内避難者の割合
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１

図
2図

3

震
災
前
後
で
の

活
動
内
容
の
変
化
と
苦
悩

震
災
前
後
で
の

活
動
内
容
の
変
化
と
苦
悩

生
活
支
援
相
談
員
に
よ
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守
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多
様
化
す
る
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民
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相
談

多
様
化
す
る
町
民
の
相
談

「町民の方と信頼関係を
築くのはすごく時間がか
かりました」と話す橋本
さん。

大熊町ホームページより
（平成30年5月1日現在）

復興庁・福島県・大熊町による
大熊町住民意向調査より
（平成30年3月6日現在）震災後の大熊町の商店街の様子 震災前の大熊町の商店街の様子

大熊町社協調べ資料より
（平成30年4月30日現在）

持ち家再建
63.84％

いわき市
4,675人
（59.04％）

相馬市
104人
（1.31％）

福島市
206人
（2.60％）

郡山市
1,076人
（13.59％）

会津若松市
845人

（10.67％）

南相馬市
266人
（3.36％）

借上住宅
13.74％

復興公営住宅
8.93％

仮設住宅
4.05％

その他
9.44％
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まだ判断が
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26.9％
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考えている
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　大
熊
町
社
協
の
震
災
前
の
活
動
は
、ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
や
お
弁
当
の
配
食
、外
出
支

援
な
ど
、高
齢
者
中
心
の
在
宅
福
祉
活
動

の
ほ
か
、民
児
協（
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
）、老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
福
祉
関
係
団

体
の
活
動
支
援
と
い
っ
た
地
域
福
祉
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　し
か
し
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
、こ

の
よ
う
な
日
常
に
添
っ
た
事
業
が
す
べ
て

停
止
し
、本
部
も
会
津
若
松
市
へ
移
転
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
嘆
い

て
い
る
間
も
な
く
、避
難
所
で
の
炊
き
出

し
の
手
伝
い
、病
院
へ
の
送
迎
な
ど
の
外

出
支
援
、物
資
の
配
達
な
ど
、喫
緊
の
仕
事

が
次
々
と
発
生
し
ま
し
た
。

　地
域
福
祉
の
核
と
な
る
地
域
に
戻
る
こ

と
の
で
き
な
い
大
熊
町
社
協
は
、先
の
見
え

な
い
状
況
の
中
で
社
協
と
し
て
何
を
す
べ

き
か
、と
い
う
苦
悩
に
加
え
、行
政
と
の
役

全町避難から見えてきた地域福祉
づくり　～震災から７年が経った大熊町社協の今～

主に上記の市に
避難者が

集中しています

　大熊町社会福祉協議会（以下：大熊町社協という）は、震災および福島第一原子力発電所事
故により長期避難を強いられてきた町民に、常に寄り添ってきました。そんな大熊町社協の震
災前後での活動の変化や苦難、帰還に向けての今後の社協のあり方などをうかがいました。

　震
災
お
よ
び
原
発
事
故
後
、大
熊
町
全

町
民
約
1
1
，0
0
0
人
の
う
ち
約
８
割

が
福
島
県
内
各
地
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
浜

通
り
に
住
居
を
移
し
、全
町
民
の
約
６
割
が

い
わ
き
市
に
居
住
し
て
い
ま
す
　
　
　。
未

だ
帰
還
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、

町
民
の
生
活
基
盤
は
避
難
先
で
の
仮
設
住

大
熊
町
の
避
難
状
況

大
熊
町
の
避
難
状
況
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割
の
す
み
分
け
が
定
ま
ら
な
い
と
い
う
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で「
地
域
」に
対

す
る
活
動
か
ら「
人
」へ
の
支
援
に
活
動
を

シ
フ
ト
し
、生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

た
町
民
支
援
の
一
助
と
し
て「
生
活
支
援

相
談
員
」の
配
置
を
決
定
し
ま
し
た
。

　現
在
、大
熊
町
社
協
は
い
わ
き
市
、郡
山

市
、会
津
若
松
市
、南
相
馬
市
の
４
ヵ
所
に

事
務
所
を
置
き
、生
活
支
援
相
談
員
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
相
談
員

の
配
置
の
目
的
は
、
町
民
の
安
否
確
認
と

困
り
ご
と
や
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
す

る
こ
と
、町
民
が「
安
心
・
安
全
」に
生
活

が
で
き
る
よ
う
見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と

で
す
。

　い
わ
き
市
を
担
当
し
て
７
年
目
に
な
る

生
活
支
援
相
談
員
総
括
チ
ー
フ
の
橋
本
美

代
子
さ
ん
は「
当
初
の
相
談
員
は
町
民
の

行
き
場
の
な
い
憤
り
を
受
け
止
め
る
の
が
精

一
杯
で
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

し
か
し
全
町
民
の
話
を
ゆ
っ
く
り
聞
く
こ

と
で
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、町
民
の

福
祉
ニ
ー
ズ
を
収
集
で
き
た
こ
と
は
社
協

に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　現
在
の
生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
内
容

は「
安
否
確
認
」か
ら「
相
談
」の
対
応
へ

と
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町
民
が
抱
え
る

生
活
課
題
が
多
様
化
す
る
中
で
、大
熊
町

社
協
は
組
織
と
し
て
専
門
性
や
業
務
遂
行

能
力
を
高
め
、住
居
を
転
々
と
す
る
中
で

生
ま
れ
る
孤
立
感
や
将
来
へ
の
不
安
な
ど
、

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
そ
れ
ら
の
声
に
応
え
る
た
め
に
は
、

社
協
独
自
の
今
後
の
指
針
を
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
上
が
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

大
熊
町
社
協
の
現
在
の
活
動

〜
震
災
前
と
震
災
後
で
変
わ
っ
た
こ
と
〜

　全
町
避
難
と
な
り
、職
員
自
身
も
被
災
し
、今
ま
で
の
事
業
が
停
止
し
て
し
ま
っ

た
大
熊
町
社
協
。
震
災
前
後
で
の
活
動
の
変
化
と
、そ
れ
に
伴
う
苦
労
や
苦
難
、

現
在
の
活
動
や
現
状
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

宅
か
ら
恒
久
的
住
宅
へ
と
移
っ
て
き
て
い
ま

す
　
　  

。

　こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、帰
還
意
向
調
査

の
結
果
で
は
、約
６
割
の
町
民
が
大
熊
町
に

は
戻
ら
な
い
と
決
め
て
い
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
　
　 

。

　全
国
に
例
を
見
な
い
避
難
状
況
の
中

で
、
大
熊
町
社
協
は
今
後
町
民
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
社
会
福
祉
と
地
域
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
く
の
か
模
索
し
て

き
ま
し
た
。

大熊町民の居住状況図2大熊町民帰還の意向図3

大熊町民の県内避難の分布図　
（　）内は県内避難者の割合
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図
１

図
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後
で
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活
動
内
容
の
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化
と
苦
悩

震
災
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後
で
の

活
動
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の
変
化
と
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悩

生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る

見
守
り
活
動

生
活
支
援
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談
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に
よ
る

見
守
り
活
動

多
様
化
す
る
町
民
の
相
談

多
様
化
す
る
町
民
の
相
談

「町民の方と信頼関係を
築くのはすごく時間がか
かりました」と話す橋本
さん。

大熊町ホームページより
（平成30年5月1日現在）

復興庁・福島県・大熊町による
大熊町住民意向調査より
（平成30年3月6日現在）震災後の大熊町の商店街の様子 震災前の大熊町の商店街の様子

大熊町社協調べ資料より
（平成30年4月30日現在）

持ち家再建
63.84％

いわき市
4,675人
（59.04％）

相馬市
104人
（1.31％）

福島市
206人
（2.60％）

郡山市
1,076人
（13.59％）

会津若松市
845人

（10.67％）

南相馬市
266人
（3.36％）

借上住宅
13.74％

復興公営住宅
8.93％

仮設住宅
4.05％

その他
9.44％

戻らないと
決めている
59.3％

まだ判断が
つかない
26.9％

戻りたいと
考えている
12.5％

無回答 1.4％
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大熊町 大熊町
社会福祉協議会

大熊町社会
福祉協議会
中期ビジョン

大熊町第二次復興計画（平成27年3月）
「避難先での安定した生活」と「帰町という選択の構築」を
理念とした、今後10年の取り組みに焦点を置いた計画

社協としての
今後3年間の
活動の考えと
施策・事業

高齢者保険福祉計画・第6期介護保険事業計画（平成27年3月）
65歳以上の高齢者を対象とした保健福祉や社会参加活
動、介護保険を含めた高齢者施策の総合的な計画

大熊町第一次復興計画（平成24年9月）

大熊町復興まちづくりビジョン（平成26年3月）

今後の見通しを前提とした、復興に向けた町の基本姿勢と
世帯類型毎の取り組み

「当面の避難生活の支援」と「中長期的な大熊町土の復興・
再生」に関する町の考え方

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
ま
し
た
。

　「
策
定
委
員
会
」で
は
町
や
民
生
委
員
、老

人
ク
ラ
ブ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
構
成
し

幅
広
く
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
主
に
職
員

や
関
係
者
で
構
成
さ
れ
た「
作
業
部
会
」で

は
、ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
を
多
く
の
町
民
と

共
有
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、関
係

者
の
増
員
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
生

活
支
援
相
談

員
や
職
員
全

員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、町

民
の
声
を
拾

い
上
げ
る
こ

と
で
よ
り
町

民
目
線
の
策

定
案
と
し
て

い
ま
す
。

　　大
熊
町
社
協
と
し
て
は
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
よ
っ
て
、『
関
係
機
関
と
の
間
で
町
内
の

福
祉
課
題
を
共
有
で
き
た
こ
と
』、『
課
題
解

決
の
方
向
性
を
協
議
で
き
た
こ
と
』、『
町
民

を
含
め
関
係
者
に
今
後
の
方
向
性
や
具
体

的
な
取
組
み
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
え
た

こ
と
』は
、策
定
の
成
果
と
見
て
い
ま
す
。

　平
成
27
年
３
月
に
大
熊
町
か
ら
第
二
次

復
興
計
画
が
示
さ
れ
、社
会
福
祉
、地
域
福

祉
分
野
を
担
う
大
熊
町
社
協
と
し
て
も
、

町
民
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
期
的

な
方
向
性
と
具
体
的
な
施
策
を
策
定
す
る

必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
震

災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、町
が
新
た
に
下
し

た
中
間
貯
蔵
施
設
に
お
け
る
、廃
棄
物
搬

入
受
入
の
決
断
や
住
居
形
態
の
変
化
に
と

も
な
う
課
題
な
ど
で
、町
民
の
帰
町
に
対
す

る
判
断
は
ま
す
ま
す
難
し
い
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
大
熊
町
社
協
の
今
後

の
方
向
性
を
示
す「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策

定
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
町
が
打
ち

出
し
て
い
た
各
種
計
画
　
　  

と
連
動
し
た

活
動
方
針
、町
が
抱
え
る
現
状
の
福
祉
課

題
と
解
決
方
針
を
整
理
し
な
が
ら
、大
熊

　ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て
は
町
民
目

線
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
、各
機
関

と
の
つ
な
が
り
や
関
連
性
を
考
慮
し
推
測
や

憶
測
を
混
ぜ
な
い
こ
と
、効
果
と
実
現
の
可

能
性
を
重
視
す
る
こ
と
、合
意
性
を
心
が
け

分
か
り
や
す
さ
を
意
識
す
る
こ
と
に
留
意

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
遂
行
す
る
た
め
に

は
社
協
内
部
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

声
が
必
要
だ
と
考
え
た
結
果
、「
策
定
委
員

会
」と「
作
業
部
会
」と
い
う
２
つ
の
プ
ロ

●
半
杭
さ
ん

　生
活
支
援
相
談
員
事
業
と
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、地
域
福

祉
の
核
と
な
る「
地
域
」は
ま
だ
戻
り
ま
せ

ん
が
、地
域
福
祉
の
本
質
は「
人
の
つ
な
が

り
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
何
よ

り
大
切
な
こ
と
は
、町
民
が
ど
こ
で
暮
ら
し

て
い
て
も
均
一
な
支
援
を
提
供
す
る
、と
い

う
こ
と
で
す
。

●
半
杭
さ
ん

　生
活
支
援
相
談
員
が
今
ま
で
築
い
て
き

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

目
的
と
内
容

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

目
的
と
内
容

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
か
ら

見
え
て
き
た
も
の

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
か
ら

見
え
て
き
た
も
の

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
工
夫

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
工
夫
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町
社
協
が
３
年
後
に
目
指
す
ゴ
ー
ル
と
、

そ
こ
に
行
き
着
く
た
め
の
具
体
的
な
業
務

の
進
め
方
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
町
が
掲
げ
て
い
た「
避
難
先
で

の
安
定
し
た
生
活
」と「
将
来
的
に
帰
町

を
選
択
で
き
る
環
境
の
実
現
」
を
福
祉
の

視
点
で
捉
え
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
理

念
と
基
本
目
標
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
ま

し
た
。

今
後
の
社
協
の
取
組
み

た
避
難
者
と
の
信
頼
関
係
と「
話
を
ゆ
っ
く

り
聞
く
」と
い
う
こ
と
は
こ
の
事
業
の
強
み

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
強
み
を
今

後
の
活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
う
と
と
も

に
、昨
年
と
今
年
の
活
動
が
同
じ
に
な
ら
な

い
よ
う
、相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
図
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
し
か
し
、な
り
手
不
足

な
ど
で
継
続
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、高
齢
者
の

生
活
支
援
・
介
護
予
防
の
体
制
整
備
を
担

う
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
と

協
力
し
合
い
な
が
ら
、活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
半
杭
さ
ん

　最
近
で
は
避
難
先
で
の
生
活
が
安
定
し

て
き
た
こ
と
か
ら
訪
問
を
辞
退
す
る
方
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、訪
問
と
い

う
形
だ
け
で
は
な
い
見
守
り
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
従
来
行
っ
て
い
た
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
に
加
え
て
、４
月
か
ら
は
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
は
支

援
を
必
要
な
い
と
思
わ
れ
て
も
、生
活
状

況
は
良
く
も
悪
く
も
変
化
す
る
と
思
い
ま

す
の
で
、生
活
の
流
れ
を
見
な
が
ら
い
つ

で
も
利
用
で
き
る
、相
談
で
き
る
、そ
の
体

制
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
志
賀
さ
ん

　自
力
で
の
生
活
再
建
が
困
難
な
方
や
孤

立
し
て
い
る
方
な
ど
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
町
民
は
重
点
的
に
訪
問
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　一
方
で
、避
難
先
で
元
気
に
暮
ら
し
て

い
る
町
民
へ
は
、避
難
先
社
協
の
生
活
支

援
相
談
員
と
の
同
行
訪
問
を
行
い
、地
域

住
民
と
の
交
流
を
支
援
す
る
な
ど
、早
く
地

域
に
な
じ
め
る
よ
う
な
取
組
み
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

作業部会で集まった関係者の会議の様子

　避
難
先
や
帰
還
す
る
町
民
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る

の
か
大
熊
町
社
協
の
事
務
局
次
長
の

半
杭
裕
明
さ
ん
、統
括
主
任
兼
総
務

係
長
の
志
賀
翔
一
さ
ん
に
お
聞
き
し

ま
し
た
。

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
背
景

　平
成
29
年
２
月
、
大
熊
町
社
協
は
町
が
策
定
・

発
表
し
て
き
た
各
種
計
画
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、

社
協
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
具
体
的
な
施
策
な
ど

を
整
理
し
た「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
〜
と
も
に
暮
ら
せ
る

福
祉
社
会
を
目
指
し
て
〜
」を
策
定
し
ま
し
た
。

事務局次長

半杭 裕明さん
はんぐい   ひろあき

統括主任兼総務係長

志賀 翔一さん
し　　が 　しょういち

大熊町社協
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。
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Q.

生
活
支
援
相
談
員
の
強
み
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
支
援
相
談
員
の
強
み
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q.

●
半
杭
さ
ん

　帰
還
が
始
ま
り
町
民
が
町
へ
戻
っ
て
き
た

ら
、帰
還
し
た
人
同
士
や
現
地
で
働
く
企
業

の
人
と
の
結
び
つ
き
も
大
切
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
、そ
の
接
着
剤
の
役
割
を

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
手
厚
い
支
援
が
自
立
を
妨
げ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、あ
く
ま
で
も「
自
立
し

た
生
活
、安
心
し
た
生
活
」を
支
え
る
こ
と

を
今
後
も
目
標
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

町
の
大
き
い
方
針
が
見
え
て
大
熊
町
に
戻
っ

た
ら
、地
域
福
祉
活
動
計
画
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
町
民
第
一
の
よ
り
よ
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

A町への
避難者

支援

支援

支援

支援
B市への
避難者

C町への
避難者

大熊町
社協

中期ビジョンの他の諸計画との関係性図4

図
４

【 基本理念 】
ともに暮らせる社会福祉を目指し、誰も
が人々のつながりを感じることができる
地域社会づくりに貢献する
【 基本目標 】
●町民一人ひとりが、生き生きとした生
活が出来るように支援する
●町民同士がつながりを感じられ、支え
あう環境づくりを推進する
●常に町民の立場に立ち、福祉サービス
の質の向上を図る
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大熊町社会
福祉協議会
中期ビジョン

大熊町第二次復興計画（平成27年3月）
「避難先での安定した生活」と「帰町という選択の構築」を
理念とした、今後10年の取り組みに焦点を置いた計画

社協としての
今後3年間の
活動の考えと
施策・事業

高齢者保険福祉計画・第6期介護保険事業計画（平成27年3月）
65歳以上の高齢者を対象とした保健福祉や社会参加活
動、介護保険を含めた高齢者施策の総合的な計画

大熊町第一次復興計画（平成24年9月）

大熊町復興まちづくりビジョン（平成26年3月）

今後の見通しを前提とした、復興に向けた町の基本姿勢と
世帯類型毎の取り組み

「当面の避難生活の支援」と「中長期的な大熊町土の復興・
再生」に関する町の考え方

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
ま
し
た
。

　「
策
定
委
員
会
」で
は
町
や
民
生
委
員
、老

人
ク
ラ
ブ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
構
成
し

幅
広
く
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
主
に
職
員

や
関
係
者
で
構
成
さ
れ
た「
作
業
部
会
」で

は
、ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
を
多
く
の
町
民
と

共
有
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、関
係

者
の
増
員
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
生

活
支
援
相
談

員
や
職
員
全

員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、町

民
の
声
を
拾

い
上
げ
る
こ

と
で
よ
り
町

民
目
線
の
策

定
案
と
し
て

い
ま
す
。

　　大
熊
町
社
協
と
し
て
は
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
よ
っ
て
、『
関
係
機
関
と
の
間
で
町
内
の

福
祉
課
題
を
共
有
で
き
た
こ
と
』、『
課
題
解

決
の
方
向
性
を
協
議
で
き
た
こ
と
』、『
町
民

を
含
め
関
係
者
に
今
後
の
方
向
性
や
具
体

的
な
取
組
み
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
え
た

こ
と
』は
、策
定
の
成
果
と
見
て
い
ま
す
。

　平
成
27
年
３
月
に
大
熊
町
か
ら
第
二
次

復
興
計
画
が
示
さ
れ
、社
会
福
祉
、地
域
福

祉
分
野
を
担
う
大
熊
町
社
協
と
し
て
も
、

町
民
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
期
的

な
方
向
性
と
具
体
的
な
施
策
を
策
定
す
る

必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
震

災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、町
が
新
た
に
下
し

た
中
間
貯
蔵
施
設
に
お
け
る
、廃
棄
物
搬

入
受
入
の
決
断
や
住
居
形
態
の
変
化
に
と

も
な
う
課
題
な
ど
で
、町
民
の
帰
町
に
対
す

る
判
断
は
ま
す
ま
す
難
し
い
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
大
熊
町
社
協
の
今
後

の
方
向
性
を
示
す「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策

定
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
町
が
打
ち

出
し
て
い
た
各
種
計
画
　
　  

と
連
動
し
た

活
動
方
針
、町
が
抱
え
る
現
状
の
福
祉
課

題
と
解
決
方
針
を
整
理
し
な
が
ら
、大
熊

　ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て
は
町
民
目

線
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
、各
機
関

と
の
つ
な
が
り
や
関
連
性
を
考
慮
し
推
測
や

憶
測
を
混
ぜ
な
い
こ
と
、効
果
と
実
現
の
可

能
性
を
重
視
す
る
こ
と
、合
意
性
を
心
が
け

分
か
り
や
す
さ
を
意
識
す
る
こ
と
に
留
意

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
遂
行
す
る
た
め
に

は
社
協
内
部
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

声
が
必
要
だ
と
考
え
た
結
果
、「
策
定
委
員

会
」と「
作
業
部
会
」と
い
う
２
つ
の
プ
ロ

●
半
杭
さ
ん

　生
活
支
援
相
談
員
事
業
と
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、地
域
福

祉
の
核
と
な
る「
地
域
」は
ま
だ
戻
り
ま
せ

ん
が
、地
域
福
祉
の
本
質
は「
人
の
つ
な
が

り
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
何
よ

り
大
切
な
こ
と
は
、町
民
が
ど
こ
で
暮
ら
し

て
い
て
も
均
一
な
支
援
を
提
供
す
る
、と
い

う
こ
と
で
す
。
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め
ら
れ
る
役
割
や
具
体
的
な
施
策
な
ど

を
整
理
し
た「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
〜
と
も
に
暮
ら
せ
る

福
祉
社
会
を
目
指
し
て
〜
」を
策
定
し
ま
し
た
。

事務局次長

半杭 裕明さん
はんぐい   ひろあき

統括主任兼総務係長

志賀 翔一さん
し　　が 　しょういち

大熊町社協

今
ま
で
の
活
動
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て
き
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何
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ょ
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か
。

今
ま
で
の
活
動
や
取
組
み
を

通
し
て
見
え
て
き
た
も
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で
し
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う
か
。
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を
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。

町
民
支
援
の
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度

新
し
く
開
始
し
た
事
業
を

教
え
て
く
だ
さ
い
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Q.

避
難
先
で
暮
ら
す
町
民
の

支
援
は
ど
の
よ
う
に
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考
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で
し
ょ
う
か
。

避
難
先
で
暮
ら
す
町
民
の

支
援
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

Q.

生
活
支
援
相
談
員
の
強
み
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
支
援
相
談
員
の
強
み
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q.

●
半
杭
さ
ん

　帰
還
が
始
ま
り
町
民
が
町
へ
戻
っ
て
き
た

ら
、帰
還
し
た
人
同
士
や
現
地
で
働
く
企
業

の
人
と
の
結
び
つ
き
も
大
切
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
、そ
の
接
着
剤
の
役
割
を

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
手
厚
い
支
援
が
自
立
を
妨
げ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、あ
く
ま
で
も「
自
立
し

た
生
活
、安
心
し
た
生
活
」を
支
え
る
こ
と

を
今
後
も
目
標
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

町
の
大
き
い
方
針
が
見
え
て
大
熊
町
に
戻
っ

た
ら
、地
域
福
祉
活
動
計
画
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
町
民
第
一
の
よ
り
よ
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

A町への
避難者

支援

支援

支援

支援
B市への
避難者

C町への
避難者

大熊町
社協

中期ビジョンの他の諸計画との関係性図4

図
４

【 基本理念 】
ともに暮らせる社会福祉を目指し、誰も
が人々のつながりを感じることができる
地域社会づくりに貢献する
【 基本目標 】
●町民一人ひとりが、生き生きとした生
活が出来るように支援する
●町民同士がつながりを感じられ、支え
あう環境づくりを推進する

●常に町民の立場に立ち、福祉サービス
の質の向上を図る

帰
還
に
向
け
た
町
づ
く
り
と

社
協
の
役
割
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

帰
還
に
向
け
た
町
づ
く
り
と

社
協
の
役
割
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

Q.
大熊町に

帰還した町民
大熊町に

帰還した町民
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隣
の
人
が
誰
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
、一
歩

も
部
屋
か
ら
出
る
こ
と
な
く
他
者
と
の
交
流

が
極
端
に
減
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。「
仮
設

の
方
が
よ
か
っ
た
」「
仮
設
に
戻
り
た
い
」と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
り
す
る
な
ど
、住
居
環

境
が
良
く
な
っ
て
も
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
人
間
的
な
関
係
性
や
結
び
つ

き
を
失
い
、社
会
的
に
孤
立
す
る
人
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　「一
見
生
活
が
落
ち
着
い
て
る
よ
う
に
見

え
、復
興
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、８
年
経
っ
て
も
途
中
経
過
で
し

か
な
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」と
西
さ

ん
。「
仮
設
住
宅
を
出
て
も
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
ん
だ
だ
け
で
災
害
・
復
興
公
営
住
宅
も

住
宅
を
再
建
し
た
り
帰
還
す
る
た
め
の
仮
の

住
ま
い
と
考
え
る
方
が
未
だ
多
く
、こ
れ
か

ら
の
生
活
に
悩
ん
で
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で

す
」と
舘
内
さ
ん
。
災
害
・
復
興
公
営
住
宅

に
入
っ
た
、住
宅
再
建
を
し
た
か
ら
終
わ
り

で
は
な
い
と
被
災
者
と
直
に
接
す
る
相
談
員

は
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　南
相
馬
市
社
協
が
目
指
す
地
域
福
祉
の

基
本
は「
人
と
人
、人
と
地
域
の
つ
な
が
り
」

で
す
。
そ
の
た
め
新
し
い
環
境
に
馴
染
め

ず
孤
独
に
暮
ら
す
被
災
者
の
状
況
を
知
り
、

被
災
者
が
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
た

め
に
、社
協
が
何
ら
か
の
仕
掛
け
を
行
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
る
必
要
性
を

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

被災者（避難者）の新たな
コミュニティづくりを支援する
～南相馬市社会福祉協議会の取組み～

　震
災
前
の
南
相
馬
市
は
2
4
，0
3
9
世

帯
、7
1
，5
6
1
人
が
居
住
し
て
い
ま
し

た
。
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
だ
け
で
は
な

く
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
の
影
響
も
受
け
た
南
相
馬
市
。
津
波

に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
は
6
5
0
名
を

超
え
、県
内
で
最
も
多
い
数
字
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　南
相
馬
市
は
鹿
島
区
と
原
町
区
と
小
高

区
の
３
区
か
ら
な
り
ま
す
。
原
発
事
故
直

後
は
原
発
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
警
戒
区

域
、計
画
的
避
難
区
域
及
び
緊
急
時
避
難

準
備
区
域
が
設
定
さ
れ
、多
く
の
市
民
が
福

島
県
の
内
陸
部
や
群
馬
県
・
新
潟
県
な
ど

特集 ZOOM UP

特集 ZOOM UP 被災者（避難者）の新たなコミュニティづくりを支援する

の
県
外
に
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。（
そ
の
後

警
戒
区
域
及
び
計
画
的
避
難
区
域
は
、避

難
指
示
解
除
準
備
区
域
、居
住
制
限
区
域

及
び
帰
還
困
難
区
域
に
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
）
　
　
　。
そ
の
後
、原
発
か
ら
一
番
離

れ
て
い
る
鹿
島
区
に
最
初
の
仮
設
住
宅
が
整

備
さ
れ
、2
0
1
1
年
５
月
に
入
居
が
始
ま

り
ま
し
た
。
2
0
1
6
年
7
月
ま
で
に
一
部

の
帰
還
困
難
区
域
を
除
き
避
難
指
示
は
ほ
ぼ

解
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、現
在
も
多
く
の
市

民
が
避
難
を
続
け
て
お
り
、未
だ
震
災
前
の

人
口
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
　
　
　。
ま
た
、

南
相
馬
市
に
は
浪
江
町
な
ど
近
隣
町
村
か

ら
も
多
く
の
方
が
避
難
し
て
い
ま
す
。

　仮
設
住
宅
に
は
多
い
時
で
3
，3
0
0
戸
、

7
，8
0
0
人
の
方
が
入
居
し
て
い
ま
し
た

が
、現
在
は
復
興
公
営
住
宅
、災
害
公
営
住

宅
、住
宅
再
建
な
ど
新
た
な
居
住
先
へ
と
転

居
が
進
ん
で
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
３
月
31

日
に
は
仮
設
住
宅
等
の
供
与
が
終
了
と
な

る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、こ
う
し
た
住
居

形
態
の
変
化
に
よ
り
、被
災
者
が
抱
え
る

問
題
や
課
題
も
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
い

ま
す
。

※
生
活
支
援
相
談
員
…
福
島
県
の
23
の
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、被
災
・
避
難
し
た
住
民
が

安
定
的
な
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
、巡
回
訪
問
に

よ
る
見
守
り
相
談
支
援
活
動
を
行
う
ス
タ
ッ
フ

南
相
馬
市
の
避
難
状
況

南
相
馬
市
の
避
難
状
況

図
１

表
１

　2
0
1
1
年
８
月
、13
名
体
制
で
活
動
を

開
始
し
た
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
：
南
相
馬
市
社
協
）の
生
活
支
援
相
談
員

（
以
下
：
相
談
員
）。
当
初
は
、全
戸
訪
問
を

行
い
傾
聴
や
被
災
者
の
思
い
に
共
感
す
る
こ

と
か
ら
始
め
、そ
こ
で
挙
が
っ
て
き
た
問
題

や
課
題
を
専
門
職
へ
と
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い

ま
し
た
。

　訪
問
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
、社
協
や

相
談
員
の
認
知
度
が
低
く
、「
あ
ん
た
た
ち

は
誰
な
ん
だ
？
」と
追
い
返
さ
れ
た
り
、「
何

し
に
き
た
ん
だ
」と
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
国
や
市
に
対
す
る
不
平

不
満
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
仮
設
住
宅
は
１
K
の

間
取
り
に
２
人
入
居
な
ど
、窮
屈
な
生
活
に

加
え
、家
族
を
亡
く
し
た
り
家
が
流
さ
れ
た

り
と
大
変
な
状
況
の
中
、気
が
休
ま
る
時
が

な
い
、隣
の
家
族
の
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
音

が
気
に
障
る
な
ど
、日
々
の
ス
ト
レ
ス
の
は

け
口
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
被
災
者
の
方
た
ち
は
大
変
な
思
い
を
し
て

い
る
。
怒
鳴
ら
れ
る
の
も
仕
事
の
う
ち
と

思
い
、じ
っ
く
り
と
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
い
き
ま
し
た
」と
話
す
の
は
統
括
の
舘

内
咲
子
さ
ん
。
相
談
員
の
役
割
に
つ
い
て

説
明
し
、根
気
強
く
訪
問
す
る
こ
と
で
被

災
者
と
の
信
頼
関
係
を
少
し
ず
つ
築
い
て

い
き
ま
し
た
。

　仮
設
住
宅
に
は
、福
島
県
か
ら
派
遣
さ
れ

全
戸
の
見
回
り
を
行
う
絆
職
員
も
配
置
さ

れ
て
い
た
ほ
か
、市
の
保
健
師
も
活
動
し
て

い
た
の
で
、訪
問
日
が
重
複
し
な
い
よ
う
に

情
報
を
共
有
し
、効
率
よ
い
支
援
を
行
い
ま

生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
か
ら

見
え
た
被
災
者
の
避
難
状
況

生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
か
ら

見
え
た
被
災
者
の
避
難
状
況

し
た
。
そ
の
後
、借
り
上
げ
住
宅（
み
な
し

仮
設
住
宅
）の
訪
問
も
始
ま
り
、訪
問
の
必

要
性
な
ど
状
況
に
応
じ
て
見
守
り
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
信
頼
関
係
の
深
ま
り
と
と

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、困
り
事
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
必
要
と
さ
れ
て
い
る
限
り

活
動
を
続
け
て
、被
災
者
の
方
全
員
が
普

通
の
生
活
に
戻
れ
る
ま
で
相
談
員
で
あ
り

続
け
た
い
」と
統
括
の
西
千
晶
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
、災
害
・
復
興
公

営
住
宅
、住
宅
再
建
と
居
住
環
境
が
変
化

す
る
と
と
も
に
、被
災
者
が
抱
え
る
課
題

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、日
頃
活

動
す
る
相
談
員
は
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
長
屋
づ
く
り
の
仮
設
住
宅
で
は
、プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、一
歩
外
に
出
れ
ば
誰
か
が

居
て
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も
多
く
、被
災

者
支
援
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
も

数
多
く
あ
り
、手
厚
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
醸

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、災
害
・
復

興
公
営
住
宅
に
移
っ
た
方
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
た
も
の
の
、地
域
の
こ
と
も

　東日本大震災から8年が経過し、仮設住宅からの転居が進む一方、新たな住まいで孤独を感じている被災者
が増加傾向にあり、支援が必要とされています。そこで今回は、被災者の新たなコミュニティづくりの支援に
ついて、生活支援相談員※の活動を踏まえながら、南相馬市社会福祉協議会の取組みをご紹介します。

ば  

せ
い

う
ち
さ
き  

こ

た
て

に
し 

ち   

あ
き

統括の舘内咲子さん統括の西千晶さん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
の

必
要
性

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
の

必
要
性

●
地
域
福
祉
懇
談
会
へ
の
参
加

　南
相
馬
市
社
協
が
平
成
28
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
懇
談
会
は
、市
内
７
ヵ
所
の
地

域
で
南
相
馬
市
社
協
の
会
長
・
役
職
員
を
は

じ
め
、南
相
馬
市
の
職
員
、相
談
員
も
参
加

し
て
地
域
の
問
題
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
考

え
る
会
で
す
。

　昨
年
７
月
に
開
催
し
た
懇
談
会
に
は
延
べ

2
5
8
名
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、地
域
の
課
題
解
決
ま
た
は
地
域
福
祉
活

動
推
進
の
た
め
の
必
要
な
取
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
で
話

し
合
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、今
後
の
活
動

指
針
と
す
る
べ
く
社
協
で
策
定
し
て
い
る

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」に
盛
り
込
ん
で
い

き
ま
す
。

●
民
生
委
員・
児
童
委
員
の
定
例
会
へ
出
席

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携
は
、相

談
員
が
活
動
を
行
う
上
で
と
て
も
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
各
地
区
ご
と
に
行
っ
て
い
る
民
生

委
員・
児
童
委

員
の
定
例
会
に
、

最
低
で
も
年
に

２
回
は
参
加
し
、

相
談
員
の
活
動

を
理
解
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、

互
い
の
情
報
交

換
も
行
っ
て
い

ま
す
。

●
避
難
者
生
活
支
援

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

　相
談
員
が
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
、少
し
で
も
問
題
解
決
へ
と
結
び
つ
け
る

た
め
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、地
域

の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、情
報
発
信

や
交
流
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
市
の
保
健
師
と
同
行
訪
問

　市
の
保
健
師
と
同
行
訪
問
を
し
て
、被
災

者
の
個
別
の
状
況
、課
題
を
共
有
し
合
っ
て

い
ま
す
。

●
男
の
つ
ど
い
を
開
催

　サ
ロ
ン
へ
の
男
性
参
加
者
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、男
性
の
集
ま
る
機
会
を
増
や
そ
う

と
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
老
人
会
メ

ン
バ
ー
に
協
力
を
得
て
住
民
参
加
型
で
年

に
２
回
、男

の
つ
ど
い
を

実
施
。
物
づ

く
り
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、

定
員
を
超
え

る
応
募
が
あ

る
な
ど
好
評

を
博
し
て
い

ま
す
。

●
被
災
者
自
立
に
向
け
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

の
評
価

　仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅（
み
な
し
仮

設
住
宅
）・
災
害
公
営
住
宅
で
避
難
生
活
を

続
け
て
い
る
被
災
者
を
対
象
に
、自
立
促

進
に
つ
い
て
の
中
期
的
な
方
針
を
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
や

効
果
な
ど
の
評
価
を
行
い
、被
災
者
の
現

状
を
踏
ま
え
た
今
後
の
施
策
や
取
組
み
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

プライバシー 低い 高い

住　　居

問　　題

復興公営住宅

災害公営住宅
仮設住宅

借り上げ住宅
自宅再建

避難所

●寒い
●居住スペースが窮屈
●プライバシーがない
●新たなコミュニティの構築

●居住スペースが窮屈
●プライバシーがない
●隣人の生活音が気になる
●新たなコミュニティの構築

●閉じこもり
●交流機会の減少
●孤立しがち
●新たなコミュニティの構築

生活支援相談の見守り活動の様子

鹿 島 区

N

帰宅困難区域
2012.4.16～

計画的避難区域
2011.4.22～2012.4.15

居住制限区域
2012.4.16～2016.7.12

避難指示解除準備区域
2012.4.16～2016.7.12

緊急時避難準備区域
2011.4.22～2011.9.30

警戒区域
2011.4.22～2012.4.15

小 高 区

原 町 区

住民基本台帳人口の推移表1

住居環境の変化に伴い発生する問題図2

南相馬市における避難区域の整備のながれ図1

鹿島区 11,603人 10,480人 

原町区 47,116人 42,097人 

小高区 12,842人 7,965人

合　計 71,561人 60,542人

2011年
3月11日

2019年
1月31日

3 2019.3 22019.3
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隣
の
人
が
誰
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
、一
歩

も
部
屋
か
ら
出
る
こ
と
な
く
他
者
と
の
交
流

が
極
端
に
減
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。「
仮
設

の
方
が
よ
か
っ
た
」「
仮
設
に
戻
り
た
い
」と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
り
す
る
な
ど
、住
居
環

境
が
良
く
な
っ
て
も
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
人
間
的
な
関
係
性
や
結
び
つ

き
を
失
い
、社
会
的
に
孤
立
す
る
人
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　「一
見
生
活
が
落
ち
着
い
て
る
よ
う
に
見

え
、復
興
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、８
年
経
っ
て
も
途
中
経
過
で
し

か
な
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」と
西
さ

ん
。「
仮
設
住
宅
を
出
て
も
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
ん
だ
だ
け
で
災
害
・
復
興
公
営
住
宅
も

住
宅
を
再
建
し
た
り
帰
還
す
る
た
め
の
仮
の

住
ま
い
と
考
え
る
方
が
未
だ
多
く
、こ
れ
か

ら
の
生
活
に
悩
ん
で
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で

す
」と
舘
内
さ
ん
。
災
害
・
復
興
公
営
住
宅

に
入
っ
た
、住
宅
再
建
を
し
た
か
ら
終
わ
り

で
は
な
い
と
被
災
者
と
直
に
接
す
る
相
談
員

は
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　南
相
馬
市
社
協
が
目
指
す
地
域
福
祉
の

基
本
は「
人
と
人
、人
と
地
域
の
つ
な
が
り
」

で
す
。
そ
の
た
め
新
し
い
環
境
に
馴
染
め

ず
孤
独
に
暮
ら
す
被
災
者
の
状
況
を
知
り
、

被
災
者
が
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
た

め
に
、社
協
が
何
ら
か
の
仕
掛
け
を
行
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
る
必
要
性
を

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

被災者（避難者）の新たな
コミュニティづくりを支援する
～南相馬市社会福祉協議会の取組み～

　震
災
前
の
南
相
馬
市
は
2
4
，0
3
9
世

帯
、7
1
，5
6
1
人
が
居
住
し
て
い
ま
し

た
。
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
だ
け
で
は
な

く
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
の
影
響
も
受
け
た
南
相
馬
市
。
津
波

に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
は
6
5
0
名
を

超
え
、県
内
で
最
も
多
い
数
字
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　南
相
馬
市
は
鹿
島
区
と
原
町
区
と
小
高

区
の
３
区
か
ら
な
り
ま
す
。
原
発
事
故
直

後
は
原
発
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
警
戒
区

域
、計
画
的
避
難
区
域
及
び
緊
急
時
避
難

準
備
区
域
が
設
定
さ
れ
、多
く
の
市
民
が
福

島
県
の
内
陸
部
や
群
馬
県
・
新
潟
県
な
ど

特集 ZOOM UP

特集 ZOOM UP 被災者（避難者）の新たなコミュニティづくりを支援する

の
県
外
に
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。（
そ
の
後

警
戒
区
域
及
び
計
画
的
避
難
区
域
は
、避

難
指
示
解
除
準
備
区
域
、居
住
制
限
区
域

及
び
帰
還
困
難
区
域
に
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
）
　
　
　。
そ
の
後
、原
発
か
ら
一
番
離

れ
て
い
る
鹿
島
区
に
最
初
の
仮
設
住
宅
が
整

備
さ
れ
、2
0
1
1
年
５
月
に
入
居
が
始
ま

り
ま
し
た
。
2
0
1
6
年
7
月
ま
で
に
一
部

の
帰
還
困
難
区
域
を
除
き
避
難
指
示
は
ほ
ぼ

解
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、現
在
も
多
く
の
市

民
が
避
難
を
続
け
て
お
り
、未
だ
震
災
前
の

人
口
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
　
　
　。
ま
た
、

南
相
馬
市
に
は
浪
江
町
な
ど
近
隣
町
村
か

ら
も
多
く
の
方
が
避
難
し
て
い
ま
す
。

　仮
設
住
宅
に
は
多
い
時
で
3
，3
0
0
戸
、

7
，8
0
0
人
の
方
が
入
居
し
て
い
ま
し
た

が
、現
在
は
復
興
公
営
住
宅
、災
害
公
営
住

宅
、住
宅
再
建
な
ど
新
た
な
居
住
先
へ
と
転

居
が
進
ん
で
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
３
月
31

日
に
は
仮
設
住
宅
等
の
供
与
が
終
了
と
な

る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、こ
う
し
た
住
居

形
態
の
変
化
に
よ
り
、被
災
者
が
抱
え
る

問
題
や
課
題
も
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
い

ま
す
。

※
生
活
支
援
相
談
員
…
福
島
県
の
23
の
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、被
災
・
避
難
し
た
住
民
が

安
定
的
な
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
、巡
回
訪
問
に

よ
る
見
守
り
相
談
支
援
活
動
を
行
う
ス
タ
ッ
フ

南
相
馬
市
の
避
難
状
況

南
相
馬
市
の
避
難
状
況

図
１

表
１

　2
0
1
1
年
８
月
、13
名
体
制
で
活
動
を

開
始
し
た
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
：
南
相
馬
市
社
協
）の
生
活
支
援
相
談
員

（
以
下
：
相
談
員
）。
当
初
は
、全
戸
訪
問
を

行
い
傾
聴
や
被
災
者
の
思
い
に
共
感
す
る
こ

と
か
ら
始
め
、そ
こ
で
挙
が
っ
て
き
た
問
題

や
課
題
を
専
門
職
へ
と
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い

ま
し
た
。

　訪
問
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
、社
協
や

相
談
員
の
認
知
度
が
低
く
、「
あ
ん
た
た
ち

は
誰
な
ん
だ
？
」と
追
い
返
さ
れ
た
り
、「
何

し
に
き
た
ん
だ
」と
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
国
や
市
に
対
す
る
不
平

不
満
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
仮
設
住
宅
は
１
K
の

間
取
り
に
２
人
入
居
な
ど
、窮
屈
な
生
活
に

加
え
、家
族
を
亡
く
し
た
り
家
が
流
さ
れ
た

り
と
大
変
な
状
況
の
中
、気
が
休
ま
る
時
が

な
い
、隣
の
家
族
の
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
音

が
気
に
障
る
な
ど
、日
々
の
ス
ト
レ
ス
の
は

け
口
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
被
災
者
の
方
た
ち
は
大
変
な
思
い
を
し
て

い
る
。
怒
鳴
ら
れ
る
の
も
仕
事
の
う
ち
と

思
い
、じ
っ
く
り
と
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
い
き
ま
し
た
」と
話
す
の
は
統
括
の
舘

内
咲
子
さ
ん
。
相
談
員
の
役
割
に
つ
い
て

説
明
し
、根
気
強
く
訪
問
す
る
こ
と
で
被

災
者
と
の
信
頼
関
係
を
少
し
ず
つ
築
い
て

い
き
ま
し
た
。

　仮
設
住
宅
に
は
、福
島
県
か
ら
派
遣
さ
れ

全
戸
の
見
回
り
を
行
う
絆
職
員
も
配
置
さ

れ
て
い
た
ほ
か
、市
の
保
健
師
も
活
動
し
て

い
た
の
で
、訪
問
日
が
重
複
し
な
い
よ
う
に

情
報
を
共
有
し
、効
率
よ
い
支
援
を
行
い
ま

生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
か
ら

見
え
た
被
災
者
の
避
難
状
況

生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
か
ら

見
え
た
被
災
者
の
避
難
状
況

し
た
。
そ
の
後
、借
り
上
げ
住
宅（
み
な
し

仮
設
住
宅
）の
訪
問
も
始
ま
り
、訪
問
の
必

要
性
な
ど
状
況
に
応
じ
て
見
守
り
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
信
頼
関
係
の
深
ま
り
と
と

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、困
り
事
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
必
要
と
さ
れ
て
い
る
限
り

活
動
を
続
け
て
、被
災
者
の
方
全
員
が
普

通
の
生
活
に
戻
れ
る
ま
で
相
談
員
で
あ
り

続
け
た
い
」と
統
括
の
西
千
晶
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
、災
害
・
復
興
公

営
住
宅
、住
宅
再
建
と
居
住
環
境
が
変
化

す
る
と
と
も
に
、被
災
者
が
抱
え
る
課
題

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、日
頃
活

動
す
る
相
談
員
は
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
長
屋
づ
く
り
の
仮
設
住
宅
で
は
、プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、一
歩
外
に
出
れ
ば
誰
か
が

居
て
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も
多
く
、被
災

者
支
援
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
も

数
多
く
あ
り
、手
厚
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
醸

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、災
害
・
復

興
公
営
住
宅
に
移
っ
た
方
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
た
も
の
の
、地
域
の
こ
と
も

　東日本大震災から8年が経過し、仮設住宅からの転居が進む一方、新たな住まいで孤独を感じている被災者
が増加傾向にあり、支援が必要とされています。そこで今回は、被災者の新たなコミュニティづくりの支援に
ついて、生活支援相談員※の活動を踏まえながら、南相馬市社会福祉協議会の取組みをご紹介します。

ば  

せ
い

う
ち
さ
き  

こ

た
て

に
し 

ち   

あ
き

統括の舘内咲子さん統括の西千晶さん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
の

必
要
性

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
の

必
要
性

●
地
域
福
祉
懇
談
会
へ
の
参
加

　南
相
馬
市
社
協
が
平
成
28
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
懇
談
会
は
、市
内
７
ヵ
所
の
地

域
で
南
相
馬
市
社
協
の
会
長
・
役
職
員
を
は

じ
め
、南
相
馬
市
の
職
員
、相
談
員
も
参
加

し
て
地
域
の
問
題
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
考

え
る
会
で
す
。

　昨
年
７
月
に
開
催
し
た
懇
談
会
に
は
延
べ

2
5
8
名
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、地
域
の
課
題
解
決
ま
た
は
地
域
福
祉
活

動
推
進
の
た
め
の
必
要
な
取
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
で
話

し
合
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、今
後
の
活
動

指
針
と
す
る
べ
く
社
協
で
策
定
し
て
い
る

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」に
盛
り
込
ん
で
い

き
ま
す
。

●
民
生
委
員・
児
童
委
員
の
定
例
会
へ
出
席

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携
は
、相

談
員
が
活
動
を
行
う
上
で
と
て
も
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
各
地
区
ご
と
に
行
っ
て
い
る
民
生

委
員・
児
童
委

員
の
定
例
会
に
、

最
低
で
も
年
に

２
回
は
参
加
し
、

相
談
員
の
活
動

を
理
解
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、

互
い
の
情
報
交

換
も
行
っ
て
い

ま
す
。

●
避
難
者
生
活
支
援

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

　相
談
員
が
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
、少
し
で
も
問
題
解
決
へ
と
結
び
つ
け
る

た
め
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、地
域

の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、情
報
発
信

や
交
流
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
市
の
保
健
師
と
同
行
訪
問

　市
の
保
健
師
と
同
行
訪
問
を
し
て
、被
災

者
の
個
別
の
状
況
、課
題
を
共
有
し
合
っ
て

い
ま
す
。

●
男
の
つ
ど
い
を
開
催

　サ
ロ
ン
へ
の
男
性
参
加
者
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、男
性
の
集
ま
る
機
会
を
増
や
そ
う

と
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
老
人
会
メ

ン
バ
ー
に
協
力
を
得
て
住
民
参
加
型
で
年

に
２
回
、男

の
つ
ど
い
を

実
施
。
物
づ

く
り
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、

定
員
を
超
え

る
応
募
が
あ

る
な
ど
好
評

を
博
し
て
い

ま
す
。

●
被
災
者
自
立
に
向
け
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

の
評
価

　仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅（
み
な
し
仮

設
住
宅
）・
災
害
公
営
住
宅
で
避
難
生
活
を

続
け
て
い
る
被
災
者
を
対
象
に
、自
立
促

進
に
つ
い
て
の
中
期
的
な
方
針
を
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
や

効
果
な
ど
の
評
価
を
行
い
、被
災
者
の
現

状
を
踏
ま
え
た
今
後
の
施
策
や
取
組
み
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

プライバシー 低い 高い

住　　居

問　　題

復興公営住宅

災害公営住宅
仮設住宅

借り上げ住宅
自宅再建

避難所

●寒い
●居住スペースが窮屈
●プライバシーがない
●新たなコミュニティの構築

●居住スペースが窮屈
●プライバシーがない
●隣人の生活音が気になる
●新たなコミュニティの構築

●閉じこもり
●交流機会の減少
●孤立しがち
●新たなコミュニティの構築

生活支援相談の見守り活動の様子

鹿 島 区

N

帰宅困難区域
2012.4.16～

計画的避難区域
2011.4.22～2012.4.15

居住制限区域
2012.4.16～2016.7.12

避難指示解除準備区域
2012.4.16～2016.7.12

緊急時避難準備区域
2011.4.22～2011.9.30

警戒区域
2011.4.22～2012.4.15

小 高 区

原 町 区

住民基本台帳人口の推移表1

住居環境の変化に伴い発生する問題図2

南相馬市における避難区域の整備のながれ図1

鹿島区 11,603人 10,480人 

原町区 47,116人 42,097人 

小高区 12,842人 7,965人

合　計 71,561人 60,542人

2011年
3月11日

2019年
1月31日

3 2019.3 22019.3

105―　　―



　安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
い
う
の

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
よ

る
見
守
り
や
声
か
け
が
で
き
て
初
め
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
場
所
だ
と
言
え
ま
す
し
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
れ
ば
地
域
づ
く
り
が

で
き
て
き
ま
す
。
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り

が
で
き
れ
ば
、自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
少
し
で
も
多
く
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う

な
後
方
支
援
を
行
い
、地
域
福
祉
活
動
計

画
に
盛
り
込
み
な
が
ら
実
践
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　地
域
福
祉
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
で

地
域
全
体
の
課
題
や
、相
談
員
の
活
動
か

ら
被
災
者
の
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
取
組
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
他
市
町
村
か

ら
の
避
難
者
も
暮
ら
し
て
い
ま
す
の
で
、

避
難
元
社
協
と
連
携
を
し
な
が
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
今
後
の
目
標
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　被
災
者
が
抱
え
る
問
題
は
時
間
と
共
に

変
化
し
て
お
り
、解
決
の
糸
口
が
見
え
な
い

問
題
も
未
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
新
し
い
土
地

し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　こ
の
８
年
の
活
動
で
、相
談
員
は
被
災

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
関
係
機

関
と
の
連
携
も
う
ま
く
図
れ
て
き
て
お
り
、

専
門
職
へ
の
つ
な
ぎ
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
連
携
を
活
か
し
て
、

今
後
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
社
協
※
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

昨
今
、地
域
の
結
び
つ
き
や
人
間
関
係
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
小

さ
い
頃
か
ら
の
福
祉
教
育
も
今
後
は
大
切

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、み
ん
な
で
支
え
合

う
地
域
福
祉
を
学
校
関
係
の
福
祉
教
育
の

中
で
学
ぶ
、出
前
講
座
を
行
う
な
ど
し
て

積
極
的
に
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
福
祉
の
基
本
は

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」で
す
。
し
か
し

被
災
地
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
分
断

さ
れ
、地
域
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
も
言
え
る
状
況
で
す
。
そ
の
た

め
新
た
な
地
域
づ
く
り
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
が
私
た
ち
の
課
題
で
あ
り
仕
事
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
行
っ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の

支
援
に
つ
い
て

は
、す
ぐ
に
結

果
や
効
果
が
見

え
て
く
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め

こ
れ
か
ら
も
活

動
の
見
直
し
を

隣
の
人
が
誰
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
、一
歩

も
部
屋
か
ら
出
る
こ
と
な
く
他
者
と
の
交
流

が
極
端
に
減
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。「
仮
設

の
方
が
よ
か
っ
た
」「
仮
設
に
戻
り
た
い
」と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
り
す
る
な
ど
、住
居
環

境
が
良
く
な
っ
て
も
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
人
間
的
な
関
係
性
や
結
び
つ

き
を
失
い
、社
会
的
に
孤
立
す
る
人
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　「一
見
生
活
が
落
ち
着
い
て
る
よ
う
に
見

え
、復
興
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、８
年
経
っ
て
も
途
中
経
過
で
し

か
な
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」と
西
さ

ん
。「
仮
設
住
宅
を
出
て
も
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
ん
だ
だ
け
で
災
害
・
復
興
公
営
住
宅
も

住
宅
を
再
建
し
た
り
帰
還
す
る
た
め
の
仮
の

住
ま
い
と
考
え
る
方
が
未
だ
多
く
、こ
れ
か

ら
の
生
活
に
悩
ん
で
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で

す
」と
舘
内
さ
ん
。
災
害
・
復
興
公
営
住
宅

に
入
っ
た
、住
宅
再
建
を
し
た
か
ら
終
わ
り

で
は
な
い
と
被
災
者
と
直
に
接
す
る
相
談
員

は
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　南
相
馬
市
社
協
が
目
指
す
地
域
福
祉
の

基
本
は「
人
と
人
、人
と
地
域
の
つ
な
が
り
」

で
す
。
そ
の
た
め
新
し
い
環
境
に
馴
染
め

ず
孤
独
に
暮
ら
す
被
災
者
の
状
況
を
知
り
、

被
災
者
が
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
た

め
に
、社
協
が
何
ら
か
の
仕
掛
け
を
行
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
る
必
要
性
を

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特集 ZOOM UP 被災者（避難者）の新たなコミュニティづくりを支援する

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
の
主
な
取
組
み

地
域
福
祉
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
で
で
き
て
い
る

地
域
福
祉
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
で
で
き
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
の

後
方
支
援
を
し
て
い
き
た
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
の

後
方
支
援
を
し
て
い
き
た
い

　2
0
1
1
年
８
月
、13
名
体
制
で
活
動
を

開
始
し
た
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
：
南
相
馬
市
社
協
）の
生
活
支
援
相
談
員

（
以
下
：
相
談
員
）。
当
初
は
、全
戸
訪
問
を

行
い
傾
聴
や
被
災
者
の
思
い
に
共
感
す
る
こ

と
か
ら
始
め
、そ
こ
で
挙
が
っ
て
き
た
問
題

や
課
題
を
専
門
職
へ
と
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い

ま
し
た
。

　訪
問
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
、社
協
や

相
談
員
の
認
知
度
が
低
く
、「
あ
ん
た
た
ち

は
誰
な
ん
だ
？
」と
追
い
返
さ
れ
た
り
、「
何

し
に
き
た
ん
だ
」と
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
国
や
市
に
対
す
る
不
平

不
満
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
仮
設
住
宅
は
１
K
の

間
取
り
に
２
人
入
居
な
ど
、窮
屈
な
生
活
に

加
え
、家
族
を
亡
く
し
た
り
家
が
流
さ
れ
た

り
と
大
変
な
状
況
の
中
、気
が
休
ま
る
時
が

な
い
、隣
の
家
族
の
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
音

が
気
に
障
る
な
ど
、日
々
の
ス
ト
レ
ス
の
は

け
口
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
被
災
者
の
方
た
ち
は
大
変
な
思
い
を
し
て

い
る
。
怒
鳴
ら
れ
る
の
も
仕
事
の
う
ち
と

思
い
、じ
っ
く
り
と
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
い
き
ま
し
た
」と
話
す
の
は
統
括
の
舘

内
咲
子
さ
ん
。
相
談
員
の
役
割
に
つ
い
て

説
明
し
、根
気
強
く
訪
問
す
る
こ
と
で
被

災
者
と
の
信
頼
関
係
を
少
し
ず
つ
築
い
て

い
き
ま
し
た
。

　仮
設
住
宅
に
は
、福
島
県
か
ら
派
遣
さ
れ

全
戸
の
見
回
り
を
行
う
絆
職
員
も
配
置
さ

れ
て
い
た
ほ
か
、市
の
保
健
師
も
活
動
し
て

い
た
の
で
、訪
問
日
が
重
複
し
な
い
よ
う
に

情
報
を
共
有
し
、効
率
よ
い
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、借
り
上
げ
住
宅（
み
な
し

仮
設
住
宅
）の
訪
問
も
始
ま
り
、訪
問
の
必

要
性
な
ど
状
況
に
応
じ
て
見
守
り
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
信
頼
関
係
の
深
ま
り
と
と

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、困
り
事
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
必
要
と
さ
れ
て
い
る
限
り

活
動
を
続
け
て
、被
災
者
の
方
全
員
が
普

通
の
生
活
に
戻
れ
る
ま
で
相
談
員
で
あ
り

続
け
た
い
」と
統
括
の
西
千
晶
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
、災
害
・
復
興
公

営
住
宅
、住
宅
再
建
と
居
住
環
境
が
変
化

す
る
と
と
も
に
、被
災
者
が
抱
え
る
課
題

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、日
頃
活

動
す
る
相
談
員
は
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
長
屋
づ
く
り
の
仮
設
住
宅
で
は
、プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、一
歩
外
に
出
れ
ば
誰
か
が

居
て
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も
多
く
、被
災

者
支
援
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
も

数
多
く
あ
り
、手
厚
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
醸

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、災
害
・
復

興
公
営
住
宅
に
移
っ
た
方
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
た
も
の
の
、地
域
の
こ
と
も

●
地
域
福
祉
懇
談
会
へ
の
参
加

　南
相
馬
市
社
協
が
平
成
28
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
懇
談
会
は
、市
内
７
ヵ
所
の
地

域
で
南
相
馬
市
社
協
の
会
長
・
役
職
員
を
は

じ
め
、南
相
馬
市
の
職
員
、相
談
員
も
参
加

し
て
地
域
の
問
題
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
考

え
る
会
で
す
。

　昨
年
７
月
に
開
催
し
た
懇
談
会
に
は
延
べ

2
5
8
名
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、地
域
の
課
題
解
決
ま
た
は
地
域
福
祉
活

動
推
進
の
た
め
の
必
要
な
取
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
で
話

し
合
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、今
後
の
活
動

指
針
と
す
る
べ
く
社
協
で
策
定
し
て
い
る

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」に
盛
り
込
ん
で
い

き
ま
す
。

●
民
生
委
員・
児
童
委
員
の
定
例
会
へ
出
席

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携
は
、相

談
員
が
活
動
を
行
う
上
で
と
て
も
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
各
地
区
ご
と
に
行
っ
て
い
る
民
生

委
員・
児
童
委

員
の
定
例
会
に
、

最
低
で
も
年
に

２
回
は
参
加
し
、

相
談
員
の
活
動

を
理
解
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、

互
い
の
情
報
交

換
も
行
っ
て
い

ま
す
。

●
避
難
者
生
活
支
援

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

　相
談
員
が
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
、少
し
で
も
問
題
解
決
へ
と
結
び
つ
け
る

た
め
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、地
域

の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、情
報
発
信

や
交
流
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
市
の
保
健
師
と
同
行
訪
問

　市
の
保
健
師
と
同
行
訪
問
を
し
て
、被
災

者
の
個
別
の
状
況
、課
題
を
共
有
し
合
っ
て

い
ま
す
。

●
男
の
つ
ど
い
を
開
催

　サ
ロ
ン
へ
の
男
性
参
加
者
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、男
性
の
集
ま
る
機
会
を
増
や
そ
う

と
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
老
人
会
メ

ン
バ
ー
に
協
力
を
得
て
住
民
参
加
型
で
年

に
２
回
、男

の
つ
ど
い
を

実
施
。
物
づ

く
り
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、

定
員
を
超
え

る
応
募
が
あ

る
な
ど
好
評

を
博
し
て
い

ま
す
。

●
被
災
者
自
立
に
向
け
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

の
評
価

　仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅（
み
な
し
仮

設
住
宅
）・
災
害
公
営
住
宅
で
避
難
生
活
を

続
け
て
い
る
被
災
者
を
対
象
に
、自
立
促

進
に
つ
い
て
の
中
期
的
な
方
針
を
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
や

効
果
な
ど
の
評
価
を
行
い
、被
災
者
の
現

状
を
踏
ま
え
た
今
後
の
施
策
や
取
組
み
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

で
生
活
を
始
め
た
も
の
の
、周
囲
と
馴
染
め

ず
、以
前
の
暮
ら
し
の
方
が
良
か
っ
た
と

い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
被
災

者
の
胸
の
内
を
理
解
し
つ
つ
、現
状
と
向
き

合
っ
て
背
中
を
そ
っ
と
押
し
て
あ
げ
る
よ

う
な
支
援
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

くろ　き　　よう　こ

南相馬市社会福祉協議会
生活支援相談室

室長
黒木 洋子さん

地域福祉懇談会の様子

しめ飾りづくりなどさまざまなイベントを実施

定例会の様子定例会の様子

※
援
助
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、申
し
出

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
た
ち
に
対
し
て
積
極
的
に

働
き
か
け
、支
援
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

生活支援相談室主催の被災者支援事業
「にじいろ交遊会」の様子

復興公営住宅の住民交流会で健康体操をしている様子。
避難先・避難元社協の相談員も参加しました

南
相
馬
市
社
協
が
目
指
す

今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
支
援
や
取
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
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　安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
い
う
の

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
よ

る
見
守
り
や
声
か
け
が
で
き
て
初
め
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
場
所
だ
と
言
え
ま
す
し
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
れ
ば
地
域
づ
く
り
が

で
き
て
き
ま
す
。
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り

が
で
き
れ
ば
、自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
少
し
で
も
多
く
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う

な
後
方
支
援
を
行
い
、地
域
福
祉
活
動
計

画
に
盛
り
込
み
な
が
ら
実
践
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　地
域
福
祉
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
で

地
域
全
体
の
課
題
や
、相
談
員
の
活
動
か

ら
被
災
者
の
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
取
組
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
他
市
町
村
か

ら
の
避
難
者
も
暮
ら
し
て
い
ま
す
の
で
、

避
難
元
社
協
と
連
携
を
し
な
が
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
今
後
の
目
標
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　被
災
者
が
抱
え
る
問
題
は
時
間
と
共
に

変
化
し
て
お
り
、解
決
の
糸
口
が
見
え
な
い

問
題
も
未
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
新
し
い
土
地

し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　こ
の
８
年
の
活
動
で
、相
談
員
は
被
災

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
関
係
機

関
と
の
連
携
も
う
ま
く
図
れ
て
き
て
お
り
、

専
門
職
へ
の
つ
な
ぎ
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
連
携
を
活
か
し
て
、

今
後
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
社
協
※
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

昨
今
、地
域
の
結
び
つ
き
や
人
間
関
係
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
小

さ
い
頃
か
ら
の
福
祉
教
育
も
今
後
は
大
切

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、み
ん
な
で
支
え
合

う
地
域
福
祉
を
学
校
関
係
の
福
祉
教
育
の

中
で
学
ぶ
、出
前
講
座
を
行
う
な
ど
し
て

積
極
的
に
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
福
祉
の
基
本
は

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」で
す
。
し
か
し

被
災
地
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
分
断

さ
れ
、地
域
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
も
言
え
る
状
況
で
す
。
そ
の
た

め
新
た
な
地
域
づ
く
り
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
が
私
た
ち
の
課
題
で
あ
り
仕
事
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
行
っ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の

支
援
に
つ
い
て

は
、す
ぐ
に
結

果
や
効
果
が
見

え
て
く
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め

こ
れ
か
ら
も
活

動
の
見
直
し
を

隣
の
人
が
誰
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
、一
歩

も
部
屋
か
ら
出
る
こ
と
な
く
他
者
と
の
交
流

が
極
端
に
減
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。「
仮
設

の
方
が
よ
か
っ
た
」「
仮
設
に
戻
り
た
い
」と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
り
す
る
な
ど
、住
居
環

境
が
良
く
な
っ
て
も
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
人
間
的
な
関
係
性
や
結
び
つ

き
を
失
い
、社
会
的
に
孤
立
す
る
人
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　「一
見
生
活
が
落
ち
着
い
て
る
よ
う
に
見

え
、復
興
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、８
年
経
っ
て
も
途
中
経
過
で
し

か
な
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」と
西
さ

ん
。「
仮
設
住
宅
を
出
て
も
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
ん
だ
だ
け
で
災
害
・
復
興
公
営
住
宅
も

住
宅
を
再
建
し
た
り
帰
還
す
る
た
め
の
仮
の

住
ま
い
と
考
え
る
方
が
未
だ
多
く
、こ
れ
か

ら
の
生
活
に
悩
ん
で
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で

す
」と
舘
内
さ
ん
。
災
害
・
復
興
公
営
住
宅

に
入
っ
た
、住
宅
再
建
を
し
た
か
ら
終
わ
り

で
は
な
い
と
被
災
者
と
直
に
接
す
る
相
談
員

は
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　南
相
馬
市
社
協
が
目
指
す
地
域
福
祉
の

基
本
は「
人
と
人
、人
と
地
域
の
つ
な
が
り
」

で
す
。
そ
の
た
め
新
し
い
環
境
に
馴
染
め

ず
孤
独
に
暮
ら
す
被
災
者
の
状
況
を
知
り
、

被
災
者
が
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
た

め
に
、社
協
が
何
ら
か
の
仕
掛
け
を
行
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
る
必
要
性
を

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特集 ZOOM UP 被災者（避難者）の新たなコミュニティづくりを支援する

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
の
主
な
取
組
み

地
域
福
祉
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
で
で
き
て
い
る

地
域
福
祉
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
で
で
き
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
の

後
方
支
援
を
し
て
い
き
た
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
の

後
方
支
援
を
し
て
い
き
た
い

　2
0
1
1
年
８
月
、13
名
体
制
で
活
動
を

開
始
し
た
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
：
南
相
馬
市
社
協
）の
生
活
支
援
相
談
員

（
以
下
：
相
談
員
）。
当
初
は
、全
戸
訪
問
を

行
い
傾
聴
や
被
災
者
の
思
い
に
共
感
す
る
こ

と
か
ら
始
め
、そ
こ
で
挙
が
っ
て
き
た
問
題

や
課
題
を
専
門
職
へ
と
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い

ま
し
た
。

　訪
問
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
、社
協
や

相
談
員
の
認
知
度
が
低
く
、「
あ
ん
た
た
ち

は
誰
な
ん
だ
？
」と
追
い
返
さ
れ
た
り
、「
何

し
に
き
た
ん
だ
」と
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
国
や
市
に
対
す
る
不
平

不
満
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
仮
設
住
宅
は
１
K
の

間
取
り
に
２
人
入
居
な
ど
、窮
屈
な
生
活
に

加
え
、家
族
を
亡
く
し
た
り
家
が
流
さ
れ
た

り
と
大
変
な
状
況
の
中
、気
が
休
ま
る
時
が

な
い
、隣
の
家
族
の
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
音

が
気
に
障
る
な
ど
、日
々
の
ス
ト
レ
ス
の
は

け
口
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
被
災
者
の
方
た
ち
は
大
変
な
思
い
を
し
て

い
る
。
怒
鳴
ら
れ
る
の
も
仕
事
の
う
ち
と

思
い
、じ
っ
く
り
と
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
い
き
ま
し
た
」と
話
す
の
は
統
括
の
舘

内
咲
子
さ
ん
。
相
談
員
の
役
割
に
つ
い
て

説
明
し
、根
気
強
く
訪
問
す
る
こ
と
で
被

災
者
と
の
信
頼
関
係
を
少
し
ず
つ
築
い
て

い
き
ま
し
た
。

　仮
設
住
宅
に
は
、福
島
県
か
ら
派
遣
さ
れ

全
戸
の
見
回
り
を
行
う
絆
職
員
も
配
置
さ

れ
て
い
た
ほ
か
、市
の
保
健
師
も
活
動
し
て

い
た
の
で
、訪
問
日
が
重
複
し
な
い
よ
う
に

情
報
を
共
有
し
、効
率
よ
い
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、借
り
上
げ
住
宅（
み
な
し

仮
設
住
宅
）の
訪
問
も
始
ま
り
、訪
問
の
必

要
性
な
ど
状
況
に
応
じ
て
見
守
り
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
信
頼
関
係
の
深
ま
り
と
と

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、困
り
事
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
必
要
と
さ
れ
て
い
る
限
り

活
動
を
続
け
て
、被
災
者
の
方
全
員
が
普

通
の
生
活
に
戻
れ
る
ま
で
相
談
員
で
あ
り

続
け
た
い
」と
統
括
の
西
千
晶
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
、災
害
・
復
興
公

営
住
宅
、住
宅
再
建
と
居
住
環
境
が
変
化

す
る
と
と
も
に
、被
災
者
が
抱
え
る
課
題

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、日
頃
活

動
す
る
相
談
員
は
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
長
屋
づ
く
り
の
仮
設
住
宅
で
は
、プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、一
歩
外
に
出
れ
ば
誰
か
が

居
て
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も
多
く
、被
災

者
支
援
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
も

数
多
く
あ
り
、手
厚
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
醸

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、災
害
・
復

興
公
営
住
宅
に
移
っ
た
方
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
た
も
の
の
、地
域
の
こ
と
も

●
地
域
福
祉
懇
談
会
へ
の
参
加

　南
相
馬
市
社
協
が
平
成
28
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
懇
談
会
は
、市
内
７
ヵ
所
の
地

域
で
南
相
馬
市
社
協
の
会
長
・
役
職
員
を
は

じ
め
、南
相
馬
市
の
職
員
、相
談
員
も
参
加

し
て
地
域
の
問
題
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
考

え
る
会
で
す
。

　昨
年
７
月
に
開
催
し
た
懇
談
会
に
は
延
べ

2
5
8
名
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、地
域
の
課
題
解
決
ま
た
は
地
域
福
祉
活

動
推
進
の
た
め
の
必
要
な
取
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
で
話

し
合
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、今
後
の
活
動

指
針
と
す
る
べ
く
社
協
で
策
定
し
て
い
る

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」に
盛
り
込
ん
で
い

き
ま
す
。

●
民
生
委
員・
児
童
委
員
の
定
例
会
へ
出
席

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携
は
、相

談
員
が
活
動
を
行
う
上
で
と
て
も
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
各
地
区
ご
と
に
行
っ
て
い
る
民
生

委
員・
児
童
委

員
の
定
例
会
に
、

最
低
で
も
年
に

２
回
は
参
加
し
、

相
談
員
の
活
動

を
理
解
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、

互
い
の
情
報
交

換
も
行
っ
て
い

ま
す
。

●
避
難
者
生
活
支
援

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

　相
談
員
が
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
、少
し
で
も
問
題
解
決
へ
と
結
び
つ
け
る

た
め
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、地
域

の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、情
報
発
信

や
交
流
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
市
の
保
健
師
と
同
行
訪
問

　市
の
保
健
師
と
同
行
訪
問
を
し
て
、被
災

者
の
個
別
の
状
況
、課
題
を
共
有
し
合
っ
て

い
ま
す
。

●
男
の
つ
ど
い
を
開
催

　サ
ロ
ン
へ
の
男
性
参
加
者
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、男
性
の
集
ま
る
機
会
を
増
や
そ
う

と
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
老
人
会
メ

ン
バ
ー
に
協
力
を
得
て
住
民
参
加
型
で
年

に
２
回
、男

の
つ
ど
い
を

実
施
。
物
づ

く
り
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、

定
員
を
超
え

る
応
募
が
あ

る
な
ど
好
評

を
博
し
て
い

ま
す
。

●
被
災
者
自
立
に
向
け
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

の
評
価

　仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅（
み
な
し
仮

設
住
宅
）・
災
害
公
営
住
宅
で
避
難
生
活
を

続
け
て
い
る
被
災
者
を
対
象
に
、自
立
促

進
に
つ
い
て
の
中
期
的
な
方
針
を
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
や

効
果
な
ど
の
評
価
を
行
い
、被
災
者
の
現

状
を
踏
ま
え
た
今
後
の
施
策
や
取
組
み
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

で
生
活
を
始
め
た
も
の
の
、周
囲
と
馴
染
め

ず
、以
前
の
暮
ら
し
の
方
が
良
か
っ
た
と

い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
被
災

者
の
胸
の
内
を
理
解
し
つ
つ
、現
状
と
向
き

合
っ
て
背
中
を
そ
っ
と
押
し
て
あ
げ
る
よ

う
な
支
援
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

くろ　き　　よう　こ

南相馬市社会福祉協議会
生活支援相談室

室長
黒木 洋子さん

地域福祉懇談会の様子

しめ飾りづくりなどさまざまなイベントを実施

定例会の様子定例会の様子

※
援
助
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、申
し
出

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
た
ち
に
対
し
て
積
極
的
に

働
き
か
け
、支
援
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

生活支援相談室主催の被災者支援事業
「にじいろ交遊会」の様子

復興公営住宅の住民交流会で健康体操をしている様子。
避難先・避難元社協の相談員も参加しました

南
相
馬
市
社
協
が
目
指
す

今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
支
援
や
取
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
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住み慣れた地域で健康で
安心した生活を
～飯舘村社協による地域コミュニティ再生の取組み～

飯舘村は
20の行政区に
わかれています

帰還率は
約20％

　福
島
県
の
浜
通
り
北
部
に
位
置
す
る
、豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
飯
舘
村
。
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
、一
人
ひ
と
り
が

イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
て
い
た
こ
の
村
で
、村

民
は〝
ま
で
い
※
ラ
イ
フ
〞を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

支
え
合
い
な
が
ら
心
豊
か
な
生
活
を
営
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、東
日
本
大
震
災
に

よ
る
原
発
事
故
の
影
響
で
計
画
的
避
難
区

域
に
指
定
さ
れ
、約
6
，2
0
0
人
の
村
民

は
県
内
外
に
全
村
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　震
災
か
ら
6
年
が
過
ぎ
た
2
0
1
7
年

3
月
末
、一
部
の
帰
還
困
難
区
域
を
除
い

て
避
難
指
示
解
除
と
な
り
、待
望
の
帰
村

が
実
現
。
昨
年
4
月
に
小
中
学
校
が
再
開

し
、今
年
3
月
に
は
仮
設
住
宅
等
の
無
償

提
供
が
終
了
し
て
村
に
戻
る
人
も
増
え
て

い
ま
す
が
、6
月
現
在
の
村
内
居
住
者
は

1
，3
2
1
人
と
帰
還
率
は
20
％
ほ
ど
に
留

ま
り
、そ
の
約
60
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

今回の
ポイント

住み慣れた地域で健康で安心した生活を

で
す
。

　か
つ
て
の
飯
舘
村
は
三
世
代
同
居
が
多

く
、家
族
や
隣
近
所
で
助
け
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在

は
、「
ど
こ
で
買
い
物
で
き
る
の
か
な
ど
、生

活
に
必
要
な
情
報
を
な
か
な
か
得
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
、車
の
運
転
が
で
き
な

い
た
め
通
院
や
買
い
物
に
行
く
の
も
困
る

な
ど
、帰
村
し
た
高
齢
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
を
送
る
た
め
の
様
々
な
問
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
」と
、社
会
福
祉
法
人
飯
舘

村
社
会
福
祉
協
議
会
・
事
務
局
長
の
安
部

光
夫
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

※
ま
で
い
／「
手
間
ひ
ま
を
惜
し
ま
ず
」「
丁
寧
に
」「
時
間

を
か
け
て
」「
じ
っ
く
り
と
」と
い
っ
た
心
が
込
め
ら
れ

た
、古
く
か
ら
村
民
が
使
って
き
た
言
葉

❶飯舘村の帰還状況と村が目指す地域コミュニティの姿
❷村民による地域サロンの開催と地域コミュニティの再生
❸「地域お助け合い事業」で広がる助け合いの輪

特 集

つ
な
が
り
、
支
え
合
い
な
が
ら

「
ま
で
い
ラ
イ
フ
」を
再
生
す
る

つ
な
が
り
、
支
え
合
い
な
が
ら

「
ま
で
い
ラ
イ
フ
」を
再
生
す
る

村
民
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
も
と
に

必
要
な
支
援
を
見
つ
け
出
す

村
民
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
も
と
に

必
要
な
支
援
を
見
つ
け
出
す

あ
　べ
　

み
つ 

お

飯舘村社会福祉協議会　
事務局長

安部光夫さん
　　　　　　　　　　　　　　

あ  べ  みつ お

　避
難
指
示
解
除
に
伴
い
、村
が
進
め
る

「
い
い
た
て
　ま
で
い
な
復
興
計
画
」で
は
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
や
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
が
基
本
方
針
に
盛
り
込

ま
れ
る
な
ど
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
形
成
が
、村

再
生
の
た
め
の
大
き
な
役
割
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
飯
舘
村
社
協
で
も
、村
と

共
に
村
内
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

取
組
ん
で
お
り
、こ
れ
ま
で
の
活
動
で
見
え

て
き
た
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
村
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
も
と
に
、サ
ロ
ン
や
地
域
お
助
け
合

い
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　特
に
今
年
度
は
各
行
政
区
で
の
サ
ロ
ン
を

支
援
し
、百
歳
体
操
の
普
及
や
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
事
業（
地
域
お
助
け
合
い
事
業
）

と
も
連
動
さ
せ
な
が
ら
、行
政
区
役
員
や
住

民
、民
生
委
員
･
児
童
委
員
、老
人
ク
ラ
ブ

等
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、お
互
い
に
支
え
合

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
重
点
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

　今
後
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
、一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
、支
え
合
い
な

が
ら〝
ま
で
い
ラ
イ
フ
〞を
復
活
さ
せ
る
取

組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

避難前
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2019年6月
652世帯652世帯

1,733世帯1,733世帯

6,209人6,209人

1,321人1,321人

世帯数

飯舘村社会福祉協議会の支援内容飯舘村社会福祉協議会の支援内容

飯舘村の行政区と
住民の状況

見守り相談・支援（村内外）

生活支援相談員
見守り・訪問
お茶のみ会

サポートセンター
つながっぺ

サロン・百歳体操

地域コミュニティ
形成

（地域お助け合い事業）

世話人を
中心に

自主的運営
社会資源の
活用

高齢化社会を
見据えて

福祉チャリティー
祭り

（各団体との連携）

地域福祉の増進 ボランティア団体
との連携

飯舘村社会福祉協議会

補助　　　支援

行政区集会所等

住み慣れた地域で
健康で安心した生活
住み慣れた地域で

健康で安心した生活

行政区役員・住民・民生児童委員・
老人クラブ・ボランティア団体　等

地域サロン
（交流）

いきいき
百歳体操

（介護予防）

までいライフの復活
（自立・互助・共助）

P4で
紹介

P4で
紹介

P5で
紹介

大倉
佐須

前田

二枚橋・須萱

臼石 深谷
宮内

草野

関沢

小宮

蕨平長泥比曽

上飯樋

前田・八和木

飯樋町
大久保・外内

伊丹沢
村役場

関根・
松塚 八木沢・芦原

自
立
し
た
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

各
団
体
と
協
力
し
て

運
営
し
ま
す

日
常
生
活
を
お
手
伝
い

し
ま
す
！

元
気
で
イ
キ
イ
キ
と

暮
ら
し
た
い

2はあとふる・ふくしま 2019.8
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住み慣れた地域で健康で
安心した生活を
～飯舘村社協による地域コミュニティ再生の取組み～

飯舘村は
20の行政区に
わかれています

帰還率は
約20％

　福
島
県
の
浜
通
り
北
部
に
位
置
す
る
、豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
飯
舘
村
。
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
、一
人
ひ
と
り
が

イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
て
い
た
こ
の
村
で
、村

民
は〝
ま
で
い
※
ラ
イ
フ
〞を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

支
え
合
い
な
が
ら
心
豊
か
な
生
活
を
営
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、東
日
本
大
震
災
に

よ
る
原
発
事
故
の
影
響
で
計
画
的
避
難
区

域
に
指
定
さ
れ
、約
6
，2
0
0
人
の
村
民

は
県
内
外
に
全
村
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　震
災
か
ら
6
年
が
過
ぎ
た
2
0
1
7
年

3
月
末
、一
部
の
帰
還
困
難
区
域
を
除
い

て
避
難
指
示
解
除
と
な
り
、待
望
の
帰
村

が
実
現
。
昨
年
4
月
に
小
中
学
校
が
再
開

し
、今
年
3
月
に
は
仮
設
住
宅
等
の
無
償

提
供
が
終
了
し
て
村
に
戻
る
人
も
増
え
て

い
ま
す
が
、6
月
現
在
の
村
内
居
住
者
は

1
，3
2
1
人
と
帰
還
率
は
20
％
ほ
ど
に
留

ま
り
、そ
の
約
60
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

今回の
ポイント

住み慣れた地域で健康で安心した生活を

で
す
。

　か
つ
て
の
飯
舘
村
は
三
世
代
同
居
が
多

く
、家
族
や
隣
近
所
で
助
け
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在

は
、「
ど
こ
で
買
い
物
で
き
る
の
か
な
ど
、生

活
に
必
要
な
情
報
を
な
か
な
か
得
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
、車
の
運
転
が
で
き
な

い
た
め
通
院
や
買
い
物
に
行
く
の
も
困
る

な
ど
、帰
村
し
た
高
齢
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
を
送
る
た
め
の
様
々
な
問
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
」と
、社
会
福
祉
法
人
飯
舘

村
社
会
福
祉
協
議
会
・
事
務
局
長
の
安
部

光
夫
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

※
ま
で
い
／「
手
間
ひ
ま
を
惜
し
ま
ず
」「
丁
寧
に
」「
時
間

を
か
け
て
」「
じ
っ
く
り
と
」と
い
っ
た
心
が
込
め
ら
れ

た
、古
く
か
ら
村
民
が
使
って
き
た
言
葉

❶飯舘村の帰還状況と村が目指す地域コミュニティの姿
❷村民による地域サロンの開催と地域コミュニティの再生
❸「地域お助け合い事業」で広がる助け合いの輪

特 集

つ
な
が
り
、
支
え
合
い
な
が
ら

「
ま
で
い
ラ
イ
フ
」を
再
生
す
る

つ
な
が
り
、
支
え
合
い
な
が
ら

「
ま
で
い
ラ
イ
フ
」を
再
生
す
る

村
民
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
も
と
に

必
要
な
支
援
を
見
つ
け
出
す

村
民
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
も
と
に

必
要
な
支
援
を
見
つ
け
出
す

あ
　べ
　

み
つ 

お

飯舘村社会福祉協議会　
事務局長

安部光夫さん
　　　　　　　　　　　　　　

あ  べ  みつ お

　避
難
指
示
解
除
に
伴
い
、村
が
進
め
る

「
い
い
た
て
　ま
で
い
な
復
興
計
画
」で
は
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
や
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
が
基
本
方
針
に
盛
り
込

ま
れ
る
な
ど
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
形
成
が
、村

再
生
の
た
め
の
大
き
な
役
割
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
飯
舘
村
社
協
で
も
、村
と

共
に
村
内
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

取
組
ん
で
お
り
、こ
れ
ま
で
の
活
動
で
見
え

て
き
た
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
村
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
も
と
に
、サ
ロ
ン
や
地
域
お
助
け
合

い
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　特
に
今
年
度
は
各
行
政
区
で
の
サ
ロ
ン
を

支
援
し
、百
歳
体
操
の
普
及
や
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
事
業（
地
域
お
助
け
合
い
事
業
）

と
も
連
動
さ
せ
な
が
ら
、行
政
区
役
員
や
住

民
、民
生
委
員
･
児
童
委
員
、老
人
ク
ラ
ブ

等
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、お
互
い
に
支
え
合

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
重
点
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

　今
後
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
、一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
、支
え
合
い
な

が
ら〝
ま
で
い
ラ
イ
フ
〞を
復
活
さ
せ
る
取

組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

避難前
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2019年6月
652世帯652世帯

1,733世帯1,733世帯

6,209人6,209人

1,321人1,321人

世帯数

飯舘村社会福祉協議会の支援内容飯舘村社会福祉協議会の支援内容

飯舘村の行政区と
住民の状況

見守り相談・支援（村内外）

生活支援相談員
見守り・訪問
お茶のみ会

サポートセンター
つながっぺ

サロン・百歳体操

地域コミュニティ
形成

（地域お助け合い事業）

世話人を
中心に

自主的運営
社会資源の
活用

高齢化社会を
見据えて

福祉チャリティー
祭り

（各団体との連携）

地域福祉の増進 ボランティア団体
との連携

飯舘村社会福祉協議会

補助　　　支援

行政区集会所等

住み慣れた地域で
健康で安心した生活
住み慣れた地域で

健康で安心した生活

行政区役員・住民・民生児童委員・
老人クラブ・ボランティア団体　等

地域サロン
（交流）

いきいき
百歳体操

（介護予防）

までいライフの復活
（自立・互助・共助）

P4で
紹介

P4で
紹介

P5で
紹介

大倉
佐須

前田

二枚橋・須萱

臼石 深谷
宮内

草野

関沢

小宮

蕨平長泥比曽

上飯樋

前田・八和木

飯樋町
大久保・外内

伊丹沢
村役場

関根・
松塚 八木沢・芦原

自
立
し
た
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

各
団
体
と
協
力
し
て

運
営
し
ま
す

日
常
生
活
を
お
手
伝
い

し
ま
す
！

元
気
で
イ
キ
イ
キ
と

暮
ら
し
た
い
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　帰
村
者
が
増
え
る
に
つ
れ『
つ
な
が
っ
ぺ
』

だ
け
で
は
利
用
者
へ
の
対
応
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
と
、今
以
上
に
身
近
な
場

所
で
気
軽
に
交
流
で
き
る
よ
う
、各
地
域
で

の
サ
ロ
ン
開
設
も
進
め
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、社
協
が
サ
ロ
ン
活
動
の
す
べ

て
を
準
備
す
る
の
で
は
な
く
、地
域
の
有
志

や『
つ
な
が
っぺ
』の
利
用
者
な
ど
が
世
話
人

を
作
っ
て
食
べ
た
り
、百
歳
体
操
を
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　「地
域
サ
ロ
ン
は
、参
加
者
が
何
人
で
も
い

い
、何
を
や
っ
て
も
い
い
と
い
う
、自
由
な
ス

タ
ン
ス
で
勧
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

み
を
広
く
紹
介
し
、他
の
地
区
と
共
有
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
」と
安
部
さ
ん
。『
つ
な
が
っ

ぺ
』や
地
域
サ
ロ
ン
で
の
活
動
を
契
機
に
以

前
の
よ
う
な
地
域
で
の
コ
ミュニ
テ
ィ
が
再
生

し
、村
民
が
互
い
に
ど
う
支
え
合
う
こ
と
が

で
き
る
か
が
、高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

か
ら
ま
ず
は
村
民
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、懐
か

し
い
人
に
会
え
る
場
を
作
ろ
う
と『
お
か
え

り
な
さ
い
お
茶
の
み
会
』を
企
画
し
ま
し
た
。

　帰
村
開
始
か
ら
間
も
な
い
２
０
１
７
年
5

月
11
日
に
開
催
し
た
こ
の
会
に
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
含
め
て
60
人
ほ
ど
が
参
加
し
、交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
民
の

反
響
は
大
き
く
、そ
の
後
8
月
ま
で
月
2
回

開
催
さ
れ
、9
月
か
ら
は
、社
協
が
村
か
ら

運
営
を
委
託
さ
れ
開
設
し
た『
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
　つ
な
が
っ
ぺ
』（
以
下
、つ
な
が
っ

ぺ
）で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
。
村
民
の
日
常

的
な
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
毎
日
開
催
し
て

い
ま
す
。

　『つ
な
が
っ
ぺ
』で
は
介
護
予
防
の
た
め

の
百
歳
体
操
を
行
っ
た
り
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
と
、地
域
の
人
た
ち

が
顔
を
合
わ
せ
て
交
流
す
る
こ
と
で
、避
難

前
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
つ
な
が
り
も
で
き

て
き
て
い
ま
す
。
帰
村
し
た
村
民
か
ら
は
、

「
つ
な
が
っ
ぺ
の
お
か
げ
で
み
ん
な
に
会
え
る

の
が
楽
し
い
、待
ち
遠
し
い
」「
活
動
を
通

し
て
生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
感
じ
、帰
っ

て
き
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　避
難
指
示
解
除
に
な
っ
て
社
協
が
ま
ず

行
っ
た
の
は
、生
活
支
援
相
談
員
が
帰
村
し

た
方
々
を
訪
問
し
て
、村
で
生
活
す
る
上
で

の
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど
、村
民
の
声
を
聞

く
こ
と
で
し
た
。
す
る
と「
誰
が
戻
って
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
」「
近
所
に
誰
も
い
な
く
て

さ
み
し
い
」と
い
う
声
が
多
く
上
が
っ
た
こ
と

『
お
か
え
り
な
さ
い
お
茶
の
み
会
』が

村
民
の
交
流
促
進
の
足
が
か
り
に

『
お
か
え
り
な
さ
い
お
茶
の
み
会
』が

村
民
の
交
流
促
進
の
足
が
か
り
に

地
域
の
サ
ロ
ン
を
増
や
し

よ
り
身
近
に
集
え
る
場
所
を

地
域
の
サ
ロ
ン
を
増
や
し

よ
り
身
近
に
集
え
る
場
所
を

住み慣れた地域で健康で安心した生活を

と
な
り
、そ
の
人
た
ち
を
中
心
と
し
て
、自

分
た
ち
で
交
流
活
動
を
企
画
・
実
践
し
て
み

よ
う
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、臼
石
地
区
と
前
田
地
区
、飯
樋

町
地
区
、大
倉
地
区
の
計
4
カ
所
で
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
前
田
地
区
で
開
か
れ

た
サ
ロ
ン
で
は
、地
区
住
民
が
一
緒
に
料
理

身
近
な
地
域
に
あ
る
こ
と
で

誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
所
に
し
た
い

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
で

高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
に

日
常
生
活
支
援
事
業
（
地
域
お
助
け
合
い
事
業
）

　ま
た
、帰
村
し
た
村
民
か
ら
は
、買
い
物

や
通
院
に
加
え
、個
人
宅
の
草
刈
り
や
除

雪
も
高
齢
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
避
難
前
の
よ
う
に
頼

れ
る
隣
近
所
や
若
い
人
が
少
な
い
た
め
、手

を
貸
し
合
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
受
け
、社
協
で
は
、日
常
生
活
支
援
事

業（
地
域
お
助
け
合
い
事
業
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

　こ
れ
は
、高
齢
者
な
ど
が
日
常
生
活
で

困
っ
て
い
る
こ
と
を
助
け
合
う
仕
組
み
で
、

社
協
が
利
用
者
と
支
援
者
を
つ
な
ぐ
役
目

を
担
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
1
回
当
た
り

3
0
0
円
を
支
払
い
、社
協
は
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
く
れ
る
支
援
者
に
実
費
を
支
払

い
ま
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動

が
基
本
で
す
。

　現
在
は
利
用
者
が
46
名
、サ
ー
ビ
ス
提

供
者
が
18
名
。
若
い
世
代
の
帰
村
が
進
ま

な
い
中
で
提
供
者
を
増
や
す
た
め
に
、社

協
か
ら
地
域
で
対
応
し
て
く
れ
そ
う
な
人

に
働
き
か
け
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
除
雪
に
活
用
で
き
る
機
具
を
持
っ
て
い
る

な
ど
、
村
内
に
は
い
ろ
ん
な
形
で
支
援
が

で
き
る
人
が
い
て
、そ
の
人
と
利
用
者
を
つ

な
ぐ
の
が
社
協
の
役
割
。
地
域
で
の
目
配

り
が
で
き
て
く
る
と
、自
然
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

も
再
構
築
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
」と
、安

部
さ
ん
は
村
民
の
力
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　帰
村
し
た
村
民
が
、こ
れ
か
ら
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
安
心
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
く
た
め
に
は
、村
民
同
士
が
地
域

で
支
え
合
っ
て
い
く
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
が
不
可
欠
で
す
。
サ
ロ
ン
活
動

や
地
域
お
助
け
合
い
事
業
も
住
民
の
ニ
ー

ズ
か
ら
出
て
き
た
取
組
み
で
す
が
、社
協
と

し
て
は
様
々
な
場
面
で
住
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、村
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、地
域
で
中
心
的

な
役
割
を
担
う
方
た
ち
と
連
携
し
、村
民

の
主
体
的
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
を

村
民
同
士
で
助
け
合
う

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
を

村
民
同
士
で
助
け
合
う

日常生活支援事業
（地域お助け合い事業）
高齢者などを対象に軽易な日常生活の援助により自立
した生活が送れるようサポートすると共に、地域住民
などがサービスの担い手となることにより、地域福祉
の向上に役立てることを目的としています。

［利用対象者］65歳以上で一人暮らし高齢者、高齢者
のみの世帯、日中独居高齢者、身体に障がいのある方

［主な内容：利用料］1回300円
●病院や役場、金融機関、買い物、お茶のみ会等への
送迎　●家の内外の片付け　●窓ふきなどの軽作業
●草刈り　●雪かき　　など

大勢の人が参加した第1回「おかえりなさいお茶のみ会」つながっぺでの活動の様子。鯉のぼりのタペストリーを制作しました

必ず行っている百歳体操

一緒に料理を作り話もはずみます

開館時間／ 10：00～ 15：00　休館日／土日・祝日
TEL 0244-26-5207

飯
舘
村
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

つ
な
が
っ
ぺ

　

飯舘村社協が提案する地域サロンの内容

●1回当たり、運営費（参加者1人につき100円程度）や世話人報償費、
保険代等の補助をします。
●地域担当生活支援相談員が運営のお手伝いをします。

●世話人（地域で選出）を中心
に定期的に開催（月1回以上）

●介護予防体操（いきいき百歳
体操）は必ず実施

●お茶を飲みながら、ゲームや
趣味の活動などで楽しく交流

地域で自主的に運営

いきいき百歳
体操（30分）

お茶会
参加者の交流
活動など

社協

利用者 支援者

マッチング

草刈りを
お願い!!

まかせて！

❷支援の
　依頼

❸サポート

❶困りごと
　の依頼

❹利用料の
　支払い

❺実費の
　支払い
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　帰
村
者
が
増
え
る
に
つ
れ『
つ
な
が
っ
ぺ
』

だ
け
で
は
利
用
者
へ
の
対
応
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
と
、今
以
上
に
身
近
な
場

所
で
気
軽
に
交
流
で
き
る
よ
う
、各
地
域
で

の
サ
ロ
ン
開
設
も
進
め
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、社
協
が
サ
ロ
ン
活
動
の
す
べ

て
を
準
備
す
る
の
で
は
な
く
、地
域
の
有
志

や『
つ
な
が
っぺ
』の
利
用
者
な
ど
が
世
話
人

を
作
っ
て
食
べ
た
り
、百
歳
体
操
を
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　「地
域
サ
ロ
ン
は
、参
加
者
が
何
人
で
も
い

い
、何
を
や
っ
て
も
い
い
と
い
う
、自
由
な
ス

タ
ン
ス
で
勧
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

み
を
広
く
紹
介
し
、他
の
地
区
と
共
有
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
」と
安
部
さ
ん
。『
つ
な
が
っ

ぺ
』や
地
域
サ
ロ
ン
で
の
活
動
を
契
機
に
以

前
の
よ
う
な
地
域
で
の
コ
ミュニ
テ
ィ
が
再
生

し
、村
民
が
互
い
に
ど
う
支
え
合
う
こ
と
が

で
き
る
か
が
、高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

か
ら
ま
ず
は
村
民
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、懐
か

し
い
人
に
会
え
る
場
を
作
ろ
う
と『
お
か
え

り
な
さ
い
お
茶
の
み
会
』を
企
画
し
ま
し
た
。

　帰
村
開
始
か
ら
間
も
な
い
２
０
１
７
年
5

月
11
日
に
開
催
し
た
こ
の
会
に
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
含
め
て
60
人
ほ
ど
が
参
加
し
、交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
民
の

反
響
は
大
き
く
、そ
の
後
8
月
ま
で
月
2
回

開
催
さ
れ
、9
月
か
ら
は
、社
協
が
村
か
ら

運
営
を
委
託
さ
れ
開
設
し
た『
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
　つ
な
が
っ
ぺ
』（
以
下
、つ
な
が
っ

ぺ
）で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
。
村
民
の
日
常

的
な
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
毎
日
開
催
し
て

い
ま
す
。

　『つ
な
が
っ
ぺ
』で
は
介
護
予
防
の
た
め

の
百
歳
体
操
を
行
っ
た
り
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
と
、地
域
の
人
た
ち

が
顔
を
合
わ
せ
て
交
流
す
る
こ
と
で
、避
難

前
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
つ
な
が
り
も
で
き

て
き
て
い
ま
す
。
帰
村
し
た
村
民
か
ら
は
、

「
つ
な
が
っ
ぺ
の
お
か
げ
で
み
ん
な
に
会
え
る

の
が
楽
し
い
、待
ち
遠
し
い
」「
活
動
を
通

し
て
生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
感
じ
、帰
っ

て
き
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　避
難
指
示
解
除
に
な
っ
て
社
協
が
ま
ず

行
っ
た
の
は
、生
活
支
援
相
談
員
が
帰
村
し

た
方
々
を
訪
問
し
て
、村
で
生
活
す
る
上
で

の
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど
、村
民
の
声
を
聞

く
こ
と
で
し
た
。
す
る
と「
誰
が
戻
って
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
」「
近
所
に
誰
も
い
な
く
て

さ
み
し
い
」と
い
う
声
が
多
く
上
が
っ
た
こ
と

『
お
か
え
り
な
さ
い
お
茶
の
み
会
』が

村
民
の
交
流
促
進
の
足
が
か
り
に

『
お
か
え
り
な
さ
い
お
茶
の
み
会
』が

村
民
の
交
流
促
進
の
足
が
か
り
に

地
域
の
サ
ロ
ン
を
増
や
し

よ
り
身
近
に
集
え
る
場
所
を

地
域
の
サ
ロ
ン
を
増
や
し

よ
り
身
近
に
集
え
る
場
所
を

住み慣れた地域で健康で安心した生活を

と
な
り
、そ
の
人
た
ち
を
中
心
と
し
て
、自

分
た
ち
で
交
流
活
動
を
企
画
・
実
践
し
て
み

よ
う
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、臼
石
地
区
と
前
田
地
区
、飯
樋

町
地
区
、大
倉
地
区
の
計
4
カ
所
で
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
前
田
地
区
で
開
か
れ

た
サ
ロ
ン
で
は
、地
区
住
民
が
一
緒
に
料
理

身
近
な
地
域
に
あ
る
こ
と
で

誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
所
に
し
た
い

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
で

高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
に

日
常
生
活
支
援
事
業
（
地
域
お
助
け
合
い
事
業
）

　ま
た
、帰
村
し
た
村
民
か
ら
は
、買
い
物

や
通
院
に
加
え
、個
人
宅
の
草
刈
り
や
除

雪
も
高
齢
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
避
難
前
の
よ
う
に
頼

れ
る
隣
近
所
や
若
い
人
が
少
な
い
た
め
、手

を
貸
し
合
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
受
け
、社
協
で
は
、日
常
生
活
支
援
事

業（
地
域
お
助
け
合
い
事
業
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

　こ
れ
は
、高
齢
者
な
ど
が
日
常
生
活
で

困
っ
て
い
る
こ
と
を
助
け
合
う
仕
組
み
で
、

社
協
が
利
用
者
と
支
援
者
を
つ
な
ぐ
役
目

を
担
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
1
回
当
た
り

3
0
0
円
を
支
払
い
、社
協
は
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
く
れ
る
支
援
者
に
実
費
を
支
払

い
ま
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動

が
基
本
で
す
。

　現
在
は
利
用
者
が
46
名
、サ
ー
ビ
ス
提

供
者
が
18
名
。
若
い
世
代
の
帰
村
が
進
ま

な
い
中
で
提
供
者
を
増
や
す
た
め
に
、社

協
か
ら
地
域
で
対
応
し
て
く
れ
そ
う
な
人

に
働
き
か
け
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
除
雪
に
活
用
で
き
る
機
具
を
持
っ
て
い
る

な
ど
、
村
内
に
は
い
ろ
ん
な
形
で
支
援
が

で
き
る
人
が
い
て
、そ
の
人
と
利
用
者
を
つ

な
ぐ
の
が
社
協
の
役
割
。
地
域
で
の
目
配

り
が
で
き
て
く
る
と
、自
然
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

も
再
構
築
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
」と
、安

部
さ
ん
は
村
民
の
力
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　帰
村
し
た
村
民
が
、こ
れ
か
ら
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
安
心
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
く
た
め
に
は
、村
民
同
士
が
地
域

で
支
え
合
っ
て
い
く
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
が
不
可
欠
で
す
。
サ
ロ
ン
活
動

や
地
域
お
助
け
合
い
事
業
も
住
民
の
ニ
ー

ズ
か
ら
出
て
き
た
取
組
み
で
す
が
、社
協
と

し
て
は
様
々
な
場
面
で
住
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、村
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、地
域
で
中
心
的

な
役
割
を
担
う
方
た
ち
と
連
携
し
、村
民

の
主
体
的
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
を

村
民
同
士
で
助
け
合
う

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
を

村
民
同
士
で
助
け
合
う

日常生活支援事業
（地域お助け合い事業）
高齢者などを対象に軽易な日常生活の援助により自立
した生活が送れるようサポートすると共に、地域住民
などがサービスの担い手となることにより、地域福祉
の向上に役立てることを目的としています。

［利用対象者］65歳以上で一人暮らし高齢者、高齢者
のみの世帯、日中独居高齢者、身体に障がいのある方

［主な内容：利用料］1回300円
●病院や役場、金融機関、買い物、お茶のみ会等への
送迎　●家の内外の片付け　●窓ふきなどの軽作業
●草刈り　●雪かき　　など

大勢の人が参加した第1回「おかえりなさいお茶のみ会」つながっぺでの活動の様子。鯉のぼりのタペストリーを制作しました

必ず行っている百歳体操

一緒に料理を作り話もはずみます

開館時間／ 10：00～ 15：00　休館日／土日・祝日
TEL 0244-26-5207

飯
舘
村
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

つ
な
が
っ
ぺ

　

飯舘村社協が提案する地域サロンの内容

●1回当たり、運営費（参加者1人につき100円程度）や世話人報償費、
保険代等の補助をします。
●地域担当生活支援相談員が運営のお手伝いをします。

●世話人（地域で選出）を中心
に定期的に開催（月1回以上）
●介護予防体操（いきいき百歳
体操）は必ず実施
●お茶を飲みながら、ゲームや
趣味の活動などで楽しく交流

地域で自主的に運営

いきいき百歳
体操（30分）

お茶会
参加者の交流
活動など

社協

利用者 支援者

マッチング

草刈りを
お願い!!

まかせて！

❷支援の
　依頼

❸サポート

❶困りごと
　の依頼

❹利用料の
　支払い

❺実費の
　支払い
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　全
国
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
た
昨
年
は
、

10
月
12
日
の
台
風
19
号
と
10
月
25
日
に
発

生
し
た
豪
雨
に
よ
り
、各
地
で
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
福
島
県
内
で
は
死
者

32
人
、重
軽
傷
者
59
人
を
数
え
、家
屋
の
全

壊
1
4
８
２
棟
、半
壊
1
2
５
１
４
棟
、床

上
・
床
下
浸
水
1
6
0
５
棟
な
ど
、大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た（
福
島
県
災
害
対

策
課「
令
和
元
年
台
風
19
号
等
に
よ
る
被

害
状
況
即
報
　第
84
報
」／
令
和
元
年
2

月
25
日
現
在
）。

　東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
の
影

響
で
県
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、台
風

19
号
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
い
わ
き
市
や

郡
山
市
な
ど
に
多
く
、い
わ
き
市
の
2
4
5

世
帯
や
郡
山
市
の
30
世
帯
を
は
じ
め
、少

台風19号における原発避難者と地域住民の助け合い

特 集

台
風
19
号
な
ど
の
災
害
で

原
発
避
難
者
が
「
二
重
被
災
」

台
風
19
号
な
ど
の
災
害
で

原
発
避
難
者
が
「
二
重
被
災
」

地
域
社
会
で
の
つ
な
が
り
が

い
ざ
と
い
う
時
の
力
に
な
る

地
域
社
会
で
の
つ
な
が
り
が

い
ざ
と
い
う
時
の
力
に
な
る

今回の
ポイント

❶台風19号発生時に、復興公営住宅集会所が避難所として機能
❷日常的な交流が、もしもの時に「共助」できる関係につながる
❸防災活動が地域コミュニティづくりのきっかけになる

集会所に飲料水などを準備し、
避難所として活用していただいた

な
く
と
も
3
1
４
世
帯
が
避
難
先
で
再
び

被
災
し
ま
し
た
。

　こ
う
い
っ
た
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、国
や
県
、市
町
村
の
対
応
に
よ
る

「
公
助
」の
他
に
、自
分
の
身
を
自
分
の
努

力
に
よ
っ
て
守
る「
自
助
」、普
段
か
ら
顔
を

合
わ
せ
て
い
る
地
域
や
近
隣
の
人
同
士
が

助
け
合
う「
共
助
」こ
そ
が
、災
害
に
よ
る

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。
普
段
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
災

害
時
に
行
う
こ
と
は
困
難
な
た
め
、自
分
の

ま
ち
の
危
険
な
箇
所
を
知
っ
て
お
く
、近
所

づ
き
あ
い
や
声
を
掛
け
合
う
な
ど
、日
頃

か
ら
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
心
配
り
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　し
か
し
、津
波
や

原
発
事
故
で
ふ
る
さ

と
を
離
れ
避
難
し
て

い
る
方
は
、初
め
て

暮
ら
す
土
地
で
の
生

活
に
な
か
な
か
馴
染

め
な
か
っ
た
り
、地
域

の
人
と
ど
う
関
わ
っ

て
い
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
り
と
、日

頃
か
ら
の
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
台
風
19
号
に
お
い
て
、い
わ
き
市

内
郷
に
あ
る
復
興
公
営
住
宅
･
県
営
宮
沢

団
地（
以
下
、宮
沢
団
地
）で
は
入
居
以
来

培
っ
て
き
た
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
力
を
発
揮

し
、集
会
所
が
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し

て
機
能
し
ま
し
た
。
宮
沢
団
地
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
支
援
に
携
わ
っ
た
の
は
、N
P
O

法
人
み
ん
ぷ
く（
以
下
、み
ん
ぷ
く
）で
す
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、避
難
者
の
住
ま
う
宮
沢

団
地
と
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
取
組
み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

台風19号における原発避難者と
地域住民の助け合い
－避難先での防災と避難活動－

●原発事故の避難者が水害で被災した自治体

本宮市本宮市

福島市福島市 伊達市伊達市

二本松市二本松市

郡山市郡山市

須賀川市須賀川市

田村市田村市

いわき市いわき市

南相馬市南相馬市

相馬市相馬市

ー
台
風
19
号
の
際
の
、宮
沢
団
地
自
治
会

の
対
応
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

志
賀

　まず
は
入
居
者
向
け
に
注
意
喚
起

の
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
、停
電
や
断
水
に

対
す
る
準
備
や
、強
風
で
物
が
飛
ば
な
い
よ

う
な
対
応
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。
宮

沢
団
地
は
高
台
に
あ
る
た
め
、直
接
的
な

浸
水
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、地
区

の
南
北
に
宮
川
と
新
川
と
い
う
2
つ
の
川
が

あ
り
、宮
沢
団
地
よ
り
低
い
周
辺
の
地
域

で
は
、以
前
か
ら
度
々
浸
水
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

高
梨

　その
た
め
地
域
の
方
か
ら
宮
沢
団

地
自
治
会
に
対
し
て
、集
会
所
を
地
域
住
民

の
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
出
て
い
ま
し
た
。
万
一
の
際
に

は
、団
地
の
住
民
と
地
域
の
方
が
互
い
に
支

え
合
え
る
よ
う
に
、話
し
合
う
機
会
を
つ
く

り
日
頃
か
ら
交
流
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
、

団
地
の
皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、今
回

実
際
に
避
難
所
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

NPO法人みんぷく
スーパーバイザー
高梨 幸司さん

し　が　ふみきよ たかなし　こう  じ

台
風
19
号
発
生
時
、
宮
沢
団
地
自
治
会
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
か
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ー
実
際
に
避
難
さ
れ
て
来
た
方
に
ど
の
よ

う
な
支
援
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

志
賀

　断水
に
備
え
て
、集
会
所
内
に
飲

料
水
や
ト
イ
レ
用
の
水
、毛
布
な
ど
を
準
備

し
ま
し
た
。
避
難
者
の
中
に
は
車
い
す
の

方
も
い
ま
し
た
が
、民
生
委
員
の
協
力
で
、

安
全
に
避
難
が
で
き
ま
し
た
。
4
名
が
集

会
所
に
宿
泊
さ
れ
た
ほ
か
、一
時
的
に
避
難

し
て
き
た
方
も
10
数
名
い
ま
し
た
。

ー
10
月
25
日
に
も
豪
雨
が
あ
り
、再
び
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
ね
。

志
賀

　南北
を
流
れ
る
２
つ
の
川
が
氾
濫

し
た
た
め
、車
が
水
没
し
な
い
よ
う
に
と
、

20
数
台
の
車
輌
が
宮
沢
団
地
周
辺
に
移
動

し
て
き
ま
し
た
。
集
会
所
を
利
用
し
て
も

よ
い
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
い
た
の
で
、雨

の
中
、集
会
所
周
辺
に
駐
車
し
た
車
輌
に

い
る
方
々
に
声
を
掛
け
て
団
地
駐
車
場
へ

移
動
を
促
し
た
り
、ト
イ
レ
や
着
替
え
の

場
所
と
し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

高
梨

　子ど
も
連
れ
の
方
も
い
た
よ
う

で
、皆
さ
ん
感
謝
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

普
段
宮
沢
団
地
の
住
民
と
の
交
流
が
な
い

人
で
も
、
今
回
避
難
所
と
し
て
利
用
し
た

こ
と
で
、災
害
が
あ
っ
た
と
き
に
、こ
こ
を

使
っ
て
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
広
め
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

志
賀

　地域
の
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、早
期
に
動
い
た
こ
と
も
そ
う

で
す
が
、こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
関
係

が
あ
り
、い
い
形
で
動
い
て
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い

た
こ
と
で
自
然
と「
共
助
」に
よ
る
活
動
が

で
き
た
の
で
、も
っ
と
多
く
の
宮
沢
団
地
住

民
や
地
域
の
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

インタ
ビュー

※福島県からの委託で、2014年から復興
　公営住宅のコミュニティ形成を支援

県営宮沢団地自治会
（いわき市）会長
志賀 文清さん

自　助 共　助共　助
地域の
つながり

3つの助け合いで
災害時の被害を抑える
3つの助け合いで

災害時の被害を抑える

公　助

地域住民や
近隣の人が
互いに協力
し合う

行政機関、自衛
隊等による救助
・援助等

自分の身を
自分の努力
によって守る

内郷駅

浸水区域

66

宮川

新川

いわき市内郷地区浸水区域図

復興公営住宅･
県営宮沢団地
復興公営住宅･
県営宮沢団地
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　全
国
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
た
昨
年
は
、

10
月
12
日
の
台
風
19
号
と
10
月
25
日
に
発

生
し
た
豪
雨
に
よ
り
、各
地
で
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
福
島
県
内
で
は
死
者

32
人
、重
軽
傷
者
59
人
を
数
え
、家
屋
の
全

壊
1
4
８
２
棟
、半
壊
1
2
５
１
４
棟
、床

上
・
床
下
浸
水
1
6
0
５
棟
な
ど
、大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た（
福
島
県
災
害
対

策
課「
令
和
元
年
台
風
19
号
等
に
よ
る
被

害
状
況
即
報
　第
84
報
」／
令
和
元
年
2

月
25
日
現
在
）。

　東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
の
影

響
で
県
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、台
風

19
号
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
い
わ
き
市
や

郡
山
市
な
ど
に
多
く
、い
わ
き
市
の
2
4
5

世
帯
や
郡
山
市
の
30
世
帯
を
は
じ
め
、少

台風19号における原発避難者と地域住民の助け合い

特 集

台
風
19
号
な
ど
の
災
害
で

原
発
避
難
者
が
「
二
重
被
災
」

台
風
19
号
な
ど
の
災
害
で

原
発
避
難
者
が
「
二
重
被
災
」

地
域
社
会
で
の
つ
な
が
り
が

い
ざ
と
い
う
時
の
力
に
な
る

地
域
社
会
で
の
つ
な
が
り
が

い
ざ
と
い
う
時
の
力
に
な
る

今回の
ポイント

❶台風19号発生時に、復興公営住宅集会所が避難所として機能
❷日常的な交流が、もしもの時に「共助」できる関係につながる
❸防災活動が地域コミュニティづくりのきっかけになる

集会所に飲料水などを準備し、
避難所として活用していただいた

な
く
と
も
3
1
４
世
帯
が
避
難
先
で
再
び

被
災
し
ま
し
た
。

　こ
う
い
っ
た
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、国
や
県
、市
町
村
の
対
応
に
よ
る

「
公
助
」の
他
に
、自
分
の
身
を
自
分
の
努

力
に
よ
っ
て
守
る「
自
助
」、普
段
か
ら
顔
を

合
わ
せ
て
い
る
地
域
や
近
隣
の
人
同
士
が

助
け
合
う「
共
助
」こ
そ
が
、災
害
に
よ
る

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。
普
段
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
災

害
時
に
行
う
こ
と
は
困
難
な
た
め
、自
分
の

ま
ち
の
危
険
な
箇
所
を
知
っ
て
お
く
、近
所

づ
き
あ
い
や
声
を
掛
け
合
う
な
ど
、日
頃

か
ら
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
心
配
り
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　し
か
し
、津
波
や

原
発
事
故
で
ふ
る
さ

と
を
離
れ
避
難
し
て

い
る
方
は
、初
め
て

暮
ら
す
土
地
で
の
生

活
に
な
か
な
か
馴
染

め
な
か
っ
た
り
、地
域

の
人
と
ど
う
関
わ
っ

て
い
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
り
と
、日

頃
か
ら
の
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
台
風
19
号
に
お
い
て
、い
わ
き
市

内
郷
に
あ
る
復
興
公
営
住
宅
･
県
営
宮
沢

団
地（
以
下
、宮
沢
団
地
）で
は
入
居
以
来

培
っ
て
き
た
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
力
を
発
揮

し
、集
会
所
が
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し

て
機
能
し
ま
し
た
。
宮
沢
団
地
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
支
援
に
携
わ
っ
た
の
は
、N
P
O

法
人
み
ん
ぷ
く（
以
下
、み
ん
ぷ
く
）で
す
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、避
難
者
の
住
ま
う
宮
沢

団
地
と
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
取
組
み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

台風19号における原発避難者と
地域住民の助け合い
－避難先での防災と避難活動－

●原発事故の避難者が水害で被災した自治体

本宮市本宮市

福島市福島市 伊達市伊達市

二本松市二本松市

郡山市郡山市

須賀川市須賀川市

田村市田村市

いわき市いわき市

南相馬市南相馬市

相馬市相馬市

ー
台
風
19
号
の
際
の
、宮
沢
団
地
自
治
会

の
対
応
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

志
賀

　まず
は
入
居
者
向
け
に
注
意
喚
起

の
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
、停
電
や
断
水
に

対
す
る
準
備
や
、強
風
で
物
が
飛
ば
な
い
よ

う
な
対
応
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。
宮

沢
団
地
は
高
台
に
あ
る
た
め
、直
接
的
な

浸
水
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、地
区

の
南
北
に
宮
川
と
新
川
と
い
う
2
つ
の
川
が

あ
り
、宮
沢
団
地
よ
り
低
い
周
辺
の
地
域

で
は
、以
前
か
ら
度
々
浸
水
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

高
梨

　その
た
め
地
域
の
方
か
ら
宮
沢
団

地
自
治
会
に
対
し
て
、集
会
所
を
地
域
住
民

の
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
出
て
い
ま
し
た
。
万
一
の
際
に

は
、団
地
の
住
民
と
地
域
の
方
が
互
い
に
支

え
合
え
る
よ
う
に
、話
し
合
う
機
会
を
つ
く

り
日
頃
か
ら
交
流
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
、

団
地
の
皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、今
回

実
際
に
避
難
所
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

NPO法人みんぷく
スーパーバイザー
高梨 幸司さん

し　が　ふみきよ たかなし　こう  じ

台
風
19
号
発
生
時
、
宮
沢
団
地
自
治
会
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
か
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ー
実
際
に
避
難
さ
れ
て
来
た
方
に
ど
の
よ

う
な
支
援
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

志
賀

　断水
に
備
え
て
、集
会
所
内
に
飲

料
水
や
ト
イ
レ
用
の
水
、毛
布
な
ど
を
準
備

し
ま
し
た
。
避
難
者
の
中
に
は
車
い
す
の

方
も
い
ま
し
た
が
、民
生
委
員
の
協
力
で
、

安
全
に
避
難
が
で
き
ま
し
た
。
4
名
が
集

会
所
に
宿
泊
さ
れ
た
ほ
か
、一
時
的
に
避
難

し
て
き
た
方
も
10
数
名
い
ま
し
た
。

ー
10
月
25
日
に
も
豪
雨
が
あ
り
、再
び
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
ね
。

志
賀

　南北
を
流
れ
る
２
つ
の
川
が
氾
濫

し
た
た
め
、車
が
水
没
し
な
い
よ
う
に
と
、

20
数
台
の
車
輌
が
宮
沢
団
地
周
辺
に
移
動

し
て
き
ま
し
た
。
集
会
所
を
利
用
し
て
も

よ
い
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
い
た
の
で
、雨

の
中
、集
会
所
周
辺
に
駐
車
し
た
車
輌
に

い
る
方
々
に
声
を
掛
け
て
団
地
駐
車
場
へ

移
動
を
促
し
た
り
、ト
イ
レ
や
着
替
え
の

場
所
と
し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

高
梨

　子ど
も
連
れ
の
方
も
い
た
よ
う

で
、皆
さ
ん
感
謝
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

普
段
宮
沢
団
地
の
住
民
と
の
交
流
が
な
い

人
で
も
、
今
回
避
難
所
と
し
て
利
用
し
た

こ
と
で
、災
害
が
あ
っ
た
と
き
に
、こ
こ
を

使
っ
て
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
広
め
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

志
賀

　地域
の
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、早
期
に
動
い
た
こ
と
も
そ
う

で
す
が
、こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
関
係

が
あ
り
、い
い
形
で
動
い
て
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い

た
こ
と
で
自
然
と「
共
助
」に
よ
る
活
動
が

で
き
た
の
で
、も
っ
と
多
く
の
宮
沢
団
地
住

民
や
地
域
の
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

インタ
ビュー

※福島県からの委託で、2014年から復興
　公営住宅のコミュニティ形成を支援

県営宮沢団地自治会
（いわき市）会長
志賀 文清さん

自　助 共　助共　助
地域の
つながり

3つの助け合いで
災害時の被害を抑える
3つの助け合いで

災害時の被害を抑える

公　助

地域住民や
近隣の人が
互いに協力
し合う

行政機関、自衛
隊等による救助
・援助等

自分の身を
自分の努力
によって守る

内郷駅

浸水区域

66

宮川

新川

いわき市内郷地区浸水区域図

復興公営住宅･
県営宮沢団地
復興公営住宅･
県営宮沢団地

3 はあとふる・ふくしま 2020.3

113―　　―



訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、昨

年
か
ら
団
地
内
で
も
独
自
の
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　復
興
公
営
住
宅
の
自
治
活
動
・
運
営
の
支

援
や
地
域
交
流
支
援
に
加
え
て
、防
災
意
識

の
醸
成
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
み
ん
ぷ
く

で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
地
の
環
境
に
合
わ
せ

た
内
容
で
、独
自
の
訓
練
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

き
ま
し
た
。

　宮
沢
団
地
に
お
い
て
は
、昨
年
9
月
、23

名
が
参
加
し
て
栃
木
県
防
災
館
へ
の
見
学
ツ

ア
ー
を
実
施
。
地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害
を

疑
似
体
験
し
て
、防
災
へ
の
意
識
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
そ
の
後
行
っ
た
救
急
知
識
講
習

会
で
は
、緊
急
時
に
自
分
で
も
行
動
で
き
る

よ
う
に
と
、A
E
D
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
、

ま
と
め
と
し
て
行
わ
れ
た
活
動
報
告
会
に

は
、見
学
ツ
ア
ー
や
講
習
会
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
も
出
席
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
う
い
っ
た
防
災
活
動
の
積
み
重
ね
が

あ
っ
た
こ
と
で
、今
回
の
台
風
19
号
と
豪
雨

に
よ
る
災
害
で
は
地
域
住
民
を
集
会
所
に
受

入
れ
る
た
め
の
事
前
準
備
が
で
き
、お
互
い

に
助
け
合
う「
共
助
」に
よ
る
避
難
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
　
　
　
　
　
　◆

福島県・
避難元自治体

受入自治体

台風19号における原発避難者と地域住民の助け合い

　　宮
沢
団
地
は
、平
成
28
年
6
月
に
入
居
が

始
ま
り
、現
在
は
浪
江
町
や
双
葉
町
、大
熊

町
、富
岡
町
な
ど
か
ら
避
難
し
て
い
る
68
世

帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、自
治
会

長
を
務
め
る
志
賀
さ
ん
は
、「
ほ
と
ん
ど
が
こ

こ
で
初
め
て
出
会
っ
た
人
な
の
で
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
が
一
番
の
課
題
で
し
た
」と
話
し

ま
す
。

　そ
こ
に
、県
の
生
活
拠
点
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
形

成
事
業
を
受
託
し
て
い
る
み
ん
ぷ
く
が
サ

ポ
ー
ト
に
入
り
、自
治
会
の
立
ち
上
げ
時
に

必
要
な
資
料
作
成
の
手
伝
い
や
、宮
沢
団

地
で
暮
ら
す
上
で
必
要
な
ル
ー
ル
の
た
た

き
台
を
提
案
す
る
な
ど
、
入
居
者
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
づ
く
り
を
支
援
し
ま

し
た
。

　ま
ず
は
、宮
沢
団
地
に
隣
接
す
る
集
会
所

で
カ
ラ
オ
ケ
教
室
や
手
芸
教
室
を
開
い
た

り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
芋
煮
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、入
居
者
同
士
の
交
流
の
場
を
設

け
ま
し
た
。
団
地
の
あ
る
内
郷
宮
二
区
の
区

長
や
民
生
委
員
が
あ
い
さ
つ
に
来
て
く
れ
、

懇
談
会
を
開
催
し
て
か
ら
は
、地
域
の
方
と

日
常
的
な
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
集
会

所
で
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
や
お
茶
会
に
地
区
の

方
が
参
加
し
た
り
、団
地
の
住
民
が
地
区
文

化
祭
で
手
芸
作
品
を
出
品
し
た
り
、盆
踊
り

に
加
わ
っ
た
り
と
、日
頃
か
ら
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
自
然
に
交
流

が
深
ま
り
、気
軽
に
話
し
合
え
る
雰
囲
気
が

で
き
て
き
ま
し
た
。

　「団
地
の
住
民
と
地
域
の
方
が
、お
互
い
の

考
え
を
出
し
合
う
た
め
に
も
、協
議
の
場
と

日
常
的
な
交
流
は
不
可
欠
」と
高
梨
さ
ん
。

集
会
所
を
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、

入
居
当
初
か
ら
地
域
の
方
か
ら
出
て
い
た
要

望
事
項
も
ク
リ
ア
で
き
た
こ
と
で
、信
頼
が

深
ま
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　地
域
交
流
を
す
る
中
で
、近
年
増
え
て
い

る
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、住
民
の
防

災
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
る
と
志
賀
さ
ん
。

以
前
か
ら
い
わ
き
市
が
行
う
地
域
の
防
災

訓
練
に
宮
沢
団
地
の
住
民
か
ら
数
名
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、「
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
は
住
ま
い
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の

日
常
的
に
交
流
す
る
こ
と
で

お
互
い
の
意
思
疎
通
が
図
れ
る

日
常
的
に
交
流
す
る
こ
と
で

お
互
い
の
意
思
疎
通
が
図
れ
る

宮
沢
団
地
独
自
の
訓
練
で

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

宮
沢
団
地
独
自
の
訓
練
で

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

継
続
的
な
活
動
に
組
み
込
み

防
災
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

継
続
的
な
活
動
に
組
み
込
み

防
災
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

●地域とのコミュティ形成の進め方

●STEP1 協議

●STEP2 交流

地元町内会等との顔合わせ、調整等

懇談会開催、意見交換

美化（清掃）活動後の地元との交流

協働イベント（復興公営住宅・地元町内会）

日
常
的
な
交
流
が
、
も
し
も
の
時
の
「
共
助
」に
つ
な
が
り

防
災
活
動
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
る

　「み
ん
な
が
復
興
の
主
役
」を
テ
ー
マ

に
、支
援
を
す
る
人
・
必
要
と
す
る
人

が
知
恵
を
出
し
合
い
活
動
す
る
こ
と
を

目
的
に
、2
0
1
2
年
に
設
立
さ
れ
た

「
み
ん
ぷ
く
」。
現
在
は
復
興
公
営
住
宅

の
自
治
活
動
・
運
営
の
支
援
や
地
域
交

流
支
援
、防
災
意
識
醸
成
支
援
に
力
を

入
れ
て
お
り
、い
わ
き
拠
点
で
は
い
わ
き

市
内
16
カ
所
、広
野
町
１
カ
所
の
団
地

で
、住
民
が
主
体
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
、継
続
・
維
持
す
る
た
め

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　地
元
地
域
に
と
け
込
む
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
う
際
に
は
、復
興
公
営
住

宅
の
住
民
と
地
域
の
方
で
協
議
の
場
を

設
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、

顔
合
わ
せ
や
懇
談
会
を
開
き
、お
互
い

の
意
見
を
聞
き
、何
を
求
め
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
次

に
、清
掃
活
動
な
ど
で
交
流
を
は
じ
め
、

お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
協
働
で
開

催
し
ま
す
。
何
か
を
や
っ
て
終
わ
り
で

な
く
、必
要
が
あ
れ
ば
改
善
し
な
が
ら
、

次
に
つ
な
が
る
よ
う
継
続
的
な
対
話
の

場
を
設
け
、必

要
な
情
報
を

知
る
た
め
に

信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
を

大
切
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

〈
N
P
O
法
人
み
ん
ぷ
く
の
取
組
み
〉

地
域
と
共
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
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N
P
O
法
人
み
ん
ぷ
く
の
取
組
み
〉

地
域
と
共
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

宮沢団地の住民と地域の方が一緒
に地域の魅力を再発見した
「内郷さんぽ」

　防
災
訓
練
は
必
要
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
取
組
み
に
く
い
と

の
声
も
あ
り
ま
す
が
、「
定
期
的
な
行
事
に

組
み
込
み
年
間
行
事
の
一
つ
に
し
て
い
け
ば
、

よ
り
身
近
な
も
の
に
な
り
ま
す
」と
話
す
高

梨
さ
ん
。
防
災
と
い
う
誰
に
で
も
必
要
な
切

り
口
が
地
域
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
、そ
れ
ら
を
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く
か

が
カ
ギ
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
市
内
一

斉
清
掃
に
は
参
加
す
る
と
い
う
住
民
も
多
い

の
で
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
訓
練
を
行
え
ば

参
加
率
も
高
ま
り
、こ
れ
ま
で
地
域
と
交
流

が
な
か
っ
た
世
代
が
地
域
防
災
に
関
心
を

対話・協働

復興公営住宅
自治組織

地元町内会
組織

持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
と
、志
賀
さ
ん
も
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　将
来
的
に
は
、住
民
が
自
治
会
を
自
主
運

営
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
事
と
話
す

高
梨
さ
ん
も
、宮
沢
団
地
で
の
成
功
例
を

参
考
に
、他
の
復
興
公
営
住
宅
に
も
展
開

し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

AEDの使い方などを学んだ救急知識講習会

　宮
沢
団
地
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
地
域
の

方
を
招
く
と
、団
地
の
住
民
だ
け
で
仲

良
く
す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
い
う
声
が

上
が
る
こ
と
も
あ
る
と
志
賀
さ
ん
。
そ

ん
な
時
は「
災
害
な
ど
で
宮
沢
団
地
だ

け
で
対
応
で
き
な
い
時
、お
世
話
に
な

る
の
は
地
域
の
人
な
ん
だ
か
ら
、日
頃

か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
お
く
こ
と
が
大
事

だ
よ
」と
話
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　ま
た
、仕
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
な
い
人
に
も
定
期

的
に
声
を
掛
け
、自
身
に
何
か
あ
っ
た
時

の
た
め
に
も
、顔
見
知
り
を
作
っ
て
お
く

こ
と
が
大
事
だ
と
伝
え
て
い
る
と
い
い
ま

す
。「
宮
沢
団
地
の
1
階
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
向
け
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様

の
た
め
居
室
内
に
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
り
、

非
常
ベ
ル
の
音
に
気
づ
い
た
隣
の
人
が
救

急
車
を
呼
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、普
段
か
ら
交
流
が
な
い
と
で
き

な
い
こ
と
で
す
」と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大

切
さ
を
話
し
ま
す
。

何
か
あ
っ
た
時
に
頼
れ
る
よ
う
、

顔
見
知
り
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

何
か
あ
っ
た
時
に
頼
れ
る
よ
う
、

顔
見
知
り
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

VOICEVOICE

「何かあった時には、隣同
士で知らせ合うことが大
事」と志賀さん

防災関連事業のまとめとして開かれた「みんなで学
ぼう防災・減災 ! 活動報告会」で、防災意識を共有

復興公営住宅･県営宮沢団地
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訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、昨

年
か
ら
団
地
内
で
も
独
自
の
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　復
興
公
営
住
宅
の
自
治
活
動
・
運
営
の
支

援
や
地
域
交
流
支
援
に
加
え
て
、防
災
意
識

の
醸
成
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
み
ん
ぷ
く

で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
地
の
環
境
に
合
わ
せ

た
内
容
で
、独
自
の
訓
練
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

き
ま
し
た
。

　宮
沢
団
地
に
お
い
て
は
、昨
年
9
月
、23

名
が
参
加
し
て
栃
木
県
防
災
館
へ
の
見
学
ツ

ア
ー
を
実
施
。
地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害
を

疑
似
体
験
し
て
、防
災
へ
の
意
識
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
そ
の
後
行
っ
た
救
急
知
識
講
習

会
で
は
、緊
急
時
に
自
分
で
も
行
動
で
き
る

よ
う
に
と
、A
E
D
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
、

ま
と
め
と
し
て
行
わ
れ
た
活
動
報
告
会
に

は
、見
学
ツ
ア
ー
や
講
習
会
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
も
出
席
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
う
い
っ
た
防
災
活
動
の
積
み
重
ね
が

あ
っ
た
こ
と
で
、今
回
の
台
風
19
号
と
豪
雨

に
よ
る
災
害
で
は
地
域
住
民
を
集
会
所
に
受

入
れ
る
た
め
の
事
前
準
備
が
で
き
、お
互
い

に
助
け
合
う「
共
助
」に
よ
る
避
難
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
　
　
　
　
　
　◆

福島県・
避難元自治体

受入自治体

台風19号における原発避難者と地域住民の助け合い

　　宮
沢
団
地
は
、平
成
28
年
6
月
に
入
居
が

始
ま
り
、現
在
は
浪
江
町
や
双
葉
町
、大
熊

町
、富
岡
町
な
ど
か
ら
避
難
し
て
い
る
68
世

帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、自
治
会

長
を
務
め
る
志
賀
さ
ん
は
、「
ほ
と
ん
ど
が
こ

こ
で
初
め
て
出
会
っ
た
人
な
の
で
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
が
一
番
の
課
題
で
し
た
」と
話
し

ま
す
。

　そ
こ
に
、県
の
生
活
拠
点
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
形

成
事
業
を
受
託
し
て
い
る
み
ん
ぷ
く
が
サ

ポ
ー
ト
に
入
り
、自
治
会
の
立
ち
上
げ
時
に

必
要
な
資
料
作
成
の
手
伝
い
や
、宮
沢
団

地
で
暮
ら
す
上
で
必
要
な
ル
ー
ル
の
た
た

き
台
を
提
案
す
る
な
ど
、
入
居
者
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
づ
く
り
を
支
援
し
ま

し
た
。

　ま
ず
は
、宮
沢
団
地
に
隣
接
す
る
集
会
所

で
カ
ラ
オ
ケ
教
室
や
手
芸
教
室
を
開
い
た

り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
芋
煮
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、入
居
者
同
士
の
交
流
の
場
を
設

け
ま
し
た
。
団
地
の
あ
る
内
郷
宮
二
区
の
区

長
や
民
生
委
員
が
あ
い
さ
つ
に
来
て
く
れ
、

懇
談
会
を
開
催
し
て
か
ら
は
、地
域
の
方
と

日
常
的
な
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
集
会

所
で
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
や
お
茶
会
に
地
区
の

方
が
参
加
し
た
り
、団
地
の
住
民
が
地
区
文

化
祭
で
手
芸
作
品
を
出
品
し
た
り
、盆
踊
り

に
加
わ
っ
た
り
と
、日
頃
か
ら
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
自
然
に
交
流

が
深
ま
り
、気
軽
に
話
し
合
え
る
雰
囲
気
が

で
き
て
き
ま
し
た
。

　「団
地
の
住
民
と
地
域
の
方
が
、お
互
い
の

考
え
を
出
し
合
う
た
め
に
も
、協
議
の
場
と

日
常
的
な
交
流
は
不
可
欠
」と
高
梨
さ
ん
。

集
会
所
を
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、

入
居
当
初
か
ら
地
域
の
方
か
ら
出
て
い
た
要

望
事
項
も
ク
リ
ア
で
き
た
こ
と
で
、信
頼
が

深
ま
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　地
域
交
流
を
す
る
中
で
、近
年
増
え
て
い

る
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、住
民
の
防

災
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
る
と
志
賀
さ
ん
。

以
前
か
ら
い
わ
き
市
が
行
う
地
域
の
防
災

訓
練
に
宮
沢
団
地
の
住
民
か
ら
数
名
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、「
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
は
住
ま
い
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の

日
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的
に
交
流
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る
こ
と
で

お
互
い
の
意
思
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通
が
図
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る
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的
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交
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る
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と
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互
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の
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る
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独
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独
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み
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災
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よ
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近
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も
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み
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近
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に
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に
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必
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と
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る
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が
知
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出
し
合
い
活
動
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る
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と
を
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に
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で
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を
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維
持
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の
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ま
す
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デ
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に
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民
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で
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ず
は
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合
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せ
や
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会
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開
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、お
互
い

の
意
見
を
聞
き
、何
を
求
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て
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る
の
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を
知
る
こ
と
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ら
始
ま
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ま
す
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次

に
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活
動
な
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で
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流
を
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め
、

お
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な
ど
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を
協
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開
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ま
す
。
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や
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改
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が
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次
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な
対
話
の

場
を
設
け
、必

要
な
情
報
を

知
る
た
め
に

信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
を

大
切
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

〈
N
P
O
法
人
み
ん
ぷ
く
の
取
組
み
〉

地
域
と
共
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

〈
N
P
O
法
人
み
ん
ぷ
く
の
取
組
み
〉

地
域
と
共
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

宮沢団地の住民と地域の方が一緒
に地域の魅力を再発見した
「内郷さんぽ」

　防
災
訓
練
は
必
要
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
取
組
み
に
く
い
と

の
声
も
あ
り
ま
す
が
、「
定
期
的
な
行
事
に

組
み
込
み
年
間
行
事
の
一
つ
に
し
て
い
け
ば
、

よ
り
身
近
な
も
の
に
な
り
ま
す
」と
話
す
高

梨
さ
ん
。
防
災
と
い
う
誰
に
で
も
必
要
な
切

り
口
が
地
域
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
、そ
れ
ら
を
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く
か

が
カ
ギ
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
市
内
一

斉
清
掃
に
は
参
加
す
る
と
い
う
住
民
も
多
い

の
で
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
訓
練
を
行
え
ば

参
加
率
も
高
ま
り
、こ
れ
ま
で
地
域
と
交
流

が
な
か
っ
た
世
代
が
地
域
防
災
に
関
心
を

対話・協働

復興公営住宅
自治組織

地元町内会
組織

持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
と
、志
賀
さ
ん
も
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　将
来
的
に
は
、住
民
が
自
治
会
を
自
主
運

営
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
事
と
話
す

高
梨
さ
ん
も
、宮
沢
団
地
で
の
成
功
例
を

参
考
に
、他
の
復
興
公
営
住
宅
に
も
展
開

し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

AEDの使い方などを学んだ救急知識講習会

　宮
沢
団
地
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
地
域
の

方
を
招
く
と
、団
地
の
住
民
だ
け
で
仲

良
く
す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
い
う
声
が

上
が
る
こ
と
も
あ
る
と
志
賀
さ
ん
。
そ

ん
な
時
は「
災
害
な
ど
で
宮
沢
団
地
だ

け
で
対
応
で
き
な
い
時
、お
世
話
に
な

る
の
は
地
域
の
人
な
ん
だ
か
ら
、日
頃

か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
お
く
こ
と
が
大
事

だ
よ
」と
話
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　ま
た
、仕
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
な
い
人
に
も
定
期

的
に
声
を
掛
け
、自
身
に
何
か
あ
っ
た
時

の
た
め
に
も
、顔
見
知
り
を
作
っ
て
お
く

こ
と
が
大
事
だ
と
伝
え
て
い
る
と
い
い
ま

す
。「
宮
沢
団
地
の
1
階
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
向
け
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様

の
た
め
居
室
内
に
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
り
、

非
常
ベ
ル
の
音
に
気
づ
い
た
隣
の
人
が
救

急
車
を
呼
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、普
段
か
ら
交
流
が
な
い
と
で
き

な
い
こ
と
で
す
」と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大

切
さ
を
話
し
ま
す
。

何
か
あ
っ
た
時
に
頼
れ
る
よ
う
、

顔
見
知
り
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

何
か
あ
っ
た
時
に
頼
れ
る
よ
う
、

顔
見
知
り
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

VOICEVOICE

「何かあった時には、隣同
士で知らせ合うことが大
事」と志賀さん

防災関連事業のまとめとして開かれた「みんなで学
ぼう防災・減災 ! 活動報告会」で、防災意識を共有

復興公営住宅･県営宮沢団地

5 はあとふる・ふくしま 2020.3
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

保険期間１年

❶ 職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 役職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ21-12224から抜粋）

令和４年度



〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染症重点プラン」への加入をおすすめします。
例えば、被災地での災害ボランティア活動や当初予定していなかったボランティア活動への参加にあたり、新型コロナ
ウイルス感染症をはじめとした特定感染症への備えとして、特定感染症重点プランに加入いただきますと、より安心して
ボランティア活動に参加いただけます。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

【新設】特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラ

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和４年度
は
あ
と
ふ
る
ふ
く
し
ま
　
東
日
本
大
震
災
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東
京
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福
島
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力
発
電
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よ
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・
避
難
者
支
援
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記
録

社
会
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人
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会
福
祉
協
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タ
ー


